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プロローグ







　聖王暦五二八年。初夏――

　赤い短たん髪ぱつの少年の目の前に、キラリと輝かがやきを放つ鋼鉄の穂ほ先さきがあった。

　槍やりを突つきつけて来るのは、超ちよう一いち流りゆうの美術品のような美び貌ぼうの少女だ。

　神秘的な色合いの、銀の長ちよう髪はつ。紅がかった瞳ひとみは愛らしさと高潔さを兼かね備そなえ、ふっくらと柔やわらかそうな唇くちびるは桜色。すっと通った鼻筋のかたちは最も早はや造形美と言える。

　エルラーンの王女『精せい霊れい姫き』ルシエ・エルラーン。その美しさは評判通りのようだ。

「えーとルシエ殿どの？　君、俺おれの結けつ婚こん相手だよね？　何でこうなってるのかなあ？　ああひょっとして、初対面の人間には槍を突きつけないと気が済まない趣しゆ味みとか？　それはあんまり人に誇ほこれるモンじゃないと思うよ」

　槍を突きつけられている少年――ラウル・ラシュメアは、さして深刻さを感じさせない口調でそんな問いかけをした。

「馬ば鹿かを言え、そんなわけがないだろう。人を変質者扱あつかいしないでもらおうか」

　と、ルシエは愛らしい瞳に怒いかりの色を見せる。

「という事は俺だからって事ね。いや、帝てい都とから遠路はるばるやって来て、お出で迎むかえがこれとは。これから先の夫ふう婦ふ生活が思いやられるなあ」

　ラウルは芝しば居いがかった仕草でやれやれ、と額に手を当てて見せる。

「それだ。私にはまだ結婚など早い。今すぐ回れ右をしてお帰り頂けるとありがたい」

「いやー俺だって国から言われて来てるわけで。そういうワケにも行かないと思うんだよね。まーまー政略結婚なんてそんなもんでしょ？　表向きだけ取とり繕つくろってりゃ、別にお互たがい愛し合う必要もないし、君に俺を愛せなんて強しいるつもりもないよ。つーわけでここは一つ、犬に噛かまれたとでも思って諦あきらめて――」

「それができないから、こうしている！　しかも『屑くず星ぼし皇おう子じ』など、私の夫と認めるものか！　断固としていらん！」

　ざわざわざわ。周りを取り囲む人々は、この二人のやり取りを何事かと見つめている。

　ここは街の外がい郭かくの門である。人通りは多い。

　政略結婚が決まり、ウェーメリア帝てい国こくの帝都からエルラーンの王都までやって来て、門までルシエが出迎えに来てくれたと思ったら――これだったのである。

「いいか？　ここで私と一手勝負して貰もらおう。私が勝ったら、今回の話は無かった事にしてもらうぞ。これは母上にも承知頂いている」

「ユーリエ様が？　ふむふむふむ……」

　とラウルは腕うで組ぐみをして首を捻ひねり、考える仕草を見せる。

「何をごちゃごちゃ言っている。どうするのだ、やるのかやらないのか？　まあ『屑星皇子』や『帝国の屑星』などと呼ばれるあなたに腕うでを求めても、無理な相談だろうがな。だが意い気く地じがあるかないかは腕に関係ないだろう？　私は意気地なしは嫌きらいだ」

　挑ちよう発はつ的てきな口調と表情を作るルシエなのだが、挑発の内容の安さが、ラウルにはある種可愛らしく見えた。ルシエは余よ程ほど政略結婚が嫌いやで、必死なのだろう。

　だが分からないのはルシエの母、女王ユーリエがこれを認めているという発言だ。国同士の決まり事をこんな勝負で覆くつがえせるわけがない。もし覆ったら外交問題だ。

　なのに何な故ぜ、女王はこんな事を許可したのだろう？

　何かこちらを陥おとしいれる謀はかりごとがある？

　もしくはルシエが女王の許可があると嘘うそをついているだけなのか？

　それともラウルが勝つ事を女王は確信しているのか？

　気にはなるが、今考えても結論は出なかった。

　ならば――

「分かった、受けるよその勝負。でも俺が勝ったらルシエ殿は何してくれるの？」

「うん？　何だってしてやるさ。もし万が一そちらが勝てばな」

　勝ちを確信している様子のルシエである。自分に自信を持つのはいい事だ。それだけの研けん鑚さんを重ねたのだろう。確かにルシエの立たち振ふる舞まいは、訓練された武人のそれだ。

「おお素す敵てきな事言うね。何してもらおうかなー。ぐふふふふふ……」

　ラウルの怪あやしい含ふくみ笑わらいに身の危険を感じたのか、ルシエの顔が引きつる。

「ちょ……待て、何を考えている？　い、いかがわしい事を考えていないだろうな？　そういうのはダメだ！」

「さて？　何でもって言ったよ？　何でもって。まぁ何がいかがわしい事か前もって言って貰えれば避さけるけど？　はいどうぞ言ってみて」

「え？　それは――その……ええと――」

　口ごもるルシエの頬ほおが心なしか紅潮した。何を想像しているのだろう。

　表情豊かで、中々楽しそうな姫ひめ君ぎみである。

「う、うるさい！　どうせ私が勝つのだから言う必要ない！　これでも私の槍に勝てる者は、この国にはいない！」

「なるほどなるほど。じゃあいかがわしい事を目指して頑がん張ばりますか」
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　まあこれは冗じよう談だんで――

（こんな衆しゆう人じん環かん視しの中でいきなり決けつ闘とうとは予想外だったけど、考えようによっちゃ好都合だからね）

　ルシエの取り巻きの将兵も、都の住人も皆みな見ている。ここでこの国一番というルシエの腕を上回るものを見せる事が出来たら、あっという間に評判は広がるだろう。

　彼かの女じよの言う通り世間でのラウルの評判は『屑星皇子』あるいは『帝国の屑星』。決していいものではない。初対面の人間にも、どうせ噂うわさ通りのうつけ者なのだろうと、穿うがった見方をされてしまう。ルシエにしてもその様子だ。

　これまでの帝都での生活とは違ちがう。帝都では『屑星皇子』の姿を崩くずしてはならなかったが、ここエルラーンでは真逆で、人々の信しん頼らいを得る必要がある。そうでなければ、ここへやって来た意味が無い。この国の人達たちの先入観を覆さなければならない。

　それには派手な活かつ躍やくが必要だが――この騒さわぎはもってこいだ。利用しない手はない。

　一度ラウルから離はなれて間合いを取ると、ルシエは隙すき無く身構えて、ラウルを促うながした。

「では――始めるぞ。さぁ抜ぬくがいい、それが見みかけ倒だおしでないのならばな」

　その視線の先は、ラウルの腰こしの佩はい剣けんにある。

　鞘さやは真まっ直すぐではなく反りがあり、ブロードソードのような直剣でない事が分かる。

　中に納められているのは――カタナと呼ばれる、珍めずらしい種類の刀とう剣けんだ。このユミール大陸では殆ほとんど見ないものである。

「それじゃ遠えん慮りよなく」

　ラウルは腰のカタナの柄つかに手をかけた。

（ホントにね。もう遠慮はいらない――人前で本気で戦うなんていつ以来かな）

　柄にも無く、少し興奮しているかもしれない。

　さあ、これから始めるのだ――ラウル・ラシュメアの英えい雄ゆう譚たんを。







第一章　政略結婚







　荘そう厳ごんな宝ほう飾しよくに彩いろどられた玉座の間。そこは文や武の高級官職を賜たまわる者達が集つどうウェーメリア帝国の中ちゆう枢すうである。

　数十もの人数が詰つめ、直立不動で一片の私語も聞こえない張はり詰めた空気の中で、ラウルはその元首たる皇こう帝ていとの謁えつ見けんに臨のぞんでいた。

「それでは、ラウルとエルラーンの王女ルシエ殿との婚こん礼れいを承しよう認にんする。これでかの国とは誼よしみを結ぶ事となり、争あらそう事もなくなろう。ラウルはすぐにエルラーンへ向かうように」

「承知しました。供を二人ほど連れても構いませんか」

「良きにはからえ」

「ありがとうございます。早さつ速そく準備をいたします」

　跪ひざまずいたラウルは玉座にちょこんと座すわる少女に向けて、深々と頭を垂れた。

　顔色を盗ぬすみ見るに、明らかに不満げであり、この縁えん談だんには納なつ得とくしていないようだ。

　そのように外から感情が見えてしまうのは、為い政せい者しやとしては甘あまいかも知れない。

　が、この少女はまだ十一歳さいである。そこまで求めるのは酷こくというものだ。

　ユミール大陸の三分の二を版図とする、随ずい一いちの強国ウェーメリア帝国。

　現在の皇帝は、この可愛かわいらしい少女ミレーニアである。もう即そく位いして一年が経たつ。

　その間帝国は先せん帝ていの喪もに服すため、対外的な動きを控ひかえていたがそれも明け、今回ラウルが小国エルラーンの姫君と政略結婚する運びとなったのだった。

「ミレーニア陛下、御ご裁さい定ていありがとうございます。ではこの場は閉会とします」

　そう宣言したのは、宰さい相しようレイノルズだ。その場に控えていた人間が次々玉座の間から退出して行く。

　レイノルズはまだ三十に達しない青年だが、その手しゆ腕わんは周囲も認める所であり、なおかつ眉び目もく秀しゆう麗れい。先代皇帝ラヴェールの第二皇子であり、第五皇子であるラウルとは異母兄弟にあたる間あいだ柄がらだ。

　幼き現皇帝ミレーニアは先帝の第一皇子の娘むすめだが、第一皇子は先帝に先立ち既すでに亡なく、正室の血統を重視する皇室の典てん範ぱんを尊重し、ミレーニアが現皇帝となっている。

　現実は典範の尊重と言う名目で、第二皇子の宰相レイノルズと、第三皇子の近衛軍元げん帥すいアイヴァーとの双そう方ほうが、全面対立を回かい避ひしたという所である。

　皇帝ミレーニアは、両派の妥だ協きよう点てんとして生まれたお飾かざりに過ぎなかった。

　護衛に付つき添そわれて玉座の間を出て行こうとするミレーニアは、足を止めてラウルに声をかける。

「ああ、ラウル。本日の夕刻の面会は予定通りに行う。遅おくれるなよ。良かったらマリーベルも連れて来るがいい」

「分かりました」

　ラウルがそう応じると、ミレーニアは皇帝専用の出入り口から退去していった。

　それを見届けるラウルの肩かたを叩たたく者がいた。

「良かったなラウル。屑星だ何だと言われ続けてきたお前にも、ようやく帝国のために役立てる時が来たという事だ」

　今回の政略結婚の発案者であり、エルラーン王国と隣りん接せつするアゼルキア州を預かる州長官、ボウテングだった。ボウテングは先代皇帝の第四皇子、ラウルの異母兄の一人だ。

　現在は皇帝への定期報告のため、帝都に戻もどって来ているのである。程ほど無なくアゼルキア州に再び赴おもむく事になるだろう。

（帝国のため――か。良く言うよ。自分のための間ま違ちがいでしょうに）

　ボウテングにしてみれば、宰相や近衛軍元帥の地位にいる兄達に比べ、その立場は州長官であり格で劣おとっている。手て柄がらを挙げ己おのれの格を上げたい、という事なのだろう。

　それでも何の公的な官職も与あたえられていないラウルから見れば、随ずい分ぶんマシなのだが。

　更さらに言うと、ボウテングは州長官の役割を全まつとうできていないようだ。彼かれの統治はひどいものだと、帝都にいる自分の耳にも噂は聞こえてくる。

　まともにできないのならば、代わってくれればもっとうまくやる自信はあるが、ラウルにはそんな権限はない。歯がゆい事だが、今後もそんな機会は与えられないだろう。

　それ程ほどに、ラウルのこの宮きゆう廷ていにおける格は低かった。

「ホント兄上には感謝してますよ。いつまでも穀ごく潰つぶしでいるのも申し訳ないですからね」

　その言葉は半分は本音だ。このまま帝都に縛しばり付けられていれば、ラウルの一生は『帝国の屑星』のまま終わる。その枷かせを解かれれば――出来る事はある。

　一生を『屑星皇子』で終わらせるつもりはない。

　ボウテングの浅はかな功名心が事の原因だろうとも、結果自分の好機になるのだからそこは感謝をするべきだろう。

「ああ。屑星であるお前を、屑なりに使ってやろうと言うんだ。感謝してうまくやれよ、そして今後とも俺に従え」

　腐くさっても皇族。ラウルでも一応政略結婚の担にない手てくらいにはなるというわけだ。現にエルラーン側からは、承しよう諾だくの返答があったのだから。

　帝国とエルラーンの国力差は圧あつ倒とう的てきである。帝国は常備兵力で五十万を超こえるのに対して、エルラーンは一万程度だろう。

　政略結婚とはつまり同盟である。圧倒的兵力を持つ帝国から、攻こう撃げきされる事がないというお墨すみ付つきを得るのと同義だ。エルラーンからすれば受けない理由がない。

「はいっ。今後とも兄上について行きます」

　へラッと笑え顔がおでラウルは応じた。

「よォ、一応祝っておいてやるぞ、屑星。おめでとうよ」

　と近付いて来るのは、大おお柄がらで逞たくましい体つきをした青年である。黒い髪かみはやや長く、顔つきは精せい悍かんだがどこか人を下に見たような、威い圧あつ的てきな雰ふん囲い気きを身に纏まとっている。

　第三皇子アイヴァー。現在帝てい国こく元げん帥すいの地位にある。先代皇帝に伴ともなわれて少年期から従軍しており、人並み外れた武勇によって数々の手柄を挙げた経歴を持つ。今では『帝国の獅し子し』とも呼ばれている異母兄だ。

「どうもどうも――ありがとうございます。向こうのルシエ姫ひめは凄すごい美人だって話ですし、今から楽しみですねー」

「フフッ。お前が楽しみにしてるのは、女なんて安いものなのかねぇ。なぁ？」

（うーんやっぱりこの兄上は油断できない……）

　アイヴァーは兄弟の中でも、伝統的な価値観に囚とらわれない思考をする方だ。

　ただ利己的でないかと言えば断じて否で、必要もないのに占せん領りよう地ちに苛か烈れつな振る舞いをしたり、かと思えばわざと敵の余力を残したまま戦を切り上げたり――常人には理解できない振る舞いをする所がある。

　戦いの火種を撒まいているようにも見え、それでいて軍事の才は頭ず抜ぬけているのだから、始末が悪い。ただ帝国五神将にも匹ひつ敵てきする数々の軍功には信しん奉ぽう者しやも多く、特に帝国軍内にはアイヴァーを慕したうものが多い。現在二十万の帝国中央近衛軍元帥の立場にいる事もあって、その気になれば国を割る事も出来る権力を持っていると言っても過言ではない。

　戦で鍛きたえ上あげられたアイヴァーの感性は、ラウルの隠かくしているものを何となく見み抜ぬいていそうで、油断が出来ない相手である。

「いやいや、女性は重要です。宝ですよ。彼かの女じよ達たちがいないと子孫を残す事もできませんしね。まあこんな屑の子孫が残って何が嬉うれしいんだと言われると、微び妙みような所ですけど」

「ふん。まぁいい。『精霊姫』とはいつかこの手でやり合って見たかったが……こうなれば仕方あるまいよ。せいぜい楽しんで来るがいい」

　そこへ宰相レイノルズも輪に加わって来て、ラウルに温和な笑顔を向けた。

「ラウル、話が纏まって良かったね。君の未来に星神セレスの祝福があらん事を」

「ありがとうございます、兄上」

　レイノルズはアイヴァーと顔立ちは似ているが、纏う雰囲気や表情は正反対である。

　宰相の地位にありながら星神教の高司祭でもあり、いかにも聖職者といった穏おだやかさがある。その実非常に冷静沈ちん着ちやくで、頭脳明めい晰せき。政治の方面の手腕に長たけてもいる。

　その能力と星神教に敬けい虔けんな性向から『帝国の法典』とも呼ばれている。

　ラウルとレイノルズのやり取りを聞いていたアイヴァーが、口くちの端はを上げて冷れい笑しようした。

「フフッ。これだから宗教屋は空々しい、無む駄だな事は止よしたらどうだ、兄上よ」

「アイヴァー。何か言いたい事でも？」

　温和なレイノルズの表情に、少し険が差す。

「分かっているだろう？　こいつに星神の祝福など期待できん。こいつは生まれた時から星神に見放されているのさ。でなければ俺おれ達たちと同じく星神器セレステイアルを扱えるはずだ。なあボウテングよ、お前も空々しいと思っただろう？」

　問われたボウテングはレイノルズの顔色も窺うかがい、返事に窮きゆうしたようだった。

「え――それはその……」

「何も言えんのか、愚ぐ図ずが。お前に祝福を与えた星神様はさぞ後こう悔かいしているだろうよ」

　と、アイヴァーはボウテングにも容よう赦しやがなかった。

　険悪になりかけた空気を歯し牙がにかけず、ラウルはヘラッと笑って見せた。

　個人的には、誰だれに対しても容赦のないアイヴァーの言動は嫌いではない。

「俺としては今からでも扱えるようになるならなりたいんで、祝福して欲ほしいですけど。ですが扱えてもそんなに大差はないと思います、この通りの間ま抜ぬけですし」

「有り得んな、今いま更さら星神になど期待するだけ無駄だ。お前が期待できるのは他ほかの何者でもない、お前自身の力のみだろうよ。まァお前に限らず、人は皆かくあるべきだがな」

「アイヴァー、人は皆が強いわけではないよ。星神は強きも弱きも、全すべての人々の拠より所どころになって下さるんだ。君の言い様は、戦争屋にありがちな傲ごう慢まんだ」

「どうかな、星神を信じぬ者を容赦なく踏ふみつけるのは傲慢とは言わぬのか。まあいい興が削そがれた、俺は退散するとしよう。じゃあな屑星、せいぜい思うままに生きるがいい」

　アイヴァーはそれだけ言うと、踵きびすを返して立ち去った。その後を、彼の親派である取り巻き達が媚こびへつらうように付いて行く。

　レイノルズは溜ため息いきを一つつくと、温和な笑えみをラウルに向けた。

「ところでラウル、従者は誰を希望する？　必要な手続きをさせるよ。いなければこちらが見みつ繕くろうけれど」

「一人は皇こう宮ぐう警護役のマリーベル・バロウズを。もう一人は官職が無いんで、手続きは不要です」

「一応聞いておくけれど、その者の素すじ性ようは？　あまり出自が怪しいのも憚はばかられるからね」

「大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ。リハルト・オヴェルスですから」

「剣王ゼファトの息子むすこ……か。なら問題は無いだろうね。では出立は明日の朝です。警護と先方への持参物は用意させるから、明朝皇宮の外門に出頭して欲しい。いいね？」

「了りよう解かいです」

「ではまたいずれ――ね。ボウテング。少し話があるから、付いて来てください」

　レイノルズはボウテングを引き連れ、ラウルから離れて行った。

　一人取り残された形になったラウルだが、ラウルの元にはアイヴァーのように取り巻きが付いて来るわけでもなく、ましてや声を掛かけて来る者ももういなかった。

　『屑星皇子』など誰も眼中にないのである。苦笑いしながら一人、玉座の間を辞した。

「ふー。あー、化かし合いは肩かた凝こるなあ」

　外に出て肩をこきこきと回すラウルの元に、皇宮警護役の装備に身を包つつんだ少女が駆かけ寄よって来る。ふわふわした長い金きん髪ぱつの持ち主で、つぶらな空色の瞳は愛あい嬌きように満ちている。少し目め尻じりが下がり目のためか、とても優やさしそうで母性的な雰囲気がある。

　更に言うと、身に付けた胸甲の留め具を内から破は壊かいしそうなほど胸の膨ふくらみが豊かで、そちらの意味でも魅み力りよくたっぷりな美少女である。年ねん齢れいはラウルと同じ十七歳だ。

「皇子。お疲つかれ様さまでしたあ、お話どうでしたか？」

　おっとりと、たおやかな笑み。花が咲さいたみたいな、ふんわりした雰囲気である。

　この少女が、ラウルがエルラーン行きの供に申しん請せいしたマリーベル・バロウズである。

「マリー。まあ想定通りだったよ、エルラーンに行けってさ。出発は明日の朝だって」

　政略結婚の命が下る事は、事前にボウテングから聞いていたので分かっていた。

「そうですかあ、急ですねえ。じゃあお世話になった方には御ご挨あい拶さつしないとですねえ」

　マリーベルにもエルラーン行きの同行をお願いし、既に承諾を得ている。と言うよりむしろ、お願いしたら「何で一々そんな事聞くんですか？　当たり前じゃないですか」と怒おこられてしまった。

　マリーベルとラウルは乳母うばが同じで、兄きよう妹だいのように育った仲だ。六歳の頃ころにラウルが星約の儀ぎに失敗し、星神器に認められないという事が分かった後も、マリーベルだけはラウルを見捨てずに常に一いつ緒しよにいようとしてくれている。

　実の母親でさえ屑星ラウルを見放し、第三離り宮きゆうの更に外れの古ふる屋や敷しきに押おし込めて、放置したというのに――だ。

　先代皇帝ラヴェールの元で行われた、帝国の版図拡大の戦い――それを世間では黄金戦せん役えきと呼び、中原の一小国でしかなかったウェーメリアを、大陸の三分の二という最大版図まで押し上げた先帝は、その金きん字じ塔とうと纏った鎧よろいの色から黄金皇帝と呼ばれている。

　マリーベルは黄金戦役においてその名を大陸中に轟とどろかせた帝国五神将の筆頭、大神将ゴルータ・バロウズの末すえ娘むすめである。地位も名めい誉よもある家いえ柄がらの令れい嬢じようだ。

　それが未来のない屑星ラウルにかまけているなど、もってのほかだと言われ続けてきたようだが、その意見に彼女が耳を貸した事は一度もない。こう見えて意外と頑がん固こなのだ。

　今のラウルがまだしもまともな人格でいられるのは、そんなマリーベルの存在あってこそなのだろう。そうラウルは思っている。

「挨あい拶さつ回りねえ。ま、俺人脈薄うすいからすぐ終わっちゃうけどね。今からさくっと回って、ミレーニア陛下と最後の雑談して――後はゆっくり休もう。明日から大変だからね」

「はい、分かりました」

「じゃあまず、ジエーロじいさんの所から――」

　ラウルとマリーベルは、連れだって歩き出した。
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　いくつかの場所を巡めぐった後、ラウル達は皇宮の外れにある史料室へと向かっていた。

「こんちはー」

「失礼しまぁす」

　史料室に足を踏み入いれると、ラウル達を迎むかえたのはあちこちにうずたかく積まれた書しよ籍せきの山々である。帝国にまつわるもろもろの史料を編へん纂さんするため、参考文ぶん献けんが山のように置いてあるのだ。軍学、地理、歴史、俗ぞく習しゆうなどなどあらゆる種類が揃そろっている。

　これらはラウルにとって宝の山である。公の役割が何もなく、しかも生きて行くのに最低限くらいの生活費は皇宮から下りて来るラウルには、自由になる時間だけはたっぷりあった。その有り余る時間を使い、ここに置いてある参考文献は殆ど読破している。

「ああ、ラウル様。マリーベル様。いらっしゃい」

　本の山の合間から、丸眼鏡を掛けた細ほそ面おもての青年が姿を見せる。この史料室の主であるリュミエラの部下として働いている文官で、名をサイオンと言う。

　平民出身であり、かつ彼の出身地であるセシルト州は元々星神教が盛んな土地ではないためか、ラウルに対しても先入観を持たずに接してくる。やや気弱で臆おく病びようなところもあるが、ラウルにとっては数少ない友人の一人と言える人物だ。このサイオンにも別れの挨拶をしておきたかった。

「や、サイオン。リュミエラは？」

「出かけられています。リュミエラ様は気分屋ですから、いつ戻られるか分かりません」

「うーん。そっか、んじゃ一応戻ったら、ラウルが別れの挨拶と礼を言いに来たって伝えといてもらえる？」

「別れの挨拶？」

「ああ。エルラーンのルシエ姫と政略結婚する事になってさ。向こうさんは次期女王だから、俺が婿むこ入いりするわけね」

「へえ！　それはおめでとうございます。あ、でもアイヴァー様はともかく、よくレイノルズ様が許可されましたね。エルラーンは星神教ではないのに――原理主義者のあの方が異教の国と同盟なんて」

「まあエルラーンは小国だけど、魔ま狼ろうの砦とりでもあるし、守勢に回れば難なん攻こう不ふ落らくって評判でしょ？　いずれ大陸統一を目指すのに小勢力相手に火傷やけどしちゃ、後に差さし支つかえるからね。だから妥だ協きようしたんじゃない？」

「そうでしょうか？　あの方が見ているのは、大陸統一よりも異教の殲せん滅めつのように僕ぼくは思うんですが――水を差すようですけど、一応気をつけた方がいいですよ」

（うーん。やっぱりサイオンは鋭するどい……）

　と、内心ラウルは舌を巻く。実際、サイオンの言う通りだ。

　史料編纂の専門家として、サイオンの知識量と情報を分ぶん析せきして答えを導く洞どう察さつ力りよくは見るべきものがある。彼独自の歴史解かい釈しやくなどは斬ざん新しんな所もあり興味深く、その講こう釈しやくを聞くのがラウルは好きだった。サイオンも語り出したら止まらない性格のため、夜通し歴史談義をした事も何度もある。

　サイオンの頭は、参さん謀ぼう役やくとして頼たよりになるとラウルは思っている。出来るならばエルラーン行きに同行を願いたいところではあるが――だがあえて、サイオンに供を求める事はしなかった。

「まあ俺は言われたら拒きよ否ひする権利はないからね、行くしかないってわけ」

　と、はぐらかしておく。

「なるほど――さっきの話と矛む盾じゆんしますけど、先帝陛下の喪も明けましたし、これから皇宮も騒がしくなるでしょうから、その方が安全かも知れませんね」

　それは動きを控えていたレイノルズとアイヴァーの軋あつ轢れきが激しさを増し、皇宮を巻き込むような抗こう争そうが起きるかも知れない――という意味だ。

　実母も同じくする正しよう真しん正しよう銘めいの兄弟であるのに、レイノルズとアイヴァーは政敵として反目し合っている。ラウルはどちらとも深い関係にあるわけではないので真意は分からないが、二人の生母である元皇こう妃ひはどう思っているのだろうか。

「そうかもね。ま、どっちもキナ臭くさいってわけだ」

「はい」

「ねえサイオン。これからさ、帝国はどうなってくと思う？」

「そうですね……ミレーニア陛下の陰でレイノルズ様とアイヴァー様が綱つな引ひきをするんでしょうけど――」

　宰相のレイノルズ、中央近衛軍元帥のアイヴァー。この二人を頭とする二大派閥の勢力は拮きつ抗こうしている。拮抗しているが故ゆえに正面衝しよう突とつすると国を二分した戦となり、帝国の国力を激減させてしまうだろう。そうなれば他国が指を咥くわえているはずもない。

　雌し雄ゆうを決するにしても後に尾おを引かぬよう、搦からめ手で優位に立った上で、なるべく国力の消しよう耗もうを抑えるように勝つ事が求められる。

「ですが内ない紛ふんの危険性を孕はらんだままで残りの大国と渡わたり合あう事が出来るか……ラトゥータ教国も、バルゼイア連合も手を拱こまねいているだけではないでしょうし」

　ユミール大陸はその形状の特とく徴ちようから、竜りゆうの頭ず蓋がいとも呼ばれている。東に向けて顎あごを突き出だすような全体像になっており、ラトゥータ教国は竜の上うわ顎あご、バルゼイア連合は下した顎あごの位置を領有している。

　残る大勢力はその二国で、それらを平定できれば帝国の大陸統一はほぼ完かん遂すいする。

　そうなれば後は南部の小半島に位置するエルラーン王国と、北方の雪原地域のジャターユ王国のみ。

　エルラーン、ジャターユ共に小勢力であり、外交交渉のみでの併へい合ごうも視野に入る。今回のラウルの政略結婚は、その下準備と捉とらえる事も出来るだろう。

　サイオンの情勢分析には、概おおむねラウルも同意だった。

　ただし、聞きたかった事とはちょっと違う。

「いや、そういう事よりさ――このままで、帝国で生きてる人達は幸せになれるのかなって事。そこって国としての根底でしょ」

「……ラウル様ですから言いますけど、難しいんじゃないでしょうか。レイノルズ様とアイヴァー様はそれぞれ星神教会と軍の後あと押おしを受けていますが、その分自分を支し援えんする者の意向を汲くまざるを得ません。星神教会の意向は先帝陛下時代には行って来なかった支配地の強制改宗を始めさせてしまいましたし、同じく軍の意向で軍事費を増加させたため、一いつ般ぱんの税は上がりました。余よ裕ゆうがないからと各地の学問所も閉へい鎖さされ始めています」

　黄金皇帝ラヴェールは、ただ戦が強かっただけではない。

　それまで封ほう建けん制せいが主流だった国々の制度を解体し、世せ襲しゆうで領地を受うけ継つぐ仕組みに胡あ坐ぐらをかいて腐ふ敗はいにまみれていた貴族層を抑おさえ込み、全ての支配権を自分の手元に集める中央集権の政体を敷しいた。

　その上で貴族達が各おの々おのの領地に課していた重税を見直し、全ての支配地に均等の軽い税率を科すようにした。これで民の暮らしは以前より改善されることになった。

　また各地に身分に関かかわり無なく無料で学問を学べる学問所アカデミアを設置し、その中で優ゆう秀しゆうな者を見み出いだし、取り立てるための登用試験の仕組みを作った。これで有能であれば生まれは関係なく、公の仕事に就つき出世をする事が出来るという希望を民に与えた。

　ここで学んだ者は帝国への帰属意識を育はぐくむ事となり、戦で切り取った地にも帝国が浸しん透とうして行く優すぐれた融ゆう和わ政策である。更には有能な人材を貴族階級以外から確保する事で、貴族階級の力を削いで行くという役割を果たす一石二鳥でもある。サイオンもセシルト州の学問所で学んだそうだ。

　そして国教である星神教会の意向を抑えてでも、土地の文化に配はい慮りよし、強制改宗はしなかった。これで敵国の民であっても、帝国に支配されるならば宗教という心に根差したものを踏みにじられる事は無いと安心感を与えた。

　これらの施し策さくが徹てつ底ていしていたため、帝国は人心を集めた。圧政にあえぐ敵地の民の中では、帝国軍は解放軍と見み做なされるようになった。

　人々の心を掴つかむ事に成功した帝国軍は強かった。帝国五神将を筆頭に、有能な人材も集まった。それ故に、大陸の三分の二までも支配するに至ったのである。

　ラヴェールは有能な子供に恵めぐまれていたため、末に生まれた屑星ラウルには興味を持たず、ラウルにとっては印象の薄い疎そ遠えんな父親ではある。

　が、その功績を見れば偉い大だいな皇帝である事は間違いない。

　その施策が、新しん帝ていミレーニアが即位して後改められた。新施策では、帝国の外がい縁えん六州と言われる地方部では税が上がり学問所は次々と閉鎖され、更には星神教会による強制改宗も許可されたのである。

「特に学問所と宗教の自由は帝国の統治の肝きもだった。いくらここ数年不作続きで財政が厳しかったとは言え、これじゃあ圧政だ。外縁六州で旧王国を再興しようなんて動きが出て来るのも当然の流れだよね。ミィルウォク州での反乱も必然だったよ」

　半年程前の事であるが、帝国西方のミィルウォク州ではかつての王族を旗印とした反帝国の武装蜂ほう起きがあった。西方大陸への玄げん関かん口ぐちであるミルトード軍港を占せん拠きよして、一万程の規模だったが、それは第三皇子アイヴァーが遠えん征せいして短期間で鎮ちん圧あつしている。

　反乱軍は殆ど皆みな殺ごろしであり、それは凄せい惨さんな戦だったと聞く。これにより各地の反帝国の地下組織は震ふるえ上がっただろうが、だからと言って、それで全てが済んだとは到とう底てい思えない。追おい詰められる所まで追い詰められれば、それしかないと後先を考えずに剣を取る者も出て来るだろう。そんな悲ひ壮そうな覚かく悟ごで剣を取る者を生み出してしまう事は、上に立つ為政者の罪だろうと思う。

「仰おつしやる通りだと思います。旧王国の再興を目指す反乱に加えて、各地の州長官の中にも中央での対立の隙に己の野心のため力を蓄たくわえようとする動きもありますし、あるいは私腹を肥やそうと命令にない暴政を敷く者も出て来ています」

　後者は例えば――異母兄ボウテングだ。

「今は誰もが民から目を背そむけ、己の利に走り出そうとしているように見えます。悲しい事ですけど――偉大な指導者を失ってしまうと、後がこういう事になる例は過去に何度もありますし……帝国も例外でないのかも知れません」

「帝国は道を見失おうとしている――可か哀わい相そうなのはミレーニア陛下だよね。不満を持つ民の怒りの矛ほこ先さきは、最終的に頂点にいるあの子に向かってしまうから。あの子には何の悪気もないのに……」

「そうですね――きっとリュミエラ様が前線から退かれたのも、そのあたりが理由なんだと思います」

　帝国五神将が一人、占星軍師リュミエラ・ミスト。当代一の軍略家との呼び声も高い。

　が、現在は前線を退いて、帝国史料室の室長の閑かん職しよくに自ら望んで甘んじている。

「ロファール様が生きておられたら、このような心配は無かったんでしょうけれど。あの方ならば先帝陛下の施策を受け継ぎつつ、レイノルズ様とアイヴァー様の手た綱づなを取って優れた点だけを上う手まく使いこなせたと思います」

　サイオンが名前を出したのは、五年前に『ニルバスの悲劇』で亡くなった先帝の第一皇子の事だ。現皇帝ミレーニアの父親にあたる。

　全ての面において、先帝と同等あるいは上回ると言われた傑けつ物ぶつで『黄金を継ぐ者』と称しようされ、次代の皇帝はロファールになると誰しも思っていた。

　屑星であるラウルにすら慈じ悲ひ深ぶかく、よく面めん倒どうを見てくれた。ラウルにとっては恩人だ。

　その死の衝しよう撃げきは先帝を病に追い込み、結果帝国はあるべき姿を見失おうとしている。

「帝国が父上と兄上の黄金の志を失おうとしているなら……大陸統一が成ろうと成るまいと価値がないね。誰かが思い出させなきゃさ」

「ラウル様……もしかして自分がその役を？」

「いやあ、地位も名誉もない屑星が何語っても、人は付いて来ないよ。残念ながらね」

「……なるほど。ラウル様のお考えが少し分かったような気がします」

「ん。とりあえず、元気でねサイオン。ミレーニア陛下をよろしく」

「？　勿もち論ろん僕ぼくに出来る事なら――でも僕の長話を真しん剣けんに聞いて下さるのはラウル様くらいですから、寂さびしくなります」

「俺おれも残念だけどね。でも楽しかったよ。今までありがとう。また機会があったら、話聞かせてよ」

「はい、もちろんです」

　最後にラウルはサイオンに握あく手しゆを求め、固く交かわすと史料室を出た。

　そしてマリーベルと並んで歩き出すと、マリーベルは小声で問うてくる。

「あの、皇子。サイオンさんには一緒に行くようにお願いしないんですかあ？　あの方なら、わたしやリハルトとは違った形でお役に立ってくれると思うんですけど……」

「サイオンは本に埋うもれてるのが大好きだからねー。荒あら事ごとに巻き込むのも悪いよ。それにサイオンに任せたい事もあったりね」

　ある意味、こちらの方が大変かもしれないが――
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　その後ミレーニアとの約束の時間を待ち、ラウル達は皇宮内のミレーニアの部屋を訪ねた。これまでは三日に一度、ミレーニアの相談役という名目の雑談相手を務めるのが、ラウルの唯ゆい一いつの仕事だった。それも、今日で最後になる。

　ラウル達がミレーニアの私室に通されると、その姿を見つけて、ミレーニアはぱっと輝かがやかせる。そして、満面の笑顔でぱたぱたと駆け寄って来た。

「にいさまー！　待っておったぞ！」

　人前では威い厳げんのある態度を心こころ掛がけているが、素す顔がおのミレーニアはこの通り年相応の無む邪じや気きで元気のよい少女だ。血縁上はラウルが叔父おじに当たるが、こうして兄のように慕ってくれている。

「さっきは済まなんだ……にいさまを呼び捨てにして――怒っておらんか？」

　ミレーニアは人前では皇帝としての威厳を保つようにと、レイノルズから厳しく躾しつけられているようである。それをちゃんと実行しているのだ。

「怒るわけないでしょ。ちゃんと分かってるよ。よく出来ました」

　と、頭を撫なでるとミレーニアは嬉しそうな笑顔になる。

「えへへ……マリーもよく来たな！　相変わらず綺き麗れいだなマリーは。私も早くマリーみたいになりたいぞ！」

「ふふふ。陛下ならわたしなんかより、もっともっと綺麗になりますよお。陛下のお父様もお母様も、絶世の美男美女で有名だったんですから」

「そうかのう……鼻は低いし背も伸のびないんだが」

「これからですよお、これから」

「うむう。マリーがそう言うなら、私自身に期待しておくのじゃ」

　彼女がラウル達とこんなに親しげにするのは、ミレーニアの父親である先帝の第一皇子ロファールが、生前はラウルの後見人のように面倒を見てくれていたためだ。

　その縁えんで、ラウルやマリーベルは小さなミレーニアと遊んだりする機会が多かった。

　ミレーニアは、『屑くず星ぼし皇子』だからと言ってラウルを馬ば鹿かにしたりはしない。それは、今は亡き父ロファールの教育方針がそうだったからである。

「ところでにいさま、いきなり結けつ婚こんとは何事じゃ！　私は凄く吃驚びつくりしたぞ、それもどこの馬の骨とも知れぬ女に婿入りなどと……！」

　ミレーニアはラウルを見て、ぷうと頬ほおを膨らませる。

「んー？　いや、相手はエルラーンのお姫ひめ様さまなんだから、馬の骨じゃないと思うけど」

「私が知らん女は皆馬の骨じゃっ！　のうにいさま、後生じゃから今からでもその話、無かった事にならんかのう。にいさまと会えなくなるのは寂しいのじゃ」

　心底寂しそうな表情をするミレーニア。
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　この小さな肩に皇帝という重荷を負わされた彼かの女じよは、気の休まる暇ひまのない毎日を送っている。ラウルとお喋しやべりするのは、ミレーニアにとって大事な息いき抜ぬきの時間なのである。

「……ねえミレーニア、ちょっと場所変えよう？　最後に父上と兄上にも挨拶したいし」

「うぬ――霊れい廟びようか？　分かった、では参ろう」

　皇宮に併へい設せつされて、先帝をはじめとする皇族を祀まつる霊廟がある。

　人の出入りは厳重に管理されていて、普ふ段だんは皇族かそれに連れられた者しか入れない。屑星であるラウルには、霊廟に立ち入る許可は与えられておらず、中に入るには誰かに付き添ってもらわなくてはならない。それをミレーニアにお願いしたのだ。普段からちょくちょくお願いして連れて行ってもらっているが、出立の前に行っておきたい。

　ラウル達たちは、ミレーニアを伴って霊廟へと足を運んだ。

　埃ほこり一つ無く整備された石いし畳だたみの霊廟の道は、夕暮れの陽ひに照らされて、日中より一層荘厳な雰囲気に包まれている。

　大きな祭さい壇だんへの階段を上り切ると、二つの肖しよう像ぞう画がと祭壇が目に入る。

　一人は、壮そう年ねんから初老に差し掛かろうとする風ふう体ていの、威厳に満ちた赤髪の男性。黄金の鎧を纏った、威い風ふう堂どう々どうたる姿である。ラウルの父、黄金皇帝ラヴェールの肖しよう像ぞうである。

　もう一人は長い赤い髪をした、芸術品のように顔立ちの整った痩そう身しんの青年。こちらも同じ黄金の鎧を纏った姿である。『黄金を継ぐ者』と呼ばれた、ラヴェールの第一皇子ロファールの姿だ。娘であるミレーニアに似た面おも影かげがある。

　ラウル達三人はまず、ラヴェールの肖像が飾られた祭壇の前に立つ。星神教式の印を切り、そして黙もく祷とうを捧ささげた。

　マリーベルとミレーニアがラヴェールへの祈いのりを終えた時、ラウルは既にロファールの肖像がある祭壇の前に移り、祈りを始めていた。切り上げて、次に移ったらしい。

　マリーベル達はラウルの隣となりに並び、ロファールへも同じように黙祷を捧げた。

　それを終えて――瞳ひとみを開けると、ラウルはまだ、ロファールに対して祈り続けていた。

　その姿を見てマリーベルとミレーニアは顔を見合わせ、そして笑い合った。

　ラウルがいかにロファールを尊敬しているかが、ありありと伝わったからだ。

「ん？　どうしたの二人とも？」

「いや、何でもないのじゃ。ちょっと嬉しかっただけじゃ、にいさまが父上を物もの凄すごく尊敬してくれるのがな」

「そりゃまあね。兄上は俺の恩人だからさ」

　六歳で星神器の星約の儀に失敗したラウルは、皇宮を追い出され、現在の住居に半分幽ゆう閉へいのような形で住まわされた。まるで汚きたないものに蓋ふたをするように。

　その日以来父ラヴェールはラウルへの興味を失い、生母である皇妃ナシュアもラウルの生育を放ほう棄きした。星約の儀以来、母に会ったのは一度きりだ。今はもう、心を病やんだ挙句に遠い所に旅立ってしまった。

　屑星を産んだ皇妃――と散々な悪評を身に受け、更に皇こう帝ていからも見放され、生母も辛つらかったのだろう。今にしてそう思えるのは、自分が成長した証あかしなのだとも思える。

　しかし父からも母からも見捨てられたラウルを、ロファールは見捨てなかった。

　八歳の頃のある出来事をきっかけに、様々な援えん助じよをしてくれるようになり、ラウルが帝てい国こく五神将であるジエーロとリュミエラから教えを受けられるようにもしてくれた。

　無論教えを受け続けられたのは、ラウルが努力し、二人の師を満足させられるだけの弟で子しであり続けたからであるが、きっかけを作ってくれたのは間違いなくロファールだ。

　アゼルキア州の州長官に赴ふ任にんした時は、ラウルとマリーベルを帝都から連れ出して、手元に置いてくれた。そこで直接、様々な事を学ばせてもらった。

「兄上は凄かったよ。黄金戦役を戦いながら、人より一歩も二歩も先を――百年二百年先の未来を見てる人だった。発想が違ちがい過ぎて、驚おどろかされてばっかりだったし」

　ラウルはそう言って、ロファールの肖像へと尊敬と憧あこがれの交じった眼まな差ざしを向ける。

　懐なつかしく輝かしい思い出は、もう戻らない。

　残った人間は受け継いだものを胸に、為すべき事を為さねばならない。

「ねえ、ミレーニアは今の帝国の姿に納なつ得とくしてるわけじゃないよね？」

「当たり前じゃ！　父上はよく、戦で他の国の土地を切り取ったのなら、そこに住む民の暮らしを以前より良いものにせねばならぬと申されていた。私は今の帝国に、それが出来ているとは思えん……」

「レイノルズ兄上とアイヴァー兄上が、民にそっぽを向いて、お互たがい権力争いに夢中になっちゃってるからね」

　ミレーニアはこくん、と頷うなずく。

「叔父上達は私の言う事など聞いてはくれぬから――とはいえ彼かれ等らを罰ばつして除く事も出来ん……私はお飾かざりの皇帝じゃ。自分が情けのうて、民にも申し訳のうて、消え入りたくなる時もある……」

「陛下……」

　マリーベルが、震え出しそうなミレーニアの肩をそっと抱だきしめる。

　位こそ帝国の元首たる皇帝だが、宮廷におけるミレーニアの立場は弱い。

　殆ほとんどの者は宰さい相しようレイノルズか元げん帥すいアイヴァーのどちらかにつくか、あるいはどちらにもつかず日ひ和より見みを決め込むかのいずれかで、ミレーニアに味方する者はほぼいない。

　皆みな分かっているのだ。

　レイノルズとアイヴァー。その権力闘とう争そうに勝った方が、ミレーニアを排はい除じよして皇帝の座に就く、と。ミレーニアは両者の権勢が拮抗している間のお飾りに過ぎない。どちらが勝つにせよ、彼女の在位は長くないのだから、何も沈しずみゆく泥船に乗る事は無い。

　この状じよう況きようでミレーニアがどちらかを罰すると言い出しても、それはもう一方を利するだけになるし、両方を罰するなどと言い出すと、示し合わせて皇帝から引ひき摺ずり下おろされるだけ。命も危ないだろう。

　このままでいても、動こうとしても、いずれミレーニアは退位させられる。

　その時ミレーニアに命があるかどうか――恐おそらくは、無い。

　ミレーニアが不満分子の御み旗はたにされる事を避さけるためだ。

「よく聞いて、ミレーニア。俺は兄上のような聖人君子にはなれないけど、兄上が残したものは大事に思ってるよ。君の事や、この国の事もね」

　ロファールの忘れ形見である、この可愛かわいらしいミレーニア。そして、ロファールが志を捧げた、このウェーメリア帝国という国。

　それが汚けがされることは許しておいてはいけない。黙だまって見ている事は、ロファールに対する不義に当たると思う。

　ミレーニアの未来を救うためには、今動くしかない。レイノルズとアイヴァーが互いに注意を向けて睨にらみ合う今しかないのだ。

「だけど今の俺は、君の悩なやみを聞いて慰なぐさめてあげる事は出来るけど、力になってあげる事は出来ない。俺だって何もできないんだよ。悔くやしいけどね」

「にいさま……」

「だから、力になれるようになって来るよ。そのために俺はエルラーンに行く。戻もどって来たら必ず力になるから。君の気持ちを、この国のみんなに届けられるようにしてあげるから。だからちょっと寂しいけど我が慢まんしてて」

「うむぅ――本当か？　そんな事が出来るのか？」

「もっちろん！　俺に任せといて！」

　全力の笑顔で、頷くラウル。それを見てミレーニアは信じる気になったようだ。

「分かった……ではもう行くなとは言わぬ。信じて待っておる。いや、私も私の出来る事を頑がん張ばってみる！」

「うんいい子いい子。けど注意するんだよ、兄上達と喧けん嘩かするなんて思っちゃダメだ。ミレーニアに何かあったら、俺が頑張る意味も無くなっちゃうからさ」

　頭を撫で撫で。ミレーニアはコロッと表情を変えて、輝くような笑顔を見せる。

「分かった。気をつけて行くのじゃぞ、にいさま。マリー、にいさまをよろしくな」

「はいっ。頑張りますから、安心して下さい」

「それと、これからは相談役さ、史料室にいる文官のサイオンって奴やつがいいと思うよ。物知りだし、俺の数少ない友達だから」

「史料室におるサイオンじゃな？　分かった、今度召めし出してみるのじゃ」

「じゃあ風も冷たくなって来たし、そろそろ戻ろうか」

　ラウル達は、祭壇の階段を下り始める。

　途と中ちゆうで少し足を止め、ラウルはロファールの肖像を振ふり返かえった。

（兄上。あなたのように出来るとは思いませんが……俺は俺の出来る方法で、あなたの残したものを守ろうと思います。どうかお見守り下さい）

「皇子？　どうかしたんですかあ？」

　足を止めたラウルをマリーベルが振り返る。少し強く吹ふいた風が、美しい金髪を揺ゆらしている。その様子が目に鮮あざやかだ。

「ん。何でもないよ。さぁ腹も減ったし帰ろう帰ろう」

　ラウルはへラッと笑ってそう応じた。
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　ミレーニアを私室に送り届けた後、ラウル達は第三離宮の外れの古屋敷に戻った。

　老ろう朽きゆう化かが激しく軋きしむ扉とびらを開けて中に入ると、安い革のソファーに、黒くろ髪かみの長身の青年が寝ねそべっていた。筋骨隆りゆう々りゆうというわけではないが、豹ひようのようにしなやかに引き締しまった体格をしている。

　顔立ちは整っているのだが、目つきが鋭い――と言うよりふてぶてしい。この青年の捻ひねくれ気ぎ味みの性格がよく表れている。年齢はラウルより三つ上の二十歳はたちである。

「ただいま、リハルト」

「ああ。つーか帰りが遅おせえよ、ハラ減っちまっただろうが。おいマリーベル、さっさとメシだメシ」

「お腹なか空すいたなら、自分で用意すればいいじゃないですかあ」

「めんどくせえ。飯めし炊たきはお前の仕事だろうが」

　マリーベルは炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じに裁さい縫ほうと、家事は何でも上手にできる。献けん身しん的てきにラウルの世話を焼くうちに、自然とそうなって行った。

　この屋や敷しきには使用人はいないため、身の回りの事は自分でやらなければいけない。が、リハルトにその気はないし、ラウルも一応出来はするが積極的ではない。生活能力の低い二人が住人なので、マリーベルにかかる負担は大きいのである。

　無論、皇宮警護兵の業務内容に家事は含ふくまれていないのだが。

「わたしはメイドさんじゃありませんよお。働く気がないなら家事くらい覚えて下さい。ほんと穀ごく潰つぶしなんですから……」

　ラウルはまだ皇宮から少しお金が下りて来るのでいいとして、リハルトは完全に無収入である。その上、ラウルが貰もらうお金は一人分の生活がやっとの金額だ。リハルトの分の食費は賄まかなえない。

　それが何処どこから出ているかと言うと――マリーベルが皇宮警護兵として貰う給金からだった。それがこの態度なので、マリーベルがお小言を言いたくなるのも道理である。

「俺の今の仕事はな、ラウルのために腕うでを磨みがく事だ。何もしてねえわけじゃねえよ」

「いいんだよ、マリー。リハルトには世界最強の穀潰しになってもらえればね」

　リハルトは帝国五神将のひとり剣王ゼファト・オヴェルスの一人息子だ。

　この五年間、人目に付かないようにしながら互いに切せつ磋さ琢たく磨まし、剣の腕を磨いて来た。

「でもその皺しわ寄よせがわたしに来るんですよねえ……」

　ラウルは剣の修しゆ行ぎように軍学兵ひよう法ほうの勉強、リハルトは剣の修行だけ。とにかく二人とも修行や勉強ばかりしていて、それ以外の生活の事には無む頓とん着ちやくである。マリーベルからすれば、子供が二人いるようなものだ。

「いいですかあ、二人とも。剣の修行も兵法の勉強もいいですけど、お金がないと人は生きられないんです。お料理しなきゃご飯は食べられませんし、お洗せん濯たくしなきゃ服は汚れますし、お掃そう除じしなきゃ家はボロボロになって住めなくなるんです。知ってましたかあ？」

　ラウルとリハルトは顔を見合わせ――

「「まあその辺は任せた」」

　ぽん、と両側からマリーベルの肩かたを叩たたいた。

「はぁ……結局最後まで何も直そうとしないんですから――わたしだって自分の訓練とかあるんですよお？　もういいですけどね、向こうに行けばきっとメイドさんもいますし」

「ん？　正式に例の話が決まったのか？」

「ああ、明日の朝出発だよ。このオンボロ屋敷ともお別れだね。ちょっと名な残ごり惜おしい気もするけど、いつまでもこのまま燻くすぶってられないしね」

　もうここには戻らない。ここにもう一度戻もどって来るということは、ラウルが志を果たせず『屑星皇子』のまま戻って来たという事になってしまう。それでは意味がない。

　ラウルは言葉に力を込める。

「今度戻って来る時、俺おれ達たちは力をつけて俺達の軍を連れて戻る。そしてこの帝国の道を正す。それがロファール兄上に報むくいることになるし、ミレーニアのためにもなる。もう二度とここには戻らないつもりで行こう。まさか救国の英えい雄ゆうを、こんなオンボロ屋敷に住まわせたりはしないからね」

「そうすれば皇子の事を散々馬鹿にして来た人達にも、目に物見せてあげられますね。皇子もそうでしょうけど、わたしもずーっと悔しかったですから」

「うん。俺は聖人君子じゃない。勿もち論ろん名を上げて、この国も人も全部見返してやるっていう野心もある。一つの結果で大義も野心も満たせるなんて、二倍やる気が出るよね」

　聖人君子は大義のためだけに生きもするが、自分はもっと俗ぞくっぽい人間だ。そうラウルは思っている。大義と野心、それが同居する事を否定しない。

　普段から本音と建前を使い分けて生きている人間という動物にとって、むしろそれは自然な有り様であると思える。

「ラウル。俺は『剣』だ。『剣』の切れ味は使い手次し第だい、俺を上手く使えよ」

「ああ。頼りにしてるよ、リハルト。勿論マリーもね。俺達の道はこれからだけど、この出発地点に立ててるのはマリーのおかげだよ。星約の儀に失敗してすぐ、それまで俺の事ちやほやしてた奴やつ等らはみんな掌てのひらを返して去って行った。けど――マリーだけがずっと変わらず俺の側に居てくれたよね。おかげでまだ人を信じる気にもなれるし、世のため人のためって気にもなれる。本当に感謝してるよ」

「皇子……わたしはわたしのしたいようにしてただけですから。でも、そう言って貰えて嬉うれしいです」

「これからもよろしく、マリー」

「はいっ！　もちろんですよお」

　マリーベルは、花の咲さくような笑え顔がおで頷いたのだった。
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　その夜は屋敷に残っていた食材をすべて使い、マリーベルが腕によりをかけて御ご馳ち走そうを作った。三人でそれを平らげると程ほど無なく就しゆう寝しんし、翌朝早くに屋敷に別れを告げた。

　皇こう宮ぐうの外門で道中の護衛の兵と合流したが、用意されていた移動用の馬車は皇族専用のものではなく、格の落ちる来らい賓ひん用のものだった。

　それを見てマリーベルは、こんな時までと少し不満げだったが、ラウルは笑って受け流した。大事の前の小事、今はそれが当然。腹を立てても仕方がない。

　見返してやればいいのだ。政略結婚のその先に大きな志を見み据すえ、ラウルはエルラーンへと旅立った。

　ラウル達は帝てい都とを発たつと、一路南へと街かい道どうを進んだ。。

　帝都のあるウェーメリア州を出て、南のノルデール州を抜ぬけて異母兄ボウテングの預かるアゼルキア州へ入ったのが十日後。そこから更さらに四日間かけてアゼルキア州を縦断すると、エルラーン領に入る。

　アゼルキア州とエルラーン王国の国境は、ちょうど半島と大陸の接合点にあたる。その付近は山の多い地形で、街道は山間の平地を縫ぬうように続いて行く。

　その街道の途と上じように、エルラーンが他国に誇ほこるゲルトリッシュ砦がある。別名魔狼の砦と呼ばれる、国防の要だ。

　かつて、このゲルトリッシュ砦に籠こもるエルラーン軍は、たった五千で十万もの敵軍を完かん膚ぷなきまでに撃げき破はしたという逸いつ話わがある。

　その当時、ゲルトリッシュ砦を攻こう撃げきしたアゼルキア旧王国の軍は、突とつ如じよ現れた巨きよ大だいな狼おおかみの姿をした化物に襲おそわれ、恐きよう慌こうをきたした所をさらに砦の兵に追つい撃げきされ、大敗北を喫きつしたそうだ。その時に現れた巨大な狼から、ゲルトリッシュ砦は魔狼の砦と呼ばれている。

　魔狼の正体は、エルラーン王国の星神器の力により具現化した精せい霊れいであるそうだ。精霊とは地脈に宿る超ちよう自し然ぜん的な存在らしいのだが、実際に見た事は無いし、お伽とぎ噺ばなしにある魔ま法ほうでもあるまいし、それを操あやつる方法などラウルは知らない。

　エルラーン王国の星神器は、そんな魔法のような事を可能とする恐るべきものだ。帝国もロファール亡なき後の州長官の手によってゲルトリッシュ砦に派兵した事があるが、『精せい霊れい姫き』と呼ばれるルシエ姫ひめが呼び出した魔狼に襲われ敗走している。

　そして、その力を持ってエルラーンが侵しん攻こうして来ないということは、ゲルトリッシュ砦周辺以外では、魔狼を呼び出せないという事である。

　精霊は地脈に宿るらしいが、他所の土地には強い精霊が宿る地脈がないのだろう。少なくともエルラーンに隣りん接せつするアゼルキア州に無いのは確実だ。でなければエルラーン側から侵攻してくるはずだ。

　結論として、エルラーンの星神器は、凄すさまじい力を発揮する可能性を持つが、そのためには場所を選ぶという事になる。ただそれが分かっていたとしても、ゲルトリッシュ砦を落とす事が至難である事には何ら変わりがない。

　そのような条件から、エルラーンは守勢に回れば難攻不落と言われているのである。領土は狭せまく、小勢力であるため向こうから侵攻をしてくるわけではないが。

　そんなエルラーンを将来的に帝国の傘さん下かに収めるために、政略結婚をというのは現実的な選せん択たく肢しと言えるだろう。武力侵攻しても見返りは少なく、危険は大きいのである。

　ラウルとルシエを結婚させ、その子供を国の跡あと継つぎとさせ、将来的に帝国への併合を持ちかける――といった所だ。

　ラウル達がゲルトリッシュ砦とりでまでやって来ると、エルラーン側からの迎むかえが来ており、そこで帝都からやって来た護衛の兵達はお役御ご免めんとなり、引き返して行った。

　迎えに来たのは、マウロ・ゴートと名乗る浅黒い肌はだに厳いかつい容よう貌ぼうを持つ大男で、彼かれはエルラーンの王立騎き士し団だんでルシエ姫の片かた腕うでである副団長を務めているとの事だった。

　マウロと配下の兵の護衛で、ラウル達はエルラーン領を王都アウレアに向けて進んだ。マウロは見た目の割に愛あい想そがよく、ざっくばらんで親しみやすい男だった。

　『屑星皇子』に対する悪い先入観も特にないらしく、純じゆん粋すいにルシエ姫の結婚相手という事で丁てい重ちような対応をしてくれた。同じく愛想のいいラウルとはすっかり打ち解け、王都に着いたら一いつ緒しよに一いつ杯ぱいやるという約束までしていた。

　ちなみに帝国やエルラーンでの成人は、十六歳さいである。

　エルラーン領内の様子だが、ゲルトリッシュ砦を抜けて暫しばらく行くと、カナフの森と呼ばれる森林地帯となっていた。この中がかなり入り組んでおり、マウロの道案内が無ければ迷う事必至だった。

　そして森を貫つらぬくように、アウル河というかなり大きな河が流れており、その河沿いには森を切り拓ひらいて作った大規模な野営地もあり、そこでラウル達も一晩を過ごした。

　ラウルは熱心かつ嬉しそうに、馬車からそれらの森や河の風景を眺ながめていた。

「機き嫌げん良さそうですねえ、皇子」

　と、ラウルの隣に座すわるマリーベルはラウルに笑いかけた。

「ん？　まあね、いい所だよねーここは」

「そうですねえ。森も河も綺麗で、何だか幻げん想そう的てきですよねえ」

「あ、いや――それもそうだけど、それだけじゃないんだよね」

「え？　どういう事ですか？」

「んー。エルラーンって、『精霊姫』とゲルトリッシュ砦ばかり有名だけど、ここもなかなかのもんだよねって事。いろいろ夢が膨ふくらむなあ」

「はあ……？」

　マリーベルが首を捻る。そしてリハルトがぽつりと口を開いた。

「つまらん。人食い虎とらでもウヨウヨしてくれてる方が楽しめるんだが」

「やですよお、危ないじゃないですかあ」

「それがいいんだろうが。これじゃあ腕がなまるからな」

　リハルトは、自分の側に置いている二振りの剣に視線を向ける。それぞれが本来両手持ちで扱あつかうべきグレートソード並みの大きさなのだが、彼の剣けん術じゆつはこの大剣を片手で一本ずつ扱う事を基本とする。剣王二刀と呼ばれる、類たぐい稀まれな剛ごう剣けんである。剣王ゼファト・オヴェルスから息子むすこへと受け継がれた流派だ。

「ま、人食い虎なんかいなくても十分怖こわいとこだと思うよ、ここは。それよりマリー、アレアレ、アレお願い」

　ラウルが要求しているのは、ラウルの生いき甲が斐い、心の癒いやし――つまり膝ひざ枕まくらだった。

　幼い頃ころからの事なので、マリーベルには当然それで通じる。

「あ、はーい。ちょっと待って下さいね……ん――しょっと」

　マリーベルは椅い子すに深く座り直なおし、姿勢を正した。

「はい。どうぞ」

　天使のような笑顔で、ラウルを迎え入いれるマリーベル。

　ラウルが膝枕してもらうのが好きなのは勿論の事だが、マリーベルの方もラウルに膝枕をしてあげるのが好きだったりする。母性本能が極度に強いマリーベルは、ラウルが子供っぽい面を見せて甘あまえて来ると嬉しくなるのだ。

「ふぁー。うーんやっぱりマリーの膝枕は落ち着くなあ」

　包み込むような柔やわらかい感かん触しよくと、鼻をくすぐるマリーベル自身の甘い匂におい。

　それがラウルの緊きん張ちようをほぐし、安らぎを与あたえてくれる。

「ふふふ。眠ねむたくなったら、いつでもお休みになって下さいね」

　ラウルの頭を撫で撫でしながら、マリーベルは柔らかく微ほほ笑えむ。

　その様子を、リハルトは冷めた目で眺めていた。

「……お前はそればっかりだな」

「ああ悪いねリハルト、俺ばっかりで羨うらやましかったり？」

「リハルトにはしてあげませんよお、皇子だけですからね」

「いや。そんな乳ちち臭くさい小こ娘むすめには興味ねえから、いらん。好きにしろ」

「言うと思った。リハルトはあれだしね、熟女好き」

「ああ、リュミエラ様になら是ぜ非ひともお願いしたいがな」

「うーんそこは永遠に分かり合えそうにもないよなあ、リハルトの気持ちが全然分からないよ。俺はどう考えてもマリーの方がいいけどねえ」

　ラウルは言いながら、マリーベルの白い太ふと腿ももをすりすりと撫でた。

「やんっ、もう。くすぐったいですよお、やめて下さい」

　そんなのんびりした時間を過ごしつつ、王都アウレアに到とう着ちやくしたのはその翌日だった。

　そして到着するや否いなや、門まで迎えに出て来たルシエ姫に、ラウルはいきなり槍やりを突つきつけられ、立ち合いを行う事になるのだった。







第二章　精霊姫の王国







　白昼堂々対たい峙じする『帝国の屑星』と『精霊姫』。

　その二人の様子を、心しん配ぱい性しようのマリーベルは、はらはらと見守っていた。

「皇子、大だい丈じよう夫ぶですかねえ？　ねえリハルト？」

「あん？　何言ってるお前、どこ見てんだ」

「どこって……ルシエ姫、強そうですし、リハルトはどう思うんですかあ？」

「ラウルの奴があんな小娘に負けるわけねえだろう。星神器を持ってりゃ分からんが、ありゃ普ふ通つうの槍だ。まあ楽勝だな」

　との評価をリハルトが下す中、ラウルは腰こしの佩剣を抜き放つ。反りのある刀身は漆しつ黒こくの夜の色。刃はは片刃の、斬撃に特化した形状だ。カタナと呼ばれる種類の刀とう剣けんである。

「それは塵じん星せい鉱こう……いい武器だな」

　塵星鉱は鋼を上回る強度を持つ素材だが、その存在は貴重で、神秘の力を持つ星神器程ほどではないが、なかなかお目にかかれるものではない。

「だがそれも使い手次第。あなたの腕がその武器に相応ふさわしいか、だな」

　ルシエは鉄槍を一度ぐるんと回し、ラウルの腰の高さに、穂ほ先さきを突きつけるように構えた。眼差しは鋭するどくラウルを射い抜ぬき、攻こう撃げき的てきな気が満ちる。

「そりゃその通りだね」

　ラウルは一度、抜いた刀を完全に鞘さやに納めた。そして、そこからほんの少しだけ刃を引き出しておく。剣の師である五神将の一人、剣聖ジエーロから教わった剣術では、これを『鯉こい口ぐちを切る』と言う。

　その状態でルシエに右みぎ肩かたを向けるように半身になり、右手は刀の柄つかを握にぎり左手は腰の高さに鞘を固定する。

「何だその構えは。剣を納めて、戦う気がないのか？　それともふざけているのか？」

　意味を解していないルシエには、ラウルの構えは奇き異いに映った。

　剣も抜かずにどうして戦えるのか。ふざけているようにしか見えないのである。

　怒ど気きを発するルシエに、ラウルはヘラッと応じる。

「いいや大おお真ま面じ目めだよ。俺の構えはこれでいい。どこからでもどーぞ」

「よいのだな？　ならば――」

　ルシエは思考する。あの構えがどうであれ、向こうの攻撃は、ラウルの腕と刀身を足した長さまでしか届かない。

　ルシエの武器は槍だ。ラウルの間合いの外から攻撃する事が可能である。

　そもそも剣と槍のとの立ち合いは槍に圧あつ倒とう的てきに有利。間合いの広さが、槍側に有利に働くからだ。恐れる事は無い。が、相手の構えの得体が知れないのも事実。

　ここは積極的に先手を取りつつ、向こうの間合いの外から、牽けん制せいを――

「行くぞ！」

　ルシエはラウルの肩かた口ぐち目め掛がけ、牽制するような浅い突きを放ってきた。

　少し身を退けばかわせる――が、ラウルはそれをしなかった。

　必要がないからだ。こちらの刃をルシエに届かせる必要はない。

　標的は向こうから、ラウルの間合いに入って来てくれている。

　ほんの一いつ瞬しゆん――緩ゆるんでいたラウルの瞳が、獲え物ものを狙ねらう鷹たかのように鋭くなる。

　――斬きり捨すてる！

「でぇいっ！」

　ラウルは力を込めて抜ばつ刀とうし、勢いそのまま、間合いに侵しん入にゆうして来たルシエの槍に斬撃を浴びせた。鞘内で助走した刃は、ただ単に振るより圧倒的な加速がつく。

　それを鞘走りといい、鞘走りを利用したこの斬撃を『居合抜き』あるいは単に『抜ぬき』と呼ぶ。威い力りよくは単にカタナを振るより倍化する。剣聖ジエーロがラウルに伝えた技術だ。

　剣聖直伝の抜きの疾はやさは、ルシエの目には一瞬の閃せん光こうのようにしか映らない。

　キンッ。と小さく響ひびく金属音がその場に残った。

　――一拍ぱくの後、ルシエの鉄槍は、先が切断されて足元に転がっていた。

「なっ!?」

　ルシエは驚きよう愕がくの呻うめきを洩もらしていた。

　鉄の槍が簡単に斬れ飛んだ。そしてその斬撃は目にも止まらない速さだった。

　しかも牽制の突きを狙って、だ。反応の俊しゆん敏びんさ、攻撃を見切る眼めも尋じん常じようではない。

　これが『屑星皇子』と呼ばれているうつけ者の技か。信じられない。

　武人として修練を積んで来たルシエには分かる。背筋がぞくりとする程ほどの技の冴さえだ。

　呆あつ気けに取られるルシエの目の前にぴたり、と黒い刃が突きつけられた。

「はい、槍が壊こわれたら戦えないよね。俺おれの勝ちでいいかな？」

　油断した――相手がこれ程の技を持っているのなら、もっと慎しん重ちようにかかるべきだった。

　ルシエは後こう悔かいしたが後の祭りである。ラウルの言う通り武器を壊されては仕方がない。

「う……確かにこれでは戦えん。この場は――私の負けを認めざるを得ない」

　ルシエが降参すると、あちこちから歓かん声せいと、パチパチと拍はく手しゆが湧わいていた。

　ラウルの技が、観衆の度ど肝ぎもを抜いた証しよう拠こだった。

「あ、どうもどうも。ラウル・ラシュメアでーす。みんな今日からよろしくっ」

　カタナを納めると愛想良く手を振って、周囲に応えるラウルである。

「何をヘラヘラしている――私はそういう者は気に喰くわん」

　内心ラウルの技の見事さに魅みせられていたルシエだったが、この軽けい薄はくな言動は気に入らない。本当なら色々聞きたいが、負けた悔しさも相まって、なじる言葉が口から出た。

「だがしかし！　ルシエ殿どのはそんな嫌いやな男の言う事を聞かなければならないのだった！」

「うぐ……それは――」

　痛い所を突かれてルシエは呻く。ラウルが勝ったらなんでもする。それが勝負の条件だった。負けるとは思っていなかったので、安やす請うけ合あいしてしまった。

「では、今すぐここで約束を果たして貰おう！」

「わ、分かった仕方がない！　何をすればいいんだ!?」

　破れかぶれ気味に言い放つルシエに、ラウルはぴっと人差し指を立てて見せた。

「もう一戦やらない？　今度は本気でね。次も君が勝ったら婚こん約やく破は棄き、俺が勝ったら言う事を一つ聞いてもらうでいいよ」

「え……？　い、いいのか？」

「まあ、あんなに油断されてちゃあつまらないしね。今ので屑くずにも何か一つくらい特技はあるもんだって分かって貰えたと思うし」

「……確かに見くびっていた、謝あやまろう。人の噂うわさなど当てにならないものだな」

　エルラーンは帝都からは遠い。国の姿勢が専守防衛のためあまり外の情報も入って来ない。ルシエがラウルについて事前に知っていたのは、帝国の皇家には『屑星皇子』と呼ばれるうつけ者がいる、という話だけだった。

　その事から、てっきりラウルは無能だと思い込んでいたのである。

　第一印象では噂の通りだと思ったのだが――見事に裏切られた。

「その腕は相当な物だ、それは間ま違ちがいない……だがあの構えや太た刀ち筋すじはかなり独特だが、誰だれか名のある師し匠しようの教えを？」

「ああ、ジエーロじいさんだよ。ジエーロ・アーヴァインって分かる？」

「なんだとっ!?　ジエーロとはあの五神将の剣聖ジエーロか!?」

　ルシエは素すっ頓とん狂きような驚きを発した。ジエーロの名は結構衝しよう撃げき的てきだったようだ。

　剣聖ジエーロと言えば、リハルトの父剣王ゼファトと共に大陸最強の勇者と名高いのである。黄金戦せん役えきで残したその武勇伝は数知れず、武を志す者なら誰しも憧れる存在だ。

「うんうん、そのジエーロだよ」

「そうか、道理で技が冴えているはずだ……剣聖の弟子なら当然だな。分かった、もう油断は無い。全力で勝負させて貰おう。マウロ、新しい槍を出してくれ」

　と、ルシエは様子を見守っていたマウロ副団長に要求する。

「へいっ！　姫ひめ様さま」

　口ぶりが粗そ忽こつなのと熊くまのような容貌のせいで、マウロは騎士団の将というよりは山さん賊ぞくっぽい雰ふん囲い気きである。

「あ、ちょっと待った。そうじゃない」

　ルシエに新しい槍が手て渡わたされるのをラウルは止めた。

「うん？　どういうことだ？」

「今度は本気でって言ったはずだよ？　君の本気は、そんなただの槍じゃ発揮できないよね？　星神器を振ってこその『精霊姫』だ。違う？」

「な……!?　エレノーテを使った私と勝負すると言うのか!?」

「うん勿論」

　にっこり笑ってラウルは頷く。

「あ、あれは神聖な物だ！　私し闘とうに使うような物ではないし、第一私がエレノーテを使ったら、流石さすがにあなたに勝ち目はない。それではとても公平な勝負とは――」

「いやいや完全に公平だよ、お互いが全力を尽つくすって意味でね。俺には星神器を扱う素養は無いからね。こいつが俺が使える一番強力な武器になる。それで負けるなら、問答無用で俺の方が弱いって事だよ」

　ラウルは佩剣を再び抜いた。黒い塵星鉱の刃がギラリと光る。

　帝都を発つ前、ジエーロからこのカタナを皆かい伝でんの証として託たくされた。黄金戦役をジエーロと共に戦い抜いた、剣聖の愛刀である。ジエーロは『野に放たれた虎には、鋭い牙きばが必要じゃろう』と、好こう々こう爺やの笑えみで言っていた。

「このカタナさ、帝都を発つ前にジエーロじいさんから貰ったんだ。銘めいは星ほし斬きり、つまりこいつで星神器に挑いどんで、斬ってやるって心意気が込められてる。勿論星神器みたいな超ちよう常じようの力はないし、強度も何もかも劣おとるけど……そんなのは百も承知でね。足りない分は己おのれ自身を鍛きたえ極きわめて埋うめるんだよ。それは絶対に不可能ってわけじゃない。実際じいさんは、これで星神器を斬ってるからね」

　セシルト州の旧王国の星神器をこの星斬で破は壊かいした事は、剣聖ジエーロの数ある武勇伝の中でも、最も華はな々ばなしいものの一つである。

　ジエーロ曰いわく人の技が神域に踏ふみ込む事が出来た瞬しゆん間かん、らしい。

　そして極きよく致ちに達たつした己の技の完成を見たジエーロは、今度はその技を後世に残したいと考えるようになり――その器と見込んだのがラウルだったのである。

「このカタナを受うけ継ついだ以上、星神器を前にして挑まないわけには行かない。俺にも同じ事が出来ればじいさんと肩を並べた事になるし、弟で子しの成長ってやっぱり師匠は嬉しいもんでしょ？　老い先短いお爺じいさんにせめてもの餞はなむけをってね。頼たのむよ、ねっルシエ殿」

　と冗じよう談だんめかすラウルの言葉の裏に、ルシエは底知れない覇は気きを感じ取っていた。

　星神器を扱う人間は、超常の力に祝福された聖者である。その神秘の力は一いつ騎き当とう千せんと言っても過言ではない。それを正面から倒たおそうと言うのなら、同じく星神器をぶつけるか、選よりすぐりの精せい鋭えいで取り囲み数で圧するかの二択たくなのに。

　ラウルはそれにたった一人で挑みたいと言うのだ。しかも勝つつもりで。

　酷ひどい大たい言げん壮そう語ごではあるが、狂きよう気きにも似た飽あく無き向上心の表れとも取れる。

　実際ルシエが受け取った印象は後者だった。

　だからこう思う。その意気や良し。受けて立つ――と。

「……下手をすればあなたの命は無いぞ。それでもやると言うのか？」

　もちろん、と即そく答とうしようとしたラウルに、後ろから待ったがかかる。

「ちょ、ちょっと待って下さい皇子！　わざわざそんな危ない事しなくても一度勝ったんですから、婚こん礼れいを認めて頂けるようにお願いすれば――むぐっ……！」

　しかしマリーベルは最後まで喋しやべらせて貰えなかった。リハルトが口を塞ふさいだのである。

「黙ってろ。水差すんじゃねえよ」

「おっ。気が利くねーリハルト」

「ああ、正直羨うらやましいがな。俺がやりたい所だが、今日は見物で我慢してやる」

「どうも、楽しんでもらえるように頑張るよ」

　と軽口で応じてから、ラウルは再びルシエの方を向いた。

「もちろん危険は承知だけど、どうしても俺は星神器を使った君と戦ってみたい。拒きよ否ひするなら、マリーも言ったけど婚礼を認めて下さいねってお願いにするしかないかな」

「脅おどしだな。よかろう相手になろう。そう言われたら私も応じざるを得ん。マウロ、エレノーテを出だせ」

「い、いいんですかねえ……姫様。多分後で女王様に叱しかられますぜ」

「構わん！　責任は私が取る、早くしろ！」

「へ、へいっ！」

　マウロはルシエが伴ともなって来た兵士の一人が後生大事に抱かかえている細長い黒い箱を受け取ると、ルシエの元に差し出した。そして恭うやうやしく蓋ふたを開く。

　中には宝ほう飾しよくに煌きらめく白銀の長なが柄えが見える。美しくも鋭く尖とがった穂先には、両りよう脇わきから鳥が翼つばさを広げたような華はなやかな形状の斧ふ頭とうが取り付けられており、単純な槍というよりは斧槍ハルバードに近い。

　エルラーンの至宝、星神器エレノーテ。使い手と同じで、美しく洗練された外観だ。

　ルシエが箱の中からエレノーテを取り出すと、周囲に集まっていた住民達たちは皆みな一様に祈いのりを捧ささげるような畏かしこまった仕草をしていた。

　精せい霊れい信しん仰こうを持つこの国の人々にとって、精霊を具現化させ自分達の国を守る力となるこの星神器は、守り神とも言える神聖不ふ可か侵しんなものなのだ。

　ルシエはエレノーテをその手に握ると、感触を確かめるように二、三度ぐるぐると旋せん回かいさせる。それを終えて、周囲に呼よび掛かける。

「皆の者、見ていても構わんが距きよ離りが近い。危険だから、門の上に登っていなさい」

　それに従ってその場の人間は皆、街を囲む石造りの外門の上へと移動して行った。リハルトやマリーベルも、マウロ副団長もである。

　それを脇わき目めに見届けると、ルシエは口を開く。

「話には聞いているかもしれんが――このエレノーテには地脈に宿る精霊を具現化する力がある。こんな風にな」

　ルシエはエレノーテの石いし突づきをトンと地面に触ふれさせた。

　すると水面に波は紋もんが広がるかのように、複雑な文様の光る円えん陣じんが現れる。

　光はだんだん薄うす緑みどり色に輝き度どを増して行き、目に眩まばゆい位になると一気に盛り上がって立体的な形へと変へん貌ぼうして行く。

　10シルト（２メートル）程にも成長すると、今度は輝度が落ちて具体的な姿が現れて行く。それは、翼を持つ半人半鳥の女性の姿だ。頭部は人間に近く穏おだやかな顔つきだが、手足の鈎かぎ爪づめは長く鋭い凶きよう悪あくな外観である。全身は薄緑色に淡あわく輝かがやいていた。

「へぇ――」

　ラウルの口から小さく感かん嘆たんが漏もれる。神秘的な姿だった。これが具現化した精霊ということか。中々の見物だ。

「でかいけど結構可愛かわいいんだね。見た目女の子に近いっていうか」

「ガルダ。澄すんだ風の中にいる精霊だ。華きや奢しやに見えても人の首など片手でへし折るぞ」

「おおこわいこわい。綺き麗れいな花には棘とげがあるってやつかねー」

「この子だけではないぞ」

　再びエレノーテの石突きが地面に触れ、円陣が地面に現れる。

　次に現れたのは、青黒い体毛に覆おおわれた雄お牛うしである。凶きよう暴ぼうそうな雄お々おしい顔つきで、見た所15シルト（３メートル）にも迫せまろうかという巨きよ体たいである。全身が稲いな光びかりのようなものに包つつまれ、バチバチと音を立てていた。

「ベヒモスだ。見ての通り、かなり気き性しようは荒あらい」

「なるほど。で、噂に名高いゲルトリッシュ砦の魔ま狼ろうは出てこないの？」

　ラウルが尋たずねると、ルシエは呆あきれたような声を出す。

「どこまで向こう見ずなんだ。この子達だけでも、十分あなたに勝ち目はない。それに、精霊は土地の地脈に住まうものだ、あのような強力な精霊は滅めつ多たにいない」

「ま、分かってた事だけど残念だね。どの土地でも魔狼を呼べるなら、今いま頃ごろエルラーンの領土はもっと広くてもおかしくないし」

「そうかも知れないな。もっとも私達は領土の拡大にはあまり興味がないが。精霊と共にある平へい穏おんな暮らしが守られれば、それ以上は望まない」

　難なん攻こう不ふ落らくの守勢の国――その伝統は次期女王のルシエにも受け継がれているようだ。

「穏やかな考え方だよね。皆がそういう考え方をできれば理想的なんだけど……現実はそうも行かないもんだよね。悲しい事だけどさ」

　エルラーンのように精霊の恵めぐみに満たされた豊かな土地ならば、そこに居ることに満足し、居続ける事を望む穏やかな気質も育はぐくまれるだろう。

　だが現実、そうでない場所もある。土地が痩やせ、食うや食わずやの生活を強しいられるような場所に生まれつけば、とても現状に満足は出来ない。豊かな暮らしに憧あこがれ、富める事を望むものだ。そういった人間が豊かさを手に入れるには、他者の者を奪うばうしかない。そこに争いが生まれる。

　その因果を考えれば、理想は理想でしかないと言わざるを得ない。

「……よく分からないな。エレノーテに挑みたいと言う程好戦的なのに、そんな事を言うとは」

「そう？　平穏を保つって事は、何もしないって事じゃない。そこ分かってるだけだよ」

「……母上もよくそう仰おつしやる。どうにも印象の掴つかみにくい奴やつだな、ラウル殿は」

　ルシエから見たラウルは、ヘラヘラしたうつけ者かと思いきや、恐おそろしいくらいの闘とう争そう心しんを持つ凄すご腕うでで、なら血気盛んなのかと思ったら、理知的で冷静な発言もするのである。

　話しているとコロコロと印象が変わってしまう。不思議な人間だった。

「珍ちん味みは噛かめば噛むほど味が出るもの――ってね」

　その表現は言い得て妙みようだとルシエは思った。つい可笑おかしくなって口元が緩んでしまう。

「ふふっ。確かにそういう感じかも知れないな」

「さ、無む駄だ話ばなししてごめんね。そこのウシ君が凄すごい睨にらんでるし、早く始めよう」

　先さき程ほどからベヒモスは闘とう志しむき出しの顔で、今にも飛びかかって来そうなのである。

　まるで御馳走を前に、おあずけをされているようだ。

　ラウルはカタナを納め、いつでも抜きを放てる半身の臨戦姿勢を取った。

「いいだろう――さぁガルダ、ベヒモス！　行けッ！」

　ウオォォォ！　とベヒモスが雄お叫たけびを発する。

　すると、曲がりくねった太い角の先に稲光が集まっていく。

　そして地面を抉えぐって跡あとを残しながら、ラウルに向かって放射される。

　かなりの速度であり、あっと言う間に雷かみなりの帯がラウルに肉にく薄はくしていた。

「むおっ!?」

　咄とつ嗟さに大きく飛んで避さけたラウルの脇わきを通とおり抜け、稲光は後方に生えていた街路樹を撃うった。弾はじけた甲かん高だかい音が響き、撃たれた樹は煙けむりを噴ふきながら倒れる。

「おぉ……こりゃ当たったら死ぬね」

　そこでラウルは気がつく。ベヒモスと並んでいたガルダの姿が無かった。

　どこに――？　フッと視界の端はしの地面に、黒い影かげが映り込んだ。

　後ろだ！

　振ふり返かえった瞬間、既すでにガルダは鈎爪のついた腕うでをこちらに振り下おろそうとしていた。

「っ……！」

　素す早ばやく抜刀したラウルは、鈎爪の一いち撃げきをカタナの刀身で受けた。

　だが重い――！　両手で受けるのがやっとで、思わず膝ひざを突きそうになる。

　そのラウルの背中を、間かん髪はつ容いれずにベヒモスの次撃が襲った。

　再び放たれた稲光が、ラウルの背中に迫る。

　このままでは当たって致ち命めい傷しよう――だが逆に好機でもある――！

　ラウルは身を屈かがめながら、ガルダとせめぎ合いをしていたカタナの柄を手放した。

　いきなり拮きつ抗こうしていた力が無くなり、ガルダは前につんのめる姿勢になりながら、爪つめを空から振ぶりする。その間に、ラウルは少しだけ滞たい空くうしていたガルダの足元を潜くぐり抜けていた。

　体位の入れ替かえに成功した。これでベヒモスの稲光はガルダを撃つはず――素早く身を起こしながら、ラウルは背後に視線を送った。

　しかし――

　背後にふっと風が吹ふき、ガルダの姿が消失する。

「おぉっ!?」

　当てが外れた！　こっちに当たる！

　咄嗟に体を横よこに倒たおし、地面に両手をついて側転する。

　そのすぐ脇を雷が通り抜け、間かん一いつ髪ぱつで回かい避ひに成功。雷は狙いを逸それて後方の外がい壁へきに当たり、一部が弾はじけ飛とんだ。壁かべの上にいた観客達が驚おどろいてどよめいていた。

　すぐに振り向むいてベヒモスに注意を向ける。その後方のルシエの元に、ガルダがいつの間にか移動しているのが目に入った。

　手放したカタナに駆かけ寄より拾い上げつつ、ラウルは唸うなる。

「なるほどこりゃ大変だ」

　ベヒモスの稲いな妻ずまは一撃必殺。ガルダは風のように姿を消しては現れる神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。しかも力も強くて、攻撃をまともに受ける事が厳しい。

「やはり出来るな、ラウル殿は。普通ならば一撃目の稲妻に当たっている。それをああ捌さばくとは……すさまじい身のこなしと反応だ」

　ルシエはラウルを感心したように見つめている。

「ちょっとは見直してくれた？」

「ああ。結けつ婚こん相手ではなく、部下になら欲ほしいと思うぞ。あなたほどの使い手は、我わが王立騎士団にも見当たらないからな」

「よっぽど政略結婚が嫌なんだねー、ルシエ殿は。ひょっとして既に心に決めた好きな男でもいるとか？」

　あてずっぽうのラウルの軽口に、ルシエは憐あわれなくらい狼狽うろたえ、頬ほおを朱しゆに染めた。

「そ、そそそんな事はあなたに関係ない！　何を下らない事を言っているっ！」

「うわ乙おと女めだ……そうだよねえ、好きな人がいるならそりゃ政略結婚なんて嫌だろうね。うーんこりゃ罪悪感だなあ。一人の乙女の純情を踏みにじる事になるなんて――」

「だ、黙だまれ！　私は必要ないからそう言っているだけだ！　帝てい国こく相手でも私がいればこの国は守れる！　もうさっさと終わらせて叩たたき返してやるぞ！」

　ルシエの怒ど声せいに合わせ、ガルダの姿がふっと掻かき消え、ベヒモスは雷を放つために唸り声ごえを上げる。

　それに反応してラウルはベヒモスに向けて、真まっ直すぐ駆け出す。

　これが一番安全にベヒモスの後ろにいるルシエに迫れる――そうラウルは踏んだ。

　ベヒモスが雷を放とうとしている今、ラウルの側に現れてしまえば稲妻の巻まき添ぞえの可能性がある。ベヒモスの直線上は、ガルダの攻撃からは安全地帯だ。

　ベヒモスが稲妻を放出した。ラウルは勢いを殺さず進み、稲妻に撃たれる寸前で身を捻ひねりながら斜ななめ右へと跳ちよう躍やくした。

　身を捻ったラウルの背中側を、紙かみ一ひと重えで稲妻が通り過ぎて行く。

　同時に――地面が翼のある影を映し出す。

　――右！

　稲妻でラウルを動かして、着地を狙うつもりだったのだろう。

　――そう来ることは読めていた。

　ラウルは着地した右足で、間髪容れずに再び前方に地面を蹴ける。

　その一瞬後に、ガルダの鈎爪がラウルのいた場所を薙ないで空振りする。

　これも紙一重。空を薙ぐ風を後頭に感じたくらいだ。

　二段の跳躍から着地すると、ラウルは勢いを殺さずそのまま疾しつ走そうする。

　そんなラウルの動きは、ルシエの目からは驚きだった。

　二体の精せい霊れいの攻こう撃げきを、まるで流水のようにするりと抜ぬけてしまった。しかも先程と違ちがって、今度は全く姿勢を乱していない。それでいて迫って来る速度は驚くほど速い。

　これは偶ぐう然ぜんではなく、確信的な動きだ。恐るべき適応の速さである。

「まさか……あれだけで見切ったと言うのか!?」

　ラウルの狙いは明らかだった。精霊を操っているルシエ自身を叩くつもりだ。

　そうはさせじと、ルシエは再び精霊に指令を飛ばす。

「もう一度！」

　ベヒモスの放電が再び放たれる。ガルダも風の中に身を隠かくす。

　ラウルは今度は左斜め前への跳躍で回避した。また紙一重で稲妻の脇に抜ける。

　着地後――翼のある影は、今度はラウルの真正面に出現した。

　後ろに出ても前に振り切きられるし、横から仕し掛かけても回避された。ならラウルを近づけさせないためには、正面に回り込むしかない。

　それは妥だ当とうな考えである。妥当であるが故ゆえに――ラウルにはそれも読めていた。

　だから、着地した瞬間今度は足を止めて、抜きを放つ姿勢を整えていた。

「そう来るよね！」

　爪を振りかぶる姿勢で出現したガルダだが――実体化した瞬間を、ラウルの星斬が抜ばつ刀とう一いつ閃せんした。黒い刃は鈎爪付きの腕を完全に斬り落とし、精霊は甲高い悲鳴を上げた。

「ガルダっ!?」

　実体化したガルダの表皮は、ああ見えて非常に強固だ。並みの弓矢や刀剣では傷つけられない。それ程に、ラウルのあの一閃の斬れ味が凄すさまじいという事だ。先程はルシエの鉄槍を斬り捨てた。重装の兵が相手でも、盾たてや鎧よろいごと斬ってしまえるのではないか。

「もういい戻もどれ！」

　ルシエの命で、ガルダは解放され地脈に戻る。光に包まれその場から消えて行く。

　その間に、ラウルはベヒモスの目前へと接近していた。

　ウオォォォ！　ベヒモスは雄叫びを上げてラウルに突とつ進しんする。

　凄まじい勢いだが――ラウルにとってこれは格好の踏み台だいだった。

　真っ向から飛び上がると、ベヒモスの背中を腰から外した星斬の鞘で突き、さらに高々と飛び上がる。完全にベヒモスを飛び越こえ、ルシエの目の前に着地する軌き道どうだ。

　ラウルは空中で身を捻り、抜きを放つ姿勢を整える。

　ルシエは石突きを地面に触れさせた縦向きに槍を構え、受ける姿勢を取った。

　飛んで来る軌道と姿勢から、太刀筋は予想がつく。受ける事は出来るはず。エレノーテなら、先程の鉄槍のように斬り飛ばされる事は無いはずだ。

　ガイィン！　と衝しよう突とつ音おんが響く。腕が痺しびれる程の衝しよう撃げきが、エレノーテから伝わった。

　重い一撃だが、受けた――

　だがそう思った次の瞬間、ルシエは気がつく。

「鞘!?」

　そう、ラウルは抜刀していなかった。

　抜刀する構えを取りつつ、抜かずに鞘ごと振り抜き、ルシエはそれを受けさせられた。

　落下の加速のついた強打で隙すきを作り、間髪容れずに決定打を打つつもりだったのだ。

「まあね！」

　気がついた時にはもう遅おそい。

　腕の痺れにルシエの動きが一いつ瞬しゆん停とまる間、ラウルは星斬の柄を引き、流れるように抜刀していた。

　完全に、圧倒的にラウル有利な体勢だった。が――

　その瞬間、ラウルは背後から稲妻が弾ける音を感じた。

　ベヒモスが振り向いて稲妻を放っていたのである。ラウルが避ければルシエに当たるにも拘かかわらずだ。ルシエが目に入っていないのか!?

　何にせよこれは不味まずい、避ければルシエに当たる。

　いやルシエほどの技量なら避けられるかも知れないが。

　かも知れないが、男としてそれを当てにするわけには行かなかった。

「この馬ば鹿か牛っ！」

　ラウルはルシエを無理やり押おし倒すようにして、横へ飛んだ。

「きゃっ!?」

　ルシエは悲鳴を上げたが構っていられない。

　ラウルとルシエのすぐ脇を、地面を抉りながら稲妻が通り過ぎて行く。

「……ふー。ルシエ殿、大だい丈じよう夫ぶ？」

　折り重なって倒れ込むと、ルシエからは爽さわやかな甘い香かおりがしたが、今はそれに気を取られている場合ではない。

「あ、ああ……ベヒモスもういい、帰りなさい！」

　ルシエの指示に、ベヒモスは光となってその場から消失して行く。

「すまない。ベヒモスは興奮すると周りが見えなくなる所があってな……ラウル殿は大丈夫なのか？」

「ああ……何か肩かたが痛いような？」

「肩……？　あっ――！　ひどい……」

　ルシエがラウルの左の肩かた口ぐちに目をやると、服がズタズタに破れ飛んでいた。

　どうやらルシエを庇かばって避ける時に、稲妻を少し浴びてしまったらしい。

　皮ひ膚ふもあちこちが裂さけて血が噴き出し、肉の焦こげる嫌な臭においもする。酷い有様だった。

「うーん痛い……左ひだり肩かたが動かないや。こりゃ俺の負けかなあ」

「何を言っている！　それでは公平ではない。私を庇った結果なのだから……勝負はまた今度にして、すぐに手当てをしよう」

　こうしてラウルは、王都に到着早々怪け我が人にんとして城の侍じ医いの元に担かつぎ込まれる事になってしまった。

　『帝国の屑星』と『精せい霊れい姫き』の決着は、ひとまず水入りである。
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　傷の治ち療りようを受けた後、ラウル達はルシエに案内され、女王ユーリエとの謁えつ見けんに臨のぞんだ。左の肩に包帯が幾いく重えにも巻かれているため、不自然に肩が盛り上がった不ぶ恰かつ好こうな外見になってしまっているが、致いたし方かたない。

　怪け我がの具合は思ったより深刻なようで、下手をすれば後こう遺い症しようが残ると言われた。

　謁見の間に入って見ると、帝てい都との皇こう宮ぐうにある玉座の間ほど豪ごう華か絢けん爛らんではないが、上品な落ち着きのある雰囲気の広間である。そしてそこにある王座に座すわる人物も、風景に相応しい気品を持つ人物だった。

　ラウルは娘むすめと同じ銀色の髪かみと紅の瞳ひとみをした淑しゆく女じよの前に跪ひざまずいた。

「お初にお目にかかります、女王陛下。ラウル・ラシュメア、ただ今到とう着ちやくいたしました。御ご尊そん顔がんを賜たまわり光栄に存じます」

「ええよく来て下さいましたね、ラウル殿。長旅ご苦労様でした。どうぞよしなに」

　堂に入った挨あい拶さつを述べるラウルに、ユーリエは柔にゆう和わな笑え顔がおを向ける。

　娘のルシエと容姿は良く似ており、ルシエが年を取るとこうなるだろうと思える。が、醸かもし出す雰囲気は娘の凛りんと引ひき締しまったものとは違い、知性と温和さを感じさせる。

　ラウルは、自分の左右に控ひかえるマリーベルとリハルトをユーリエに紹しよう介かいした。

「こちらはマリーベル・バロウズ。こちらはリハルト・オヴェルス。私の従者として帝国より参りました。両名共々よろしくお願い致します。何なりとお申し付け下さい」

「ええ、ありがとうございます。お二人も長旅ご苦労様でした。これからも帝国にいた頃ころと変わらず、ラウル殿をお支えしてあげて下さいね」

「はい、勿もち論ろんです」

　とマリーベルは普ふ段だん通りの笑顔で応じ、

「より一層使命に励はげみます」

　リハルトはいやに目を輝かせてそう言った。

　剣けんと戦いと熟女以外の事は常にやる気の無いリハルトがそんな事を言うとは――これは間違いない、ユーリエがリハルトのお眼鏡に適かなったのである。この男は女王に気に入られようとしている――しかしこの場で指し摘てきするわけにも行かず、とりあえずは何事もなかったように流しておく。

「さて、まずは謝らなければなりません。報告は聞きました、事もあろうに我が娘がエレノーテを使い、ラウル殿にお怪我を負わせたそうですね」

　ユーリエは玉座を立ちラウルの前に進み出ると、同じ目線に跪き頭を垂れた。

「誠まことに申し訳ありません。国王として母として、ルシエの不始末をお詫わびいたします」

「いえユーリエ様、非はこちらにあります。ルシエ殿にお願いをして、エレノーテでの立ち合いを望んだのは私です。個人的にどうしても星神器と立ち合ってみたかったものですから。どうかルシエ殿をお責めにならぬよう、お願い致します」

　ラウルの言葉に、ユーリエはふうと溜ため息いきを吐ついた。そしてちらりとルシエの方を見る。

「ルシエ、良かったですね。ラウル殿がこう仰って下さらねば、私はあなたを殴なぐりつけて叱っていましたよ。エレノーテは私闘に使うようなものではありません。あれはあなたのためにあるものではないのですよ。この国と民たみのためのものなのです」

「す、済みません……母上」

「私に謝っても仕方ありません。ラウル殿にお詫びしなさい」

「ラウル殿、申し訳ありませんでした」

　彼かの女じよにとっては怖こわい母親なのか、ルシエは従順にユーリエの言う通りにしていた。

「いえ言い出したのは私ですから、お気になさらないで下さい」

　畏まるルシエの様子に可愛げを覚えつつ、ラウルは応じた。

「この子にはもう本当に困ったものでしてね。結婚などまだ早い、自分の夫は自分で選ぶと一点張りで――ラウル殿を夫に迎むかえる事の意味をまるで理解していないのです」

「分かっています！　ラウル殿と私の結婚は、帝国との同盟を意味するもの。圧倒的兵力を持つ帝国から攻撃される事がないという保障になる、それはエルラーンにとって願ってもない事――なのでしょう」

　ルシエが述べる内容は、一いつ般ぱん論ろんからしてごく妥当な事である。

「いいえ、それは理解しているとは言いませんよ。ただ単に言われた事を反はん芻すうしているだけです。理解したのなら行動で示さねばなりません」

「不要だから不要と言っただけです。私とエレノーテと魔狼の砦とりでが合わされば、如い何かに帝国が強大だろうとも追おい払はらって見せます。民には指一本触れさせません」

　きりっと眉まゆを引き締め凛と述べるルシエに、ユーリエは溜息を吐いた。

「……などともっともらしい事を言いますが、結局の所自分の初はつ恋こい相手の事が忘れられないだけなのですよ、この子は。まだまだ考えが子供で困ります」

「ち……違います！　そんな事は関係ありません！」

　と口で否定するが顔を赤くしているルシエである。

　先程も思ったが、色いろ恋こい沙ざ汰たには随ずい分ぶんと初心うぶで純情な様子だ。

「何年も前に一度危ない所を助けて頂いただけで、名前と容姿以外は何も分からない方ですのに……一いち途ずなのは結構ですが、あなたももう十七です。子供の憧れは捨てて、現実を見なければならない年ねん齢れいです」

「もう止めて下さい！　違うと言ったら違います！　母上のばかっ！」

　臍へそを曲げてしまったらしいルシエは、ぷいと顔を逸らしてしまった。

「……とまあお恥はずかしい限りですがこの様子で、私もつい売り言葉に買い言葉でラウル殿と立ち合う事を承しよう諾だくしてしまいました。本当にご迷めい惑わくをおかけしました」

　と再び頭を下げるユーリエに、ラウルはあくまできりりと対応する。

「いいえ、ルシエ殿の人となりに触れるいい機会でした。ですが一つお聞かせ下さい」

「何でしょう？」

「どうして私に勝算があるとお見込みで？　ルシエ殿が勝たれていれば、私は国元に戻る所でした。私にはユーリエ様が、如何に昂たかぶられたとは言え、国同士の決まり事をそのように軽く扱あつかわれるようなお方には思えませんが」

「ええまあ――実は私はあなたの師であるリュミエラとは旧知の仲ですのよ。今回の申し出を頂いた後、彼女に問い合わせてあなたの事をお聞きしました」

「リュミエラに？」

「母上、リュミエラとはもしやあの――？」

　黄金戦役を支えた、当代一と名高い軍略家。ジエーロもそうだが、リュミエラの名声も大陸中に鳴なり響ひびいている。

「ええ。帝国五神将にあり占星軍師と呼ばれた、あのリュミエラ・ミストです。ラウル殿は彼女に師事しておられたのです。彼女はラウル殿は自分の秘蔵っ子だと」

「！　剣聖ジエーロだけではなく、あのリュミエラまで――」

　ルシエはかなり驚いて、言葉を失っている様子である。

「そうです、ラウル殿の武の師はジエーロ殿、文の師はリュミエラなのです。それを聞いていましたから、ルシエと立ち合ってもラウル殿が負ける事は無いだろうとは思っていました。まさかエレノーテまで持ち出すとは予想外でしたが」

「なるほど、それで得心が行きました」

　と、ラウルは頷うなずく。

「どうしてそれを言ってくれなかったんですか！　知っていれば、油断などしなかったのに……！」

「素す直なおに受けて下さるというわけではないのですね」

　苦く笑しようするラウルを、ルシエは半眼で睨みつけた。

「当たり前だ。大体その態度は何だ？　母上の前だからと猫ねこを被かぶっているだろう。先程はあんなにヘラヘラしていたのに。そういう態度は卑ひ怯きようだぞ」

「いやー、普ふ通つうに礼れい儀ぎ作法を弁わきまえてるつもりなだけなんだけどね。公式な場だし」

　と少し地を出して答える。

「あら、そのような気き遣づかいは無用ですよ。これからは我が王家の一員となって頂くのですし。どうぞ普段通りになさって下さい」

「……では――今後ともよろしくお願いします！　美人の母上が出来て嬉うれしいです！」

　ヘラッとした態度を出すラウルにも、ユーリエは寛かん容ようだった。

「私も可愛らしい息子むすこが出来て嬉しいですよ、ラウル殿どの。あなたがこれまで身に付けて来たものに期待しています。ルシエと共に、どうかこの国と民を安んじて下さいね」

　その言葉は、ラウルにとって嬉しいものだった。

「いやー感激です。『帝国の屑星』を買って頂いてありがとうございます」

　冗談めかしたが、それは本音だ。能力に期待されるなど、今は亡なきロファール以外では初めてだ。帝国では誰も何もラウルに期待していなかった。むしろ能力があると知られれば、屑星に相応ふさわしくないと消されてしまうような環かん境きようだった。

「では、ルシエとラウル殿との婚礼は一月後、精霊祭の日としましょう。皆はそのつもりで準備をするように」

　ユーリエの言が下ると、居並ぶ家臣達は頭を垂れて拝命していた。

「ルシエ、あなたもいいですね？」

「……」

　ルシエは黙もくして語らず。頑がんとして首を縦に振る気は無いらしい。

「ルシエ、いい加減に――」

「まあまあ、ユーリエ様。そのうちルシエ殿も観念して認めてもらえるかと」

「……そんな気は無いがな」

「ふう――まあいいでしょう。ルシエ、あなたはこれからすぐにラウル殿をエミュレーにお連れなさい」

「はい。それは分かりました」

「エミュレーってカナフの森の北側にある村だよね？　確か湯治場があるんだったっけ」

　とラウルはルシエに尋ねる。

「ああ、詳くわしいな。他国にまで有名な場所ではないはずだが」

「まあざっとした地理くらいは予習済みかな。でも、湯治しに行くの？」

「いや。あそこの地脈にいる精霊の力で、あなたの肩の傷を治療する」

　ルシエはラウルの質問にそう答えたのだった。
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　謁見を終えると、ラウル達は休む間もなくすぐに王城を発たった。

　目的地であるエミュレーの村は、王都アウレアからは北北西に進んだ所にある。帝都からの途と上じようではゲルトリッシュ砦を抜けた後、カナフの森を南東に抜けて来たが、エミュレーの村は、カナフの森を北に抜けた場所にある。西にもう一つ二つの集落を挟はさみ、エルラーンと帝国アゼルキア州を隔へだてる山さん岳がく地帯に臨む、という地理条件だ。

　道中ラウル達は帝都から乗ってきた馬車を使い、同行してくれているルシエや警護の兵は騎き馬ばで移動していた。

　今はアウル河の上流を渡わたり終え、エミュレーまでもうしばしという所だ。

　馬車の中のラウルは、マリーベルの膝ひざ枕まくらでのんびりくつろいでいた。

　対面の座席には、リハルトがつまらなさそうに座っている。

「ふぁ～。いい天気だよねえ、これは昼ひる寝ねが捗はかどるなあ」

　外は穏やかな晴天で、道みち脇わきの木立の隙すき間まから漏れ出でる陽光が馬車の内を眠ねむ気けを誘さそうような気温に暖めている。

「皇子、お昼寝もいいですけど、肩の傷の方は大だい丈じよう夫ぶですか？」

　と、マリーベルはラウルを気遣う。

「そりゃあ痛みはあるけどね。治してもらえるみたいだし、もうちょっとの辛しん抱ぼうかな」

「自じ業ごう自じ得とくだな、強打に集中し過ぎて背後への注意がお粗そ末まつだった。普段のお前ならもう一歩速く、無傷で反応できてたところだ」

「手厳しいなあ。見た事ない怪かい物ぶつ相手によくやった方だと思うんだけど」

「そうですよお。最後だって皇子が押してたじゃないですかあ、ルシエ様を庇ってこうなっただけで。相手は星神器なんだから、凄いですよお」

「俺おれならああはならん」

「だよねえ、リハルトなら自分だけ避けそうだし」

「無論だ。個人的に庇う価値を感じん」

「俺はルシエ殿は綺麗だと思うけどねえ、ユーリエ様だったらどうなの？　リハルト」

「この身を盾にしてでもお怪我はさせん」

「やっぱりここでも価値観の違いが……まあいいけどね」

　マリーベルほどではないが、ラウルとリハルトも長い付き合いだ。ラウルが十歳さいの頃、先せん帝ていの第一皇子ロファールの計らいで、アゼルキアに滞たい在ざいしていた時に出会った。

　当時リハルトの父親である帝国五神将のひとり剣王ゼファト・オヴェルスは、第一皇子ロファールの副官としてアゼルキア州に滞在していた。そしてそこにリハルトを連れていた。お互たがい最強の剣けん士しの双そう璧へきと呼ばれたゼファトとジエーロを師に持つ同士、稽けい古こ相手には最適だった。気難しい性格をしているリハルトだが、ラウルの事は認めて心を開いた。

　その後『ニルバスの悲劇』でリハルトは父ゼファトを失い天てん涯がい孤こ独どくとなってしまったため、ラウルの元に身を寄せていたのだ。

　親友と呼べるくらいにはお互いを理解しているつもりだが、この女性に対する価値観の違いだけはどうしても理解不能である。

「でも精霊さんは凄い迫はく力りよくでしたよねえ、あんなものを操あやつるなんて吃驚びつくりしましたよお」

「ゲルトリッシュの魔狼はあんなもんじゃないって言うんだから、恐ろしい話だよね。やっぱり星神器は一ひと筋すじ縄なわじゃいかないな」

「その分倒たおしがいはある。やれば一い躍ちやく名が上がるってもんだ」

「だね、俺もまだまだ鍛きたえないとだなあ」

　帝都を発つ前、ジエーロはラウルを評して自分に匹ひつ敵てきすると言っていたが、ラウルからして見れば、まだまだだ。肩を並べるにはもっと極きわめなければならない。

　と、馬車が動きを止めた。常に緩ゆるやかに続いていた低い振しん動どうがふっと止まったのだ。

　ややあって、車の側面の扉とびらが開きルシエが顔を見せた。

　そしてマリーベルに膝枕してもらっているラウルを見ると、形のいい眉をひそめて呆れ顔がおになる。

「……あなたは、こんな昼間から何をやっているのだ。恥ずかしくないのか？」

「え？　何ってのんびりくつろいでただけだけど？」

「くつろぎ方に問題があるような気がするのだが？」

「あ、ひょっとして『私というものがありながら、他の女に膝枕してもらうなんて許せないわ、ギリギリギリギリ――』って感じ？」

「はぁ？　何を言っている。そんなわけがないだろう」

　即そく、全否定。さらに深く呆れられた様子だ。

「だよねー。ルシエ殿には心に決めた初恋のあの人がいるんだもんね」

「う、うるさい！　余計な事を言うな！」

　冷やかすと顔を赤らめるルシエである。やはり乙女だ。

「それよりも、マリーベル。嫌いやなら嫌と言っても構わないぞ、私が助けよう。立場を利用してそんな事をさせるとは、同じ女性としては見過ごせん」

「い、いえ大丈夫です。わたしは嫌じゃありませんし――昔からの事ですから」

　恐きよう縮しゆくしつつも、最後はふんわり笑顔で応じるマリーベルである。

「昔から？」

「マリーとは乳母うばも同じでね、物心がつく前から姉し弟ていみたいに育って来たんだよ」

「ふうむ……？　だからと言ってそれが正常な振る舞まいだとは思わんが、彼女がいいと言うのならいいだろう」

「で、何か用があるんだよね？」

「馬に水をやりたいから、少し休きゆう憩けいにしようと言いに来ただけだ」

「ああなるほど、了解了解」

「そうか。ではな――」

　と扉を閉めようとするルシエを、ラウルは呼び止めた。

「ねえねえ参考までに初恋のあの人ってどんな人なの？　俺もその人に近づけるように努力しなきゃいけないのかなーって、思ったり思わなかったりするんだよね」

「どっちなのだ。まあいいが……あなたとはまるで似つかないぞ。品がある人だった。物静かだが優やさしくて、それでいて凄く腕も立った。危ない所を助けて貰もらったんだ」

「ふうむ……品がある、物静か、優しい、腕が立つ――と」

　指折り数えて四要素。
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「後ろから行って……まず腕が立つ件については、合格って事でいい？」

「それは認めざるを得ないな」

「一つ、と。それから優しいって件については……」

「分からないな、あなたの事をよく知らないしな。意外と悪い人間ではないとは思っているが。ベヒモスの雷から助けてもらった事は感謝している」

「保留、と」

「物静か。これは絶対違うな、あなたはよく口が回ってうるさい位だしな。それから品がある。これも絶対違うな、あなたはヘラヘラしていて軽けい薄はくに見える」

「うーん仰る通り、こりゃかなり違いがあるなあ。理想と現実って奴は残ざん酷こくだよね」

「そうだな。無理な事はしない方がいいと思うが」

「かも知れないねー」

　ラウルはヘラヘラと受け流す。

「私も聞いていいだろうか？」

「ん？　どうぞなんなりと」

「あなたはジエーロ・アーヴァインとリュミエラ・ミストの弟で子しなのだろう？　それがどうして『屑くず星ぼし皇子』でうつけ者だと言われる？」

「そりゃあれだよ、俺は帝国の星神器を扱えないからね。帝国ではセラフィゲイトに反応できない皇族は冷れい遇ぐうされるんだよ」

　帝国の国教たる星神教の考え方では、世界を生み出した神々は世界そのものや人や動物を作るという使命を終えた後、天に昇のぼって星となったと信じられている。

　星は神そのものであり、星神と尊称されて信しん仰こうの対象となっている。星神器は神々が星になる前に残して行ったとされる力の残ざん滓しであり、神の力を内包する神聖な遺物である。

　実際帝国の聖せい剣けんセラフィゲイトは、発動に必要な諸条件があるものの、天に門を開き極光を呼び寄せ、千軍万軍を一撃で消しよう滅めつさせ得る強大な力を秘ひめている。この世界に存在する他の星神器も、それぞれに人知を超こえた力を実際に備えている。

　どの信仰においても星神器は神聖なものであるが、特に星神教には王権星授の理という教義があり、王権と星神器が密接に結びついている。

　それは星神器と共鳴し、力を扱える者は神の代弁者たる現あら人ひと神がみであり、その神聖さゆえに人々を束ね導く王権を持つ――というものだ。支配階級だけでなく一いつ般ぱんの民衆にまで、その意識は共有されている。帝国の星神器を扱えないラウルが屑星と呼ばれ、皇位継けい承しよう権けんも与あたえられずに蔑さげすまれ続けて来たのはそこに理由があった。

　ラウルが何の機会も与えられずに屑星と蔑まれ続け、一生を幽ゆう閉へいされたような生活のまま終えることになっても、誰だれも疑問に思わないだろう。星の輝かがやきに認められぬ屑星なのだから――で済んでしまう。

「だが武芸に秀ひいでていたり知略に長たけているなら、冷遇しなくてもいいのではないか？」

「そこだけ求めるなら何も皇族じゃなくてもいいしね。それこそジエーロじいさんやリュミエラもいるし。皇族はセラフィゲイトに反応できることが第一で、知や勇もあれば望ましいって感じかな。第一歩を踏ふみ外はずす奴やつはいらないんだよ。それが星神教の教義だしね、帝国の国教だから」

　王権星授の理に照らして、帝国の皇族にはまずセラフィゲイトへの適性が求められる。それを持たない者はいないと同じなのである。

「もしセラフィゲイトは扱えないけど他の皇族より有能だって奴が皇家にいたなら、それは逆に厄やつ介かい者ものだよ。星神教の王権星授の理が間ま違ちがってるって事になっちゃうからね。屑星に生まれた以上、屑星らしくしてなきゃ生きてもいられないんだよ」

　たった一人の例外のために、それまでの長い伝統ある教義を覆くつがえすなどという事にはならない。むしろ教義に適しない者は除いて、正当性を保とうとする力が働く。

　それを避けようとする努力は、怠おこたらなかったつもりだ。だから今こうしていられる。

「ふむ……エルラーンにはそういう風習はないゆえ、あまり実感はできないが……」

「精せい霊れい信しん仰こうだもんね。ただまあ星神教の教義には、皇こう帝ていの権けん威いを高める効果はあるのかなって思うけど。支配のための知ち恵えといえば知恵だね、その分穏おだやかじゃないけど」

「どういうことだ？」

「星神器を絶対視するあまりに、異教徒の手に星神器を渡しておく事は許すまじ――なんて議論が出て来る事になるからね。むしろそれを狙ねらってるというか……実際何がどう作られたかなんて、誰も分かりゃしないのに――」

「随分不敬な事を言うのだな。神々が星になる前に残して行ったものなのだろう？」

　と、星神教の教義を持ち出すルシエ。

　ただその表情に不快感は無く、ちょっとした驚きと好こう奇き心しんが表に出ている様子だった。

「いやーこう言っちゃ何だけど、俺はあんまり星神教って好きじゃなくてねー。余りにも世の中の形に干かん渉しようし過ぎるって言うかさ、俗ぞくっぽいからね。例えば黄金戦せん役えきの間に星神器の教義に十三位階なんてつけてみたりね」

　それは星神器の間に設けられた順位と言うべきもので、頂点たる第一位階にはウェーメリア帝国のセラフィゲイトが位置し、今目の前にあるエルラーンのエレノーテは第十三位階になっている。

　秘めたる力のみを論ずるなら、エレノーテはセラフィゲイトを上回っているかもしれない。セラフィゲイトにも天門を開き極光を呼ぶ特別な力が有るが、やはりゲルトリッシュの魔ま狼ろうの逸いつ話わは頭ず抜ぬけている。

　力を尺度としない順位づけの裏には、政治的な意図があるのである。

　第一位階のセラフィゲイトを奉ほうじる帝国は、他国を支配下に置いてよいと宗教的に後あと押おしする意図が透すけて見える。飛ぶ鳥を落とす勢いだった帝国に、星神教会が媚こびを売った結果だ。そして星神教圏けん外がいのエレノーテを指定するのは、異教徒であるエルラーンを滅ほろぼし、星神器を星神教の元に取とり戻すべしという意図である。

　ラヴェールやロファールがそんな星神教会を利用して来た事も事実だが――少なくともロファールは、星神教会の意図を汲くむつもりはなく、教義に反した国の形を最終目標としていた。

「王権が星神器に認められた者にのみ許されるっていうのも、何だかなあって感じだね。星神器に認められた人間がみんな聖人君子だなんて保証はないし。まあこれ言い出すと、星神教関係無しに、王の子は王って考え方自体どうなのって話になっちゃうけどね。立派な王の次にどうしようもないのが来る事もあるわけで。世の中ずっと平和にしようと思えば、優ゆう秀しゆうな王が続く仕組みを考える必要があるけど――なかなかね」

「優秀な王が続く仕組みか……私は自分が良い女王になれるように、としか考えた事が無かったな……」

「ああ、ごめん。こんな事言ってると『お前は星神器に認められない屑星だからひがんでる』って言われちゃうよね。いやはや全くその通り、忘れて忘れて」

「いや、構わない。だがラウル殿は意外と……」

　見識が深いな、と言おうとしてルシエは止めた。

　ラウルを褒ほめるような事を言うと、婚こん礼れいを認めた事になりそうで嫌だった。

　この時ルシエは、まだ婚礼を白紙に戻す事を諦あきらめてはいなかった。

「ん？」

「何でもない。だが分かった、あなたが『帝国の屑星』なのは帝国の皇家にいるからであって、そこを離はなれれば屑星でも何でもないという事なのだな」

「ま、そうでありたいとは思ってるけどね」

「立たち振ふる舞いを改めた方がいいと思うが。そういう感じだから、第一印象で噂うわさ通りのうつけ者だと思われてしまうのだ」

「いやー全く。でもそういう性格だしねー。ハハハハ」

　せっかくのルシエの忠告にも、ラウルはヘラヘラと笑って受け流すのである。




　　◆◇◆




　休憩を終え更さらに街かい道どうを行き、夕刻に差さし掛かかった頃、エミュレーの村が見えてきた。

　普段なら緑に囲まれた風ふう光こう明めい媚びな湯治場との事だが――様子がおかしかった。村のあちこちから、黒い煙けむりが上がっているのである。これは炊すい煙えんの類たぐいではない。

「ねえルシエ殿、何か様子がおかしくない？」

　馬車の窓から顔を覗のぞかせ、ラウルはルシエに呼よび掛けた。

　騎き乗じようのルシエは、厳しく表情を引き締めていた。

「ああ、何かあったのかも知れん――急ごう！」

　馬に鞭むちが入り、駆かける速度が上がる。

　そこへ村の方向から、騎乗した兵士がやって来た。いくつか手傷を負っている様子で、血を流しながら必死の形相だった。

「おお姫ひめ様さまっ！　良かった、まだ大いなる精霊は我々を見捨てては……！」

「どうしたのだその怪我は？　何があった!?」

「賊ぞくです！　ガルレ山の賊共が大挙して――こちらも応戦していますが多勢に無勢です。私は応おう援えんを呼びにと！」

「ガルレの山さん賊ぞく!?　こんなところにまで！　数はどのくらいだ!?」

「それが百にも迫せまろうかと言う数で――」

「そんなに!?」

「我々は二十にも満たず、とても守り切れず……既すでに賊は、村の中に入り込んでいます。私は全ぜん滅めつするよりは、助けを呼びにと……申し訳ありません！」

「いいや……謝あやまる必要などない。これは王立騎き士し団だんを預かる私の不ふ手て際ぎわだ、生きて知らせてくれてありがとう。ゆっくり休んでいてくれ」

　凛とした威い厳げんを漂ただよわせながらも、傷ついた兵士を労わるルシエ。

　子供っぽい乙おと女めの面もあるが、やはり音に聞こえた『精霊姫』だ。人の上に立つ王者としての器量を備えているようだ。

「はは……！」

「誰かこの者に手当てを！　残りはすぐに村の救きゆう援えんに向かう！　ラウル殿、あなた達たちはここで待っていてくれ」

「いや俺おれ達たちも手伝うよ。こっちなんて十人くらいしかいないからね」

　戦せん闘とうなど想定していない行程のため、ルシエが連れている近習は十人程度だ。これで賊を追い払おうと思えば、エレノーテを持つルシエ頼だのみになってしまう。

「数じゃ不利でしょ？　救援に行っても下手すりゃ返かえり討うちだ」

「――分かった、協力に感謝する。では行こう！」

　全速で馬を飛ばし、ラウル達は村へと急いだ。

　その最中、馬上のルシエは悔くやしそうに歯は噛がみしていた。

「まさかここが襲おそわれるとは……」

　エルラーンと帝てい国こくのアゼルキア州の境界付近は険しい山地になっているが、ガルレ山はその帝国側の領域にある山だ。

　ガルレ山には、もう百年も前に建てられた古い山城が打うち棄すてられたままになっているのだが、近ちか頃ごろそこが山賊に占せん拠きよされ、今では千を超えるような大集団に膨ふくれ上あがっているらしい。実際ラウルがエルラーン入りするためにアゼルキア州を通って来た時、ガルレ山賊に脅おびえる村々の様子を見て来た。

　賊はガルレ山の山城を根城にアゼルキア州を荒あらしているが、ゲルトリッシュ砦を避さけてエルラーン側に侵しん入にゆうして来る事もあり、国境に近い村では被ひ害がいが問題視されていると、ラウルを王都まで案内してくれたマウロ副団長が言っていた。

　まさかその現場を見ることになるとは思っていなかったが――

「他の村の警けい戒かいは大丈夫なの？」

「ああ。ここより国境に近い村には、ちゃんと充じゆう分ぶんな兵を配置している。だからそこを避けて、警戒の緩いここまで足を延ばして来たのだろう」

　このエミュレーは、国境の山岳地帯には少し距きよ離りがある。ここから山側にまだいくつかの村は存在するのだ。

「とはいえ深くこっちに侵入すれば、その分戻もどる時の危険は大きくなる――賊の連中も必死だね。もちろん許される事じゃないけど」

「当たり前だ！　絶対許さんぞ――平和に暮らしている者を傷つけ奪うばって生きるなど、誇ほこりも何もない恥ずかしい生き方だ！」

　村の入り口が見えてきた。ラウル達は一気に村の中へと侵入する。

　木で出来た平屋の家が多い街並みの中、あちこちから火の手が上がり、焦げた匂においが充じゆう満まんしている。パチパチと木が燃える音が、四方八方から聞こえてくる。

　紅ぐ蓮れんに包つつまれた光景の中で、道の上に血を流して倒れている村人が何人も。

　村の中心の広場に近付くにつれ、その数は多くなる。

　酷ひどい光景だ――

　そんな中、遠くの方にまだ逃にげ遅おくれていたのか、若い女性の村人が一人道を駆けているのが見えた。その後ろを、斧おのを携たずさえた男が追いかけている。今にも追いつかれそうだ。

「あっ――！　危ない！　助けるのだ！」

　ルシエが号令するが距離がやや遠い。間に合わないかも知れない――

　馬車の中から外を見ていたマリーベルが、それを見て声を上げた。

「皇子！　わたしがやります！」

「うん頼たのむよ！」

　ラウルが頷くと、マリーベルは即そく座ざに馬車の屋根へと身軽に駆け上がって行った。手に携えているのは、見事な細工が施ほどこされた長弓ロングボウである。

　この長弓がマリーベルの得意とする武器だ。マリーベルの父親で帝国五神将の長、大神将ゴルータ・バロウズは、黄金皇帝ラヴェールの宿将であり、また古こ今こん無む双そうの弓の名手として名高い。マリーベルが携える長弓に刻まれた家か紋もんも、二本の矢が交差する意い匠しようをしている程だ。マリーベルもその家いえ柄がらに恥じない、優すぐれた腕うでを持っているのである。

　屋根の上に立ったマリーベルは、普段のふんわりした雰ふん囲い気きを封ふう印いんし、毅き然ぜんと眦まなじりを決し弓を引き絞しぼる。村を覆おおう炎ほのおの中、浮うき上がる立ち姿はある種美しく、幻げん想そう的てきですらある。

　マリーベルが弓を放った。弓ゆ弦づるが弾はじける乾かわいた音が響く。

　風を切きり裂いて突つき進すすむ一いつ矢しは――見事遠く離れた山賊の眉み間けんに突き刺ささった。

　山賊はその場にばたりと倒れ伏ふし、動かなくなる。

「この距離で動いている馬車の上から――見事だマリーベル！」

「いいえ、不安でしたけど上う手まく行って良かったです」

　などと謙けん遜そんしているが、ラウルはマリーベルにならできると確信していた。だからそれ程の驚おどろきも無い。何せラウルもリハルトも弓の扱いに関しては、マリーベルには全く敵かなわないのである。流石さすがは弓の名家バロウズの娘だ、頼たよりになる。

　危ない所を救われた村娘は、ラウル達が近づくと深々と頭を下げた。

「姫様、ありがとうございます。おかげで助かりました……」

「礼など不要だ、無事で良かった。こんな事になってしまって済まない。襲って来た賊はもういないのか？」

「広場の方に集まっているみたいです」

「そうか――逃がしはしない。皆みなの仇かたきは必ず取ってやる」

「あの……気をつけて下さい、中に凄すごく体の大きい男がいて……その男に滞在されていた兵士の皆さんも次々に――」

「任せておいてくれ、そんな男に負けはしない。さぁ広場へ行くぞ！」

　エレノーテを携えるルシエを先頭に、一行は広場へと駆けた。

　そこには先さき程ほどの村娘の言う通り、百に近い人数の賊がたむろしていた。

　家々から奪った金品を広場に集めている最中の様子で、広場の一角にうず高く戦利品が積まれているのが見えた。

　山賊の方もこちらに気がつき、一いつ斉せいに獲え物ものを構えて身構える。

　数を頼みに、強気な出方だと言えるだろう。

「そこまでだ！　貴様等ら、こんな事をしてただでは済まさん！　この私とエレノーテが、一人残らず討ち果はたしてやる！　命が惜おしくない者から前に出るがいい！」

　怒いかりに燃えるルシエは多勢にも怯ひるむ事無く、堂々と相手を挑ちよう発はつした。

「はん！　十人程度で何言ってやがる。見ればえれえ綺き麗れいな女じゃねえか、売り飛ばせばいい金になるぜ」

　賊の中でもひときわ体格の大きい男が進み出て、ルシエの言葉を鼻で笑って見せる。無知の為なせる業わざとはいえ、自信たっぷりな様子だ。

　この男が、先程の村娘むすめが気をつけろと言った男だろうか。確かに立派な体格で、いかにも力が強そうだ。周りの山賊より頭一つ以上大きい。禿とく頭とうで強こわ面もての人相をしており、顔に大きな傷もあり、見た目凶きよう悪あくそのものである。背に負った両りよう刃ばの斧はかなりの大物で、並みの剣など叩たたき折ってしまいそうだ。

「だ、だけどゾルデ副頭、今エレノーテって。エレノーテといやあ、エルラーンの星神器ですぜ。ひょっとしてこの女が『精せい霊れい姫き』――」

「そうだ。私がその『精霊姫』だ。私の前で我わが国くにの民に手を出して……それがどれだけ畏おそれ多おおい事か、身をもって知るがいい！」

「や、やっぱり――」

　山さん賊ぞく達たちに動どう揺ようが走る。しかしそれをゾルデが一いつ喝かつした。

「うろたえるんじゃねえ！　星神器とは言え使ってる奴はただの小こ娘むすめよ、剣けんで斬きれば血を流すし、胸を刺せば死にもする！　取り囲んで一斉にかかればいい！」

　その言葉に落ち着きを取り戻した山賊達は、じりじりとこちらに迫ろうとしてくる。

　あのゾルデは、事戦いにおいてはなかなかの統とう率そつ力りよくを持っているようだ。

　ラウルは馬車を降り、リハルトやマリーベルを伴ともなってルシエの隣となりに並んだ。

「ルシエ殿、ルシエ殿は後ろに下がっててくれない？　俺とリハルトが前に出る」

「はぁ!?　何を言うんだ、私が前に出なくてどうする。数はこちらが少ないのだぞ？」

　ラウルは広場の端はしの方を指差した。そこには村人達の亡なき骸がらが転がっている。

「ここには怪け我がを癒いやせる精せい霊れいがいるんでしょ？　だったら君は少しでも早く怪我人を癒してあげないと。のんびり戦ってたら、助かる命も助からなくなる。まあ斬り込むのは俺達に任せてよ。ここに暴れたくてうずうずしてる奴もいるし、ねえリハルト？」

「ああ。賊なんざ斬り応ごたえもねえが、腕がなまって仕方ねえ。ここは先せん陣じんを貰うぜ」

「だが、ラウル殿は怪我もしているではないか」

「右手は動くから、リハルトの背中くらいは守れる。君は君にしかできない事を優先するべきだと思うよ、それで助かる命があるんだ。俺が君だったらそうしてる」

　そう言うラウルに普ふ段だんの軽薄さは無く、きりりと引ひき締しまった表情は元々は整っている容よう貌ぼうを、ちゃんとそれらしく見せていた。普段は締まりがないので、そう見えないのだ。

　この瞬しゆん間かんのラウルはルシエの目から見て、帝国の皇家という至高の血統に相応ふさわしい気品や威厳を醸かもし出だしているように思えた。

　場ば違ちがいな事だが――初恋の相手と似た雰囲気を感じ、ルシエはほんの少しだけ自分の胸が高鳴るのを感じた。本当に場違いな事だが――

　だからというわけではないが、ルシエは首を縦に振った。

「分かった。下がって精霊を呼んで手当てを始める。もし危なくなったら助すけ太だ刀ちしよう」

　ルシエが頷くと、ラウルとリハルトは前に進み出た。

「マリーも離れて援えん護ごよろしく」

「はい、分かりました！」

　マリーベルやルシエは、広場の端の方に下がって行く。

　ルシエが連れている兵は半数がラウルとリハルトの後方に控ひかえ、残りは怪我人をルシエの元に運ぶため、散って行った。

　ラウルは星斬を、リハルトは二刀の大剣をそれぞれ抜ぬき放つ。

「リハルト、一直線であのゾルデって男を討ち取ろう、残りは烏う合ごうの衆だろうしね」

　こちらが寡か兵へい、かつ個々の質で勝っている場合は、質の高さを押おし出して一気に相手の中ちゆう枢すうを突き崩くずす戦いが有効だ。局地戦であれ、大規模な合戦であれ、基本的な考え方は同じである。気をつけるのは、数を頼みに押し潰つぶされないよう、時間をかけない事である。

「あぁ？　あの男も烏合の中の一人に過ぎんと思うがな」

「リハルトから見ればそうだろうね」

「分かってるならいい。ラウル、背中は任せた」

　ぼそりといい残し、リハルトは地を蹴けった。

　やや猫ねこ背ぜ気味の前ぜん傾けい姿勢で、リハルトは山賊の集団に突っ込んで行く。

　その踏み込みの速度は尋じん常じようではない、ラウルでさえ油断をすると置いて行かれる程だ。

　接敵したリハルトは、勢いそのままに左右の大剣で二人の山賊の首を飛ばした。賊の方も受けようとはしていたが、余りに強きよう烈れつな勢いに獲物を叩き折られてしまったのである。

「この野や郎ろうっ！」

　賊ぞく達たちが怒りの声を上げて、一斉にリハルトに獲物を振り下ろす。

　左右から二人ずつ、計四本の剣や斧がリハルトに振り下ろされる。

「フン――」

　リハルトは体の前で腕を交差させた姿勢で、左右からの攻こう撃げきに臨のぞむ。二本の大剣それぞれの刀身が、賊一人一人の獲物を受け止めた。

　一対四の力比べの様相だ。それを好機と見たか、四人の賊はリハルトを押し込んで引きずり倒そうと、一斉に力を込める。

　だが、リハルトは怯まなかった。四人で押し込んでくる相手に、一歩も下がらない。

　それ所か、逆に相手を押し込み始めた。

　決して筋骨隆りゆう々りゆうではないリハルトだが、見た目に反してその膂りよ力りよくは強い。

　こればかりはラウルも及およばない、リハルトの天性の才能である。

「ぐう――こいつ……」

「す、すげえ力だ！」

「束になろうがザコはザコだな――！」

　四人の賊の方が押し負けた。武器を撥はね上げられ――そして直後にその首が飛ぶ。

　リハルトは腕を交差させながら攻撃を受けていた。そこから鍔つば迫ぜり合あいを制すると、勢いそのまま前方を薙なぎ払はらう斬撃に転化するのである。







[image: ]







　リハルトの剣けん術じゆつは、超ちよう攻こう撃げき的てきな動の剛ごう剣けんだ。いかなる動きも、攻撃に繋つながるように洗練されているのだ。

　あっという間に六人を斬ったリハルトは、更に山賊の群れに突き進んで行く。

　敵の前衛は囲みを作って対応しようとするが、リハルトはその動きを見て両手の剣の柄つか尻じりと柄尻を合わせた。リハルトの大剣には柄尻に特別な細工があり、二つを連結して一つの長大な双身剣にもできるのだった。二刀の大剣か、一つの長大な双身剣か、形態を状じよう況きように応じて使い分けて戦うのが剣王二刀である。

　囲みを狭せばめて群がって来る敵に、リハルトは双身剣を激しく旋せん回かいさせつつ飛び込んだ。

　近寄った山賊達の腕や足や首が、次々に斬り飛ばされて行く。

　常人離ばなれした強きよう靭じんな筋力による刃はの円運動は、まるで全周囲を薙ぎ払う剣の嵐あらしだった。

　鮮せん血けつが絶え間なく飛び散り、さらに十人以上が犠ぎ牲せいになる。

　リハルトの足元には、赤い水みず溜たまりが出来始めていた。

「こ、こいつ強えぇ……！」

　山賊の一人が、怯おびえたように呻うめき声ごえを洩もらす。

　返り血を頬ほおに受けたリハルトは、それに応じるように、にやりと赤い笑えみを漏もらした。

「さあもっとかかって来いよ……もっと俺にてめえらを斬らせろ――！」

　まるで獲物を前にして舌なめずりする猛もう獣じゆうである。

　その壮そう絶ぜつな笑みに、山賊達の中に恐きよう怖ふが伝でん染せんして行った。

　既に精霊による手当てを開始していたルシエは、その戦いぶりに感心していた。

「……凄すさまじい腕だ」

　まるで野や獣じゆうだ。激しい動きは獰どう猛もうでなおかつ俊しゆん敏びんであり、見た目からは想像できない程に力強い。ラウルの滑なめらかで流れるような動きとは、また別の凄すご味みがある。

　二人とも凄すご腕うでに間違いないが、ひょっとしたらリハルトはラウルをも上回るのかもしれない。俊敏さでややラウルが勝まさり、力ではリハルトが大おお幅はばに上回っているように見えた。

　ただラウルは、カタナの特性を活いかした抜き等の技術を持っているし、対応力や読みが図ず抜ぬけているように思える。考えながら戦う力が高いと言えばいいだろうか。

　結局の所、二人を対決させてみないとどちらが上かはルシエには分からなかった。

　確かなのは、その二人が合わさると更に凄まじいという事だ。

　後方を気にせず、ただひたすらに眼前を食い散らすリハルトに合わせ、ラウルが上手くその背を守っていた。流れるような動きと読みで、リハルトの後方から攻撃が来ないように敵を制している。

　二人の動きは、猛獣の周囲を流水が優しく包み込んでいるような、そんな印象を抱かせる。そして後方の馬車の屋根に登って長弓を射ているマリーベルの援護もまた正確無比であり、リハルトの背を守るラウルが追い込まれないように、危険な位置に出て来る敵を次々射い抜ぬいていた。

「三人とも、どこに出しても恥はずかしくない将になれる腕だ……」

　ルシエはそう呟つぶやいた。冷静に客観視すれば、今回の政略結けつ婚こんで、エルラーンは優れた武将を三人も得たという事になるのかも知れない。

　その三人の連れん携けいが生み出す相乗効果が、数で圧あつ倒とう的てきな山賊達の士気を挫くじきつつあるのが見て取れた。士気が崩れた兵は死兵だ、もはや戦力とはならない。

　崩れつつある士気を盛り返すには、何かしら兵を鼓こ舞ぶする要素が必要となるが――

「どけ！　てめえらにゃ任せておけねえ！　俺がやる！」

　焦じれたゾルデが進み出て、リハルトの前に立つ。

　そう、それが最も容易な手だ。ゾルデがリハルトを討ち取る事が出来れば……だが。

「やるじゃねえか若造が！　この山砕くだきのゾルデ様が直々に相手してやるぜ！」

　リハルトは双身剣を再び二本の大剣に戻し、ゾルデに相対した。

「うるせえ、ザコの名なんざ興味はねえ。斬ってやるからかかって来い」

　その冷れい淡たんで無感動な手招きは、ゾルデの感情を逆なでしたようだ。

　怒りに顔を赤くし、カッと目を見開き、長大な両りよう刃ば斧おのを両手に構えて振り上げる。

「てめえ！　ぶっ殺してやる！」

「おお。茹ゆでダコか」

「黙だまれ死ねっ！　オラアアアァァ！」

　丸太のような二本の腕が繰くり出す、大斧の一いち撃げき。まともに受けたら、人体は原形を留とどめないかも知れない。それ程の威い力りよくが、大上段からリハルトを襲った。

「フン……」

　ガキィン！　と金属音が響ひびき、直後ゾルデの大斧はリハルトを逸それて地面を撃うち、土つち埃ぼこりを巻き上げた。

　リハルトの左だ、振り下ろされる大斧の側面を刀身で打ち、強ごう引いんに軌き道どうを逸らした。

　完全に相手の攻撃が見切れていないと、成功しない捌さばき方である。それを初見で――

　その事自体も凄いのだが、一歩間違えば絶命必至の選せん択たく肢しをよく選ぶものだ。安全に後方や横に避けても構わないのである。

　恐おそらくは大きく避けるよりも、捌いた方が攻撃に転じやすいからだろうが――

　事実、渾こん身しんの一撃で地を叩いてしまったゾルデは、致ち命めい的てきな隙すきを晒さらしていた。

「なっ……！　ちぃっ！　もう一発！」

「次なんぞねえよ！」

　リハルトは左一本で攻撃をいなしたのだ。右の大剣はまだ生きたまま残っている。

　それがゾルデに次撃を許すはずもない。

　踏み込み、一いつ閃せん。ビュンと鋭するどく唸うなりを上げたリハルトの右の大剣は、ゾルデの太い首に食い込み、肉も骨も断たち刎はね飛ばしていた。

　操り糸が切れた人形のように、首のない巨きよ体たいが膝ひざからその場に崩れ落おちた。

「手て応ごたえのねえ奴だ……デカいのは口と図ずう体たいだけだな」

　ゾルデの亡骸を前に、リハルトは仏ぶつ頂ちよう面づらで言い放つ。

　頼みの綱つなのゾルデを失った山賊達は、まだ数で上回るにも拘かかわらず完全に士気を無くしてしまっていた。

「ふ、副頭があんなにあっさり……」

「逃げろ！　俺達じゃ勝ち目がねえよ！」

　蜘く蛛もの子を散らすように、山賊達は広場から逃げ出して行く。

「逃がすな！　半数はすぐ追つい撃げきにかかれ！　それからフォルレーとリベッカの部隊に早馬を出し、追撃に加わるように知らせろ！」

　ルシエはすぐに次の指示を飛ばす。

　この場はこちらの勝利だ。村の損害は大きいが、壊かい滅めつだけは免まぬがれた。

　後は精霊の力で救えるだけの命を救おう。ルシエはそう思った。

　それが、今から自分に出来るせめてもの事だから――




　　◆◇◆




　三日の後――

「申し訳ありません、母上……エミュレーは壊滅は免れましたが、被害は甚じん大だいです」

　ラウル達はアウレアへと戻り、ユーリエにエミュレーで起きた山賊の襲しゆう撃げきについての顛てん末まつを報告していた。

　肩かたの傷はあの後エミュレーでルシエに癒してもらい、もう完全に治っていた。

　ルシエは山賊の追討と兵の配置変へん更こうを指示し、後を現地の者に任せるとラウル達を連れてアウレアへと帰き還かんし、ユーリエへの報告に臨んでいるのである。

「そうですか……これはあなただけのせいではありませんよ、ルシエ。私もエミュレーにまで賊がやって来るとは考えていませんでした。気に病やむのはお止めなさい」

「はい、母上……」

　しかしまだ、ルシエは浮かない顔のままだ。これが自分の失敗だと自分自身を責めている様子だ。王立騎士団を預かる責任感がそうさせているのかも知れない。

　そんなルシエの生き真ま面じ目めな性格は、ラウルから見て好ましいものに思えた。

「ラウル殿どの、それにリハルト、マリーベル。あなた方がいなければエミュレーは壊滅し、ルシエも無事には済まなかったかもしれません。ご協力ありがとうございました」

　ユーリエの労ねぎらいに、ラウルが代表して口を開いた。

「いえ、当然の事ですから。居合わせた以上、黙って見ているのは不義ですしね。それよりも、元はと言えばガルレ山は帝国領内です。その問題で隣りん国ごくに被害を与えてしまい、帝国から来た身としては申し訳ないと思います。肩かた身みが狭せまいですね」

　ラウルがそう発言すると、ルシエが反応した。

「本当だ。帝国がしっかりガルレ山賊を討とう伐ばつしていれば、こちらに被害が出る事もないのだぞ。アゼルキア州の統治はどうなっている？　まさか山さん賊ぞく討伐する兵力が無いわけではないだろう？」

「間違いなく兵力はあるよ。州軍兵は三万は下らないけど、その気がないんだろうね」

　アゼルキア州長官のボウテングは、ガルレ山の賊を討伐せず放置しているのである。

「呆あきれた事だ。では何のためにそんなにも兵がいる？」

「そこはボウテング兄上に聞いてみないと。俺おれにも分からないよ、兄上の考えは」

　何か考えがあるのかもしれないが、エルラーンにとっては頭の痛い話である。賊に国境は関係ない。今回のように越えつ境きようして、エルラーン側にまで侵入してくる事もあるのだ。

　とはいえ、エルラーン側から帝国領内に派兵してガルレ山を討伐する事は難しい。国と国との関係において、他国に勝手に兵を入れる事は侵しん略りやくと見み做なされる。

　帝国との全面戦争など、いかに魔狼の砦とりでがあっても、亡国の策としか言いようがない。

　結果エルラーンとしては、村々の警戒を強めて水際で対処するしかないのだ。

「あなたの御ご兄きよう弟だいの事を言って悪いが、ボウテング殿はまともな州長官とは言い難がたいな。山賊討伐すらできないとは」

「うーん……反論できないね、正直そう言われても仕方ない所もあるよ」

　ラウルも本音はルシエに同感だった。もっと手厳しく統治の不備や、ひいてはボウテングを州長官にしている現在の帝てい国こく中ちゆう枢すうの体制を糾きゆう弾だんしたい所ではあるが、この場でそれを言うのは憚はばかられた。

　あくまでまだ、自分は帝国とエルラーンの友好的な政略結婚の担にない手てだ。その自分が帝国を貶おとしめる発言をするわけにはいかない。立場と言うものがある。

　そのため渋じゆう面めんを作ってルシエの言を否定しない、という態度に終始する。

「そんな州長官を任命する方もする方だ。今の皇帝陛下はまだ幼いらしいが、それは言い訳にはならない。黄金皇帝やロファール殿でん下かとは比べようもないな」

「ミレーニア陛下自体は、賢かしこくて優やさしいいい子だよ。けどまあ……色々とね」

「ルシエ、お止めなさい。それはラウル殿にも如何いかんともし難い事でしょう」

「……はい」

　まだ何か言いたそうだったが、ルシエは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「ともあれ今回のラウル殿どの達たちの活かつ躍やくには、報むくいねばなりません。何か褒ほう賞しようを――」

「でしたら一つ、俺に献けん策さくする事をお許し願えませんか？」

「それでよいのですか？　勿もち論ろん構いませんが、どのような内容でしょう？」

「先程の賊に関してです。俺がボウテングと交こう渉しようして軍を入れる許可を得ますから、ガルレ山を攻撃しませんか？　せっかく同盟が成立した事ですし、一応俺の異母兄ですから断られる事は無いと思います。アゼルキアの尻しり拭ぬぐいをお願いしているようで申し訳ない面はありますが……正直あちらに賊への対処を期待しても望のぞみ薄うすでしょうし、ここはこちらから元を断ちに行くべきかと。無視できない程の被害が出ているわけですし」

「なるほど……ルシエ、あなたはどう思いますか？」

「許可が得られるなら、やりたいです。国境付近に住む民たみにとっては、根城が何処どこであっても賊が襲って来る事には変わりがありません。私達には彼かれらを守る義務があります」

「そうですね――ラウル殿、私もルシエと思いは同じです。ボウテング殿の了りよう解かいを取り付けて下さい、それが得られれば兵を出しましょう」

「ありがとうございます。ではこの後早さつ速そく手紙をしたためます」




　女王の許可を取りつけたラウルは、その元を辞すと早速用意された客室に向かった。

　そして手紙を書く準備を始める。必要なものは客室に揃そろっていた。

　木製の墨すみ入れの小こ壺つぼに、木の軸じくで作られた筆記具。それらに上品な飾かざりが彫ほられた、落ち着きがありながらも美び麗れいな品である。

　エルラーンには森林地帯が多い。その土と地ち柄がら木工品の技術が発達している。

「わ。可愛かわいいですねえ、これ」

　と、マリーベルは嬉うれしそうだ。

「そうだねえ。これだけじゃなくて、この国の家具は質素だけど飾り彫りとか手が込んでるから、見ごたえがあるよね。帝国だと宝ほう飾しよくになっちゃうからね、まあそれはそれで見み栄ばえはするけど」

「そんな事はどうでもいいが――ラウルお前、女王様が褒ほう美びをくれると仰おつしやったのに、何勝手に断ってやがる」

「え？　欲ほしかったの？」

　意外だ。リハルトは金品には興味がないはずなのに。

「そりゃあ悪い事したね、だったら後で謝って頼んでみるよ。何が欲しかったの？」

「ああ、是ぜ非ひとも女王様に俺を膝ひざ枕まくらして頂きたいとな」

「……ヤダ。それは頼まないよ」

「何ィ!?　いつもはお前ばかりうまい汁しるを吸ってるだろうが、たまには俺にもいい思いをさせても罰ばちは当たらんぜ」

「いやいやいや、だったらマリーにお願いすればいいじゃない」

「あぁ？　願い下げだ、これはうまい汁じゃねえ」

「わたしだってやですよお！　大体女王様にそんな事お願いできるわけないです。無礼討ちにされちゃいますよ？　馬ば鹿かな部下を連れて――って、皇子の品性まで疑われますっ」

「構う事はねえ。女王様はどうか知らんが、ルシエ姫ひめにはもう疑われてるだろう」

「ますます疑われちゃいますっ！　下の者が主君の評判を貶めてどうするんですかあ、もう！　リハルトには皇子にお仕えするって意識が足りませんよお。もっと弁わきまえて下さい」

「まあそれはいいけどね、部下っていうより同志でありたいと思ってるし」

「とにかく絶対だめですからね！　諦めて下さい、リハルト」

「ちっ……つまらん。ならメシの時間まで寝ねてるとするか。時間になったら起こせ」

　リハルトは客室の寝しん台だいに寝そべると、そのまま瞳ひとみを閉じてしまった。

「やれやれ困ったもんだねこの熟女好きは……さてと。早く兄上への手紙書かないとね」

　とラウルは紙に文字を書き連ね始めるが、途と中ちゆうでふと気がついて手を止めた。

「ああ、そう言えばマリーは何か褒賞が欲しかったりした？　馬鹿なお願いじゃなきゃ後で言って来るけど」

「わたしはいいですよお。あっ、でも……褒賞はいりませんけど、よかったら皇子にお願いがあるんですけど」

「俺に？　いいよ何でも言ってみて」

「はい。お城の外に出て、街歩きにでも行きませんかあ？」

　マリーベルはふんわり笑え顔がおでそう言った。




　　◆◇◆




　アゼルキア州長官で異母兄のボウテングへ宛あてた手紙をしたため女王に預けた後、ラウルはマリーベルの願いを聞いて城外へ出ていた。

　元々城下の人々の様子を直接見てみたかったので、いい機会だ。

　空は夕暮れ間近の茜あかね色いろ。西日が路上に落ちるラウルとマリーベルの影かげを長くしている。

「結構賑にぎやかですねえ」

　マリーベルは眼前の光景を前に、楽しそうに声を弾はずませた。

　ここは市場や商店が並ぶ大通りだ。一日の仕事を終え家路を急ぐ者、夕食の食材を買い求める者、飲食店の前に立ち、客を呼び込もうと声を上げる者、仲睦むつまじく身を寄せ合って歩く男女、まだ家に帰りたくないと走り回ってはしゃぐ子供達――それぞれの人生がこの大通りという一点で交こう錯さくしている。

　人々の表情に暗さは無く、穏おだやかに時間が流れているように見える。明日も、明後日もその次の日もまた次の日も、この日常が続く事を疑っていない様子だ。

　女王ユーリエの統治が、人々にこの安心感を与あたえているのだろう。

「そうだね、いい雰囲気だよ。ユーリエ様がいい政治をしてるんだろうね」

　街並みと行き交う人々を楽しく眺ながめながら、ラウルとマリーベルは歩を進めた。

　ラウルは平服にカタナを帯びた軽装なので靴くつ音おとは軽いが、鎧よろいを身に付けたままのマリーベルは、歩く度たびにカチャカチャと鉄の擦こすれる音を立てていた。

「鎧なんて着て来なくても良かったんじゃない？　重いし暑いでしょ？」

「だめですよお、何かあったらどうするんですかあ。わたしは皇子をお護まもりするんですから、どんな時でも油断はできないんですっ」

「だったら街に出るって危険なんじゃない？」

「それはそれですよお。楽しいじゃないですか、歩いた事のない場所ってワクワクしますし。皇子は楽しくありませんか？」

「いや楽しいけどね。この様子を見れただけでも収しゆう穫かくだし」

「ふふ。じゃあいいじゃないですかあ」

　と、ラウルの元に道みち脇わきから声がかかった。

「ラウル様！　間ま違ちがいねえ、ラウル様でしょう!?」

　そちらを見ると、四十程の恰かつ幅ぷくのいい男性の露ろ店てん商だった。

「ん？　ああ、そうだよおっちゃん、よく分かったね」

　ラウルは笑顔を浮かべ愛あい想そ良く応じる。

「ええ、こないだルシエ姫と決けつ闘とうなさってたでしょう。あれを見てましてね、いやあもう凄いのなんのって。度ど肝ぎもを抜かれちまいまして。最後お怪我なさったようでしたが、大丈夫なんですかい？」

「ああもう全然平気だよ、ほらね」

　ラウルは怪我した左の肩をぐるぐると回して見せる。

「おお良かった！　そうだ、こんなものしかありませんが、これ持って行って下さい」

　と、店主は露店に並んでいた小こ瓶びんを二つ、ラウルに手て渡わたした。

　中には砂糖がたっぷり塗まぶされた、煎いった木の実が入っている。この砂糖自体もサトウカエデの樹液を煮に詰つめて作ったもので、メープルナッツと言えば森の恵めぐみが豊富なここエルラーンでは、よく食されている非常に身近なお菓か子しである。

「お、うまそうだね。でもいいの？」

「もちろんです！　姫ひめ様さまの旦だん那な様さまになられる方だ、そいつらも喜びます」

「ありがとう。遠えん慮りよなく頂くよ」

　それから通りを歩いて行くうちに、同じようにラウルを見つけて寄って来る者が少なくなかった。到とう着ちやく早々に演じた大立回りは思った以上に効こう果か覿てき面めんだったようで、皆が尊敬の眼まな差ざしだった。

　中にはエミュレーの件を既に知っている耳みみ聡ざとい者もいて、そこでの山さん賊ぞく撃げき退たいに一役買ったラウルに礼を述べて来る事もあった。

　いつの間にかさまざまな貰もらい物ものをして、果物や野菜に魚に木き彫ぼりの置物等々、袋ふくろに入れないと持ちきれない程ほどになってしまった。

「嬉しいですねえ。皆さん皇子のことを温かく迎むかえて下さってるみたいですよ」

　マリーベルは自分の事のようにご機き嫌げんだ。

「そうだねえ。いやはやありがたい話だよ」

「ねえねえ皇子、お行ぎよう儀ぎが悪いかもしれませんけど、これ食べてもいいですかあ？」

　マリーベルは甘あまいものには目が無い。最初に貰ったメープルナッツ入りの小瓶が凄く気になっているらしい。女性は多かれ少なかれ皆そうなのだろうが、彼かの女じよの場合、女性の中でも特に目が無い方だろう。

「うん。いいんじゃない？」

「わあ、じゃあ頂きますねえ」

　と小瓶を開けて中の胡桃くるみの実を一ひと摘つまみ。口に運ぶと、途と端たんに柔やわらかい表情を更さらにとろけさせて、実に幸せそうな顔になる。

「んーっ！　おいしいですっ！」

「この辺りはいいサトウカエデが育つからね。甘いものが安くておいしいんだよ」

「いい所ですねえ。わたしにとっては天国ですよお」

　などと話しつつ、更に大通りを下って行く。

　声を掛かけて来た住民達たちに何か名所は無いかと聞いてみたところ、大通りを抜けた先に精せい霊れい信しん仰こうの大聖堂があると教えてもらった。そこを見学しに行くつもりだった。

　これから根を張る事になる場所の文化的象しよう徴ちようだ。触ふれておいて損になるはずがない。

「ああ本当、これ癖になりますねえ」

　マリーベルはあっという間にメープルナッツの瓶びんを一つ空にし、更に二つ目も無くなりそうになってしまっていた。流石さすがにちょっと心配になり、ラウルは述べる。

「……マリー。そんなにいっぱい甘いもの食べてると太るよ？」

「え!?　わ、わたし太ってます？」

「いや、全然そんな事は無いけど……」

　一部分を除いては、だが。体つき自体はむしろ細い方なのに、胸だけ物もの凄すごく大きい。

　沢たく山さん食べた甘いものの効果が、マリーベルの場合なぜか胸だけに出ているようだ。

「皇子がそう言ってくれるなら安心です♪」

　ぱくぱくぱく、と。結局二つ目のメープルナッツの瓶も空になった。

　甘いものを満喫したマリーベルは機嫌良さそうに街並みを眺めていたが、やがてその視線が道脇の一点で止まった。先を追うと――女性用の服ふく飾しよくを専門に扱あつかう店だった。

　軒のき先さきに陳ちん列れつされている可愛らしいフリル入りのワンピースが、特に若い女性の目を惹ひきつけるだろう。

　マリーベルもその例外ではないらしい。普段好んで着き飾かざったりすることは無いが、可愛いものは好きなのである。

（今ならちょっと余よ裕ゆうあるよね）

　帝てい都とで暮らしていた時は生活費のみでぎりぎりの暮らしだったが――今なら、出立前にレイノルズが持たせてくれた路銀が余っていた。

「よしっ！　宵よい越ごしの金は持つべからず、行くよマリー！」

「えっ？　えっ？　何処へ――？」

　ラウルはマリーベルの手を引いて、先程の服ふく飾しよく店てんに入って行った。

「いらっしゃいませ」

　品の良さそうな婦人の店員が、笑顔で出で迎むかえる。リハルトが見たら反応しそうだ。

「どうもどうも。ちょっとこの子の服を見立ててあげてよ」

「えぇっ!?　い、いいですよお、わたしは。お金がもったいないですから――」

「いいからいいから！　今まで貧びん乏ぼうで何にもしてあげられなかったからね。俺からのご褒美ってことで。このくらいじゃ全然足りないけど、せめてもの気持ちだよ」

「そ、それは嬉しいですけど……」

「お綺麗なお嬢じようさんですから、きっと何でもよくお似合いになりますよ」

「そりゃ素材は極ごく上じようだからね。ほらほらマリー、遠慮しなくていいから」

　ラウルは遠慮がちなマリーベルの背中を強く押し、店内の服を試着させ始めた――

　やがて半刻（一時間）ほどが過ぎ――

「あの……皇子。これ、どうですかあ？」

　試着室から姿を現したマリーベルは、淡あわい水色のワンピースに身を包つつんでいた。

　少し大きめに開いた首元からは、透すき通とおるような白い肌はだが覗のぞき、見事な位に豊かな胸の膨ふくらみはやや窮きゆう屈くつそうで、布地が少し張っている。

　それが若じやつ干かんの艶なまめかしさを演出しつつも、全体的にはふんわりと優しいマリーベルの雰ふん囲い気きを、更にたおやかなものにしていた。

　少し踵かかとの高い白い靴くつと、花を模した銀の髪かみ飾かざりも清せい楚そさを引き立てている。

「うんうん似合ってるよ。マリーには優しい色がぴったりだね」

「ちょっと胸むな元もとがきつい気もしますけど――可愛いですねえ、これ」

　姿見の前でくるりと回って見せる様子からは、この状況を楽しんでいるように見えた。色々着ているうちに、だんだんと遠慮より楽しさが勝って来たのだろう。

「その位ぴちっとして強調されてる方が、男はグッとくるもんだよ」

「そういうものなんですかあ？　じゃあ……これがいいです」

「ん。分かった。じゃあこれもらえる？　髪飾りと靴も全部ね。このまま着て行くよ」

「はい。ありがとうございます」

　店員はにっこりと頷うなずく。

「あ。でも皇子、わたしの鎧が――」

「ああ鎧ね、いいよいいよ。俺が着るから」

　と、ラウルは服の上にマリーベルが来ていた鎧を身に付け始める。

　小さいので動きづらいが、どうにか着る事は出来た。

「今日はマリーのために出て来たんだから、役割交代だね。ここからは俺がお護りしますよ、マリーベルお嬢じよう様さま」

　ラウルのおふざけに、マリーベルはくすくすと笑いを洩らす。

「あはははっ。もう、何だかくすぐったいです」

　会計を済ませて軽くなった財さい布ふを懐ふところに、ラウル達たちは店を出た。

　するとマリーベルはすっとラウルの前に立ち、ぺこりと綺麗に頭を下げる。

「皇子、わたしすっごく嬉しいです。ずっと宝物にしますね、ありがとうございます！」

「うんうん。喜んで貰えて俺も嬉しいよ」

　今のマリーベルの笑顔はまた格別で、これを見れただけでもラウルは満足だった。

　ラウルとマリーベルは、和気あいあいと大通りを更に進んだ。

　やがて通りの終しゆう端たんまで到とう達たつし、目的の大聖堂を見つけた頃ころにはすっかりあたりは暗くなっていた。大聖堂は白い外壁の円えん筒とう形けいをしており、その周囲を自生した蔦つたが覆おおっているという外観だった。周りには篝かがり火びが焚たかれ、夜の闇やみに浮うかび上あがるような厳おごそかな雰囲気だ。

「あれ？」

　とラウルが洩らしたのは、聖堂の前に兵士が何人も待機しており、その中に見知った顔を見つけたからだ。

「おーい。マウロ副団長！」

　ルシエの副将で、入国時にラウルを案内してくれた人物だ。

「おおラウル様！　それにマリーベル殿も！　こんな所でどうなさったんですかい？」

「いやちょっと見学に来たんだけど、副団長はどうしてここに？　何かあったの？」

「いえ、姫様のお供に来てるだけですよ。今日は月に一度の洗礼の日なもんで」

「ルシエ殿も洗礼して貰いに来たの？」

　ラウルの問いに、マウロは太い首を横に振ふる。

「与える側ですよ。姫様は精せい霊れいの巫女みこでもあらせられますんで」

「どんな事やってるんだろ？　興味あるね。ねえマリー？」

「そうですねえ」

「じゃあ見学なさいますかい？　どうぞ中へ、ご案内いたしますよ」

　マウロは木製の艶つや光りする扉とびらを音を立てないように押し開あけ、ラウル達を中に誘さそった。

「儀ぎ式しきの最中ですんで、なるべくお静かにお願いします」

「うん分かったよ」

　ラウルは頷きながら、大聖堂へと足を踏ふみ入いれる。

　入ってまず感じたのは、土と木の匂においだ。

　外は石いし畳だたみだったが、この聖堂は自然のままの土が敷しかれている。堂内のあちこちに綺き麗れいな緑の葉をつけた樹が植えられていて、乳白色の石の内ない壁へきには蔦が伝っている。更には鏡のように澄すんだ水をたたえた池も点在し、その中には魚も泳いでいた。見上げると屋根が無く、夜空がそのまま目に入った。外見の建物は、単なる囲いだったようだ。

「わぁ……森の中って感じですねえ」

「だね。星神教の聖堂とは全然違ちがうなあ」

　星神教は、夜空に浮かぶ星を星神として神聖視する思想である。

　聖堂には窓が無くて薄うす暗ぐらく、屋根は丸い半球状になっており、内側に夜空を模した星々が描えがかれているのが普ふ通つうだ。昼は夜空の星が見えないため、聖堂内の絵を代わりとして祈いのりを捧ささげるのである。

　帝都の皇こう宮ぐう内にある聖堂などは、堂内に描かれる星の一つ一つに宝石を当てはめて造られており、それはもう豪ごう華か絢けん爛らんなものである。

　それを考えるとこのエルラーンの聖堂は非常に素そ朴ぼくで、慎つつましいもののように見えた。

「我々は自然に宿る精霊を信しん仰こうしてますんで、その思想を反映すれば、聖堂はこんな姿になるんですよ」

「自然と共にある――って事だね」

　土や樹に水や風。穏やかな自然の姿がこの中に凝ぎよう縮しゆくされている。

「ええ多分そんな感じかと。まあ難しい事は分かんねえんですが。これも死んだ婆ばあさんにガキの頃聞いた受け売りでして」

「ははは。いかにもそういう事には興味無さそうだもんねえ、副団長は」

「皇子。失礼ですよお」

「いやあ構わねえですよ、事実ですから。姫様の副将なんて大役、本来なら俺には分不相応なんですよ」

　マウロはラウル達を促うながすように、奥おくへと歩を進めた。

　左右を篝火に挟はさまれた、木製の祭さい壇だんが目に入ってくる。手前には白と若草色の祭さい祀し衣に身を包んだルシエが立っていて、手にはこの国の至宝エレノーテを携たずさえている。

　そして彼女の元に、人々が列を為なして並んでいた。ルシエは一人一人順番に、エレノーテの柄を額に触れさせ、一言二言声をかけて行く。

「ああやって、エレノーテから精霊の加護を分けて貰うんです。エレノーテを扱う事の出来る者にしか、洗礼を与える行こう為いは許されてないんです」

「ルシエ殿だけなの？」

「いえ女王様と、他にも親族の方に数人おられますが、基本的に姫様が巫女のお役目を務めてらっしゃいます」

「ふーん忙いそがしいんだね。王立騎き士し団だんも預かってるのに……」

「ええ。その他にも将来の為ための勉強と、女王様の政務の一部をお手伝いしたりもされてます。姫様は愚ぐ痴ち一つ言わずに励はげんでおられますが、お若いとはいえこのままじゃあ体を壊こわさねえか心配です。ラウル様には、姫様のご負担を少し取り除いて頂けるとありがてえと思ってます」

「そうだね……洗礼は無理だけど、軍務や政務なら、どんと来いかな」

「おお頼たのもしいですなあ。流石さすがはあのリュミエラ・ミストのお弟で子しさんで」

「……ねえ、ひょっとして始めから俺についてユーリエ様から聞いてた？」

　マウロは初対面の時から、ラウルに対して好意的であり丁てい寧ねいな対応をしてくれる。如い何かにそうするべきだと分かっていても、内心の嘲あざけりや軽視は態度に出るものだ。しかしマウロには、この帝てい国こくの屑くず星ぼし相手にも、そう言った素そ振ぶりが当初から一いつ切さいなかった。

「ええ、姫様には黙っているように口止めされましたが。言われてではなく、人の本質を正しく見み抜ぬける目を持って欲しい――だそうです。女王様は姫様には厳しくていらっしゃいますんで……それも御ご期き待たいの表れなんですが」

「そんな感じだったよねえ。気の強いルシエ殿が、女王様の前では大人しいもんね」

　だが成長に期待し厳しく見守ってくれる親がいるという事は、恵まれていると思える。ラウルの両親はそうでなかったため、少し羨うらやましくもあった。

「副団長、ところであの列って俺も並んでいいものなの？」

　ラウルはルシエの前に並ぶ人々を指差す。

「構わねえと思いますよ。どうぞお行きになって下さい」

「やった。じゃあマリーも並ぼうよ、せっかくだしね」

「はーい。わかりました」

　ラウルとマリーベルは連れだって列の最さい後こう尾びに並んだ。

　暫しばらく大人しく待っていると、やがて最後尾のラウル達の番が来た。

「……ラウル殿、こんな所で何をやっている？　それに何だその格好は？」

　と、ルシエは少し迷めい惑わくそうな顔をした。

「いやあ後学のために、俺も体験しておこうかと。格好はまあ成り行き上の必然で」

「わけのわからない事を……別に構わんが、あなたにエレノーテが加護を与えてくれるかな？　あなたはガルダの腕うでを斬きっただろう」

「え？　ひょっとしてバチ当たりな事だったり？」

　その割には誰だれにも怒おこられなかったが――

「そうだ、あんな事をすれば精霊の宿る風には呪のろわれる。どうなっても私は知らん」

　含ふくみ笑わらいを浮かべるルシエに、ラウルより隣となりのマリーベルが慌あわて出した。

「ええっ!?　そんな……な、なんとかならないんですかねえ？　お願いしますルシエ様、皇子を助けてあげて下さい！」

「……今のは嘘うそだ、別に何ともないから安心していい」

「まあ……そうだろうね」

「皇子知ってたんですかあ？」

「いや、もしそこまで深刻だったら、とっくにルシエ殿が教えててくれたと思うし……ユーリエ様やマウロ副団長もね」

「慌てないな、面おも白しろくない。マリーベルに悪い事をしただけになってしまった。すまないな、マリーベル」

「いえ、ほっとしました。良かったです」

「ラウル殿が斬ったのはエレノーテが生み出した偶ぐう像ぞうに過ぎない――あのくらいでは本来の彼かれ等らが傷つく事もないし、恨うらんだり憎にくんだりすることもない。そういった尺度の存在ではないからな。等しく全すべてのものをそっと見守っているんだ。では二人とも洗礼を受けるんだな、瞳を閉じてくれ――」

　ルシエはラウル、マリーベルの順で他の人々と同じように洗礼を行った。

　そして、儀式の終しゆう了りようが宣言される。人々は礼を言いつつ、大聖堂から帰宅の途とについて行く。ルシエはそれを穏やかな笑顔で見守っていた。

　やがて彼等が皆みな大聖堂から退去すると、ルシエはふうと大きく息を吐はいた。

「さて、今日はこれで終わりか。ところでマリーベル、その服は可愛らしいな。帝都の方で買ったものなのか？」

　ルシエはマリーベルの事は気に入っているようで、結構親し気である。同じ女性だから話しやすいのだろう。

「いいえ、そこの大通りのお店で売ってたんですよお」

「何、そうなのか？　知らなかった、私も今度見に行ってみようか……」

「良かったらお付き合いしますよお」

　マリーベルもにこやかに柔らかくルシエに応じている。彼女の場合は、相手が誰であっても基本的にそうなのだが。

　そこに、マウロ副団長が近づいてくる。

「姫様、お疲つかれ様さまでした！」

「ああ、マウロもご苦労。さあ城に戻もどるぞ、まだやり残した政務がある。続きをしないとな……」

「大変だねえ、ルシエ殿は。疲れるでしょ？」

「ああ、勿もち論ろん疲つかれるが。だが将来私が母上の跡を継ついだら、全部一人でやるべき事だ。これも勉強だと思わないとな」

「もし手伝える事があったら言ってね。何かしら役に立ちたいし」

「結構だ。まだあなたとの婚こん礼れいを認めたわけではないからな」

　ラウルはルシエを気き遣づかったのだが、その反応は素っ気ないものだった。




　　◆◇◆




　それから二日後の夜のこと――

　ルシエは赤いドレスを身に纏まとい、アウレア王城内の催場にいた。

　ラウルを歓かん迎げいする宴うたげが開かれているのである。エルラーン内に独自の領地を持つ侯こう爵しやく達たちも列席しており、実質彼等とラウルとの面通しも兼かねている。

　先さき程ほどまであちこちから笑いが起こっていた和なごやかな席は、今は歓かん声せいに包まれていた。

　酒に酔よって調子に乗ったのか、宴えん会かい芸げいを見せると言い出したラウルが、リハルトと一いつ緒しよになって剣けん舞ぶを演じているのだが――

　その二人の剣舞の迫はく力りよくが凄すさまじく、見るものが拍はく手しゆ喝かつ采さいしているのである。

　酒も入っているのに、二人の動きはルシエがエミュレーで見た時の切れ味そのままだ。

「おお、何と素す晴ばらしい！」

「姫様の夫に相応ふさわしい技量を持っておいでだ！」

「エミュレーでのご活躍も頷けますな！」

　等々、ラウルは侯爵達からの覚えもめでたいようである。

　ルシエとしては、侯爵達が強固に反対して、結けつ婚こんが破談になる――などという結果を少々期待していたのだが、そうは問屋が卸おろしてくれなかった。

　エルラーンは封ほう建けん制せいを敷いているため、独自の領土を持つ彼等のような領主貴族の存在が許されるが、ウェーメリア帝国は全てが皇こう帝ていに帰属し、臣下に独自の領土は認められない。貴族は存在するが、それは地じ盤ばんを伴ともなわない名めい誉よのみの爵しやく位いである。

　もしエルラーンが帝国に併へい合ごうされるような事があれば、彼等は確実に領主としての権力を失う。だから自分の立場を守るためには、帝国に降くだるのではなく同盟ができるというのは願ったり叶かなったりなのだ。反対する理由がない。もしラウルが噂うわさ通りのうつけ者だったとしても、反対しないに違いない。

　ルシエ以外の誰もが、ルシエとラウルの結婚を望んでいる。

　そんな状じよう況きように、ルシエは外そと堀ぼりを埋うめられて行くような感じを受けていた。

　これではもはや、ルシエ一人が反対してもどうにもならないのではないか。

　この席では皆が口々にルシエを祝福したが、快くそれに応じる気にはなれなかった。

　母ユーリエの事は心から尊敬しているが、今度ばかりは怨うらみに思う。

　そんな胸中が、ルシエに宴えん席せきから背を向けさせた。

　中庭に出て、少し夜風に当たって来よう――

　そんなルシエに、宴席の警護に当たっていたマリーベルが目を留めた。

「あ、ルシエ様。お一人じゃ危険ですよお」

「大だい丈じよう夫ぶだ、中庭で夜風に当たって来るだけだ」

「いいえ油断大敵ですよお。わたしがお供します」

「そうか？　ではお願いしよう」

　ルシエとマリーベルは、二人で催場から中庭に出た。

　ひんやりとした冷たい空気と緑の匂いを大きく吸い込んでいると、澱よどんでいた気分も晴れて来て、少し話をしようという気になった。

　同じ女性でありながら、武人として腕の立つマリーベルは親近感を覚える相手だった。

「……盛り上がっているな」

　宴席の楽しそうな賑わいは、この中庭にも届いてくる。

「はい。侯こう爵しやく様方がどんなお考えか不安でしたけど、歓迎して下さってるみたいで嬉しいです。街の皆さんもそうですけど、本当に良くして下さって有り難いです」

「そうだな。納なつ得とく行ってないのは私だけのようだ」

「あ、すみません……お気持ちも考えずにはしゃいじゃって」

「いいんだ、頭では分かっているつもりだ。これは我わが国くにのためには願ってもない事。ラウル殿どのが噂通りのうつけ者ならまた別だが、ああ見えて有能だ。あなたやリハルトもな。反対する理由などないはずだが……そう簡単には割り切れん。結婚とはこんな気持ちでしていいものなのだろうか。ラウル殿にも失礼な気がするし……マリーベルはどう思う？」

「皇子は気になさらないと思います。ルシエ様のお気持ちが頂けなくても、帝都にいるよりはずっといいですから。自分でも表向きだけ取とり繕つくろって貰えればいいって仰ってましたし。冗じよう談だんみたいに聞こえたかもしれませんけど、あれは本音だと思います」

「ふうむ……それは、あなたの事を愛しているから、私にはそういうものを求めないという事なのだろうか？」

「えっ!?　い、いいえ！　そ、そんな事はありませんよお！　物心つく前からの仲ですから、気心が知れているだけですよお」

　ルシエが踏み込んだ事を尋たずねると、マリーベルは慌てて首をぶんぶんと横に振った。

「そうかな？　本当の事を言って貰いたい。私だって本音で話しているんだ」

　エミュレーに向かう最中の馬車で見たように、あんな風に膝枕している姿を見れば、誰だって関係を疑いたくもなる。

「ほ、本当ですよお！　確かに皇子はわたしに膝枕をさせますけど、それ以上の事は一度も……女好きに見えるかも知れませんけど、そんな事ないんです。あの人は女の子に脇わき目めなんて振らずに、ただひたすらに剣けんや軍略の研けん鑚さんを積んできました。ずっと耐たえて、努力し続けて来た人なんです。そういう人だから、ジエーロ様もリュミエラ様も認めて下さるまでになれたんです」

　若干疑わしく思える所もあるが、確かにラウルのあの剣技は、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに身につくものではない。裏に相当な研鑚がある事はルシエにも分かった。

　側で見てきたマリーベルがそう言うのなら、そうなのかも知れない。

「ではエルラーンにならば、帝国と違って自分を活いかす場があるから、という事なのだろうか？　それが一番だから、私の気持ちは求めない」

「はっきり言うとそうだと思います。皇子はそういう人ですから……だからルシエ様は今のお気持ちを変える必要はないと思います」

「なるほど……」

　割り切ってしまってもいいのかも知れない。とルシエは思い始めていた。

　今回の話を今から破談に出来たとしても、そのうちまた同じような話が降りかかって来るだろう。その相手がルシエの気持ちを求めて来るような相手だったら厄やつ介かいだ。しかもそれが愚ぐ物ぶつだったら尚なおの事こと救えない。

　ならばラウルのように、表面上の関係だけでいいと言う相手の方が遥はるかにいい。ただでさえラウルは世間の評判に反して有能である。少し扱いが面めん倒どう臭くさいが、有能な将を得たと思えばいいのだ。帝国との同盟という付帯条件も申し分なかった。

「そう――だな。マリーベルの言う通りかも知れない……だがラウル殿は余よ程ほど帝てい国こくにいたくなかったのだな。冷れい遇ぐうされていたとは聞いたが、どんな様子だったのか少し詳くわしく教えて貰えるだろうか？　あなたなら知っているんだろう」

「そうですねえ。まず……」

　マリーベルが話し始めたラウルのこれまでの境きよう遇ぐうは、かなり辛つらいものだった。

　六歳さいまでは皇宮の中で蝶ちようよ花よと大切に育てられたラウルは、帝国の星神器であるセラフィゲイトとの星約の儀ぎに臨のぞみ――星神器を反応させる事が出来なかった。

　星約の儀はセラフィゲイトに認めてもらい、皇位継けい承しよう権けんを授さずかる儀式だが、それに失敗したラウルは、王権星授の理に照らして皇族失格の烙らく印いんを押おされてしまった。

　結果皇宮からは追い出されて、第三離り宮きゆうの外れの古ふる屋や敷しきに押し込まれる事になる。皇帝ラヴェールは元より、ラウルを産んだ皇こう妃ひナシュアまでもラウルの事を放置した。

　食事も服も与えられず、身の回りの世話をする者も皆いなくなった。マリーベルだけがラウルを心配し、食事や服を何とか用意してその命を繋つないでいるような状態が二年程も続いた。

　だが八歳になった頃、ラウルは流行はやり病やまいにかかってしまう。かなり重い症しよう状じようで、このままでは命が危ない。マリーベルは実家に医者を手配してくれるようにお願いしたが、もうこのまま放っておけと言われ、突つき放はなされた。バロウズ家はマリーベルがラウルに構う事を苦々しく思っていたのだ。だがマリーベルは諦あきらめず、皇妃ナシュアの元に助けを求めに行った。ナシュアはラウルの元に駆かけつけてくれたが、その場で短たん剣けんを取出し、ラウルを殺そうとした。お前のせいで私の人生は狂くるってしまった、消えてしまえ――と、鬼おにのような形相で叫さけんでいた。マリーベルも一緒に殺されそうになったそうだ。それを救ってくれたのが、たまたま用事で近くに来ていた第一皇子ロファールだった。

　黄金戦せん役えきで各地を転戦していたロファールはラウルの現状を初めて目にし、深く同情してくれた。同時にラウルの才能を見抜き、ジエーロとリュミエラに密ひそかにラウルを教育するようにと命じてくれた。星神教の考えに囚とらわれないロファールにとって、ラウルの才能は愛すべきものだった。ラウルもそんなロファールを心から尊敬し、将来ロファールのために働けるように、と一心不乱に師し匠しよう達たちの教えを吸収した。母ナシュアはその後、心を病やんで自らその命を絶ってしまった。

　ラウルが十歳になった頃、ロファールはアゼルキア方面の平定を任される事になり、それにラウルとマリーベルも同行する事になった。そこでの日々はこれまででいちばん穏やかで、何の不安も無くロファールの庇ひ護ごの元過ごす事が出来た。

　しかしそれから二年が経たち十二歳になった頃、ロファールは『ニルバスの悲劇』で帰らぬ人となってしまう。

　それからまた帝都の古屋敷に戻る事になり――以前よりは少しだけ待たい遇ぐう改善されて、人一人の最低限の生活費が皇宮から下りるようになった。だが依い然ぜんとして厳しい貧乏暮らしを送ること五年間。今回のエルラーン行きまでは、密かにジエーロとリュミエラの教えを受けつつ、己おのれの牙きばを研とぐ雌し伏ふくの時だった。

　その先の見えない時間の中で、特に最も年の近い兄弟であるボウテングからは、様々な嫌いやがらせや虐ぎやく待たいを受けた。だがラウルはそれにも耐えた。宮きゆう廷ていにおいて立場の低い自分がボウテングに手を出だせば、理由がどうであれ処しよ罰ばつされるのは自分なのだ。

　屑星は屑星らしく馬ば鹿かにされなければならない。無能なふりをして、ボウテングや他ほかの皇族に媚こびを売り続けた。それが処世術だった。

　そして今エルラーンで、身に付けて来たものを活かす機会を得ようとしている。

　魚が水を得られるか――それはルシエ次し第だいでもある。

「……ラウル殿もあなたも、大変な思いをしてきたのだな」

　聞き終えたルシエは、ぐすぐすと鼻を鳴らしながら絞しぼり出していた。

　特に母親の話は胸に突き刺ささった。酷過ぎる。

　父親は既すでに病で亡なくしたが、厳しくも愛情ある母ユーリエに見守られながら生きて来たルシエにとって、信じられないような話だ。母親は子供を愛するものと、無条件で考えていたが、そうでない例もあると突きつけられた。

「あはは……ごめんなさい、そんなに悲しい思いをさせるつもりは――」

「いや、構わない。私が聞いたんだ。だが良かった、これで私の気持ちの整理もついた。もうこの婚礼に反対するのは止めよう。私があなた達の居場所を作るから、存分に水を得た魚になってくれればいい」

「あ、ありがとうございます！　ルシエ様！」

　マリーベルはルシエに深々と頭を下げた。

「これからも時々相談に乗ったりしてくれるだろうか？　私の周りには年の近い女性がいないから、あなたみたいな人がいてくれると嬉うれしい」

「はい！　勿もち論ろんですよお」

「ありがとう。では戻ろうか？」

　ルシエとマリーベルは仲のいい友人同士のように、言葉を交かわしながら宴席へと戻って行った。




　翌日――

　ラウルが客室で眠ねむっていると、強く揺ゆり起おこされた。

「ん……？」

　マリーベルにしては乱暴な起こし方だ、そう思いつつ意識が覚かく醒せいしたラウルは身を起こす。そして気がついた。

「あれ、ルシエ殿……？」

「いつまで寝ねているんだ、ラウル殿は」

　と、呆あきれ顔がおのルシエの隣にマリーベルもいた。二人ともきちんと身なりを整えている。

　寝ね間ま着きで寝ね癖ぐせつきのラウルとは大おお違ちがいだ。

「皇子、おはようございます」

「うんおはよう。で、何でルシエ殿が？」

「遅おそいから起こしに来た。ラウル殿は私の手伝いをしてくれるんだろう？　今日から暫く私について見学してもらおう。明日からはこの時間には私の所に来てくれ」

「へぇ。どういう風の吹ふき回まわし？」

「どうだっていいだろう。とにかくあなたとの婚礼を認めることにした。だから、あなたの能力を使わせて貰う。それで構わないか？」

「そりゃあもちろん喜んで。よしじゃあ頑がん張ばっちゃおうかなー！」

　ラウルは勢いよく寝しん台だいから立ち上がり、伸のびをした。

「まずちゃんと顔を洗って、髪かみを整えてきちんとしてくれ。ラウル殿は私の夫として見られるんだから、そこの所を弁わきまえて欲ほしい。それから、あくまで表向きは結婚相手として扱うというだけだぞ？　それが嫌ならやはり認めないからな」

「ああ、全然それで充じゆう分ぶんだよ。ありがとうルシエ殿」

　どうやら無事に、この国に腰こしを落ち着ける事が出来そうだ。

　全てはこれから――である。







第三章　虎の威







　ウェーメリア帝国アゼルキア州ニルバス――

　ニルバスの街は旧王国時代の王都であり、今は州長官の居城がある州の都である。

　五年前『黄金を継ぐ者』と呼ばれた皇太子ロファールは、この地で命を落とした。その事件『ニルバスの悲劇』は、街の大部分を焼しよう失しつさせてしまったが、その傷きず跡あとは月日の経過と共にすっかり過去のものとなった。

　だが今――再び新しい傷跡が街に刻まれつつあった。

　街のあちこちに、打うち壊されたり焼け落ちた建物が散見されるのである。

　それは、星神教会からやって来た異い端たん審しん問もん官かんの仕し業わざである。

　彼等は異端者と認めた者の家を壊し、焼き――そして命を奪うばう。信仰を錦にしきの御み旗はたに善行をしていると疑っておらず、端はたから見れば苛か烈れつで容よう赦しやない所業を平然と行う。それが大挙して、このアゼルキアに押し寄よせているのだ。

　新しん帝ていミレーニアの新施し策さくでは、このアゼルキアを含めた外がい縁えん六州で、星神教会の要望に応じた強制改宗が許可された。その結果が、この街の新たな傷きず痕あとである。

　国の施策であるため、州の兵士達も審しん問もん官かんの要よう請せいに応じて彼等に協力する事が義務付けられる。中には友人や親しん戚せきの家を焼かされた者もいるらしい。

　また強制改宗の開始と同時に、この州では税が増やされ、無料で開かれていた学問所が次々と閉へい鎖さされるようになった。

　重税に耐えかねる者が続出したが、州長官ボウテングは歯し牙がにも掛けず、税を払はらえない者を罰ばつするばかりだった。あまつさえ規定より多い税を掛け、差分を着服さえした。

　それだけでなく、街を視察に出て美しい娘むすめがいると、無理やり城に召めし上げて自分の侍じ女じよにしてしまう。だから年とし頃ごろの娘を持つ親は、ボウテングが視察に出ると聞けば娘を家の中に隠かくすのである。

　更さらには近年アゼルキアで増して来ている野党山さん賊ぞくの類たぐいにも、ボウテングは有効な手を打たない。ガルレ山に籠こもる山賊の討とう伐ばつも行おうとしない。州長官が何もしないため住民達は独自に自警団を組織して、自分の身を自分で守ろうとしている有様だ。

　そんなボウテングを、中央は黙もく認にんするばかりだった。

　中央はレイノルズの宰さい相しよう派とアイヴァーの元げん帥すい派との対立の中で緊きん張ちよう状態であり、一長官の暴政など小さな事と見過ごされているのである。

　ボウテングは上の兄二人のどちらが勝っても、反はん抗こうせずに勝ち馬に乗るような性格であるため、どちらの陣じん営えいにも好きにさせておけと軽く見られている面もある。

　だがそんな事は住民には関係がない。なぜ中央は何もしない、黄金皇帝の時代ならばこんな事は無かったと不満を募つのらせながら、異い端たん審しん問もんやこの所増えている野党山賊への恐きよう怖ふに脅おびえて暮らす他ない。

　そんな重く暗い雰囲気に包まれた街並みを望む州長官の居城。

　最上階の廊ろう下かを、ずしんずしんと大きな足音を立てて歩く者がいた。

　アゼルキア州副長官――名はバルカ・ラゼイルと言った。12シルト半（２・５メートル）もある巨きよ体たいは深緑色の鱗うろこに覆われており、頭部は竜りゆう頭ずで背には丸太のように太い尾おが生えている。骨格の作りは人の物に似ており、人と同じく直立して二足で歩く。

　竜人種ドラゴニユートと呼ばれる種族だ。このユミール大陸では、最西端のミィルウォク州に少数が集落を作っているだけの希少種である。

　かつて帝国五神将の一角にも数えられ、紅竜将と尊称されたバルカも、今は中央から遠い地方の副長官という地位に甘あまんじているのだった。

　だが他の五神将の現在に比べれば、まだバルカの地位は高い方かも知れない。

　五神将を束ねた大神将ゴルータ・バロウズは既に引退し、後を自分の子供達に任せているし、最強の剣けん士しと呼ばれた剣聖ジエーロは皇宮付きの武術指南役、当代一の軍略家との誉ほまれ高いリュミエラ・ミストは皇宮で史料編へん纂さんに携わる役職とそれぞれバルカ以上の閑かん職しよくである。ジエーロと双そう璧へきと呼ばれた剣王ゼファト・オヴェルスは既に亡く、未いまだ現げん役えきと呼べるのは、辛くもバルカだけと言ったところである。

　時代は変わった――バルカが忠誠を捧げた黄金皇帝や黄金を継ぐ者が亡き今、帝国はその志を失おうとしている。残された者達が我が欲よくを抑おさえきれず、相争おうとしている。

　このままでは、自分達が全てを捧げて築き上げてきたこの国が、これまでの凡百の国々と同じように、歴史の中に消え行く様を目の当たりにする事になるかも知れない。

　これまでにないあり方の国を作り、このユミールに千年の平へい穏おんをと理想を追い求めていたはずなのに。築き上げていくのは難しいのに、崩れて行くのはあっという間なのだ。

　そんな寂寥感と危機感を覚えながら、バルカは日々の務めを果たしていた。

　州長官ボウテングの私室の前に立つと、バルカは慎しん重ちように扉をノックした。竜人種の剛ごう力りきは、その気もないのに扉を破は壊かいしてしまう事もある。

「ボウテング様、こちらにおられますか？」

　今は昼間である、執務室で政務を行っているのが普通だが、ボウテングはそれを放ほう棄きして私室に籠っている事がしばしばあった。案の定、中から返事がある。

「バルカか？　入れ」

「失礼致いたします」

　バルカが入室すると、ボウテングは寝台の端に腰かけていた。白い長衣を一枚だけ身に纏っている。

　同じ寝台には、美しい少女が裸身で座すわっていた。ボウテングに着衣する事を許されなかったのか、豊満な胸の双丘を腕で隠し、バルカから視線を逸そらして辱めに耐えている。床には剥ぎ取られたであろう濃紺色の侍女衣装が乱雑に転がっていた。そしてこれまでの痴態を証明するかのような、淫靡な香かおりが部屋に満ちている。

　ボウテングは体を震わせて耐える少女を、にやりと笑って眺ながめているのだった。

　せめてこの少女のために、手短に終わらせようとバルカは内心思う。それ以外の事は出来ない、如何にボウテングの振る舞まいがこのような物でも、自ら帝国に弓引くような真似はバルカにはできなかった。それは黄金皇帝に対する忠節を曲げることになる――そう思えてならなかったのだ。

「何用だ、バルカ」

「はは。エルラーンに入国されましたラウル殿でん下かより、書簡が参りました」

「ほほう、貸してみろ」

　バルカが書簡を差し出すと、ボウテングはそれを開封して目を落とす。

「ふむ。ラウルの奴やつ、ガルレ山の賊ぞくを討伐するために、エルラーン軍を領内に入れる許可が欲しいそうだ。賊共がエルラーンにまで出張って来るため、被ひ害がいが出ていると」

「なんと……ですがそれは、認めるわけには参らぬでしょう」

　体面と言うものがある。自国の領域を他国に頼って討伐するなど、名折れである。情けない州長官だと、アゼルキア州の住民の心が更に離はなれてしまう。

　それに――大きな声では言えないが、ボウテングはガルレ山賊と裏で手を結んでいる。略奪で得た金品の半分を納めさせる代わりに、その存在を黙認しているのだ。とんでもない事だが、それを二重で民から絞り上げるいい手段だと考えるのがボウテングだった。

「いいや認めてやれ。ガルレ山賊共からの上納も滞っておるし、奴やつ等らなど切り捨てても構わん。これはラウルの手て柄がらにもなろうからな、屑星とは言え可愛かわいい弟だ。兄として背中を支えてやらねばな」

「はあ……ですがアゼルキア州の民心が、ボウテング様から離れてしまうのではと懸念致しますが」

「気にする事は無い、そんなものとっくに離れておろう。だが所詮何もできぬよ、州兵は三万を数える上、帝国軍全体は五十万を下らん。俺おれに弓を引く事は、それら全てを敵に回すという事だ。それがどういう結果を産むか、奴等も分かっておるだろう」
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「ですがボウテング様――せめてこちらからも州兵を出して、体面を保つ方がよろしいかと……」

「ならん。それではラウルの手柄が霞んでしまうだろう。これは秘中の秘だが――お前には話しておく。ラウルはエルラーンに送り込んだ埋まい伏ふくの毒なのだ。あいつがエルラーンの信しん頼らいを得たら、我らを招き入れ、エルラーンを落とす手引きをする策略よ。政略結婚は表向きの方便に過ぎん」

「なんと!?　ではエルラーンとの同盟は見せかけと……？」

「そうだ。異教の国との和平を、レイノルズ兄上が認めるはずもあるまいが。滅ほろぼしてしかるべきだが『精せい霊れい姫き』は侮れん故ゆえに、この俺が兄上に進言した策略よ。これが成れば兄上の覚えもめでたい事だろう、エルラーンの長官も俺にお任せ下さるとの事だ」

「左様でしたか――ですが、万一ラウル様が心変わりされて、あちらに付いてしまわれた場合は如何なさるおつもりですか？」

「うん？　あんな屑星にそのような牙があるわけがなかろうが。万一エルラーンに取り込まれても、あのような愚か者は何も惜おしくはない」

「はは……」

「分かったか？　ならば承しよう諾だくの返事をしたためるゆえ、すぐに届けさせるのだ」

「了りよう解かいしました。早馬を用意させておきましょう、それでは失礼いたします」

　バルカはボウテングの私室を出ると、憂鬱そうに溜ため息いきを吐いた。

　個人的に、エルラーンとの政略結婚による同盟には賛成だったのだ。エルラーンは女王の統治が安定した平穏な国である。ならばわざわざ、武力で滅ぼさなくても良いのではないか。政略結婚を通じ、穏便に緩ゆるやかに帝国の傘さん下かに収めて行く方向性でいい。実際亡きロファールがアゼルキア州を平定した後、エルラーンにまで侵しん攻こうしなかったのはそのような理由からだ。

　今帝国がエルラーンを滅ぼし、ボウテングがそこの支配を任されるというなら、エルラーンの民は今のアゼルキアと同じ苦しみを強しいられる。

　エルラーンを落とす事が叶おうとも、そこに大義があるとは思えない。

　止められるものなら――バルカにはそう感じられてならなかった。

　ならばどうする？

「……あの者に動いてもらう他はあるまいか――」

　廊下を歩きながら、バルカは小さくそう呟つぶやいた。




　　◆◇◆




　アウレア城のルシエ姫ひめの執務室――

「ふんふんふん。なるほどなるほど……」

　ラウルは軍編成に関する書類の束に目を落としていた。ルシエを手伝うための前段階として、エルラーンの内情について勉強中なのである。

　近くではルシエが机に着いて政務をしており、部屋の入り口の側にはマリーベルが警備役として詰つめていた。リハルトとマリーベルは交代制なので、今リハルトはマウロ副団長を手伝って、兵の訓練に顔を出しているはずだ。

「やー結構偏った編成なんだね、エルラーン軍って」

　ほぼ拠点防衛専門の編成と言っていい。平野部での会戦を意識した騎兵や長ちよう槍そう歩兵の部隊編成がほぼ皆無。剣あるいは短たん槍そうに弓を装備した歩兵ばかりである。軍馬も保有はしているのだが、戦せん闘とう用ではなく移動や輸送運搬の用途である。

　全員が弓を持っているのは、砦とりでに籠り壁上から弓を射る場面を想定しているのだろう。それに加えこの国に多い河や湖での船上戦を見越している。剣や短槍は局地的な乱戦への対応だ。

　国防の要であるゲルトリッシュ砦で絶対に敵を食い止めるという事なのだろうが。

「言っちゃ悪いけど平野で会戦したら弱いだろうねえ、これ」

　重騎兵が突撃して来た時に、食い止める兵科がない。彼等は鎧よろい兜かぶとに馬うま鎧よろいまで装備しているから、弓は効き辛いのである。総崩れにされるのが目に浮うかぶようだ。

　ルシエはラウルの言葉を聞き、書類に書き込む手を止めた。

「必要ないからな。この国は森と河と湖が多くて平野が少ない。そんな条件では充分に軍馬を訓練する場所もないし、質のいい馬も育たん。他国に比べて劣おとるのが目に見えているしな。それに外に侵しん略りやくに出るつもりもない。その代わり弓の練度は高いし、船上戦や乱戦には強いぞ。何か文句があるか？」

「いやまあ確かに……長槍歩兵パイクくらいは用意してもいいかなとは思うけど。基本ゲルトリッシュ砦とエレノーテ頼だのみなんだね」

「ああ。そうなるな」

　それから気になる所と言えば、女王直属の王立騎き士し団だんとその他の侯爵達が持つ騎士団の指揮系統が一致していない点だ。王立騎士団の指揮官が侯爵達の軍を指揮する事が出来ないし、その逆もまた然りである。これは何かと不自由だ、封建制のエルラーンでは侯爵達は独自に領土を持つので、仕方のない事なのだが――皇帝の元一貫した軍の指揮系統を持つ帝てい国こくに比べれば、機能的に劣ると言わざるを得ない。

　王立騎士団五千に侯爵達の所有する軍が五千。合わせて一万がエルラーンの総兵力なのだが、使えるのは実質五千であると言っていい。

「なるほどねえ……んじゃ他の書類を」

　と、別の書類の束を取ろうと手を伸ばした時、扉とびらが外からノックされた。

　ルシエが返事をすると、姿を現したのはマウロ副団長である。

「姫ひめ様さま！　ラウル様！　アゼルキア州長官から返事がきましたぜ」

「おっ。ガルレ山の話だよね、どれどれ――」

　ラウルはマウロから手紙を受け取ると、中に目を通した。

「返答はどうだった？」

　と、ルシエが身を乗り出して来る。

「うん、エルラーン軍を入れることを認めるってさ。予想通りだね」

「そうか――では早さつ速そく、母上にもお話しして軍議を行おう」

　ルシエはそう表情を引ひき締しめた。




　軍議は城の会議室で行われる事になり、女王ユーリエを筆頭にルシエやマウロ副団長やその配下の部隊長に当たる大騎士達たち、それに立場の高い文官など総勢二十名程ほどが集められていた。ラウルもその中に席を用意され、意見を求められることになった。

「では軍議を始めましょうか。ルシエ、進行を」

「はい母上」

　ルシエは立ち上がり、壁に貼られたエルラーンと帝国の境界付近の地図の前に立つ。

「今回の出兵の目的は、ガルレ山の山賊の討伐です。彼等は山城に籠り、その数は千を超こえるとの事です。相手が山賊とは言え城を占せん拠きよしていますし、こちらの兵は城攻めは不慣れです。ここは念を入れて攻城戦の基本である相手の三倍、三千を動員します。そしてガルレ山には南北二つの山道がありますから、その両方から半数ずつ同時に攻めようと考えています。逃げ道を塞ふさいで、賊を殲せん滅めつします」

　ルシエの説明した作戦は、無難で堅実なものだった。その意見には頷うなずく者も多い。実際ラウルも、それなら成功するだろうとは思った。

　しかし、そうしなければ成功しないのかと言えば、そうではないようにも思う。

「正攻法ですね……」

「はい。相手は山賊ですから小細工は要りません。正面から叩たたき潰せばよいかと」

「なるほど――ラウル殿はどう思われますか？」

　ユーリエがラウルに水を向けた。すると、場の注目が一気にラウルへと集中した。

　音に聞こえた占星軍師リュミエラ・ミストの弟で子しが何を言うのか――

　そんな期待と好奇に満ちた視線を感じ、ラウルは苦笑いした。

　環かん境きようを変えただけで、こうまで周囲の見る眼めが違ちがうのか――帝国ではそもそもラウルに意見を求める者などいないのである。この注目は決して不快ではなかった。

　この期待を裏切らないようにと肝きもに銘めいじつつ、ラウルは口を開く。

「ルシエ殿の作戦で、討伐は成功すると思いますよ。ですが元はと言えばこれは帝国側の問題ですし、こちらがそこまでの力をかけるのも勿体ないですね。ここはもっと楽をしたい所かと」

「楽をする？」

「ええ。多少小細工をしますが、千もあれば十分です。三千も動員すると、ゲルトリッシュ砦の兵員を動かす必要も出てきますしね」

　王立騎士団は五千だが、そのうち三千はゲルトリッシュ砦に常駐し、残りは王都アウレア方面を守っている。三千となるとゲルトリッシュ砦の兵の配置を変える必要が生じる。出来ればそれはしたくない所だ。

「千だけで？　具体的にどうするか教えてもらえるか？」

　ルシエがラウルを促うながして来る。

「うん勿論――」

　と、ラウルは作戦の披露を始めた。




　その三日後。ルシエを総大将に、軍師役としてラウルをつけた千のエルラーン軍が、ガルレ山へと出発する事になったのだった。




　　◆◇◆




　ルシエ率いるエルラーン軍が王都を発たって数日後――ガルレ山まで半日の距きよ離りにあるエングリッツの街に到とう達たつすると、一端その郊外の平野で野営の準備を始めた。

　そして作業の間、ラウルとルシエはエングリッツの町長の元へと出向いた。住民が不安がらないように、自分達の目的を説明しておくためだ。

　ラウル達の話を聞くと、町長は深々と頭を下げるのだった。

「それはそれはどうも有難うございます――ガルレ山賊にはほとほと頭を悩ませておりました。何とお礼を申し上げてよろしいのやら……」

「見た所かなり街にも被害が出ているが……本当に州長官は何もしてくれないのか？」

　ルシエは内心の怒いかりを抑えたような表情で、町長に問いかける。

　別に町長に腹を立てているわけでなく、街がかなりの被害を蒙こうむっているのにも拘かかわらず何もしないボウテングに対してだ。

　真っ当な為い政せい者しやであるルシエにとっては、信じがたい暴挙に映るのだろう。

「ええ――何度もニルバスの州長官様の所には訴え出ましたが、梨の礫つぶてでして……我々ももう諦めておりました」

「そうか……ロファール殿下がご存命の頃ころは、こんな事は考えられなかったのにな。あの頃はエルラーンとの交流も盛んで、私もこの街に来た事がある。豊かできれいな街だったのに……上に立つ者次第で、こんなにも変わってしまうものなのか」

「今となればあの頃は夢のようでした――言っても仕方のない事ですが……近頃は何とか村々を守る自警団が組織できておりまして、以前に比べれば被害が少なくなって来てはおるのですが」

「カーライル自警団だね？」

「はいラウル様、そうでございます」

「どういう組織なんだ？」

「えっと確かそのカーライルって人物が、アゼルキアの現状を見かねて、民に戦い方を教え出したのが始まりでね。今ではある程度、山さん賊ぞく達たちから街を自衛できる位には組織が育ってるらしいよ。元々は大陸中を渡わたり歩いてる傭兵だったらしいけど……」

　ラウルはアゼルキア州を通ってエルラーン入りする間に、カーライル自警団については耳にしていた。

「そうか、それは数少ない希望だな。いい人物がいてくれたのだな」

「だけど、ガルレ山を落とす程の力はないし、出来たとしてもやらない方がいいね」

「何な故ぜだ？　出来るものならやった方がいいだろう」

「そんなに力がある事を見せたら、州長官には警けい戒かいされるよ？　下手すれば反乱分子だって濡れ衣を着せられて、潰されるかも知れない」

「そんな――そんな事にだけ兵を出すと言うのか!?　本当に何のための州長官なのだ！」

　ルシエはラウルの耳元で怒鳴った。甲かん高だかい声がキーンと脳内で響ひびく。

「まあまあ落ち着いて……気持ちはわかるけど俺に怒おこられても――」

　とラウルが苦笑すると、ルシエはじろりと睨にらんできた。

「うるさいぞ。あなたは兄弟なのだから連帯責任だ、何とかしてみせろ」

「無茶苦茶言わないでよ。だけど、君が帝国の民のために怒ってくれるような人で嬉しいよ、ありがとうルシエ殿」

「……ふん、だから何だ？　そんな事を言われても、アゼルキアの人々が救われるわけではないだろう」

「でも俺は嬉しいんだよ。さっすが見た目も中身も綺き麗れいだよねー」

「や、やめないか！　見え透いたお世辞を言うな！」

　と口で言いながらも、照れたのか少し頬ほおを赤らめているのがルシエらしいと思える。

「いやいやラウル様の仰おつしやる通りでございますぞ。私も『精霊姫』の噂うわさは聞いておりましたが、これ程に美しい方とは思いませんでした。そのお心に触ふれられただけでも、救われた気分でございます」

「町長殿どのまで……！　止めてくれ、もう行くぞラウル殿！」

「はいはい――町長、少なくともガルレ山だけは俺おれ達たちがキッチリ討伐するよ、そこだけは安心してくれていいよ」

「はい。本当にありがとうございます」

　町長は深々と頭を下げ、ラウルとルシエを見送った。

　館を出、郊外の野営地への道に馬首を並べる。ルシエは悲しそうに街並みを見ていた。

「本当に、どうしてこんな事になってしまうのだろう」

　あちこちに打ち壊こわされたり焼かれたりした家が点在し、途方に暮れたように道の端に座り込む子供達の姿も多数ある。

　町長は夢のようだったと評していたが、本当に第一皇子ロファールの統治時代には、こんな光景は考えられなかった。

　ロファールは飛び抜ぬけた能力と慈愛を兼かね備そなえた、まさに聖人君子だった。心の底から国と民の事を思い、そのためだけに己の全すべてを捧げようとする人だった。

　武技、知略、政略、軍略――それらが黄金皇こう帝ていに勝るとも劣らないのは当然として、一番驚おどろかされたのはやはり未来を描く発想、その志だ。

　ロファールが生前語っていた志を、ラウルは昨日の事のように思い出す事が出来る。




　五年前――聖王暦五二三年。

　大陸南部、ウェーメリア帝国はアゼルキア州ニルバス――

　街を見下ろす城郭のバルコニーに、二つの人影があった。

　一人は気品漂う長い赤髪の男。もう一人は同じ長い赤髪の、利発そうな少年である。

「ラウルよ、街の様子はお前の目にはどう映る？」

　そう呼び掛かけてくる異母兄――ロファールの視線の先を、ラウルは追ってみた。

　十にも満たない年頃の子供達が、街の広場で楽しそうにじゃれ合っている。

　ロファールの視線は、その無む邪じや気きな姿を慈しむように見守っているのだった。

　他に目を移す――市場のある大通りは様々な彩の果物や野菜類に溢れており、街の入り口を行き交う人の量も多く、活気があるように見える。

　街のあちこちから、穏おだやかな生活のざわめきが聞こえてくる。とてもつい最近まで戦が続いていた土地の様子には見えない。

「すっかり落ち着いているように見えます。人々の表情が穏やかですから」

「うむ――我らが帝国がこの地を制圧して未だ三月程だが、旧国に比べ税は引き下げ、奴隷の売買は禁止、学問所の運営を開始し無償の診療所も作らせている。以前に比べ、住みやすくなったと感じて貰もらえているだろうか」

「そうだと思います。でなければこんなに落ち着きはしていないでしょうし」

「そうでなければ、我らが他国を侵すことの意義がないからな。少し安心したよ。よいかラウル。戦で他の国の土地を切り取ったのなら、そこに住む民の暮らしを以前より良いものにせねばならぬ。すぐには不可能でも、長期的には必ずそうせねばならん。それが最低限の務めだよ。それが出来ぬなら、他国を切り取る事など許されぬ」

「はい兄上」

　ラウルは素す直なおに頷いた。それは、相手が心から尊敬する恩人であるからだし、ロファールが街を眺める眼まな差ざしが、慈愛に満ちたものであったからだ。

「……我らがウェーメリア帝国の版図は、既にこのユミール大陸の半分以上にも及んでいる。いずれ大陸の統一も成ろう」

「はい。兄上なら必ず」

　ロファールはウェーメリア帝国の皇太子である。いずれ大陸統一の志を黄金皇帝ラヴェールから引き継ぎ、それを為すのだろう。この親子ほど歳としの離れた兄は、ラウルにとってそれを確信させる程に偉い大だいな人物だった。

「だが――我らが帝国の大陸統一は、手段であって目的ではない。それを覚えておけ」

　ラウルはきょとんと首を捻ひねった。ロファールの言う事が理解できなかったためだ。

「しかし兄上、国家というものは自らの権勢を高める事を志すものでしょう？　領土の拡大だけでなく、商業を活発にし、作物を豊かにすることもその一環であり、それらすべてがそこに住む民のためとなる――このユミールに成る国家であれば、大陸統一は究極の目的の一つとなるのではありませんか？」

「うむ。今のお前と同じ考えを持ち、その究極の目的を達した国が過去にあったな」

「ユミール聖王国ですね」

　このユミール大陸全てを統一した王朝。現在大陸で広く使われている暦の始まりは、ユミール聖王国が覇業を達成したその年である。

「その後聖王国がどうなったかはお前も知っているだろう？」

「はい。後継争いのもつれと支配層の腐ふ敗はいにより、聖王国はその後の二十年で複数の国家に分裂。威光が弱まり各地で反乱や独立が相次ぎ、百年の後には完全に消しよう滅めつしました」

「その通り。以後は大小の国家が興亡盛衰を繰り返す乱世へと戻もどり、今に至っている。さてラウル、質問だ。聖王国の大陸統一は、果たして民のためになったのだろうか？　国家は民のために権勢を高めるものなのだろう？」

　ユミール聖王国は暦だけでなく言語、文字でも大陸を統一し、今ではそれが広く使われている。地域ごとに独特の表現はあるものの、基本的には大陸の何処どこに行っても言語と文字が通じるという文化的な利便性は大きいとは思うが、ロファールが言っているのはそういう事ではないだろう。

「……どうでしょうか、あまり変わらないかも知れません。結局のところ現在も各地で争いは続いていますから」

「そうだろうな。故に大陸統一そのものを目的にしていても、それが泡沫の夢のように過ぎ去っては何の意味も為さぬ。その後を如い何かにするかが重要なのだ。後の世に悠久の平穏をもたらすための仕組みや知ち恵えを残さねばならぬ。それこそが我らが目的だ」

「それは、どうすればよいのですか？」

「無論私にも腹案はあるが――お前の意見を聞いてみたい所だな。ラウル、お前はどう思うのだ？　我らが何を残せば、後々の世まで民のために平穏が保たれようか？」

　そう水を向けられ、ラウルは若じやつ干かん戸惑いながら口を開く。

「僕ぼくの意見……とても実現できない、ただの夢想ですが――」

「構わぬよ。何でも言ってみるがいい」

「はい。その……真に民のためとするならば、国の王権を王のものではなく、民のものとすればどうかと……国は民のものであり、王ですら民のための奉仕者となり、民自身が良き王を選ぶ権利を持つようにすれば――」

　それを聞いたロファールは一いつ瞬しゆん目を剥き、そして笑い出した。

「ははははっ――！　まさに夢想だな。政は王侯貴族に生まれた者の特権であり、民も土地も王侯貴族の所有物だ。それをやすやすと、皆みなが納なつ得とくして手放すものではない。それに星神教では、王権とは星神器に認められた者にのみ与あたえられる。これは王権星授の理にも反する事だ。お前は皇帝も貴族も星神教会をも敵に回すような事を言っているぞ」

「す、済みません……」

　そう、これはこのユミール大陸に存在する権力全てを敵に回すような考え方である。まさしく夢想であり、実現する事など不可能だろう。

「謝あやまる必要などないさ。むしろ私は嬉うれしいぞ――ラウルよ。私と同じ真理に辿り着いた同志をここに得たのだからな。お前の夢想はこの私と全く同じだよ、これは愉快だ。やはりお前を見込んだ私の目は間ま違ちがってはおらぬな」

「えええっ!?　兄上が僕と同じ事を……」

　ロファールは強く頷く。

「うむ。ラウルよ――私はずっと疑問に思っていた。王は生まれながらにして王、民は生まれながらにして民。そして民はそこを治めし王の所有物――それが今の世の常識だ。皆それが当たり前の事だと思っているが、果たしてそれは正しいのだろうか、とな。如何に偉大な王がいたとしても、永遠に民を導く事は出来ぬ。人の命には限りがある。そして後に続く王が愚かであれば、偉大な王の成果は脆くも崩れ去る。それは歴史が証明している事実だ」

　ラウルはええ、と頷きロファールに同意を返す。

「つまり王は生まれながらにして王、民は生まれながらにして民という常識には限界があるという事だ。それでは千年の平穏は得られんと私は思う」

「はい……その通りだと思います」

「ならば新たなる常識を生み出す必要がある。民が指導者を選ぶ権利を持ち、指導者は民に対し良き政を供する義務を負う。指導者の決定権は民にある故、指導者も民の意思を無視した事は出来ん。そうすれば、地位を追われる事となるからな。これにより、後の世まで最低限の善政を担保する事が出来よう。それこそが千年の平穏に続く道だ」

「実現すれば……確かに素す晴ばらしい事だと思うのですが、しかし可能でしょうか？　自分で言っておいて何ですが、僕にはとても実現できるようには……」

　今の世の中の常識からは、余りにかけ離れた発想なのである。

　恐らく大半の人間には荒唐無稽に思えるだろう。

「無論現在支配階級にいる者は簡単には納得せんだろうし、星神教の教義にも反する。反発は必至だろうな。だがやらねばならぬ。それが後の世のためと信じているからだ。そのために、まず我々は絶対的強者に登り詰めるのだ。そしてその力を持ち――これまで誰だれも作らなかった形の国を歴史に残す。大陸統一を成した瞬しゆん間かんから、今度は世界や人々を縛る常識や伝統といった目に見えぬものとの戦いが始まるのだよ。ゆえに帝国の大陸統一は手段であって目的ではないのだ」

「……」

　ラウルはロファールの話の壮大さに圧倒されていた。

　単に夢想をしていた自分とは違い、ロファールはそれを実現すべき目標として捉えていた。そして既すでに、そのために動いていた。

　ロファールは自分自身も紛れもない皇族であり、特権の有る立場だ。それまでも捨てなければならない発想を、断固として実行しようというのだ。

　一辺の私心もないロファールの高潔さが、言葉の端々から伝わって来るようだった。

　やはり兄上は凄すごい――自分は到とう底てい及およばないと、ラウルは尊敬の念を新たにした。

「世間では、我々帝国の戦いを黄金戦せん役えきと呼ぶそうだな」

「はい。皇帝陛下や兄上の纏まとう黄金の鎧と、帝国の黄金時代を築く覇業である事からそう呼ぶそうです」

「うむ――だがな、ラウル。黄金戦役は帝国の覇業を目的としたものではない。黄金戦役の終末に、皇帝は去り全ては民の手に委ねられることになる。それが我々の――黄金の志だ。それをお前には知っておいて貰いたいのだ。反発が多そうゆえ、まだ限られた者にしか伝えてはいないがな。父上ですら驚き渋られた目標だ。最後には苦笑して認めて下されたが……今知っているのは、五神将をはじめ、真に信用できる者のみだ」

「それを――どうして屑くず星ぼしである僕に？」

「自分を卑下する必要はない。お前はただ星神器に感応できないだけだ。その一点のみで皇族として失格と、お前の全てを否定したがる者も多かろうが……私の望む世界に、そのような下らない常識は存在せぬ。人の価値とは、何を志し、何を為したかによってのみ決まるのだ」

「何を志し、何を為したかによってのみ……」

　ラウルはロファールの言葉を反はん芻すうした。

　心に響く言葉だった。星神器に感応できないという生来の条件により、ラウルの存在には価値がないとされるのがこの帝国の常識である。だからラウル自身、自分には自信がないし、ジエーロやリュミエラを師に持ちロファールに薫陶を受ける今の境きよう遇ぐうに、本当にいいのだろうかと気後れしてしまう所がいつもあった。

　だがロファールは、そうではないと力強く言い切ってくれたのだ。

「王権を民に託して行くには、既存の特権階級の打破もさることながら、これからの主役たる民自身の意識を啓蒙して行く事が必要だ。何が正しく、何が間違っているのか、王任せでなく自分達で判断する見識を養わねばならん。そのための知を与える学問所ではあるが、目に見えた象しよう徴ちようは必要だ。お前はそれになり得るのだよ。民にすら屑星と蔑さげすまれながらも、父上や私に劣らぬ才を持っているのだからな。それを自己否定の中に腐らせず、黄金の志のために役立てて欲ほしい。その姿は人々の意識を変えて行く呼び水となる。人は生まれによっては何も決まらぬ――とな。全ては何を志し、何を為したかだ。お前には私と同じ志を持っていて欲しい。近い将来、お前が私の力になってくれる事を願っている」

　優やさしく包み込むように、ロファールがラウルの方を見て微笑している。

「兄上――はい、必ず！」

　この人の力になろう――それが自分の目標だ。そう強く決意し、ラウルは頷いた。

　だがそれから数か月の後、ロファール・ラシュメアは『ニルバスの悲劇』によりその生涯を閉じることになった。




　尊敬する人の記憶を辿り終えたラウルは、心の内でロファールに呼よび掛けた。

（兄上……あなたが心を尽くしたこのアゼルキアは、俺が必ず――）

　そして内心を見せずに、淡々とルシエとの会話を続ける。

「これは山さん賊ぞくだけの仕し業わざじゃない。星神教の異い端たん審しん問もん官かんが焼いたのも沢たく山さんあると思うよ、アゼルキアは強制改宗が許可されて、教会は大喜びで審問官を大量投入してるから」

「信しん仰こうが人を殺すなんて……酷ひどい話だ……」

「これだから星神教は穏便じゃないんだよね。まあ、今は俺達にやれる事をやろうよ。少しはアゼルキア州の人達のためにもなれる」

　ラウルが言うと、ルシエは大きく息を吐はいて気持ちを落ち着けたようだった。

「……そうだな。だが、あなたどうしてそう冷静でいられる？」

「頭を冷静にした方がこの光景を覚えていられるから、かな。これを目に焼き付けて、絶対忘れないように頭に刻んでる。何とも思ってないわけじゃないよ」

　ラウルにだって怒りが無いわけではない。その表現方法が、ルシエとは異なっているというだけだ。

「そうか……余計な事を言ったな」

「いや――俺にとっても結構思い出深いんだよね、ここ。昔来た事あるし、数少ない友達が出来た所だし……」

　暗くなった雰ふん囲い気きを紛らわせるため、ラウルは昔語りを始めた。

　このエングリッツは、大きな街の中ではエルラーンに一番近い。かつてアゼルキア州をロファールが統括していた頃、この街はエルラーンと帝国の交流の中心地だった。

「ロファール兄上が生きてた頃は、この街で色々やっててね。アゼルキアとエルラーンから参加者を募って、武術大会なんて開いたりしてさ」

「ああ。知っている」

「俺もこっそりニルバスの城を抜け出して、腕うで試しに参加した事あるんだよね。リハルトはその時風邪で来なかったから期待してなかったけど、俺と同じ年くらいでなかなか強い奴がいてさ、一応俺が勝ったけど危なかったなあ」

　相手はルカというエルラーン出身の槍使いの少年だった。ラウルに負けた事を物もの凄すごく悔しがっていたが、彼かれが何者かに襲おそわれるところに居合わせ、協力して襲しゆう撃げき者を撃げき退たいした事から仲良くなった。結局その何者かが何かは分からなかったが――

　ただ、いつかまた戦おうと約束した。好敵手の友達が出来て、嬉しかったのを覚えている。今度も彼に負けないようにと、日々の修練にもより身が入った。いい思い出だ。

　今いま頃ごろどこで、何をしているのだろうか。ラウルの事を覚えていてくれるだろうか。

「その後仲良くなったけどそれっきりでさ、確かエルラーン出身って言ってたけど、今頃どうしてるんだろ。今ならもっと強くなってるだろうし、部下にでもなってくれたら嬉しいんだけどなあ」

　懐なつかしく思い出語りをするラウルの襟首を、ルシエの両手が伸のびてがしっと掴んだ。

「え？　何々？　俺おれ怒おこらせるような事言ってないと思うんだけど」

　ルシエは物凄く真しん剣けんな表情でラウルを睨んでいた。ラウルも多少気け圧おされた。

「その相手の名前は？」

「え？」

「その相手の名前だ！　教えてくれ！」

「えーと？　確かルカだよ」

「！　やっぱり……！」

「？　何が？」

「……私」

「うん？　どういうこと？」

「だから！　そのルカという子は私だと言っている！　偽名だ！」

　と告げられて一瞬何事か理解できなくて――

　そして理解した瞬間、流石のラウルも大声を上げていた。

「うええええええぇぇっ!?　んな馬ば鹿かな！」

「はあ!?　何が馬鹿なのだ？」

「いやだって、完全に男だったよ!?　そりゃ裸とか見たわけじゃないけど、喋り方とか振ふる舞まいとか――髪かみなんて今の俺より短かったし、自分の事俺って言ってたし……」

「あの頃は男に負けないようにと、あんな風にしていた……今思えば恥はずかしいがな。全く！　そうならそうと早く言ってくれればいいだろう！」

「いやいやいや、絶っっ対分からないって！　ルシエ殿どのこそ、俺おれに気がついてくれても良かったんじゃないの？」

「分からなかった！　あなたはあの時ランディと名乗っていたし、髪だって長かったし、カタナなんて持っていなかっただろう！」

「あー。カタナは珍めずらしいから、目立たないように普ふ通つうの剣けん使ってたねえ」

「それに何より顔つきだ！　あの時は物静かで優しくて上品で、いかにも王子様という感じだったじゃないか！　それがこんな風にへらへらして、見る影もないぞ！」

「ふっ……人間五年も経てば成長するものでして」

「褒めていないぞ？　むしろ退化しているぞ、絶対。私は成長したが」

「そうだねー。あの時は男に見えるくらいぺったんこだったけど、今では立派立派」

　と、ラウルはルシエの胸の膨ふくらみをじっと見る。マリーベル程の大迫はく力りよくではないが、ルシエも結構ある方のように見える。

「ば、馬鹿っ！　変な目で見るなっ！」

「だって成長したって言うから……」

「他ほかにあるだろう！　もう！　それにしても、母上はこの事も知っていたのだろうか。ラウル殿はリュミエラ・ミストにルカの事を話した覚えはあるのか？」

「うーん……あるね」

「そうか――ならばきっと、母上は分かって黙だまっていたんだな……」

「しかしそれならずっと思ってたんだけど、あの時ルシエ殿が襲われてたのって何だったの？」

「刺客だ。あの頃はまだ、母上と対立している侯こう爵しやくもいたんだ。私が国外に出た所を捕えるか殺そうとしていた」

「ふうん……なるほど」

　とラウルは頷いたが、暫しばらくして全く別の事に気がつく。そしてぽんと手を打った。

「あ、話変わるけど、じゃあつまるところ、ルシエ殿の初はつ恋こいの人って俺だったわけ？」

「あぅ……ええと、それはその……つまり――」

　見る見るうちにルシエの頬は上気し、耳まで真っ赤になってしまった。

「そ、そうだ！　何か文句があるか!?」

「いやあ全然。そっかあ、いやモテるっていいもんだねー」

「言っておくが、あくまで昔のラウル殿だぞ！　そんな見る影もない姿を見せられたら、百年の恋だって冷めるというものだ！　私の初恋を返せっ！」

　ルシエはぷいと顔を逸そらして、足を止めた馬を再び歩き出させた。

　今口に出したのは殆ほとんど照れ隠かくしで、本音を言うと嬉しかった。

　もう二度と会えないかも知れないと思っていたから――

　これまでも、時折覗のぞかせるラウルの真剣な眼差しに感じるものはあったが、その感性は間違ってはいなかったようだ。

　ただ、ルシエは急に態度を変えられる程に器用でも現金でもないのである。

　この遠えん征せいを終えてアウレアに戻ったら、待っているであろう婚こん礼れいの日。

　それが面めん倒どう臭くさい行事から大切な日へと、ルシエの中で密ひそかに変わり始めた。

「ああモテたと思ったら、いきなり幻滅されたし」

　へらへらと笑えみを浮かべ、ラウルはルシエの後に続く。

「だが……一つだけ言っておく」

「ん？」

「あの時は助けてくれてありがとう。おかげで今、こうしていられる」

　それは、ルシエがラウルに初めて向けた、たおやかな笑え顔がおだった。




　ラウルとルシエが野営地に戻ると、マリーベルとリハルトが帰りを待ちかねていた。

「あっ、皇子、ルシエ様お帰りなさい。お客様がお見えになってます」

「へえ、誰なのリハルト？」

「ああ、カーライル自警団のカーライルだと名乗ってるが」

「カーライル!?　団長自らやって来たのか？　何の用なのだろう――」

「興味あるね。早速会って見ようよ、ルシエ殿」

「そうだな、そうしよう。ではマリーベル、案内してもらえるか？」

「はい、こちらです」

　マリーベルに案内され、ラウル達は設営済みの天幕の一つに向かった。

　そこで待っていたのは、栗色の髪で背の高い美丈夫の青年だった。椅い子すに腰こしかける姿勢が良く、育ちの良さそうな雰囲気を身に纏っている。歳は二十代中頃から後半だろうか。

「お待たせして申し訳なかった、あなたがカーライル殿か？」

　ルシエがそう呼び掛けると、青年は素す早ばやく椅子を降り、地面に跪く礼を取った。

「左様です。お目にかかれて光栄です、ルシエ姫様。カーライル・フェークと申します」

　元は各地を渡り歩いていた傭兵との噂だが、カーライルの話しぶりや所作は随ずい分ぶんと上品である。歴戦の傭兵というより、有能な貴族の子弟という体だ。

「ああ。あなたの話は聞き及んでいる。自警団を組織してアゼルキアの人々を護っているとの事、ご立派な志と行動だと思う」

「ありがとうございます、姫様。ですが私の力など微力に過ぎません」

「だが、あなたの行動に希望を見出すアゼルキアの人々も多いはず――私はあなたの行動を支持する。それで、私達に何か御用だろうか？」

「はい。これから姫様方はガルレ山の掃討に向かうとお見受けしました。私も自警団からいくらか手勢を連れて参りましたゆえ、百程度の小勢ではありますが、是ぜ非ひともお手伝いさせて頂きたく」

「そうか、それはありがたいお話。ラウル殿、どうだろう？　私は断る理由はないと思うのだが」

　と、ルシエはラウルの方を見て、意見を促す。

「勿もち論ろんいいと思うけど。それとは別に何個か質問いいかな、カーライル殿？」

「ええ何なりと、ラウル殿でん下か」

「じゃあ、俺達がガルレ山の討とう伐ばつに来るってどうやって知ったの？　知ってなきゃここで待てないよね？」

「はい。ニルバスの州長官の城には、現在のアゼルキアの状じよう況きようを憂慮し、我々に内通する者も存在しています。その者から情報を得ました」

「ふんふんなるほど。それから、この間アゼルキア州を通ったとき、何人か自警団の人達を見たんだけど、結構いい装備してるよね？　正規の帝てい国こく兵にも負けてないくらいだったけど……それだけのものを調達する資金ってどうしてるの？」

「これも先さき程ほどと似ていますが、現在の状況から、我々に資金援えん助じよを申し出る者も少なくありませんので……具体的な名は言えませんが。申し訳ありません」

「いやいや。じゃあ最後に、カーライル自警団はこの先どうするつもりなの？　例えばこのまま勢力拡大してボウテング兄上の打倒を目指す、とか？」

「それは……弟君を前にしては、内心がどうであれ私の答えは一つかと思いますが」

　カーライルはやや苦笑を浮うかべてそう述べた。

　当然だ。州長官ボウテングへの叛意を、わざわざ弟のラウルに暴露するわけがない。そんな分かり切った事を一々言わせるな、とカーライルは言外に答えているのだ。

「はははっ、まあそうだよね。だけど一つ忠告だと思って聞いておいて欲しいんだ。もしそういう気持ちがあるなら、思い留まった方がいい。兄上の後ろには五十万の帝国軍がいる。もし兄上を打倒しても、五十万が君達やアゼルキアの民たみの敵になる。せっかくの君達だから、無む駄だ死にはして欲しくないんだよ」

　帝国の領土は十の州に仕切られており、ラヴェール以前からの本領ウェーメリア州をはじめ、元々星神教が盛んで帝国に併へい合ごうされてから長い譜代の三州を含ふくめた中原地域を中央四州と呼び、その外側に位置する比較的新しい支配地を外がい縁えん六州と呼ぶ。

　それぞれに州長官がおり皇帝の名代として統治を担っている。その下には平均して約三万の州軍兵も預けられている。

　三万十州と中央近衛軍二十万。合わせて五十万の帝国軍である。

「御忠告ありがとうございます。正直に言いますと自警団の中にも、州長官打倒の考えを持つ者は少なくありません。ですが、殿下の仰る通りにその後が問題となります。即そく座ざに中央よりの帝国軍に蹂躙されては、意味がありませんから。あくまで我々は自警団であるべきだと考えています」

　ラウルとカーライルのやり取りを聞いていたルシエはぽつりと漏らす。

「後ろに帝国の威光があるからと好き放題に……まるで虎とらの威を借る狐だ」

「ですが姫ひめ様さま、残念ながら虎の威はやはり恐おそろしいものであろうかと」

「カーライル殿の言う通りだよ、いや意見が合うね」

「そうですね」

　とラウルとカーライルは頷うなずき合う。

「悔くやしいものだ、こんな惨状を前にして何もできないとは」

　エルラーンが国を挙げてボウテングを討とうとしても、アゼルキア一州の兵にすら勢力が劣おとる上に、もし首尾よく行ってもその先には帝国との全面戦争が待っている。これではとても手が出だせるわけがない。その事はルシエも分かっている。

「いいえ姫様、何もなどという事はありません。ガルレ山の討伐を行って頂けるだけでも充じゆう分ぶんです。我々は州長官に警戒される事を恐れ、二の足を踏ふんでいましたから」

「そう言ってもらえると少しは報われるな。ではラウル殿、カーライル殿にも協力して貰うという事で構わないか？」

「うん。歓かん迎げいするよ」

「ではカーライル殿、明日の昼過ぎにここを発つ。それまでは待機していて欲しい」

「昼に？　それではガルレ山のへの到とう着ちやくは夜中になりますが？」

「それでいいんだ。小細工が必要なのでな」

　ルシエの意味あり気な表情を見て、カーライルは察したようだ。

「なるほど策がおありなのですね。ならば仰せのままに従います」

　そう言って、カーライルはルシエに頭を垂れた。




　　◆◇◆




　ルシエの宣言通り、翌日昼過ぎにエルラーン軍は野営地を発たった。

　やがてガルレ山に到着する前に陽ひが落ちると、行軍を続けるため兵達たちは松たい明まつに火を灯すのだが――その際、一人三本の松明を使うように、と全軍に通達がなされた。

　夜間に遠目から兵数を判断する場合、その目算は松明の数を数えるしかない。一人が三倍の松明を使う事により、兵の数を実数の三倍に偽るための工作だった。

　夜中にガルレ山の南に到着したエルラーン軍は、すぐさま布陣の作業に移った。そしてここでも、実数の三倍の規模の陣を築いた。

　これで陣内の兵の動きを活発にしておけば、日中でも三千の規模の軍に見せかける事が出来る。三千の兵を連れて来る必要はない。三千の軍に包囲されたとガルレ山賊に思わせる事が出来ればいいのだ。

　夜明け頃布陣が終わると、ラウル達は指揮所として設けられた天幕に集まっていた。

「あちら側からこちらは三千に見えているはず、今いま頃ごろ慌あわてているだろう」

「うん。そうだろうね」

　ラウルはルシエの言葉を頷いて肯定する。

「心理的には優位でも、兵の数は変わりませんが――これから如何なさるのですか？」

「これだ」

　ルシエは付近の地図が敷しかれた机上に、一本の矢文を取り置いた。

「矢文ですか」

「ああ、内容はこうだ『三日が過ぎれば攻こう撃げきを開始する、その気がある者はそれまでに山を降りて降伏する事。降伏すれば命は取らず、エルラーンへ受け入れてもいい』」

「なるほど……初めから総力戦を行うつもりはないという事だったのですね。ならば相手側に追い詰つめられたと思わせるだけでいい」

「そうだ。山賊が千人規模にも膨れ上がるなど異常な事。彼らの大部分は、今の州長官の暴政のせいで、家や家族を失って行き場を無くした人々だ。だから、以前のように平へい穏おんに生きたいと心の奥おくでは願っているはず……まだ良心が残っている者になら、私達は手を差し伸べようと思う。もちろんそうでない者には容よう赦しやしない。これはそのふるいでもある」

　ルシエがそう説明すると、カーライルは感じ入ったように跪ひざまずいた。

「ああお見事です――姫様。確かに大部分は行き場を失って山賊化した者でしょう。アゼルキアに心を寄せて頂き本当にありがとうございます」

「礼ならラウル殿に言った方がいい。これは全てラウル殿が提案した作戦なのだから」

　エミュレーを襲われたエルラーン側には、山賊を許すまじという感情も強く、ルシエの言う通りに三千を動員して、賊ぞくを殲せん滅めつするべきだという意見も少なくなかった。ルシエも初めは殲滅するつもりでいた。

　だがラウルがそれを、熱心に説いた。殆ど平身低頭しながら山賊側の同情すべき内情と少数の動員で事を納められるという実利との両面を語り、軍議の場にいる人間を納得させて見せたのである。

「いやいや、それを採ってくれたのはユーリエ様やルシエ殿だからね」

「どちらもお見事かと存じます。感服いたしました」

　カーライルは納得したようなので、ルシエは議題を先に進める。

「さてと。ではマリーベルとリハルトは、山城に接近してこの矢文を射ち込んで来てもらえるだろうか？」

「はいっ！　分かりました」

「ああ了りよう解かいした」

　マリーベルはにこやかに、リハルトは陰気そうにそれぞれ命を拝し、すぐに陣を発って行ったのだった。




　矢文による降伏勧告がされた夜、早さつ速そくその効果は現れた。

　二百近い人間が夜陰に乗じて山城を抜け出し、降伏して来たのだ。

　皆口々にエルラーン軍の寛大な処置に感謝を述べ、ルシエから今まで辛つらかっただろうがもう心配はいらないと言葉をかけられると、感動して涙を流す者もいた。

　だがいい事ばかりではなく、一つ衝しよう撃げき的てきな事が判明した。

　ガルレ山賊の副頭目の一人だという男がもたらした情報だが、ガルレ山賊はボウテングと密約を交かわしており、略奪で得た金品の半分を納める代わりに、その存在を黙もく認にんされてきたらしいのだ。

　近ちか頃ごろはカーライル自警団が組織されてアゼルキア内で奪うばう事が難しくなってきたため、エルラーン側に侵しん入にゆうするようになったらしい。

　それを聞いたラウルはボウテングはそこまでするのかと呆れ、ルシエは烈火のごとく怒おこった。夜明け頃ごろに睡眠を取るつもりが、怒いかりが収まらずに寝付けなかった程ほどだ。

　そして二日目の夕刻近く――陣内の巡回を終えてルシエが指揮所に戻ると、ラウルは長椅い子すでマリーベルに膝ひざ枕まくらしてもらい、のんびりとくつろいでいる様子だった。

「あ、ルシエ殿。こっちは特に変わり無しだったよ、やっぱり夜更けにならないと降りてこないよねー。今日は昨日より来ると思うんだけど」

「……そんな事よりあなたは何をやっている？」

　ルシエ自身、自分の声が物凄く不機嫌になっている事が分かった。

　前見た時は呆あきれたが、腹は立たなかったのに。

「え？　何っていつも通りにくつろいでるんだけど？」

「あ、あなたは！　自分の立場を弁わきまえているのか!?」

「分かってるつもりだけど？　だからほら、いつも通りだよ？」

　ラウルは全く悪びれずにヘラッとしている。

　結けつ婚こんは表向きの体裁を取り繕うだけ。ルシエはそうラウルに明言し、ラウルもそれに同意した。だからお互たがい、相手に操を立てるような必要はない。

　それはそうなのだが、少なくともルシエの中では、あの時とはちょっと事情が違ちがう。

「あ、ひょっとしてヤキモチ？　いやー困っちゃうな」

　そんな風ににやにやと核心を茶化されると、ルシエは反射的に否定してしまう。

「ちち、違う！　何を言っている！　ここは指揮所なのだぞ！　兵だって見るのだから、ちゃんとしていろという事だ！」

「ああーそうかも知れないね」

　ラウルはすっとマリーベルの膝ひざから身を起こす。

「全く……五年前はあんなに真面目で優しくて立派だったものが、一体どうしてそんな風になってしまうんだ？」

　ルシエの記憶の中にいる五年前のラウルは、変に相手を茶化した意地悪を言ったり、軽けい薄はくな振る舞いをするような事は無かった。物静かだが優しく相手を気遣える少年だった。

　今でも剣の腕や頭の回転、考え方には優すぐれたものがあるとは認める。今回のような作戦を立てるあたり、根底にある優しさも変わらないのだろう。だが、ルシエに対する振る舞いは、昔のラウルの方が良かった。

「んー……それは――あ、マリー。ちょっと新しく投降してきた人間がいないか見て来てくれる？」

「はい、分かりました。じゃあ失礼します」

　マリーベルは一礼して指揮所を出て行く。その場にはルシエとラウルだけが残った。

　するとラウルは、苦笑いのようなものを浮かべながら話し出す。

「帝てい都とにいる時さ、ボウテング兄上が屑星屑星ってあんまりいびって来るもんだから、俺いっぺんだけ本気で怒っちゃったことがあってね。いつもは剣の稽けい古こ相手とかやらされても、わざと倒されてたんだけどね。その時は本気で打ちのめして、怪け我がさせちゃったんだよね。そしたらどうなったと思う？」

「分からない。ただ一つ言えるのは、ボウテング殿は今も昔も碌ろくな人間ではないな」

「ま、そこは否定しないよ。で、その後だけど――仕返しにうちのボロ屋や敷しきに火つけられたんだよね。しかも家から逃にげ出したら、矢まで飛んできてね」

「それは、完全に殺そうとしているではないか……！」

「だよね？　だけど兄上はお咎め無しでね。その時思ったね、ああ皇こう宮ぐうでは俺なんて気分で殺してもいい位の存在なんだなーって」

「……ひどい話だ」

「うん。俺はその時軽い火傷やけどで済んだけど、マリーには矢が当たっちゃってね、今でもその時の傷きず跡あとが背中にある。俺の短気でマリーにそんな怪我させて、凄い自分に腹立ったし後こう悔かいしたよ。だからもう二度とあんな事が起きないように、兄上達に媚こびまくって馬鹿にされ続けてようって決めた。あいつは殺す価値もない屑星だって思われてた方が安全だからね。それでほら、こうなりましたってわけ」

　と、自分を指差しながらへらっと笑顔。

　ラウルのこれまでの境遇は、ルシエには想像もつかないほど厳しい。その事を再認識させられた。ルシエには、手向かいしただけで殺しに来る兄きよう妹だいなどいない。

「そうか――辛い事をすまない、深い理由があったのだな」

「いや全然いいよ。だけどマリーには内緒にしといてね。やっぱり女の子だから、背中の傷の事気になるみたいだし」

　つまりマリーベルに用を言い付けたのは、彼かの女じよに気を遣ったから。

　ラウルはマリーベルには優しく、細かな気配りをするようだ。少し羨うらやましかった。

「分かった言わないでおこう。だが、もう帝国は出たわけだろう？　だったら普通にしていればいいだろうに」

「いやーそれがですね。長い事続けたから、もうこっちが普通になっちゃったんだよね。慣れって恐ろしいよねー。直したくても直らないんだよ。ハハハハ」

「……はあ、仕方がないな。だが少しずつでも直してもらえると、私としては嬉しい。それだけ言っておくことにする」

　仕方がないとは言え、ずっとこれなのは頭が痛いことだ。

「ああうん、努力はするよ。あのさルシエ殿。ところで相談があるんだけど」

「何だろう？」

「三日目の夜、北側に伏兵に行く話してたでしょ？　あれ俺が指揮する事になってたはずだけど、指揮代わって貰えないかな？」

　二日目の今晩も、恐らく昨日以上に脱走者があるだろう。

　すると三日目には、降伏する気のない者は逃げ出そうとするだろう。それこそは今回討うち取っておくべき、生粋の山賊と言うやつだ。今の布陣はガルレ山の南側のみで、北側はあえて空けてあった。それは生粋の山賊が逃げようとするのを待ち伏せするためだ。北に兵がいないとなれば当然北から遠くへ逃げようとするだろう。そこを叩たたくつもりだ。

「構わないが、どうして代わりたいのかを教えてもらえるか？」

「今後のためかな？　上う手まく行けば面白い事が起こせるかもしれないよ」

「何だかよく分からない説明だな……まあいい、交代しよう。あなたを信用しての事なのだから、私の留守はよろしく頼たのむぞ」

「うん、ありがとう」

　二日目の晩は、一日目に三倍増した六百もの人間が山城を出て降伏して来た。

　これで計八百が降伏し、ガルレ山に残っているのは二百程になる。

　賊はいよいよ追い込まれている――

　そして三日目の朝方の霧に紛れ、ルシエが五百の兵を連れて山の北側に伏兵に行った。リハルトとマリーベルもそちらに同行して貰もらい、ラウルは一人陣を守る事となった。




　　◆◇◆




　エルラーン軍の陣地に、三日目の夕暮れが訪れようとしていた。

　夜の投降者の受け入れの指揮に備え、ラウルは自分の天幕内で仮眠を取っている。

　その天幕に、足音を殺して近付く者があった。

　カーライル・フェークである。

　ラウルの天幕には、護衛はついていない。夜間の方が忙しくなるから、休める者は休むようにとラウルが指示を出していたため、手薄になっているのだ。

　カーライルは、そっとラウルの天幕に侵入した。

　簡素な寝しん台だいの上には、頭まで毛布を被かぶって横たわる人影がある。

　今が好機――

　音を立てぬよう慎しん重ちように、腰の剣を引き抜ぬく。付き合いの長い、カーライルの愛刀だ。

　帝国軍に入る時に家から贈られた、名のある職人の手による逸品だ。

　この剣を手に、幾多の戦場を経験してきた。

　帝国五神将が一人、バルカ・ラゼイルの信しん頼らいする部下として。

「少々惜しい気もするが……」

　屑星皇子と噂うわさされる割に、ラウルの頭は切れる。実際対面して、カーライルはそう思っていた。だが逆にだからこそ、ここで亡なき者にしておかなくてはならない。

　このままでは、ラウルが埋伏の毒となり、エルラーンが滅亡の憂き目に遭う。今の帝国がエルラーンを切り取ったとしても、そこに住まう民にアゼルキアと同じ苦しみを味わわせるだけだ。

　未然にそれを防ぐため、これがエルラーンのためだ。あのルシエ姫ひめは、アゼルキアに心を寄せてくれる善き為い政せい者しやのように思う。彼女を助けるためにも――

　カーライルは剣をそっと振り上げる。

「――御ご免めん！」

　振り上げた剣に力を込め、寝台の上の人影へと突つき立てた。

　しかしその手て応ごたえは、何度も経験した人を突き刺した時のものとは違っていた。

　軽過ぎる!?　カーライルは素早く毛布を寝台から剥ぐ。

「なんだと……!?」

　人ではない。ただの太く丸めた白い布だった。

「残念。俺はこっちだよ」

「!?」

　後ろから声をかけられ、カーライルは驚おどろいて振り向く。

　いつの間にか天幕の入り口にはラウルが立っており、こちらを見てにやりと笑っているのだった。

「……何な故ぜ――!?」

　何故、見破られた？　完全に信頼を得たと思っていたのに。

「見み抜ぬいたっていうより願望かな？　こうであって欲しいと思ってた。だから嬉うれしいよ」

「何をわけのわからぬことを！」

　好機はまだ続いている。カーライルはそう思った。

　闇やみ討うちには失敗したが、目の前にラウルが一人で出て来ているのだ。

　これを倒してしまえば――！

　カーライルには自信があった。戦場で鍛きたえられた自分が、こんな少年を討ち取とるのは容易だ、と。だから一気に駆かけ寄より、勢いそのまま剣を突き出した。

　だがラウルは身を翻すと、するりとそれを避さけてしまった。

　続いて袈裟に斬きり下ろし、即座に斬り上げ、更さらに一回転して払い。

　それらの全すべてを、ラウルは佩剣も抜かずに身のこなしだけでやり過ごすのだった。

　水が流れるような滑らかな動作――カーライルの目にはそう映った。

　信じられないが、まるで達人の体捌さばきである。

「くっ!?」

　大上段に剣を構え、カーライルはラウルに迫せまる。

　その時初めてラウルが少し腰を落とした半身になり、佩剣の柄つかに手をかけた――

「うおおおおっ！」

　ついに雄お叫たけびを上げ、渾こん身しんの一いち撃げきを放つカーライル。

　その剣の刀身目掛けて、ラウルの鞘さやから黒い閃せん光こうが奔った。

　カーライルの目には、そうとしか見えなかった。目にも留まらぬ速さの斬撃だった。

　キンッという音がして、その後一拍ぱく置いて――カーライル愛用の剣は刀身の根元から斬り落とされて、地面に転がっていた。

「な――!?　がっ……!?」

　驚いた次の瞬しゆん間かん、胸部に激痛が来る。

　抜きを放った直後、ラウルはカタナの柄を返し、カーライルの鳩みぞ尾おちに叩き込んでいた。

「ぐ……うぅ――その腕……とても『帝国の屑くず星ぼし』などとは……」

「ま、おかげでみんなナメてくれて助かってるよ」

　激痛に膝が砕けてうずくまるカーライルに、ラウルはヘラッと笑みを見せるのだった。

「さーてと。じゃあ悪いけど、落ち着いて話が出来るように縛らせて貰おうかな。おーい誰だれかー！　ちょっと縄持って来て！　ラウル君が暗殺されかかったんですけどー！」
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　その後夜が明け、太陽が最も高く空に昇る時間になった頃――

　ラウルは指揮所の天幕で、厳重に縛られたカーライルと向き合っていた。

「ねえねえカーライル殿、一言くらい話してくれてもいいと思うんだけどなあ」

「……」

　しかしカーライルは瞑目したまま、応じる気配はない。

　恐らくは、ルシエが戻もどって来るまで粘るつもりだろう。

「やれやれ……」

　と、天幕の外から兵達の歓かん声せいのようなものが聞こえてきた。

　伏兵に行ったルシエ達が戻って来たのだろう。暫くそのまま待っていると――

「ラウル殿！　大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「皇子！　何処どこも怪我してませんか？　痛い所はないですか？」

　血相を変えたルシエとマリーベル、それからいつも通りのリハルトが指揮所に駆け込んできた。兵からラウルが襲われたと聞いたのだろう。

「や、お帰りみんな。大丈夫だよ」

　ラウルは笑顔で三人を迎むかえた。

「あ――大丈夫そうだな」

「良かった……びっくりしましたよお」

「それよりそっちの方はどうだったの？」

「あ、ああ……北に百人程逃げて来たが、殆ど討ち取った。山さん賊ぞくの首領もいたが、それもリハルトが討ち取った」

「流石リハルト、活かつ躍やくしてるねー」

　こちらは夜間に百名程が更に降伏して来た。これでガルレ山賊は壊かい滅めつと言っていいだろう、遠征の目的は果たされたと言える。

「あんなもん斬ったところで何の自慢にもならん」

　リハルトはつまらなさそうに欠伸あくびをする。

「マリーベルも活躍してくれた。二人とも凄すごいものだな」

「うんうん。俺も鼻が高いね。これで山賊討とう伐ばつ無事成功だね」

「そちらはどうなのだ。どうしてカーライル殿が裏切って――」

　ルシエは信じられないと言った面持ちで、縄で縛られ椅子に座すわっているカーライルに目をやる。

「ずっとだんまりでね、何聞いても無視なんだよ。でも今なら答えてくれるかな？」

「……いいでしょう」

　瞑目していたカーライルが瞳ひとみを開く。視線は鋭するどくラウルを睨にらんでいた。

「じゃあまず、カーライルっていうのは偽名だね？　本当はシルヴァン・グリート。紅竜将バルカ・ラゼイル配下の重装歩兵団、通称『紅竜兵団』の元一員で、五神将バルカの右腕だ。帝国貴族のグリート家の出身だよね？」

　紅竜兵団と言えば、帝国軍の中でも最精せい鋭えいの部類に属する名の知れた部隊だった。

　全員がバルカと同じく竜の姿を模した全身鎧よろいに身を包み、その鉄壁の守備力は拠点防御や守勢の戦において特に力を発揮した。バルカに率いられた彼かれ等らは、帝国軍の防御の要だった。五神将において、一人の戦士としてはジエーロとゼファトが双そう璧へきであり、兵を率いた集団戦はゴルータとバルカが双璧――帝国内ではそう評価されている。

「何っ!?　道理で元傭兵という割には、礼れい儀ぎを弁えていると思ったが」

「将軍と一いつ緒しよに勲章を受けに皇宮に来た所を見た事あるし、知り合いが作ってた名将勇将の記録伝にも人相書き付きで載ってた。間ま違ちがいないよ」

　ちなみに知り合いとは、今も皇宮にいるだろう史料室の帝国文官サイオンである。

「――いかにも、その通りです」

「将軍がアゼルキア州に左遷されてから、紅竜兵団はバラバラになったけど……個人的な信頼関係までは消えるもんじゃない。あんたは将軍に乞われて帝国軍を抜けて下野し、カーライル自警団を作り上げて、山賊からアゼルキアの民を護ってた。自警団の装備がいいのは、バルカが私財を投げ打って支し援えんしてたからだ」

　バルカは黄金戦せん役えきでの戦功により数々の褒ほう賞しようを賜たまわり、帝都に立派な屋敷も与あたえられていたが、最近になってそれらを処分して換金しているという話を、サイオンから聞いた事があった。何に使っているのか分からないとサイオンも言っていたが――目の前にシルヴァンが現れた時、その使い道がラウルには分かった。

「……ではニルバスにいる協力者はバルカ・ラゼイルの事なのか？　アゼルキアの副長官がどうしてそんな事をするのだろう……」

「帝国は裏切れない。だけどアゼルキアの民は救いたい。そういうことでしょ？」

「左様です。帝国に弓引く事は先せん帝てい陛下への忠節を曲げる事。ですが、あの方はこのアゼルキアの惨状を黙って見ている事もまた出来ぬのです。ゆえにラウル殿下、私にあなたを討つように命じられた……！」

「どうしてそうなる!?　ラウル殿はアゼルキアのためを思って今回の作戦を提案したのだぞ。ならば感謝こそすれ殺そうとするなど！」

　怒りを見せるルシエに、シルヴァンは冷や水を浴びせるかのように言い放つ。

「それはまやかしです、ルシエ姫。騙されてはなりません」

「何？」

「政略結婚は帝国の策略。ラウル殿下はあなた方の信頼を得た後、寝返って帝国軍をエルラーンに引き入れるおつもりです！　全てはあなた達を信用させるがための事！」

「「ええええっ!?」」

　ルシエとマリーベルが同時に驚きよう愕がくしていた。これは、マリーベルにもリハルトにも言っていなかった事だ。だからマリーベルも驚いてしまうのも無理はない。リハルトはほんの少し目を見開いただけの反応だが。

「エルラーンが帝国の手に落ちれば、アゼルキアのような惨状になるのは明らか。バルカ将軍は不毛な侵しん略りやくを止めたいとお考えです。姫、どうかラウル殿下をお討ちになって下さい！」

「そんな……」

　ルシエの表情は目に見えて青ざめていた。かなりの衝しよう撃げきを受けている様子で、見ていると少し、いやかなり申し訳ない気分になった。

「う、嘘うそだろう……？　ラウル殿どのが裏切るなどと……!?」

「……そういう命令を受けてるのは事実だよ。帝国にはエルラーンと同盟するつもりなんて初めからないんだよ」

　ラウルは冷静に、事実だけを述べた。

「――っ！」

　ルシエは腰に佩はいていた護身用の小剣を引き抜いた。

　その行動で、場の雰ふん囲い気きが一気に緊きん張ちようする。

　マリーベルも同じように小剣を抜き、素早くラウルとルシエの間に立った。

「どいてくれ、マリーベル！　あなたは知らなかったようだから、罪には問わない！」

「い、嫌いやです！　わたしは何があろうと皇子をお護まもりするんです！」

　ルシエとマリーベルが睨み合い、今にも斬り合いが始まりそうになる。

　そしてリハルトは背剣の柄に手をかけたまま、ラウルの方を見ていた。

　その視線が、どうするつもりだと訊いている。

　ルシエは今、エレノーテを持ってはいない。あれはアウレアに置いて来ている。

　ここでラウルが頷けば、リハルトは躊躇ためらいなくルシエを斬るだろう。

　しかし、ラウルは首を横に振ふった。

　そしていつも通りの、ヘラッとした笑顔を浮かべる。

「やだなあ、ルシエ殿もマリーもそんなピリピリしないでよ。ほらそんな物騒なもん仕舞って、落ち着いて落ち着いて。肩かたの力抜こうよ」

　その態度が、ルシエの怒りに火をつける。

「な、何をこんな時にへらへらしている！　あなたのせいだろう！」

「そうですよお！　そんな場合じゃないです！　真面目にやって下さい！」

「まあまあ聞いてよ。そりゃ確かに命令は受けたけど、素す直なおに従うとは一言も言ってないよ？」

「え……？」

　ルシエは毒気を抜かれたようにきょとんとする。

「シルヴァン。あんたが俺おれを殺そうとするって事は、兄上から今度の縁えん談だんの裏を聞かされたバルカが、そこに大義はないと判断して止めようと考えた結果……それが分かってたからこそ、あんたが闇討ちに来てくれて嬉しかった。そうであって欲ほしいと思ってたよ。だから、あんたを誘さそうためにルシエ殿と指揮を代わって貰った」

　ラウルは表情を一転引ひき締しめていた。その瞳の奥には、強い輝かがやきと意思が漲みなぎっている。

　ルシエさえ圧するような威い厳げん、覇は気き、風格――軽薄な上面の内に隠された、虎の顔が表に顔を覗のぞかせ始めていた。

　それは五年前のあの少年が、ルシエの理想通りに凛り々りしく成長した姿でもあった。

「あ――そ、そうだったのか……」

　ラウルの変化に胸の高鳴りを覚えつつ、ルシエは言う。

　指揮の交代にそんな真意があったとは、今まで分からなかった。

「バルカが俺と同じ考えでいるって事が分かったのは大きい。おかげで思ったより早く、俺の頭の中の絵を現実に出来そうだ」

「頭の中の絵……？　ラウル殿、あなたはどうするつもりなのだ？」

　ルシエの問いに、ラウルはルシエに向き視線が合う。

　射すくめられるような圧あつ倒とう的てきな存在感に、ルシエの胸はさらに高鳴った。

　もうずっと今のままでいて欲しい――などと思ってしまう。

「ボウテングの虎の威を剥いで潰す。そして帝国に上辺だけのつもりだった同盟を認めさせて、エルラーンを守る。アゼルキアはロファール兄上がいた頃に戻させてもらう。正直言うと、帝都を発つ前からこの絵を実現させる事を考えてたよ」

「バカな。そのようなこと、夢物語としか――」

「いいやシルヴァン、出来るさ。出来もしない事を言うのは俺の趣しゆ味みじゃないんでね。ただここにいる全員の力がいる。もちろんシルヴァン、あんたの力も重要だ。リハルト、縄をほどいてあげて」

「ああ」

　リハルトがシルヴァンに近寄り、右の大剣を一いつ閃せんさせる。

　シルヴァンを戒めていた縄だけが綺き麗れいに切断され、自由の身となった。

「頼むシルヴァン、俺に力を貸して欲しい」

「……」

「シルヴァン、私からもお願いする。話だけでも聞いてやってくれはしないか」

　ルシエも口添えすると、シルヴァンは仕方ないといった風に溜ため息いきを吐く。

「分かりました。お話だけはうかがいましょう」

「うん。じゃあ、ユーリエ様に許可頂かなきゃ駄目な事もあるし、一度アウレアに帰らない？　全員が納なつ得とくしないと、今回の絵は実現しないから」

　そうラウルは提案し、エルラーン軍はシルヴァンを連れ、急ぎアウレアへと帰き還かんする事になったのだった。
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　アウレアに帰還したラウル達は、間を置かずすぐにユーリエとの会見に臨のぞんだ。場所は王座のある謁えつ見けんの間ではなく、女王の私室だ。秘中の秘の企ては、余人を排して行う必要がある。今部屋にいるのは、ラウル、マリーベル、リハルト、ユーリエ、ルシエ、マウロそれにシルヴァンの七人だけだった。

　まず第一にラウルが今回の政略結婚は表向きの事で、帝てい国こくはラウルを埋伏の毒としてエルラーンを滅ぼすつもりであると告白した。

　すると、ユーリエは何故か嬉しそうに笑うのだった。

「ふふっ。そうですか。ようやく腹を割ってお話になって下さるのですね、ラウル殿」

「は、母上……？　驚かないのですか？」

「ええ、現在帝国を牛耳っておられるお二人のうちの一人、レイノルズ殿は極端な星神教信しん仰こうをお持ちのお方。その方が異教の我わが国くにと縁談などと、違和感がありますからね。何か裏があってもおかしくはないと考えていました」

「その通りです。レイノルズは今回の策略を指揮し、エルラーンを落としたという実績を得て、主導権争いの優位に立つつもりです。彼にとって対外的な実績に乏しいのが泣き所ですから。ですが、分かっていてよくお受けになりましたね」

　これにはラウルも少し驚いた。

「ラウル殿、リュミエラはあなたを評してこうも言っていましたよ。星神器への適性を除けば、黄金皇こう帝ていや黄金を継つぐ者に勝るとも劣らぬ英えい雄ゆうの器と。それ程の麒麟児ならば、是が非でも欲しいと思うのは自然ではありませんか？　ましてやあなたは、かつてルシエの命を助けて下さった恩人でもあります。多少の危険があっても、木乃伊ミイラ取りを木乃伊にすればよいという事です。その様子では木乃伊になって頂けそうですから、安心しましたし嬉しいですよ」

「ははは……豪胆ですね」

　思えばユーリエがラウルに始めから好意的であったのは、こういう意図があったからなのだろう。策略を承知の上で相手を取り込もうとするとは――この人は女傑だ、と思う。

「国を思えば当然の事――ここ数十年来、帝国はこのユミール大陸の中心であり続けました。帝国が大きくなるにつれ、世相は安定し乱世は収束に向かっていました。正直に言って、ロファール殿が帝国を継いだ暁には、いずれエルラーンも帝国の傘さん下かに入る事はやむなしと考えていました。あの方ならば、私も安心して民たみを任せられると……」

「……そうですね。兄弟だから言うわけじゃないですが、ロファール兄上ならばいずれ大陸統一を果たしたと思います。俺も本当は、兄上の元で力を尽くしたかった――」

　ロファールの死はラウルの人生の中で、母ナシュアに殺害されかけた事に並ぶ衝撃的な出来事だった。それまでの努力も、未来への志も希望も、全てが喪失したかのような深い深い悲しみだった。今でもロファールの死を思うと、ラウルの胸は締め付けられる。

　あの偉い大だいな兄の存在は、ラウルにとっての太陽であり、生きる意味だった。

「今、大きな時代の潮流は行先を見失おうとしているように思います。屋台骨であった帝国が揺らげば――柱の腐くさった家が揺らぐように、このユミールの全てが揺らぎます。先の見通せない乱世が再び訪れるかも知れません。そのような状じよう況きようの中で、私はルシエと共に次を託すに値する者を見出す必要がありました。それがあなたです。多少の危険を冒してでも、我が国にお招きする理由には充じゆう分ぶんでしょう？」

「……身に余る光栄です。決して期待を裏切らぬように努める事をお約束いたします」

　ラウルは襟を正し、礼を持って決意を述べた。

　こうまで熱を持って必要とされれば、相応の態度を取らざるを得なかった。

「母上、そこまで考えていらっしゃるなら、私に前もって言ってくれれば……」

　今になると、初対面でラウルに槍やりを突きつけて手合わせを挑いどんだ事が恥はずかしい。

　そうルシエは思っていた。浅はかな事をした、と後悔してしまう。

「私に言われて何かするようでは意味がありませんよ。あなたが自分の目と心で判断できなければ。政務の見学をお願いしていた所を見ると、どうやら全て分かる前にラウル殿を受け入れようという気持ちにはなっていたようですから、そこは褒めてあげますが」

「はい……」

「さてラウル殿、前置きが長くなってしまい申し訳ありませんでした。帝国は我が国を滅ぼそうと画策し、隣りん接せつするアゼルキアは荒れ放題。これを覆くつがえすための策でしたね？　アゼルキア州のみでも我が国より三倍以上の兵がある所……それを如い何かにするつもりか、お聞かせ願いましょう」

　ユーリエは一度椅い子すを座り直なおし、姿勢を正してラウルに向き合う。

「分かりました。まず大前提として――帝国中央の状況です、レイノルズとアイヴァーの二大派閥が対立しているのはユーリエ様も御存知かと思いますが、今回の策略についてはレイノルズ主導です。アイヴァーと違い対外戦略での功績に乏しいレイノルズは、エルラーンを落とす事で力を示し、主導権争いを優位にするつもりです」

「ええ、先さき程ほども仰おつしやっていましたね」

「これに失敗した場合は、当然ながら逆に自分の力不足を晒す事になる。なるべく傷を少なく……そう考えるのは自然です。ですから、レイノルズを傷つけずに失敗させれば、レイノルズはその後の状況を黙認せざるを得ない。そこを利用します」

「具体的にどうする？」

　と、ルシエが口を挟んで来る。

「ボウテングだよ。あの人に全ての汚名を負って貰う。細かい所は後で説明するけど、全体の流れはこうだ。まずは俺が本当に手引きしたふりをして、ボウテングにエルラーンに攻め込んでもらう。その上で彼かれを撃げき退たいし、同時にアゼルキアを押おさえる。ただしエルラーンに併へい合ごうはしない。そんな事すれば帝国は侵略と見做すからね、全面戦争になる。その代わり俺おれ達たちに味方してくれる人物を次の州長官に据える。その際の方便はこうだ。ボウテングは同盟を無視して野心のためにエルラーンに攻め入った逆賊、やむを得ず彼を撃退したが、エルラーンは帝国との同盟を反ほ故ごにするつもりはない。だが次の州長官には安心できる人を据えて欲しい――ってね」

「ボウテング殿を逆賊に仕立て上げるのか？」

「そういう事。そうすればレイノルズ兄上は、自分の関与を黙だまって元々同盟するつもりだったふりをしていればいい。それで失敗した事は隠される」

「……道理ですね。ボウテング殿から攻め込むように仕向けさえすれば、その論法が成り立つわけですね」

　と、ユーリエが頷うなずく。

「殿でん下か、後釜の州長官とはもしや……」

「ああシルヴァン。バルカ将軍さ。彼なら俺と志を同じくしてくれる。それを君が教えてくれたから、絵が描けたよ。彼がどうしてもだめなら、次の候補は君だ。以降アゼルキアは表向きは帝国の一州であり続けつつ、有事にはエルラーンを護る防壁になる」

「なるほど……あの時殿下が喜んでいた理由が分かりました。適任を見つけたという事だったのですね」

「そういう事だね。さてじゃあ各論行こう、まずボウテング兄上からこちらに攻め込ませるために、俺が盗み出したと偽って、エレノーテを向こうに差し出して……」

「ええええっ!?」

　と、ラウルの作戦第一段階でルシエが吃驚びつくりして声を上げる。

「ちょ、ちょっと待ってくれラウル殿！　エレノーテなしでどうやってアゼルキア州軍を撃退するんだ？　兵力差は三倍、いやこちらは侯こう爵しやく達たちの兵の動員はすぐには出来ないのだから、もっとだぞ？　ゲルトリッシュ砦とりでとエレノーテで迎え撃うつしかないではないか」

「駄目だよ、それじゃあ兄上は攻め込んでこない。エルラーンの要ゲルトリッシュ砦を簡単に落とせるってくらいの勝算がなきゃね。だからゲルトリッシュ砦は一度明け渡す」

「だが……」

「偽物を渡すって考えも無くはないけど、恐らく見抜かれる。ボウテング兄上は帝国のセラフィゲイトを扱あつかえるからね。他ほかの星神器でも、真贋を見分ける事が出来るはずだ。ルシエ殿も、エレノーテ以外の星神器が偽物かどうかくらいは分かるでしょ？」

「ああ……それはそうだが」

「だからこそ、本物を渡されれば俺の協力を信じて疑わないはずだ。エレノーテを手にした時点で、勝ちを疑わずに攻め入って来る。あれさえなければ、間違いなく向こうの方が戦力が上だからね。こちらはそこに生まれる油断を突く。星神器の力そのものには頼らない。その価値を囮おとりとして使わせて貰うんだ」

　ラウルに対しルシエはまだ何か言いたそうだったが、それをユーリエが制した。

「ルシエ、話は最後まで聞くものですよ。ラウル殿、続けて下さい」

「ええ。その後は……」

　ラウルは自分の頭の中の絵を言葉にし、皆みなに伝えて行く。

　途と中ちゆうで周辺地図を交えて、水の流れるように、明確にそれぞれの役割を伝えた。

　皆がそれに引き込まれ、真しん剣けんに耳を傾け――




　やがて長い説明を終えると、ラウルはふうと一息ついた。

「――とまあこんな所です」

「……素す晴ばらしい」

　シルヴァンは感かん嘆たん交じりにそう呟つぶやいていた。

「なるほど……流石さすがはリュミエラが認めるだけの才能ですが……」

「ええ。これなら勝算はある。あると思うが――」

　ユーリエとルシエはシルヴァンとは異なり、ラウルの策を認めているものの歯切れが悪かった。それは、作戦の第一歩であるボウテングに本物のエレノーテを差し出すという内容が引っかかっているためだ。

　エレノーテはエルラーンにとって国の宝だ。精せい霊れい信しん仰こうにおける象しよう徴ちようであり、国の防衛の要でもある。文化的にも軍事的にも、その価値は極きわめて大きい。

　それを一時的にでも敵の元に差し出すという行こう為いは、国そのものを人質に出すに等しいのである。この策を採るという事は、必然的に国の命運を賭けるという事になる。

　ラウルやシルヴァンのような帝国出身者には肌はだで感じられないエレノーテの重みが、ユーリエやルシエの歯切れを悪くさせているのだ。

　エルラーンの国の存続だけを重視するなら、危険な賭けに打って出る事はせず、動かずにいてもいい。ラウルが帝国に内応しないように監視さえしていれば、帝国側も侵しん攻こうのきっかけが掴めず、やがてエルラーンを諦めるかも知れない。そうユーリエやルシエが考えても不思議ではない。

　それを動かすのは、自分自身の言葉と志だ。ラウルは礼を正してその場に跪ひざまずいた。

「ユーリエ様、ルシエ殿。俺は木乃伊取りが木乃伊となる事は吝やぶさかではありません。吝かではありませんが……この木乃伊は志を持ち、物を言う木乃伊です。ロファール兄上の黄金の志は、このユミールの全ての民に千年の平へい穏おんをもたらす為ためのものでした。民自身が王権を担い、優すぐれた指導者を選び取って行く事により、良き政が永続するようにと――そのために全国の学問所にて民の知を啓蒙し、いつか皇帝は全てを民に託してその位から去るつもりでした。それが後の世のためになると信じていたのです」

「な……！　凄い事を考える……道を整えて自分から王権を捨てるのだろう？　それが、ラウル殿がこの間言っていた優ゆう秀しゆうな王が続く仕組みという事なのか？」

「うん。あの人の発想は本当に飛び抜けてた。父上が時代を切り拓ひらいた人なら、兄上は時代を飛とび越こえた人だったと思う」

「あの方らしいですね。あの方は図抜けた能力を持ちながら黄金皇帝よりも更に清廉潔白であり、本当に一辺の私心も無い人物でしたから」

「ええ。ですが今帝国はその志を失い、ユーリエ様の言われた通り揺らぎ始めています。これでは、前に進もうとしていた時代が逆行する事になります。俺はそれを止めたいのです。そして兄上の遺志を娘むすめであるミレーニアに託したい。今は本当の心が隠されていますが、あの子にならロファール兄上の志が継げるはずです。この戦いはその第一歩、アゼルキアを確保した後は帝国中央への面めん従じゆう腹ふ背くはいを保ちながら同志を集め、二大派閥と対抗できる勢力を作り上げるつもりです」

「時代の捨石となる事も厭わぬお覚かく悟ごですか」

　ユーリエの言葉にラウルは大きく頷いた。

「はい。俺はロファール兄上には大恩があります。その志を後の世に繋ぐ事こそが、兄上亡き今俺が出来る唯ゆい一いつの事だと確信しています」

「……大義のために全てを投げ打つ覚悟は見上げたものです。リュミエラの評価は決して欲目などではありませんね」

「いいえユーリエ様、俺は決してロファール兄上のような聖人君子ではありません。正直に言って、俺を屑星と断じ、嘲笑して来た世の中を見返すという願望もあります。それは俺自身の野心です。大義と野心とが一致する時が来たということです」

　物心つく前からずっと支えになってくれているマリーベル。何処へ行っても通用する腕を、あえてラウルに預けてくれるリハルト。そして文武の師たるリュミエラとジエーロ。

　少しは世の中を見返してみせないことには、ラウルに関わってくれた人達たちが屑星にかまけた愚か者と言われてしまう。彼等をそうは呼ばせたくない。

　自分はこの一生を賭けて、彼等から受けたものに報むくいて見せる。

　その思いが、ラウルの野心の源流だった。

「なるほど……ですが、それはあなたの境きよう遇ぐうを思えば自然な事なのでしょうね」

　そう述べるユーリエに対し、ラウルは更に平身低頭して、額を床に擦り付けんばかりの姿勢になる。

「どうか貴国のお力を俺にお貸し下さい！　本当のミレーニアの治世が訪れた暁には、帝国はこの御恩を決して忘れません……！」

　そのラウルの右隣にマリーベルが席を立って並び、一緒の姿勢を取った。

「お、お願いします！　わたしに出来る事なんて少ないですけど……必要であれば、いくらでもこの命をお召めしくださって結構ですから、どうか皇子に力を貸して下さい！」

　それを見てリハルトも後ろ頭を掻きながら立ち上がり、ラウルの左隣に跪いた。

「――何なに卒とぞ」

　それだけでなく、シルヴァンまで席を立った。

「カーライル自警団を率いて来た者としては、ラウル殿下の志はアゼルキアにとって救いの光です。その光は、今圧政に苦しんでいる外がい縁えん六州をも照らして行くでしょう。虐げられし民に成り代わり、貴国の情けに縋る事をお許し頂きたく」

「シルヴァン――」

　ラウルの視線を受けると、シルヴァンは静かに頷いた。

「バルカ将軍の命には背きますが、あの方も決して私を責めはしないでしょう。事が成れば、あの方にとっても救いとなるはずです」

「……あなた方のお気持ちは分かりました」

　そう言ってユーリエは瞑目し、ルシエはユーリエが結論を出すのを待った。

　難しい問題だ。ラウルの志には感じ入るものがあるし、屑星と呼ばれ続けてきた悔くやしさを晴らしたいという気持ちも理解できた。ルシエがラウルの立場だったら、自分でもそう思うだろう。そういう人間臭さは、ラウルを身近に感じられるようで、むしろルシエには好ましかった。

　そして、現実的に見て提案された策自体も優れたものだった。本当に英雄の器と言ってもいいかも知れない。

　一時的にでも、ほんの表面の薄皮一枚でラウルを判断した自分の不明を恥じなければならない。それくらい、ルシエにはラウルが大きく感じられていた。

　ただそこにエルラーンの運命を賭ける事が、果たして良い事なのか悪い事なのか――

　自分だけの命ならまだしも、エルラーンに住む民の命運も一蓮托生なのである。

　その重さを感じながら、見えない未来を選び取って行く事。それこそが王の務めだ。

　ルシエには、まだ自分には荷が重いように感じられた。

　が――ユーリエは目を開くとルシエを真まっ直すぐに見るのだった。

「ルシエ。この国の未来を創って行くのはあなたとラウル殿です。このラウル殿の策を採るか採らないかは、あなたがお決めなさい」

「ええっ!?　そんな、私には……！」

「ルシエ。ラウル殿をご覧なさい、あなたと同じ年ねん齢れいにもかかわらず、ここまでの才覚と志を持って、大事を為そうとしているのです。あなたもいつまでも私に甘えるようではいけません、もっと大きく成長しなければ。決断の重みを知る事は、いい機会です」

「……わ、分かりました」

　ルシエは一度深呼吸すると、襟を正してユーリエに向き合い、心の内を言葉に表す。

「……母上。ここで動くも動かないも、どちらが良いのかは……後になってみないと分からないと思います。なら私は、私自身の良心に従いたい――」

　ここで動かないならば、確実なのはその分アゼルキアの民衆の苦しみは長くなるという事だ。勿もち論ろん他国の事なので義務も義理も無いが、だからと言って知らん振りを決め込むのは嫌だった。

　そして何よりも、今明かされたラウルの胸の内に惹かれた。

　ラウルがこの先どこまで行けるのか、何を為なせるのか。その志の行きつく果てを、側で見てみたかった。

　ましてや五年前ラウルと出会ってからというもの、いつか再会して共に歩んで行くことはルシエの望みだった。今のラウルの姿は、その望みを変わらずにいさせてくれる。ラウルの話を聞いていて、そう確信した。

　エルラーンは守勢の国だ。これまで自ら望んで戦いに出ることはしてこなかった。

　だがそれがこのユミール大陸の安定に繋つながるのならば、ラウルに賭けて一歩を踏ふみ出す事も間違いではないだろう。平穏を保つという事は、何もしない事と同義ではない。

　ユーリエはルシエの言葉に無言で頷き、決断を後あと押おしする。

「ラウル殿。あなたがエルラーンにやって来てからまだ短いが、私は私なりにあなたの事をちゃんと見てきたつもりだ。あなたは普ふ段だんヘラヘラして掴つかみ所が無くて、正直どうかと思う振る舞まいも多いが――」

「……うーん。耳が痛い」

　ラウルは後ろ頭を掻く。

「ヘラヘラしない！　続きがあるのだ」

　とラウルを黙らせ、ルシエは続ける。

「……だが、あなたが今まで積み上げて来たものは本物だと思う。その大義も、野心も、私には価値あるものと感じられる。だから……」

　形のいい眉まゆを引き締め、凛と告げる。

「あなたの策を採ろう。それが私達にとって最良の道だと信じる」

　それを聞いてラウルは顔を上げ、本当に嬉うれしそうな笑え顔がおを見せた。

「ありがとう、ルシエ殿！」

　余りの喜びに、ラウルは思わずルシエの手を握っていた。

　それを意識して赤面したルシエは、ふいと顔を背そむけてそっけない返事を返す。

「よ、喜ぶのは早いぞ。全部上う手まく行ってから喜ぼう」

「うん、そうだね。じゃあシルヴァンは休みなしで悪いけど、すぐにアゼルキアに戻って準備をして欲しい。マウロ副団長も仕掛けがあるから、すぐに着手して欲しいね。向こうにエレノーテを引き渡すのは婚こん礼れいの時だ。参列しにこっちに来るから、その帰りにね」

「了りよう解かいしました、殿下。アゼルキアでお待ちしております」

「こりゃ忙しくなりますなあ……！」

「ああ、そうですラウル殿。あなたに一つお渡わたししたいものがあります」

　ユーリエが手をぽんと打った。

「マウロ、あの鎧をラウル殿にお持ちしなさい」

「へいっ、承知しました！」

　マウロはすぐに部屋を駆け出して行き――暫しばらくすると、白亜に金の縁取りがされた見事な鎧を携たずさえて戻って来た。鎧の胸の部分には、緑色の三本の木が森を表したエルラーン国旗と同じ紋章が意い匠しようされている。

　マウロはそれを、恭うやうやしくラウルに差し出す。

「どうぞ、ラウル様」

「えっと――」

「ラウル殿、どうぞその鎧をお受け取り下さい。我が王家に伝わる、最も偉大なる精せい霊れいが下賜くださったとされる鎧です。今は亡なき我が夫も、その鎧を纏まとっておりましたのよ。我が国からの信しん頼らいの証あかしとお思い下さい」

「なるほど……どうもありがとうございます。ところで罰ばち当たりかも知れませんが、少し色を塗ぬり替えても構いませんか？」

「ええ。それも古くなったものを一度夫が塗り替えたものですから、構いませんが――」

「ありがとうございます。人間見た目も大事ですからね、ちょっと演出も兼かねてやらせて頂きます」

　ラウルはそう笑顔を浮うかべながら、エルラーン王家の鎧を受け取った。







第四章　精霊祭の日







　精霊祭は、エルラーンで一般的な精霊信仰にとって最も重要な祭日である。

　例年から街は祝賀の雰囲気に包つつまれ、あちこちで様々な催しが行われる賑やかな一日になるうえに、今年は将来の女王であるルシエ姫ひめと帝国のラウル皇子との婚礼が行われる。

　街にはルシエとラウルの姿を一目見ようとエルラーン各地から人が押し寄せ、宿は空きが無い程ほどの盛況であり、飲食店に土産物屋等々全すべての商店が特需に沸き上がり、忙しく店員が動き回っている。大通りは人に溢れ、特に婚礼が行われる大聖堂の周囲は熱気に溢れており、人々は婚礼を終えたばかりの夫妻が出て来るのを今か今かと待ち受けていた。

　それとは対照的に、大聖堂の中は静謐な空気に包まれていた。

　女王ユーリエやエルラーンの侯爵達、帝国側からはラウルの兄のひとり、隣接州アゼルキアの州長官であるボウテングやその近習、皇こう宮ぐうから派遣された特使など、そして交易関係のあるバルゼイア連合の使節団。それらの参列者に見守られ、婚礼の儀ぎは今まさに最後の儀ぎ式しきを残すのみになっていた。

　極ごく上じようの絹で織られた白緑色の婚礼衣装と、専門の職人が丹精に創り上げたヴェールに身を包んだルシエは、極度の緊張に胸が張り裂けそうになっていた。多分顔が紅潮してきているのが、自分でも分かる。

　最後は、精霊の前で愛を誓い合う儀式だ。そこで新郎と新婦は誓いの口づけをする。

　ルシエも儀式を司る祭さい祀し者しやとして、それに立ち会った事はあるのだが――

　自分が誓いを行う側になると、その心持ちはまるで違ちがう。ましてルシエは今の今まで異性と口づけなんてした事がない。普段からそういう事をする仲なら当たり前にできるのかも知れないが、ラウルとはまだそういう仲ではない。

　決して誓いが嫌というわけではない。ラウルが相手ならば構わない。そうは思っているのだが、いかんせん未知の事過ぎる。上手く出来るだろうか、何か変な事をしてしまわないだろうかと、何もかもが気になってしまって落ち着かない。

　ラウルはどう思っているのだろう。そう考えて隣を盗ぬすみ見る。

　しかし表情は真面目にしているが、特に普段と変わらない。泰然自若だ。少し悔しい。こちらの視線に気がついたのか、ふとラウルがこちらを見て小さく笑顔を見せた。

　視線が合うと胸がドキンと高鳴って、顔を合わせていられなくなりルシエは俯いた。これからこの人と誓いをすると思うと、筆舌に尽くしがたい恥ずかしさというか照れというか――そういうものが湧き上がって来て、もう駄目だった。嬉しいのに、駄目だ。

「さあ大いなる精霊に、あなた方の誓いをお捧げ下さい」

　そして祭祀者が、とうとうその言葉を告げた。

　来た――！　誓いだ。口づけだ。ドキドキする。嬉しい。恥ずかしい。不安だ。逃げたい。もう駄目だ。

　頭の中がぐちゃぐちゃになって、何も考えられなくなった。

　ラウルはそんなルシエの肩をそっと掴み、自分に対面させる。そして前面に垂れるヴェールをするりと開くと、ルシエにしか聞こえない小声で囁く。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。落ち着いて」

　その一言で、ルシエは多少落ち着きを取とり戻もどした。

　もう任せてしまおう、と思い切る事が出来た。胸の高鳴りは止まらないままだが――

　ラウルの手がすっとルシエのあごに触ふれ、ルシエは少しだけ上を向いて目を瞑った。

　少しの後、少し乾かわいたような温かいものが、掠める程度に唇くちびるに触れて行った。

　そしてあごから手が離はなれて行くのを感じると、ルシエは目を開いた。

　終わってみれば何という事もない。あっけないものだった。

　だが凄すごく満たされたような感じがするのは何な故ぜだろう。

　婚礼の儀が終わりを告げた。ラウルとルシエはこの後、人々の前に出て街中を馬車に乗って顔見せする事になっている。

　ラウルに手を引かれ、ルシエは先程の満足感に包まれながら、大聖堂の出口へと参列者に見送られて進む。

「ねえねえルシエ殿どの」

　小声であればもう話しても大丈夫。早さつ速そくラウルが口を開いた。

「え？　何だ？」

「さっきタコみたいに真っ赤だったね。ちょっと笑いそうになっちゃったよ」

「なっ……!?」

　ラウルはルシエには結構意地悪だ。緊張していたのだから仕方がないのに――

　たった一言で、先程のしっとりとした気分が吹ふき飛んでしまった。

「う、うるさい……！　色々初めてなんだから仕方ないだろう……！」

「でも何かしおらしくて可愛かったよ。そのドレスも凄く似合ってて綺麗だね、ごめんバタバタしてて感想遅れちゃったよ」

　狡ずるい。からかった直後に褒められて、ルシエはどう反応していいのか困ってしまった。

　結局いつも通り、不機嫌を押し殺したような顔を作ることになる。
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「……バタバタしているのは仕方がない。これからの準備があるんだからな」

　ラウルは件くだんの策略のための準備や検討で大忙しだった。浮かれていいのは、今日だけ。明日からはすぐに、作戦のための行動に出なければならない。

　出口が近づき、外の歓かん声せいがだんだん大きくなってくる。

　ラウル達に先回りしたマリーベルとリハルトが聖堂の扉とびらを押し開くと、さらに音量が一段と増し、それはもう地鳴りのような歓声だった。

「うわ……これは、凄いものだな――」

「ははっ。凄い熱狂っぷりだねー。よーし、楽しめる所は楽しまないとね！」

　祝福の歓声に包まれながら、ルシエとラウルは座席付きの屋根を持つ馬車の屋根の部分に登った。愛あい想そのいいラウルは腕うでが千切れそうな位にぶんぶんと振ふって、歓声に応こたえていた。馬車が出発すると、街中の至る所は人ですし詰づめの大盛況で、沿道の高い建物の窓からは、色とりどりの花吹雪が降ふり注いできた。

　周り中どこを見ても、笑顔笑顔にまた笑顔だった。

「いえーぇぇい！　みんなありがとーっ！　今日は盛り上がってねー！」

「そんなにはしゃぐと、後で疲つかれるぞ」

　多分その勢いでは、体力が持たないだろう。

「皆が祝ってくれるんだから、今くらい目一杯はしゃがないと！　ほらほらルシエ殿ももっと笑顔で、明るく明るく！」

「……それはやめにしないか？」

「え？　はしゃいじゃだめ？」

「違う。呼び方だ。いつまでも他人行ぎよう儀ぎなのも――な。一応結けつ婚こんしてしまったのだから。私もラウルと呼ぶから……」

　とルシエが視線を宙に泳がせつつ告げると、ラウルはにやにやと笑えみになる。

「ほほう――それは『はじめは嫌いやだったけど、今はあなたと一いつ緒しよになれて嬉しいの。だから私の事を呼び捨てにしてー』とかそういう感じ？」

「はあ!?」

　本当に意地悪だと思う。そんな風に心の機微にズバリと手を突っ込んでからかわれて、素す直なおになれるわけがない。ルシエは性格上否定するしかなくなる。

「ば、ばば馬ば鹿かを言うな！　そんなのではなくて、単に他の者が見た時に不自然に見えるかも知れないからだっ！　便宜上だ便宜上！」

「おおなるほど。じゃあそうしよっか、ルシエ。これでいい？」

「……ああいいだろう、ラウル」

　一応、前から言いたかった事は言えた。だが、本当の夫ふう婦ふなどには程遠い。

　環かん境きようが先行し過ぎて、世間の見る目と実体が乖かい離りし過ぎており、何とも妙みような居心地だ。

　だけど今の所はラウルの言う通り、祝ってくれる人達に応じる事も重要だろう。

　ルシエも笑顔を浮かべ、群衆に手を振る事にした。




　　◆◇◆




　市街を馬車で一巡してから王城に戻ると、次は祝いの宴うたげが用意されていた。

　ルシエは衣装を変えて宴えん席せきに臨み、出席者一人一人から祝いの言葉を受け、返礼を述べるというある種の儀式を延々と繰り返し、気がつけばすっかり夜も更けていた。

　宴が終ると就しゆう寝しんの準備をして、そして、また緊きん張ちようの時がやって来た。

　これまでルシエには幼い頃ころから慣れ親しんだ自室があったし、ラウルは客室に滞たい在ざいしていた。ルシエの部屋は四階で客室は二階で、階も違った。

　それが今晩からは同じ寝室になるのである。だからこの部屋に一つある寝しん台だいは、二人が入れる大きさのものになっている。

　今晩は世間一般で言う所の、初夜というものにあたる。

　初夜に何が行われるか。一応おぼろげながら、ルシエにもそれは分かる。

　就寝の支度が終わったルシエは、鏡台の前で自分自身と睨めっこしていた。

　ラウルは寝室に戻っておらず、今はまだルシエ一人である。

　何処どこもおかしい所はないだろうか。

　髪かみは就寝の時はいつも結んでいるのだが、下ろしておいた方がいいのだろうか。

　夜着は肌の露出が少ないものだが、もっと大胆な物の方がラウルは喜ぶだろうか。

「……！　ば、馬鹿な、私は何を考えている――」

　鏡の中の自分が、頬ほおを赤くしていた。

　ラウルとの間ではこれは表向きの事という話になっているのだから、きっと何も無い。

　何も無いはずだ。安心していていいはずだ。

　だけどもし、ラウルがその気になったら？　ルシエを抱きたいと求めて来たら？

「ど、どうしよう……こ、心の準備が――」

　ラウルは結構意地悪だから、ルシエの心の準備なんて待ってくれないだろう。もしその気になったら、こっちの都合に構わずいきなり襲おそって来る気がする。

　半ば強ごう引いんに押し倒されでもしたら、多分そのまま流されて――

　ならそれに備えて、少しでも綺き麗れいでいられるように――

「い、いや！　きっと何もない……何もないから！」

　はっと我に返る。ぶんぶんと首を振って思考を元に戻す。

「だが……だがもし――」

　そして再び、未知の世界への倒錯に引きずり込まれる。

　そんな繰り返しをしながら、更さらに夜は深くなって行くのである。
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　ルシエが思考の泥沼に嵌ったり抜ぬけたりを繰り返している間――

　ラウルは、ボウテングと密会を持っていた。

　ボウテングが滞在している、王城に程近い高級宿を見送りと称して訪れ、余人を交えず二人きりで膝ひざを突つき合わせている。部屋の外ではマリーベルが見張りにもついていた。

「随ずい分ぶんと盛況だったではないか、ラウル。どうやらここの連中は、屑くず星ぼしを余よ程ほどありがたがっているようだ。正直気が知れん話だがな」

「ここは田舎ですから。田舎の人間は都会のものをありがたがるでしょう？　都会のものってだけで、本当の価値なんて分かってないんですよ」

　ラウルがヘラヘラと媚こびを売ると、ボウテングはにやりと笑みを浮かべる。

「くくっ、違いない。だがそうでなくては困るな。で、首尾はどうなのだ」

「ええ、それなりのことは。エルラーンの内情ですが、兵の総数は約一万、指揮系統の違いから即応体制にあるのは五千です。配置はゲルトリッシュ砦に三千、アウレア周辺に二千ですね。ですが婚礼の後にゲルトリッシュの兵員交代が予定されていて、一時的にゲルトリッシュは千で守る事になります。そこが狙ねらいどころかと」

　これは方便だ。実際には兵員交代が予定されているのではなく、ボウテングをすぐに動かす為、ゲルトリッシュの守備兵は減らすつもりだった。

「ふむ。だがそれだけではな。砦の兵数が千だろうが三千だろうが大差はない。問題はあの『精せい霊れい姫き』だ。ルシエ王女を亡き者には出来んのか？」

「いいえ兄上。彼かの女じよを亡き者にしたとしても、女王や他にもエレノーテを扱える者はいるようですよ。代わりの者が出て来てゲルトリッシュの魔ま狼ろうを呼ぶかと」

「役に立たん奴やつだ。それでは何の成果も出だせぬと言っているだけではないか」

「いやいや。ですから、エレノーテを奪うばった方がいいと言いたかったんです。あれがなければ、ルシエや女王が健在でもゲルトリッシュはただの砦ですから。星神器抜ぬきの戦いであれば、こちらが圧倒できます」

「奪う事は可能か？」

　ラウルはにやりと厭らしい笑みを浮かべて頷く。

「はい。警備は厳重ですが――偽物とすり替え、盗み出す目途はつきました。兄上がここを発たれたら、盗み出して届けさせます」

「ほう、上出来だ」

「ありがとうございます。その後俺おれは身を隠かくしますから、エルラーンが気がついてゲルトリッシュの防備を固めてしまわないうちに攻こう撃げきを――捕まると恐おそろしいですから、早めにお願いしますよ」

　すぐに動くのであれば、アゼルキア州兵の全すべてを動員は出来ない。せいぜい半数。

　ラウルが身の危険に脅おびえる素そ振ぶりでボウテングを急かしたのは、侵しん入にゆうしてくる兵数を少なく抑おさえる為である。

「ああよかろう。首尾よく星神器が俺の手に届いたら、戻り次し第だいすぐに動く。俺がエルラーンを落とすまで、無事でいるのだぞ」

　と、ラウルを気き遣づかうような発言をしながら、ボウテングは違う事を考えていた。

（馬鹿め、事が成ればお前は用済みよ。エルラーンに殺されるか、俺に殺されるかの違いでしかないわ）

　レイノルズから、事が済めばラウルの口を封じておくようにと指示されていた。そして対外的にエルラーンがラウルを不当に殺害したため、帝てい国こくはエルラーンを攻撃したと正当化するつもりなのだ。時間軸じくの前後など問題ではない。そう口実をつけられればいい。

（あのマリーベルは俺が引き取ってやろう。それだけは安心しておるがいい）

　ボウテングは前々から、マリーベルを手籠めにしたいと思っていた。あの可憐さと、それに不釣り合いな肢体の成熟ぶりが、否が応にも劣情を掻き立てるのである。

　そんなボウテングに対し、ラウルはラウルで内心舌を出していた。

（ある意味ありがとう、兄上。あんたの傲ごう慢まん、油断、浅はかさ――それが俺を上へと押し上げる。次会う時は滅茶苦茶怒おこってるのか、泣きながら命乞いしてくれるのか、どんな顔が見られるのかな）

「それじゃあ兄上、また会う時を楽しみにしています」

「ああ。お互たがい無事でまた再会しよう」

　お互い腹に秘めたものを見せ合う事なく、兄弟は再会を誓って笑い合うのだった。
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　ボウテングとの会談を終えたラウルは王城へと戻り――

　護衛役のマリーベルは、寝室に戻るラウルに最後まで付き従っていた。

「皇子、お疲れ様さまでした。お休みなさい」

「うんマリー。お休み、明日から頑張ろうね」

「はいっ、もちろんですよお」

　マリーベルはいつもの通りの柔やわらかい笑顔で、ラウルを見送った。

　――つもりだった。

　しかし背を向けかけていたラウルは再び振り返かえると、ぽんぽんと軽くマリーベルの頭を撫なでるのだった。

「あ……お、皇子――」

　そのラウルの行動で、マリーベルは自分が上手く笑えていなかったのだと悟った。

　そしてそれが、今のマリーベルにとって、どんなにいけない事かも分かっていた。

　ラウルとマリーベルは長い長い付き合いだ。お互いの事はよく分かる。ラウルにはマリーベルのちょっとした変調も、見抜かれてしまう。

　そして優やさしいラウルは、そうなったマリーベルを放ってはおかないのである。

　小さい頃からずっとそうだ。

「マリー……ごめんね。俺は――」

「ご、ごめんなさい！　大だい丈じよう夫ぶですから……早くお休みになって下さい……！」

　殆ほとんど背中を押すようにして、ラウルに寝室の扉をくぐらせた。

「あ、うん……分かったよ。じゃあお休み」

「はい。お休みなさい」

　今度こそ、ちゃんと笑顔でマリーベルはラウルを見送った。

　微かな軋んだ音を立てて扉が閉まり、ラウルの姿が居なくなると、マリーベルは大きく大きく深呼吸し、自分の胸の中のざわつきを抑えるように努めた。

　少し落ち着くと扉の前から下がり、通路の壁かべ側に背中を着けるようにして立つ。

　このまま、しばらく夜警だ。交代の時間になったらリハルトがやって来るはずだ。

　胸甲の上から、自分の胸に手を当てる。まだ嫌な動悸は収まり切ってはいなかった。

「……だめですよ。わたしを困らせないで下さい」

　自分自身の心を収めている胸の中に向かって、そう語りかけた。

　ラウルは、今が大事な時である。マリーベルの個人的な感情は、この状況下では取るに足らない事。もう帝てい都とにいた頃とは違う。大きな目標のためにラウルは立った。その重荷になってはいけない。

　帝都を発たつ前に、覚悟は決めたはずだ。これからは一本の矢として、ラウルの側に居続けて支えよう、と。

　この間お願いして城下に連れて行ってもらったのが、最後の我儘。思いがけない贈り物を宝に、ラウルの愛を欲しがるのは止めにする。そう決めたはずだ。

（しっかりしないと……わたしがあんな顔を見せたら、皇子に迷めい惑わくをかけちゃうんですから。ものすごーーく羨うらやましいっていうのは、分かりますけどね）

　もしマリーベルがルシエの立場だったら、どんなに良かっただろうと思う。

　きっと嬉し過ぎて、婚礼の儀の最中に大泣きしてしまっていただろう。幼い頃からの願いが叶うのだから。

　皇宮での何不自由ない幸せな生活。星約の儀を契機に訪れた転落。

　去った乳母うばの代わりにラウルを膝ひざ枕まくらし、身を寄せ合って二人で泣いた日々。

　知遇を得てロファールに見守られて過ごした、一時の安らぎ。

　再びの冷れい遇ぐうにも諦あきらめずに、牙きばを研ぎ続けた雌し伏ふくの時。

　全てを共にしてきたマリーベルにとって、いつかはラウルと結ばれて、二人幸せに暮らしたいという願いは、自然と育はぐくまれて来たものだった。

　ラウルは決して腐らず、心根の真摯さを失わず、ジエーロやリュミエラから太鼓判を押されるまでに成長してきた。そんな姿を、マリーベルは一人の女性として愛している。

　一方でラウルのこれまでの忍耐と研けん鑚さんが報われる事も、マリーベルにとっての長年の願いだった。時が来たらラウルの力になれるように、マリーベル自身も鍛錬を積んできたのである。

　恋心が報われないからといって、ラウルの側を離れる選択はマリーベルには無い。その程度の絆であるなら、今回の縁えん談だんが持ち上がる前に、とっくにラウルの元を離れている。

（こうなるのは覚悟の上で付いて来たんですから、わがまま言っちゃダメですよお。分かって下さい、ね？）

　胸の中の駄々っ子を宥めるように、心の声で語りかける。

　現実が二つの願いの両取りを許してくれないなら、実現するかもしれない一つに集中するべきだ。ラウルが全てに耐たえ忍んで志を為そうとしている今は、武を持って支えてあげなければ。

　廊ろう下かに落としていた視線を上げて、寝室の扉を眺める。

　今いま頃ごろ、ラウルとルシエはどうなっているのだろう？

　ああ見えてラウルは、女性に対する欲は希薄で奥手な方だ。

　マリーベルの膝枕だけは昔からの名残で好きで、うつけ者を装うためにわざわざ人前でそれを要求する。そのため女好きに見えるだろうが、逆に言うと膝枕だけしか求めないのである。それ以上を求められた事は一度もなかった。

　マリーベルの方から何もしなかったわけでもない。間ま違ちがいが起こってもいいつもりで、寝ぼけたふりをしてラウルのベッドに潜り込んだ事は何度かある。一度など本気で間違いを起こさせようとして、下着のままで潜り込んでみたが、それでもラウルの理性は陥落しなかった。流石さすがに多少はぐらりと来たようで、少しだけマリーベルの胸を触ったのだが、その後思い直して止めてしまった。

　本当のラウルは、女性に目もくれず剣けん術じゆつや学問に没頭するような性向である。心から尊敬するロファールの背中を常に追い続け、少しでも近づくための研鑚を怠おこたらない。根が純じゆん粋すいで実直なのだ。

　そんなラウルの事だから、この大事な時に、しかも戦を間近に控ひかえた状況で女を抱こうなんて気は起こさないはず。その時間で少しでも、策に何か見落としが無いか、改善点はないかと思考を巡らせたがるはずだ。

　だが、ルシエからラウルを求めたら？

　ルシエとの関係は、今のラウルにとっての命綱でもある。関係を良好に保っておくことは必須だ。それを考えれば、応じる方が得策だろう。

　そんなに打算的な見方をしなくとも、初対面はともかく今ではお互い打ち解けて、仲は良さそうであるから、妻から求められれば夫として応じるのが自然だろう。

　そう――もうあの二人は夫妻になったのだから。

　ルシエは未いまだに表向きだけの事と言い張ったりもするが、内心が違っているのは同じ女のマリーベルにはよく分かる。

　恥ずかしがり屋で素直ではないが、可愛かわいらしい人だ。言っていた想い人とはラウルの事だったようだし、ラウルのことを大事にもしてくれるだろう。

　マリーベルには、ルシエの事は悪くは思えない。羨ましいのは確かだが、ルシエがいてこそ、ラウルは志のために踏み出す事が出来る。言い換えればマリーベルにはできない事を、ルシエはラウルのためにしてくれている。それは大きな恩義である。

（ルシエ様となら、皇子も幸せになれるはずです。それでいいじゃないですか）

　悶々とした息苦しさを解きほぐそうと、何度も自分自身の胸を撫で下ろした。

　そんなマリーベルの元に、スタスタと足音が近づいて来た。それに気がつき、マリーベルは顔を上げる。目に入ったのは、つまらなさそうな仏ぶつ頂ちよう面づらの青年である。

　眠いのか目を擦り、欠伸あくびを噛み殺している様子だ。

「あ、リハルト……」

「おう」

　リハルトは、面倒臭そうに少しだけ手を挙げて見せる。

「どうしたんですかあ？　まだ交代じゃないですよ」

「代わってやる。お前はいいから寝て来い」

「え？　い、いいですよお。ちゃんと時間までやりますから」

「いいから代われ。目が冴さえちまって寝れねえんでな」

「……今、思いっきり欠伸しながら歩いてましたよね？」

「気のせいだ。幻覚だ。忘却しろ」

「……」

　リハルトにしては珍めずらしいが、気を遣ってくれているのだろうか。

　今はそれが、素直に有り難がたいと思えた。

「ありがとうございます。珍しいですね、リハルトがわたしを気遣ってくれるなんて」

「あぁ？　勘違いだ、お前のためじゃねえ。お前がおかしいと、ラウルもおかしくなるからな。お前が思ってる以上に、お前の影響はあいつにとってでかいんだよ。自覚しろ」

「……わかりました。皇子に迷惑をかけるわけには行きませんしね」

「ああ。じゃあさっさと行け」
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　リハルトは素っ気なく、そう言い放つのみだった。

「あの――リハルト、この間はごめんなさい。わたし、あなたに皇子にお仕えする意識が足りないって言いましたけど、本当はわたしの方が足りないのかも知れません」

「……さあな。まぁあれだ。女ってのは面倒なもんだな」

「そうですね。面倒です。じゃあ、お休みなさい」

　マリーベルは少し笑顔を見せると、背を向けてその場を引き揚げて行った。

　寝室前に残ったリハルトは、壁に背を預け腕うで組ぐみをして瞑目した。

　後は、眠ねむ気けに耐えるのみである。




　　◆◇◆




　ルシエがやや待ちくたびれて寝台の端はしに腰こし掛かけていると、小さな軋きしむ音を立てて寝室の扉が開いた。そして、ラウルが姿を見せる。

「ふう。あー疲れた疲れた……ただいま、ルシエ」

「あ、ああ……お帰り、ラウル」

　ルシエはラウルから視線を逸そらして迎むかえた。恥はずかしくて、顔を見る事が出来なかったのである。一人でいる時にあれこれ考えた事が、必要以上にルシエを緊張させていた。

「はー豪華な部屋だねえ。帝都のボロ屋や敷しきとは比べ物にならないや」

　ラウルは感想を述べながら、キョロキョロと室内を見渡して歩く。

「今日からここで寝泊まりするのかあ」

　そして何気なく腰こしを落ち着けたのは寝台の端。ルシエのすぐ隣となりである。

　それだけで一段とルシエの緊張は増した。

「あ、何かいい香かおり――香水？　それに結構大胆な格好だね……いつもこうなの？」

「え!?　し、知らん……！　そんな事はラウルに関係ないだろう」

　ルシエ自身、普段はこんな格好はしないのだが、ユーリエの差し金なのか、部屋には使えと言わんばかりに、肌はだの露出の大きい夜着と香水が用意されていたのである。

　はじめは使わずに就寝の支度をしたが、悩んだ末に結局こちらに着替えたのである。

　勿もち論ろん、その経緯や内心を素直に言う事など出来ないが。

「いやあ関係大有りだよ。もし俺のためにしてくれる事なら、すっごく嬉しいからね」

　ラウルの両手がルシエの両肩に伸のびて来て、正対に向かい合わされた。

　目が合ったラウルは、物もの凄すごく真しん剣けんな目をしていた。

　真剣な表情をしている時のラウルの顔立ちは凄く綺麗だ。思わず惹きつけられる。

「あ、あの……ラウル？」

「君は表向きだけの事って言うけど、俺は君に惹かれてるよ。見た目も、中身も何もかもにね。表向きだけじゃなく、本当に君を俺のものにしたかった。だから君も俺と同じ気持ちでそんな風にしてくれてたなら、凄く嬉しいんだよ」

　情熱のこもった視線と言葉に、ルシエは射い竦すくめられて動けなかった。

　もう体中が熱くて熱くて、胸が息苦しい位に高鳴っている。

　意地悪でも茶化すでも無く、真正面から真摯に迫られては、ルシエは弱かった。

　ラウルがそんな風に真剣に自分を求めてくれる事に、強い喜びを感じた。いま五年越しの自分の初はつ恋こいは成就したのだと、そんな幸福感が体の内から溢れて来た。

　今なら自分も素直に――

「い、いつもはこんな事はしない。ラウルに喜んで欲ほしかったから……私もラウルと同じで……その……」

「……嬉しいよ、ルシエ」

　ラウルは、ルシエの身体をそっと押おした。

　抵抗できないルシエは、簡単に寝台の上に押し倒されてしまった。

「だけどそんな風に男を挑ちよう発はつしたら、どうなるか分かってる？」

　上から顔を近づけて、ラウルは覗のぞきこんで来る。

「わ、分かっているつもりだ。構わないから……その……や、優しく――」

「ルシエ……うん、分かった」

　ラウルの顔が更に近づいてくる。ルシエはそっと瞳ひとみを閉じた。

　唇が重なる。婚こん礼れいの儀の時の掠める程度のものとは違い、今度は深くて長い。

　そのとろけるような感覚は、ルシエを夢中にさせた。何度も何度も繰り返すうち、ルシエは自分からも、ラウルの唇を求めるようになって行ってしまった。

　ラウルのルシエの扱あつかいは巧妙だった。唇を重ねて夢中にさせておきながら、ルシエの夜着に手を這わせ、するすると脱がせて行くのである。

　いつの間にかルシエは一糸纏わぬ姿にされて――

　そしてラウルは、そんなルシエの体中に指と舌を這わせるのである。

　少しずつ少しずつ、ルシエの中の未知の扉を、丁てい寧ねいに開いて行くように。

　その刺激にルシエは溺れた。全身が痺しびれるような強い快感に、自然と甘あまい喘ぎが口を突いて出てしまう。それが恥ずかしくて、何とか声を押し殺そうとするのだが、ラウルはその度に刺激を強めて、ルシエを静かにはさせてくれなかった。

　やがて敏感な部分への攻勢が小休止すると、ルシエは弾む息のままラウルをなじった。

「も、もう……！　ラウルは意地悪だ、わざと私に声を出させるようにして……」

「いいじゃない、俺しか聞いてないし可愛いよ。もっと聞かせて欲しいな。今度は別の方法で……ね。君と一つになりたい」

「はい……あ、あなたに任せます……」

　ルシエが頷うなずくと、ラウルはそっと、ルシエの足を押し開いた。

　恐ろしいくらいに恥ずかしくて、はしたない格好をさせられている――

　でも、もう気にしない。この人の全てを受け入れて、愛してもらおう。

　ラウルはゆっくりと、ルシエの足の間に体を沈めて行き――

　そこで、ルシエの意識は夢の中から覚かく醒せいした。




　はっと目を開くと、そこは闇やみに包まれた寝室の中。

　二人用の寝台には、ルシエ一人が寝ているのだった。

「あ――わ、私は……寝てしまって……!?」

　用意されていた大胆な夜着と香水を身に付けた後、暫しばらくラウルの帰りを待っていたが帰って来ず、いつの間にか眠ねむってしまっていたのだ。

「何てはしたない夢を見ているんだ、もう……！　馬ば鹿か馬鹿私の馬鹿……！」

　恥ずかしくて顔から火が出そうだ。

　夢には心の奥底の願望が現れるとも言う。あんな内容のものを見てしまった事は、絶対に誰だれにも言えない。これはもう、墓まで持って行くルシエの秘密だ。

「き、きっと疲れていたんだ……だからあんな変な――」

　ぶんぶんと首を振る。早く今の夢の事は忘れなければ。頭から追い出すのだ。

　暫く経って、ようやく落ち着いて来る。

　すると、もう真夜中なのにラウルがいない事が気になり始めた。

　何かあったのか、それとも単に戻るつもりがない……？

　後者だとしたら、いくら表向きの事と口約束があるとは言え、ちょっと薄情ではないのだろうか。だけど何かあったのなら――心配になって来た。

　部屋を出て、警護の兵にでも尋ねてみよう。そう思い立ってルシエは寝台から起き出した。だが夏とは言え夜は結構肌寒いので、上着が欲しくなる。

　やはり肌の露出の多い夜着など着るものではない、見せる相手も帰って来ないのだし。

　そんな後こう悔かいと共に、衣装箪笥に近づくと、その脇わきのソファーにラウルがいた。

「あ……なんだ、戻っていたのか」

　横になって眠っているようだ。寝台からは見えず、分からなかっただけだった。

　だが何でこんな所で眠っているのだろう。寝台で眠ればいいのに。

　それも毛布も何も掛かけずに、寒そうだ。

　好意的に解かい釈しやくするなら、表向きの事と言っているルシエの言葉を受けて、紳士的な態度を取ったと言えるだろう。

　否定的に解釈するなら、ルシエに興味がないから一緒の寝台を遠えん慮りよした、となる。

　どちらかというと後者のような気がして、ルシエはちょっと傷ついた。

　もしかして、やはりラウルはマリーベルの事を――そんな考えが浮うかんでくる。

　実はラウルの方こそ、表向きの関係だけである事を強く望んでいるのではないか。

　それを直接、訊ねてみるわけにも行かない。そんな事は恐ろしくて訊けない。

「……とにかく、風邪でもひいたら大変だ」

　夜が明けたら、もう計略の実施に取りかからなければならない。エルラーンとアゼルキアの未来に関わる、大事な戦いだ。その中でラウルの役目は重要である。万全の状態で迎えて貰わなければ。体調不良になると大変だ。

「ほら、風邪をひくぞ」

　ルシエは毛布を出して、眠るラウルの身体に掛けてあげた。

　眠りは浅かったようで、ラウルはそれに反応して半分目を開けた。

「……うぅん。あ、ルシエ……？　どーもーぉ……」

　寝ぼけ眼まなこでそれだけ言い、また眠りに落ちて行く。

　暢気なものだ。こちらはラウルを物凄く意識して、意識し過ぎてあんな夢まで見させられてしまったというのに。

「……」

　だが平和そうな寝顔が段々可愛らしく見えてきて、ルシエは自然と表情をほころばせてしまった。

　思えば、もう二度と会えないかも知れないと思っていた初恋の人が、自分の夫として、こうして目の前で眠っている。この事実だけでも、奇跡に近いような事だと言える。

　こうなる前は、いつかは子供の憧あこがれを捨てて、誰かと望まぬ結婚をしなければならないとは分かっていた。それが次代の女王としての務めでもある。

　だがそれを嫌だとも感じていた。まだ子供の憧れを捨てたくなかった。

　その葛藤を、ラウルが全て解決してくれた。ルシエが思い描いていたよりも、大きく強く成長した姿を見せてくれた。多少変な癖がついているのは、直して欲しいが。

（うん……そうかも知れないな。あまり急いで多くを求めすぎてしまってもな）

　ルシエにとっては五年越しの思いなのだが、ラウルにとっては違ちがう。ラウルは当時のルシエの事を男の子だと思っていたのである。それに辛つらい時期を共にしてきたマリーベルの事を思えば、複雑な気持ちもあるだろう。

　だから今は、ルシエにとってのラウルと、ラウルにとってのルシエに、少々の温度差があっても仕方がないのかも知れない。

　そういったものを解決するには、きっと時間が必要なのだと思う。

（今は、ラウルが私の前にいてくれる事を喜ぼう。これからもっと時間をかけて、私の事を深く知って貰えばいい。私ももっとラウルの事を知りたい）

　そうしていつか、お互いに理解し合い本当の妻と夫の関係になれれば――そうすれば、先さき程ほどの夢も自然と正夢になるのだろう。

（これから多くの時間をラウルと共に過ごして行くためにも――今度の戦いは絶対に負けられないな）

「明日からお互い頑張ろう。お休み、ラウル……」

　ルシエはそう囁くと一人寝台に戻もどり、静かに瞳を閉じた。

（だがもうこんな恥ずかしい格好はしてやらんからな。私を無視するラウルが悪い）

　やはりまだ、ちょっぴりルシエは拗ねていた。




　そうして、精せい霊れい祭の日の夜は過ぎ去って行くのだった――







第五章　カナフの森の戦い







　アゼルキア州ニルバス城――

　かつて王座だった州長官の椅い子すに着くボウテングの前に、バルカ・ラゼイルは控えていた。エルラーンで行われたルシエ姫ひめの婚礼に参列していたボウテングは、居城に戻るとすぐにバルカら主だった部下を招集したのである。

「ボウテング様、お帰りなさいませ。エルラーンは如何でございましたか」

　バルカの機き嫌げん伺いに、ボウテングはにやりと含ふくみ笑わらいを見せた。

「ああ非常に有意義だったぞ。速やかに出陣の準備をいたせ。今が好機だ、エルラーンに攻め入るぞ」

「は……？　ですが相手には精霊姫とゲルトリッシュ砦とりでが――一ひと筋すじ縄なわでは行かぬかと」

「ふふん、そのようなものは既すでに張子の虎とらだ。おい、あれを持て」

　ボウテングが命じると、鳥が翼つばさを広げたような斧ふ頭とうを持つ斧槍ハルバートが運ばれて来た。

　宝ほう飾しよくに煌きらめく白銀は美しく洗練され、見るものの目を虜にしてしまう。

「これは？」

「分からぬか？　これがエルラーンの星神器、エレノーテだ。ラウルの奴が盗み出しおったわ。これであの国はただの寡か兵へいの小国よ、屑星にしては上々の働きと言えよう」

「なんと……！」

　バルカだけではない、その他ほかに集められた者達たちも驚おどろきにざわついていた。

　ただ、バルカにとっては二重の衝しよう撃げきだった。

　ラウルがそのような働きをしているという事は――

（シルヴァンからはあれから何の連絡も来ぬ……暗殺は失敗し、逆に殺されてしまったのか……すまぬシルヴァンよ、愚かな私を許してくれ……）

「いかに精霊姫といえども、星神器を奪えばただの小こむ娘すめ。その上今ゲルトリッシュ砦の兵数は、一時的に減らされておるようだ。これはまたとない好機だ。あの国の命綱である要衝を抜けば滅ぼすのは容易い。わかったか皆みなの者、即そく座ざに戦の支度に取りかかれ」

　確かに星神器エレノーテをこちらに陥れた今、充じゆう分ぶんに勝ち戦は計算できる。兵力ではこちらが圧倒しているのだ。

　ボウテングの命に将達の意気は上がり、昂りがその場に満ちて行く。

　だが勝利の結果がもたらす物は――

　それを思うと、バルカは素す直なおにその雰ふん囲い気きに加われない。

「お、お待ち下さいボウテング様！」

「ん？　何だバルカよ、よもや反対とは言うまいな？」

　反対だ。この戦には大義がない。今の帝国がエルラーンを切り取り、ボウテングがその州長官となれば、必ずエルラーンの民たみに害を為なす。だが、それを口に出すわけにも行かない。帝国への反逆はバルカ自身の黄金皇こう帝ていへの忠節を曲げる事だ。

　だからバルカは、別の方便を考えた。

「いえ……ただ、もう少々注意深くあられても良いかと。その星神器が果たして本物か偽物か、確かめてからでも遅くはありますまい」

「ふむ……俺は我わが帝国のセラフィゲイトの祝福を受けておるゆえ、他の星神器でも秘ひめたる力の雰囲気は肌で分かる。俺の感性では、これは本物の星神器だと感じるがな」

「それは、我々凡人には如何いかんとも。それでは、私にも試させて頂けませぬか？　本物の星神器であれば、私が一いち撃げきした所で傷一つつかぬはず――」

「よかろう。試してみよ」

「はっ！　すまぬが、私の竜骨砕くだきをここへ運んでくれ」

　バルカの命を受け、兵士達が運んできたのは、一振りの戦鎚だった。

　単に鉄の塊に柄えを付けただけとも言える無骨な外観だが、その長さは人の身長を遥はるかに超え、重さは五人がかりで運んでもふらついている程ほどだ。簡素で飾かざり気がないが、その重量と大きさが圧あつ倒とう的てき迫はく力りよくという名の装飾となる。竜人種ドラゴニユートたるバルカにしか扱えぬ、超重による一撃必殺を旨とした武器だ。バルカはこれを、黄金戦せん役えき時代から愛用していた。

　特に自分で命名したわけではない。この戦鎚を振ふって勲功を重ねるうち、その一撃は強大な竜の骨さえ粉砕する――ゆえにあの戦鎚は竜骨砕きと呼ぶのが相応ふさわしい、などと人から言われ始めた。

　バルカが竜骨砕きを片手で掴つかみ上げると、その勇壮な迫力に並み居るアゼルキアの将兵は感かん嘆たんのため息を漏らす。帝国五神将と呼ばれたバルカは、このような帝都と離はなれた地方にあっても、将兵達の憧れを集める存在でもある。

　竜骨砕きを片手に、バルカは石の床に置かれたエレノーテの前に立つ。

「それでは、検あらためさせて頂きます」

「ああ。手加減などいらぬぞ」

　元よりそのつもりだ。これが本物であろうがなかろうが、砕いてしまえばボウテングは疑心を発し、エルラーン侵しん攻こうを躊躇うだろう。

　これはただの検分ではない。ボウテングが諦めてくれれば、エルラーンの民は救われるのだ。それを引き出すため――全身全霊で打ち砕く！

「ぬぅううんっっ！」

　バルカは両手で竜骨砕きを振り上げ、全ての力を込めて撃うち下ろした。

　まるで地震が起こったかのように、部屋全体が衝撃で震ふるえた。

　それ程の強打に見舞われたエレノーテは――しかし、傷一つ付いていなかった。

　相変わらず洗練された白銀の輝かがやきを放ち続けているのである。

「おお――やはり本物か……」

　見ていた将兵から、そうため息が漏れた。

「ぬう……これは間違いない。紛れもなく星神器……」

「だろう？　納なつ得とくしたか？　バルカよ」

「は……つまらぬ疑義を挟はさみ、申し訳ございませんでした」

「ああ構わん。では準備が整い次第出陣するぞ、これよりすぐに取りかかれ」

「「ははっ！」」

　将兵達が声を揃え、戦意に俄にわかに活気づいてそれぞれに散って行く。

　その周囲の興奮の中で、バルカも密ひそかに覚かく悟ごを決めていた。

　こうなってはもう、バルカには止められない。

　一ひと度たび戦場に身を置いた以上、それが義なき戦だとは言え手を抜ぬく事は許されない。

　なぜなら、バルカを信じて命を託してくれる兵がいるのだから。

　余計な事は考えず、将として部下の命を預かり、一心不乱に勝利を目指す。そして彼かれ等らを一人でも多く家族の元に返す。それが将としての務めである。

　迷いを抱かかえて勝てる程、戦というものは人に優しくは無いのだ。

（仕方があるまい……かくなる上は覚悟を決め、ただ勝利を目指すのみ）

　バルカはそう自分を戒め、出陣の支度のためボウテングの元を辞して行った。




　ボウテングの動員令に従い、五日の後にニルバスには一万五千の兵が集められ、ゲルトリッシュ砦へと進発した。

　アゼルキア州兵の半分だけとは言え、エルラーン王立騎き士し団だんの三倍にも当たる数だ。後ご詰づめとして一万五千が控える形と捉えれば、万全の体勢である。

　その軍勢が国境近いエングリッツの街の近くを通過して行くのを、ラウルはガルレ山付近の高台から眺ながめていた。

「おーおー行った行った。あの感じだと一万五千くらいかな――」

　ボウテングが婚礼後アウレアを後にすると、ラウルもすぐに出発した。

　既にアゼルキアでシルヴァンと合流し、アゼルキアの軍が進発するのを待っていた。

「恐らくバルカ将軍もあの中におられるかと。あの紅の竜の旗印は、将軍のものです」

　ラウルの脇に控えるシルヴァンがそう言った。

「そうだね。紅竜兵団のものだ。シルヴァンは懐かしいんじゃない？」

「はい。再びあの旗の元で戦えると信じています」

「ああ。そうでなきゃいけないよね。さあ、向こうはルシエ達に任せて俺おれ達たちは俺達の仕事をしようか」

「了りよう解かいしました。御指示の通り、準備は万事整っています」

「うんうん。さあ、行こう」

　ラウルとシルヴァンは、頷き合って高台を後にした。
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　ゲルトリッシュ砦へと到とう達たつしたアゼルキア州軍は、即座に砦攻めに取り掛かった。

　山間の隘あい路ろを塞ぐような立地は、全周囲を取り囲む事を難しくさせ、アゼルキア側に臨のぞむ一面からしか攻こう撃げきが出来ないが、ボウテングは構わず攻撃を命じた。

　如何に堅牢な立地であろうとうも、最大の牙である魔ま狼ろうを呼ぶ星神器は奪うばった。もはやゲルトリッシュは、人知の及ぶ範囲の要害でしかない。その上内に籠こもる兵数はわずか。力押しはまかり通るのだ。そうバルカから提案を受け、ボウテングもそれを採った。

　とはいえゲルトリッシュ砦の防壁は、高さが１５０シルト（30メートル）にも及ぶような堅牢なものである。

　強攻を行うにあたっては城門を打ち壊すための破城槌や、組み立て式の長梯子である雲梯や、兵や投石機カタパルト等らを高い位置に搭載可能な攻城塔などを使う事が考えられるが、周辺の山から木を切り出してそれらを製作している時間は惜しかった。長く時間をかけると、援軍が到とう着ちやくしてますますゲルトリッシュは強固になる。兵数が少ないうちに決着をつけるべきだった。

　そこでバルカが提案したのは、周辺の土を掘り起こして布に包み土嚢を造り、それを防壁の高さにまで積み上げる事である。

　アゼルキア州兵達は大おお盾たてを構えつつ城壁の一点に近づき、土嚢を放っては次の土嚢を取りに退避し、また防壁に近付いて土嚢を積んで退避する。これを兵達を交代制で交互に休ませつつ、昼夜を構わず続けさせた。

　エルラーン軍からは矢や据置式大型弩バリスタ、投石機による応戦があり、多少の被ひ害がいは出たがそれ程の痛手では無く、やがて寡兵で休む事の出来ない砦側の兵に、疲労の色が濃くなっていった。土嚢も防壁の八割方を超こえる程に積み上がった。

　そんな中、投石器が届かない後方から戦況を眺めるボウテングからは、巨きよ大だいな人影が積み上がった土嚢の頂点に立つ姿が目に入った。砦の兵の弓や投石は、全身を覆おおう真紅の鎧よろいが弾き返していた。

　防壁に取りつくと、その巨大な戦鎚で身長より高い位置の外壁に無理やり鉄杭を打ち込む。そして少し後退すると助走をつけて飛び上がり、鉄杭を足掛かりに更さらに跳ちよう躍やく。見事に外壁の縁に手をかける事に成功した。

　真紅の全身甲冑が外壁上へ登り立つ。敵兵が叩たたき落とそうと群がって来るが、巨大な戦鎚は寄る者を叩き潰し、無残な肉塊へと変えて行く。

　その凄すさまじい働きぶりは、紅竜将バルカを措おいて他に無い。全身甲冑を身に纏まとったまま防壁をあのようによじ登るなど、並の人間には到とう底てい不可能な荒業だ。

　あの鎧の真紅の色が、紅竜将の異名の所以ゆえんである。あえて目立つ真紅の鎧を身に纏い、自ら前線に立つ姿は、従う兵にとってはこの上なく心強いものである。

　バルカが兵を率いた戦に強いのは、その姿に配下の兵が勇気を奮い立たせ、常に士気を高く保っていられるからなのである。

「おお……流石さすがは紅竜将バルカだ――何とも頼たのもしい奴やつよ」

　完全に一角を切り崩くずした。もはやゲルトリッシュの陥落は時間の問題だろう。

　バルカがボウテングの配下になったのは、彼かれの出身地であるミィルウォク州への新施し策さくについて、ミレーニアに諫言しようとしたせいである。

　元々竜人種というのは、星神教においては星神を滅ぼさんとする魔神である咎魔クリミナルの信しん奉ぽう者しやであり、星神に対して犯した罪により姿を変えられてしまった罪人と位置付けられている。それを奴隷とするのは、星神教においては認められることだった。

　かつてのミィルウォク州では竜人種は奴隷階級だったが、そこを黄金皇帝ラヴェールが切り取った後、奴隷制度を廃止した。バルカはそれに恩を感じ、黄金皇帝の元数々の勲功を挙げる活かつ躍やくをし、五神将に数えられるまでになった。

　だがミレーニアが即そく位いして後、星神教会の意向で竜人種の奴隷制度は復活する事になった。バルカはそれを止めたいがために意見し、星神教会の不興を買い処刑されそうになった。それをボウテングが引き取る事にし、左遷で済んだのである。

「やはり引き取って正解だったな」

　この分ならば、エルラーンを落とす事も容易い。

　兵数で圧倒し、配下の将にあの紅竜将バルカがいて、負ける要素などないではないか。

　ボウテング自身、戦の機微には興味がないが、バルカさえいれば何とでもなる。

　そう確信させる働きぶりだった。

　バルカに恐れをなした砦の兵達が、とうとう戦う事を諦あきらめて逃にげ出だして行く。

　その瞬しゆん間かん、ゲルトリッシュ砦の陥落は決定した。

　ボウテングはそれを見、にまりとした。

「このまま精せい霊れい姫きもひっ捕らえ、俺おれの前に侍はべらせてくれようぞ」

　婚礼の時に見たルシエ姫は、評判通りの絶世の美女だった。

　滅びた国の女など、戦利品以外の何物でもない。どう扱っても構わないだろう。

　自分の手籠めに――野望はどんどん広がって行くのであった。
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　ゲルトリッシュ砦を陥落させたアゼルキア州軍は、ボウテングの指示で砦に滞たい在ざいし、兵達を休養させた。砦内には食糧の備蓄がかなり残されており、それだけでも良い戦利品だった。

　確かに兵の休養も必要なのだが――バルカとしては、間を置かずに即座に王都アウレアへ向けて進発してもよいのではないかと考えた。間を置けば置く程、エルラーン軍に対し迎撃の余よ裕ゆうを与あたえるからだ。

　だが、ボウテングはそれは却下した。

　道案内を待つ――との事だった。ゲルトリッシュ砦を落とした後、ラウルの手の者がこの先のカナフの森を案内するために合流して来る手筈らしい。婚礼の帰りに星神器を受け取った際、その事を伝えられたようだ。

　砦を落として丸二日が経った後、その道案内役が、五十名程の手勢を連れてゲルトリッシュを訪ねて来た。

　砦内の指揮所にて、ボウテングの側に控えながら、バルカはその道案内役と対面した。

「おお――お前か、マリーベルよ」

　目の前に現れたたおやかな雰囲気の金きん髪ぱつの少女に、ボウテングは喜色を浮かべていた。

「御ご無ぶ沙さ汰たしております、ボウテング様。ラウル皇子より、これより先の道案内を仰せつかりました。よろしくお願い致いたします」

　ふわりと柔らかな笑え顔がおは戦場にはそぐわないが、美しい一輪の花であろうとは思える。

　この少女に、バルカは面識があった。共に戦った戦友の末すえ娘むすめである。

　もう何年も前の話で、その頃ころはまだまだ子供だったが――

「バルカ将軍も、御無沙汰しています。もう何年も前に、バロウズの屋敷をお訪ねになった際にお会いしましたけれど、覚えていらっしゃいますかあ？」

「勿論だとも、マリーベル嬢。お美しくなられたな、見違えたぞ」

「ふふふっ。ありがとうございます」

　マリーベルは可愛らしく微笑んで見せた。

「して、そちらの青年は？」

　マリーベルと共にもう一人、ボウテングの前にやって来ていた。

　黒くろ髪かみでやや気だるそうな目つきをした青年。長身で決して筋骨隆りゆう々りゆうではないが、引ひき締しまったしなやかな体つきをしている。

　この青年にも、バルカは見覚えがあった。

　ひょっとして――

「リハルト・オヴェルス。マリーベルと同じく、案内役を仰せつかった次し第だいです」

「おお、やはりリハルトか……！　ゼファトが亡なくなった後、行方が知れぬと聞いていたが……健勝そうで何よりだ！」

　黄金戦役を共に戦った戦友たる五神将の中で、バルカはリハルトの父ゼファトと一番親しかった。黄金皇帝ラヴェールに仕える前からの知己であり友人であり、好敵手だった。

　まだリハルトが小さい頃は、ゼファトと共にリハルトに稽けい古こを付けた事もある。

「うっす……その節は――将軍もお元気そうで何よりっす」

「ああ。どうだ、稽古は続けているか？　腕うでは上がったか？」

「それなりに。まだ親父に追いついたとは思いませんが」

「そうか、いずれまた稽古を共にしよう。成長したお前の腕を見てみたいものだ」

「うっす。是非お願いします将軍」

　未婚で子供もいないバルカにとって、親友の息子むすこは自身の子にも等しい存在だった。それがこんなに立派になって生きていたと知れたのは、大きな喜びである。

　今回の戦には希望を見いだせなかったが、その憂鬱も少しは晴れた気分だった。

「ほう、あの剣王ゼファトの息子か。五神将の子を二人も従えておるとは、ラウルの奴め贅沢な事よ。それではすぐにアウレアへ向けて進撃を開始するぞ。バルカよ、お前の進言通り五千は砦に残し、後詰めとして待機させる。人選はお前の好きにいたせ」

「ははっ！　了解いたしました！」

　万一に備え、退路の確保に五千を残し、一万のアゼルキア州軍はゲルトリッシュ砦を出発した。




　砦を抜けて暫く行くと、道はカナフの森に吸い込まれて行く。

　中は複雑に入り組んでおり、確かに道案内がいた方が良いとバルカも感じた。

　その道案内がちゃんと仕事をすれば、だが。

「ううう……ごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

　馬上のマリーベルは、肩を落としてすっかり小さくなっていた。

　迷ったのだ――道に。

「……困ったものだ」

　これには、バルカも呆れてしまった。

　もう木立の間から差す日の光は茜あかね色いろに染まろうとしている――

　このままでは森を抜けられず、夜になってしまう。

　夜を徹した行軍になると、兵は当然疲労する。

　森を抜けてすぐ戦いになれば、兵に不利な条件での戦いを強しいることになってしまう。

「……マリーベル。よもやわざと我が軍を疲れさせるために迷ったのではあるまいな。お前の態度次し第だいでは、ラウルの今後の処遇もどうなるか分からんぞ」

　さすがにボウテングも不機嫌である。マリーベルに厳しい視線を投げかけていた。

「そ、そんな滅相もない！　わ、わたしにお詫わび出来る事なら何でもしますから……どうかお許しください」

「ほう？　何をしてくれるというのだ？」

「え、ええとその……首を差し出せとかでなければ、何でも……」

「ふむ。その言葉、覚えておくぞ。さあ早く案内しろ」

　ボウテングは女には目がない。マリーベルは美しいから、眼鏡にかなったのだろう。それで矛を収めたようだ。

「は、はい……」

　それから暫く行軍を続け――マリーベルとリハルトは、何とか森の中に切り拓かれた野営地まで、アゼルキア州軍を辿りつかせる事ができた。

「こ、ここまでくれば道は分かります！　後はお任せ下さい！」

「しかしもう日は暮れてしまったな。ボウテング様、如何なさいますか？　ここで野営をし、兵に休息を取らせるべきかとは思いますが」

「ああ野営にする。すぐに兵に通達せよ。マリーベル、お前は後で俺の天幕に来い。罪滅ほろぼしをして貰もらうぞ」

「わ、分かりました……」

　恐らく、ボウテングが野営を即断したのはこれが目当てだ。

　バルカはすかさず騎き乗じようのボウテングに近寄り、彼にだけ聞こえるように耳打ちをした。

「お待ちを、ボウテング様。それは危険にございます」

「何？」

「彼かの女じよは確かに可憐ではございますが、あの大神将の誉ほまれ高きゴルータ殿どのの娘です。私の見た所、その血に見合う武を備えております。閨に引き入れた所で、命を狙われでもしたら何となさいます」

　そこに全く思いが至っていなかったのか、ボウテングは虚を衝つかれた様子だった。

「む、むう……」

「エルラーンを首尾よく落とす事が叶えば、彼女らの協力は本物でしょう。それまでは一応警けい戒かいしておく必要があります。どうか今は思い止まって下さい」

　その進言はバルカにとっては殆ほとんど建前で、実際は戦友の娘がみすみすボウテングの毒牙にかかるのを見過ごせぬ、という思いからだった。

　本物の星神器を送って来ている以上、ラウルの協力を疑う余地は少ないのだ。

「……この場はお前の言う通りにしよう。マリーベル、今のは無しだ。不問に致す」

「は、はい！　ありがとうございます！」

　ボウテングの言に、マリーベルは畏かしこまった様子で深々と頭を下げた。

　そうして、カナフの森の野営地に、深い夜が訪れる――
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「将軍！　バルカ将軍――！」

　天幕の外から掛けられた声は、多分に焦りを含んでいた。

「何事だ!?」

　鎧を脱がず厚い布の上に座り込んだだけで休んでいたバルカは、即座に反応して天幕を出る。配下の千人隊長の一人が、バルカを出で迎むかえた。

「はっ！　あちらをご覧下さい！　森が焼けております！」

「む!?」

　野営地の北側の森に、火の手が上がっているのが見えた。

　かなり火勢は強く、このまま燃え広がって行きそうな気配である。

「いかん……！　こちらが風下か」

　このままでは、野営地にまで飛び火して来るかもしれない。

「如何いたしましょう!?　すぐに全兵で消化を致しますか？」

「いや、それはいかん」

　これが自然なものであれば、それでも良いが――

　もしそうでない場合、火に気を取られ過ぎている間に夜襲を受ければ、全軍が混乱し手痛い被害を蒙る事になる。そしてその時は――マリーベルやリハルトがこの野営地にアゼルキア州軍を導いたのは、偶ぐう然ぜんでは有り得ない。意図をもって誘導し、こちらを罠に掛けたという事になる。

　彼等を敵とするのは、バルカにとって気が進まない所である。できれば自然な発火であって欲ほしいが、兵の命を預かる将として、それを当て込んだ指示は出来なかった。

「一隊を北へ向かわせ、陣に近い木を切り倒させろ。火は消さずとも、森を間引いて陣に燃え移らぬように出来ればよい。残りは西と南に分けて防御戦列を組ませろ、あの火勢では北には潜めまい、夜襲があるとすればどちらかだ」

　東側はアウル河に面している。東からの襲しゆう撃げきには河を渡河して来る必要があった。

　先程バルカが見回った所、河原に丸くなった石が多く転がっていた。それは、普ふ段だんは川底で水流に揉まれている部分が露出している事を意味していたが、それでも馬や徒歩で渡る事の出来る水量や深さではなかった。東側からの急襲は不可能だ。

「よいか決して浮き足立つなよ、敵はこちらより寡兵だ。混乱さえしなければ、もし夜襲があってもこちらが敗れる事は無い。私はボウテング様の元へ参る。不安がられておられるかも知れぬからな。指示を全軍に伝えてくれ」

「ははっ！　了解いたしました」

　壮そう年ねんの千人隊長はバルカの指揮に頭を垂れ、駆け出して行った。

　バルカも竜骨砕きを手に、ボウテングの元へ走った。

　すると近付くにつれ――兵の悲鳴と血の匂においがバルカの耳と鼻から飛び込んできた。

「む……何事だ!?」

　一層足を速め、ボウテングの天幕に辿り着いたバルカの目に映ったのは――

　屍の転がる大きな血溜まりと、その中心に立つ二刀の若者の姿だった。

「リハルト!?　おまえ……！」

　バルカの姿を認めると、リハルトはべっとりと血ち塗まみれになった二本の大剣を強く振る。

　刀身から血が振り落とされて、元の白銀の輝きが取り戻された。

　その刃はのようにギラついた笑えみで、リハルトはバルカに呼び掛けてくる。

「ああ将軍。稽古お願いしますよ……命懸けでね」

　当たって欲しくない予測が当たった。ラウル皇子はエルラーンに付いた。

　リハルトは一気に大将首を挙げるべく、ボウテングを急襲しているのだ。

「ぬう……！」

　リハルトを取り囲む兵達の外側では、ボウテングが兵達に脇わきを固められて護衛されていた。そのボウテングが、バルカの登場に息を吹ふき返していた。

「よ、よく来たぞバルカよ！　さあ早くその命知らずを殺してしまえ！」

　一人で大将首を狙ねらうとは、本当に命知らずである。

　この状じよう況きようでは、いずれリハルトは疲弊して討うち取られていただろう。如何な達人でも疲労をすれば動きは鈍る。複数に取り囲まれればその分手傷を負いやすい。手傷を負っても動きは鈍る。一人で千軍万軍を相手に勝つ事は出来ない。それを可能とするのは、人知を超えた力だ。

　天は残ざん酷こくだ――この親友の息子を、前途ある若者を、大義なき戦で討てというのだ。

　裏切るならば裏切るで、早く離脱してくれていれば。そう思わざるを得なかった。

　このような状況では、バルカが戦いを避さける事は不可能だった。

「……囲みを解けい！　その者は私が相手をする！」

　リハルトに群がろうとしていた兵士達は距きよ離りを空け、バルカはその前に進み出た。

「最も早はや何も言うまい……リハルトよ、私は残念だ」

　バルカは竜骨砕きを上段に、いつでも撃ち下ろせる姿勢を取った。

「俺からはあるっす。そんな迷いを抱えたまま俺とやれば――死にますよ、将軍」

「フ……気組みだけで相手を見抜くか、上出来だ。だがこれは今のお前には分からぬよ。今はただ己の強さに酔うだけでよい……それで満足できる事が若さだ。だがいずれ、己の強さに意義を求めるようになる……そうなってからでなくば、私の心は理解できぬ」

「見くびらないで下さいよ。俺はそんなんじゃねえ。ラウルの奴は『剣』たるこの俺を一番上う手まく使うと――あいつになら俺を任せられると思ってるだけっす」

「それは武人にとって何よりの幸せよ……お前の目が腐くさっていなければ、だがな」

「これから証明するっす」

「そうか……ならば受けて立とう！」

　その言葉を合図にリハルトは猛然と斬きり込み、バルカの竜骨砕きはそれを真っ向受け止めた。火花が散るように強きよう烈れつなぶつかり合いから、両者の技わざの応酬が始まった。

　竜骨砕きの一撃は俊しゆん敏びんなリハルトを捕らえ切る事は出来なかったが、一撃必殺の強打に交えて繰くり出す、竜人種の太い尾を利用した尾撃や体当たりは、時折リハルトを撃った。リハルトの大剣は堅牢なバルカの真紅の全身鎧を貫つらぬく事は出来なかったが、籠こ手ての部分を重点的に撃ち続ける事で、だんだんと拉ひしやげさせ、タガを緩めて行く。

　お互たがい決定打を打つ事が出来ないまま、見る者の目と心を奪う激しい剣けん戟げきが、いつ果てるとも無く続いて行く――

　やがて――

「ぬぅんっ！」

　竜骨砕きの横払いをリハルトは飛び上がって避け、着地と同時に即座に踏ふみ込み、右の大剣がバルカの左の籠手を撃つ。

　ガイン！　と跳ね返される金属の音。今まで何度も繰り返されたものだが――

　今度は少々、様相が違ちがった。何度もリハルトの威い力りよくある剣に撃たれた籠手の部分は、とうとう弾はじけ飛とんでバルカの緑の肌はだが露出する。

　追ってリハルトの左の大剣が、露出したバルカの腕を襲う。激しく踏み込んで放たれた突きは、下手な鎧より強固な竜人種の皮ひ膚ふを裂き、バルカの腕に浅く突き刺ささった。

「むうっ……！」

　赤紫の血がその部分から流れ出す。リハルトは大剣を引き抜こうとするが、そこで少し驚きの表情を浮うかべる。抜けなかったのだ。バルカが筋肉を締め、刀身を搦からめ捕って抜かせないようにしたのである。

　そして直後、身を捻ひねったバルカの尾撃がリハルトの顔面を捉えた。

　反動で抜けた大剣はしっかりと持ちつつも、リハルトは吹き飛んで地面に落ちる。

「やるものだ――お前はゼファトには及およばぬと言っていたが……もう十分に匹ひつ敵てきはしているぞ。同じ年とし頃ごろのゼファトよりは、確実に今のお前の方が上だろう」

　腕の傷は痛むが、動かない程の深手ではない。

　バルカはまだまだ焦りを見せず、リハルトに語り掛かける。

「……言ったっすよ、迷いを抱えたままやれば死ぬと」

　リハルトは口から血を垂らしつつ、無表情に応じる。

「ふん、だがお前とて無事には済むまいよ。その後ここにおる者共を討つ力は残ってはおらん……いずれにせよお前の命は――よいか、無駄死には止して降くだるがいい。ボウテング様に忠誠を誓うのだ」

「くくっ……そんな自分にも出来ねえ事を俺にさせようなんて狡いっすよ」

「お前……！」

「それに今将軍が気にするべきなのは、そこのバカ大将の身の安全だと思いますけどね。このままじゃ全員俺と一いつ緒しよに川の底だ」

　リハルトはにやりと笑って、衝しよう撃げき的てきな台詞せりふを吐はいた。

「な……に――!?」

　バルカの脳裏に、野営の作業中に河岸を見回った時の風景が浮かぶ。

　川底が露出しており、明らかに水量は少なかった。それが自然の現象ではなく、人為的なものだとしたら――

　火計からの奇襲をバルカは疑ったが、未いまだ西と南に備えさせた兵から敵襲の知らせは無い。襲撃があるなら、とっくに来ていてもおかしくないのに――

　状況は、リハルトの言葉が真実であると示しているように思えた。

　エルラーン軍は夜襲があると見せかける事でこちらの防御を固めさせ、動きを止めた上で陣ごと激流で押おし流すつもりだ。北の森を焼いた火は、こちらの警戒を煽ると共に上流の堰を切る合図なのだろう。

　リハルトがここで暴れているのはバルカらの注意を引きつけ、真の狙いを悟られぬようにするための陽動だ。

「いかん……！　ボウテング様をなるべく西へ！　河岸から離れた所にお連れしろ！　もうすぐこの野営地に激流が押し寄せるぞ！　全軍西に逃げよと通達せよ！」

　バルカの指示に、兵達は蜂の巣をつついたように、大慌てで動き出す。

　そこに一騎の騎き馬ばが、兵を蹴散らしながら駆かけつけて来た。背に跨またがっているのは、ふわりとした長い金髪の少女――マリーベルだった。

「リハルト！　早く離脱して下さいよお！　いつまで戦ってるんですかあ！」

「おお。悪いな、盛り上がっちまってな」

　リハルトは淡々と応じつつ、駆け込んで来るマリーベルの馬の背に飛びついた。

　そのままマリーベルは馬を走らせ、西へ向かって逃走しようとする。

「おのれ！」

　その背に槍やりを投げつけようとした兵がいたが、マリーベルは騎乗のまま素す早ばやく振り返かえって、弓に矢をつがえて放った。それが寸分違わず、その兵士の喉を射い抜ぬいた。

　更に二射、三射と、マリーベルの矢は追いすがろうとする兵達を確実に捉えた。

　不安定な馬上であの速射と精度の高さ――見事な腕だった。

　流石は大陸一とも言われた弓の名手ゴルータ・バロウズの血を引くだけの事はある。

「もうよい！　追うな！　とにかく一刻も早くここを離脱せよ！」

　バルカは声を枯らし、野営地を駆け巡りながら西側への退避を呼よび掛けた。

　程ほど無なく遠くから地鳴りのような激流の迫せまる音が聞こえて来ると、流石さすがに諦あきらめて自身も西へと駆けた。

　何とかバルカ自身は逃げ延びる事は出来たのだが――

　全体として、被害は大きかった。

　ボウテングと合流し、激流を逃れた兵を数えると約五千程だった。

　ゲルトリッシュ砦とりでを発たった時は約一万。実に半数の兵を失ってしまったのである。
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　澄すんだ清らかな流れが、泥どろ混じりの激流に変わったアウル河の岸部――

「な、何という事だ……」

　ボウテングは茫然自失としているようだった。

　兵達たちが悲鳴を上げながら激流に呑まれ、命もろとも押し流されて行った凄せい惨さんな光景に、衝しよう撃げきを受けている様子である。

　バルカはそんなボウテングに近寄ると、励ますように声を掛けた。

「お気を落とされますな、ボウテング様。これはエルラーンにとって、乾けん坤こん一いつ擲てきの捨て身の策にございます。五千も残ったのは不幸中の幸い、これならばゲルトリッシュ砦まで辿り着けましょう。さすればこの度の戦いくさ、こちらの勝利でございます」

「うん……？　どういう事だバルカよ？　アウレアへの侵攻は諦めるというのか？」

「一時的に――でございます。今の水量の多い流れでは渡河は危険ですし、橋も落ちているでしょう。流れが戻もどるまでは、これ以上進む事は出来ませぬ」

「むう……」

「ですがエルラーンは我らをここに誘い込むため、星神器をこちらに差し出している事をお忘れなく。その上ゲルトリッシュ砦まで抜かせております。我らが今回罠に掛けられたのは、それによりすっかりラウル殿でん下かの協力を信じ込まされたからにございます」

「ああ、すっかり騙されたわ！　忌々しい屑くず星ぼしが……！　生かしてはおかぬ！」

「この後、我らがゲルトリッシュに戻ればどうなると思われますか？　ゲルトリッシュ砦には、我わが方の五千を残しております。そしてアゼルキアにはまだ一万五千の州兵もおります。エレノーテはニルバスにて厳重に保管しており、ゲルトリッシュの魔狼を精霊姫が呼ぶことは不可能です」

　諭すように状況を並べ立てて行くと、ボウテングは落ち着きを取とり戻して行った。

「アゼルキアに残した兵を回し、ゲルトリッシュを足掛かりにもう一度攻めれば十分にエルラーンを滅ぼし得る……か？　今度は我らに油断はない――二度と騙されはせぬ」

「左様です。故ゆえに御身が無事ゲルトリッシュに戻れば、エルラーンは滅んだようなもの。この策は確かに一度は我らを欺くことが出来ますが、余りに危険が大きい諸刃の剣なのです。実行をする以上は、その一度の機会にて敵大将の必殺が求められます」

　この策を立てたのが誰だれかは分からないが、相当な思い切りがいる。半分無謀とも言えるような勇気は買わなくもないが、まだ青い。策が嵌らなかった場合の不利が余りにも大きい、策士策に溺れるの典型だ――百戦錬磨のバルカにはそう思えた。

「ふむ。だがこの俺は、まだこうして生きておるぞ」

「しからば、敵の策は成ってはおらぬという事にございます。ある意味では、追い込まれているのは敵側と言えましょう。ですから気落ちする必要はありませぬ。無論、激流に呑まれた兵達は、憐あわれですが――」

「なるほどな……ならば憐れな兵共のためにも、俺はゲルトリッシュに辿り着かねばな」

「その意気でございます。ですがこの先敵の待ち伏せや奇襲があるのは確実です。それはお覚悟下さい。彼等は御身をゲルトリッシュに辿り着かせぬように、必死になって襲おそって来るでしょう」

「う、うむ……」

「なに、お任せ下さい。必ず御身をゲルトリッシュまでお護まもりいたしましょう」

　バルカの言葉に嘘うそは無かった。

　アゼルキア州軍が引き返す途と上じようの森の中には――ルシエ率いる三千のエルラーン軍が潜んでいたのである。
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　ルシエ率いる一軍は、アウル河の渡河を諦めたアゼルキア州軍が、カナフの森を戻って来るのを待ち受けていた。マリーベル達は迷ったふりをして、ルシエの部隊が潜んでいるあたりを避けて野営地へとアゼルキア州軍を引きこんだのである。

　マリーベル達がアゼルキアの軍をカナフの森の野営地に引き込み、夜中に森に火をつける。それは火計に見せかけた合図であり、マウロはそれを見て堰を切り、激流で敵軍を押し流す――それがラウルが立てた作戦だった。

　この作戦では王立騎士団五千の内、千はゲルトリッシュ砦に籠りアゼルキア州軍に抵抗して見せる役、もう千はマウロに預けアウル河上流の堰の工作に当たらせた。

　残る三千が今ルシエが率いている兵数だった。

　アゼルキア州軍はまだルシエの隊より数が多かったのだが、ルシエ隊はカナフの森の地の利を最大限に生かすべく、待ち伏せの戦術を整えていた。

　まず兵を五百ずつ、六つの集団に分け、それぞれに別の地点に潜ませる。

　各隊はアゼルキア州軍が通りかかったら、弓の一斉射撃を浴びせる。そして敵が反撃して来る前に離脱し、林道の抜け道を通って森の出口地点に先回りをする。最終的には三千全すべてが出口に集結し、最後の待ち伏せを行うのである。敵の位置情報は森の各部に鳴子を張り巡らせ、各隊が敵発見の合図を出せるようにしていた。

　波状攻撃で兵力と士気を削ぎ、最後に戦力を集中させて迎むかえ撃うつ。地の利があってこそ出来る戦術だった。

　森の出口付近で最後の迎撃の指揮を執るルシエの元には、既すでに各所に配置した兵が全て合流して来ていた。どの隊も首尾よく待ち伏せの一斉射撃を終えたとの事だ。

　ここまでは、まずまず上手く行っている――

「姫ひめ様さま、もうすぐ敵がこちらに参ります！」

　物見がやって来て、ルシエにそう告げた。

「分かった。ご苦労だった、少し休んでいてくれ」

　ルシエは凛りんと応じ、木々の間に潜む兵に、弓構えの指示を出した。

　そうした上で、静かに時を待った。

　やがて、敵兵の姿が視界に入って来る。

　騎兵の割合が多いアゼルキア州軍と平野で正面からぶつかれば不利だが、ここは深い森の中、騎兵による突撃戦法は使えない。

　戦いはどうしても、個対個の乱戦が主体になる。そのような戦いには、エルラーン軍は強い。帝てい国こく兵とも互角以上に戦える。ましてやエルラーンの兵はカナフの森には慣れており、地の利はこちらにある――

　林道を進むアゼルキア州軍を、ギリギリまで引きつける。

　隊列の中に、一際豪華な装飾具に際立つ騎馬がいるのが見えた。

　その近くには12シルト半にも及ぼうかという、真紅の全身甲かつ冑ちゆうを纏った巨きよ体たいが付き従っていた。あれが帝国五神将の一角、紅竜将バルカに違いない。遠目からにも、その迫はく力りよくは圧巻だった。

「今だ！　矢を放て！」

　ルシエの号令に、木々の間から無数の矢が敵軍目がけて降り注いだ。

　矢を受けた敵兵が、バタバタと倒たおれて行く。

　その中で、ボウテングと思われる豪華な騎馬が、兵に守られながらいち早く離脱して行く。バルカや大半の兵はその場に踏み止まり、こちらの足止めをするつもりのようだ。

「第一隊はあの騎馬を追え！　恐らくあれが敵の総大将だ！　残りは突撃！　恐おそれる事は無い！　地の利はこちらにある――！」

　林道と両りよう脇わきの森を舞台に、乱戦が始まった。

　水攻めと事前の波状攻こう撃げきにより、敵兵の士気は落ちていた。

　全体の戦況はこちらに有利のはずなのだが――

　ただ一人、紅竜将バルカは図ず抜ぬけていた。

　巨大な戦鎚が唸うなりを上げて、向かって行ったエルラーン兵を周囲の木ごとなぎ倒し、砕くだき、叩き潰すのである。

　その鬼神のような戦いぶりに、エルラーンの兵も恐れを為なして、近付けなくなってしまった。反対にアゼルキア州軍は勇気づけられ、段々と士気を盛り返してきた。

「さすが五神将の一角だ……ラウルが欲しがるのも分かる」

　その戦いぶりは見事という他ほかはなかった。ルシエとてエレノーテが手元にない今、積極的に戦おうとは思えない。

　リハルトやラウルなら嬉々として向かって行くかも知れないが――

「バルカに近づく必要はない！　遠巻きにして疲れさせるんだ！」

　兵達は恐る恐る、バルカの遠巻きに囲みを作る。

　その動きを見てか、バルカは大音声を張り上げた。

「今だ敵の士気は崩れた！　皆みなボウテング様の後を追え！　そなたらの背は私が守る！」

　それを合図に、アゼルキア州軍は続々と転進し、林道をゲルトリッシュ方面に駆け出して行く。バルカに恐れを為していた味方の兵の出足は鈍く、追つい撃げきは不可能だった。

　バルカ自身も易々と囲みを突破し、林道の奥おくへと走り去ってしまう。

　ルシエはあえて、それを見逃した。バルカは捕らえられればいいが、難しいなら逃がして構わないとラウルにも言われていたのだ。

「ルシエ様――！　敵の総大将を討ち取りました！」

　負傷兵の手当てを命じていたルシエの元に、ボウテングを追わせた部隊の長が戻って来てそう告げた。

「本当か!?　案内してくれ」

　案内されて、ルシエはその亡なき骸がらを検分した。

「……違うな」

　ボウテングの顔は、婚こん礼れいの時に見たので覚えている。

　挨あい拶さつのため言葉も交かわしたが――こちらを舐めるように見て来るので、嫌悪感を覚えたのも記憶に新しい。この遺体は、確かに装束はそのように見えるが、別人だ。

「影武者――か」

　ボウテングは一いつ般ぱんの兵に紛れ、逃げおおせただろう。

　恐らくはバルカの差し金だろう。流石さすがに戦いくさの駆け引きに長たけている。

「も、申し訳ありません！」

「いや。いいんだ、よくやってくれたな」

　ルシエは畏まる部隊長に笑顔を向ける。別に、ボウテングを討ち漏もらしても構わなかった。ラウルの作戦上、ここで決着をつける必要はないのである。

　この場は、ある程度の攻撃を敵に加えるだけの目的だった。こちらが本気でボウテングを討とうとしていると、敵に伝わればそれでいい。

　このカナフの森の作戦自体、時間稼ぎのための目くらましである。

　アウレアへの侵しん攻こうを止め、一いつ旦たんゲルトリッシュ砦に引き返して貰えれば十分なのだ。

　今の所、状況はラウルの作戦通りに進んでいる――

　この戦いの決定打は、今いま頃ごろ別のところでラウルが打っているはずだ。
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　アゼルキア州軍がカナフの森からゲルトリッシュ砦に辿り着いた時、途と中ちゆうのエルラーン軍の襲撃により更さらに脱落者が増え、兵数は三千程ほどまで減っていた。

　だがボウテングもバルカも、無事にゲルトリッシュ砦への帰き還かんを果たしていた。

　砦に残していた五千と合わせて八千の兵と共に、ボウテングはゲルトリッシュ砦に留まることにした。そしてアゼルキアに残して来た兵一万五千の内、一万を回すようにとニルバスに使いを出した。

　バルカの述べた通り、ここまで来れば勝ったも同然――

　補充の兵が到とう着ちやくしたら、再び打って出て今度こそエルラーンに止とどめを刺せる。

　ボウテングはそう確信して、増援を待つことにした。

　その間エルラーン軍が砦を取り戻そうと、遠巻きに攻撃する気配を見せて来たが、その兵数は五千にも達しない。ゲルトリッシュは要害な上に、兵数すらアゼルキア側が上回っている。到とう底てい、ゲルトリッシュは揺るがなかった。砦に籠城するための兵糧もたっぷり蓄えられており、砦内に井戸もあった。

　ボウテングにとって問題点があるとすれば、侍じ女じよを連れていなかったため、抱く女に不自由する事だけだった。

　数日後――アゼルキア方面から、ゲルトリッシュ砦へと行軍して来る軍団があった。

　物見から知らせを受けたボウテングは砦の防壁上の望楼に立ち、これで勝ったと満足気にその様子を眺ながめていた。

　が――やって来た援軍の挙動は不可解だった。

　砦の据置式大型弩や投石機の射程外に留まると、布陣の作業を始めたのである。

「あの者共は何をやっておるのだ……！」

　訝しんでいると、やがて一騎だけが陣を離れ、砦の防壁に近寄って来た。

「な!?　ラウルだと!?　何な故ぜあの裏切者が我が軍と一緒におるのだ!?」

　黄金の鎧よろいを纏まとい、赤い外套を風に揺ゆらして現れたのは、間ま違ちがいなくラウルだった。

　ラウルは防壁のすぐ側に到とう達たつすると、望楼上にボウテングの姿を認めてヘラッと笑いかけるのだった。

「や、兄上。しばらくぶりですね」

「ラウル貴様……！　何故我わが軍と一緒におる!?」

「あ、そこ間違ってますよ。もう彼かれ等らは兄上の軍じゃないんですよねー」

　後ろに控ひかえるアゼルキア州軍に視線を送り、ラウルは軽い調子で述べた。

「なんだと!?」

「それ所か――」

　スッとラウルの表情の緩みが引き締まり、鋭利な刃物のような鋭するどい眼まな差ざしに変わる。

「首を取りに来ましたよ。逆賊ボウテングのね」

　ラウルはそう言って、防壁の上にいるボウテングを指差した。







第六章　黄金の再臨







　時を遡る事数日、カナフの森の戦いの当日――

　昼下がりのアゼルキア州ニルバスの街は、異様な熱気に包つつまれていた。

　ニルバスの住民は元より、アゼルキアの各地から集った住民が、州長官の居城の周りを取り囲んだのである。

　エルラーンで行った、ルシエとの婚礼の時を遥はるかに上回る大群衆である。その上あのような祝賀の雰ふん囲い気きではなく、住民達たちは皆みなま眦なじりを決した思いつめたような表情で、張はり詰つめた雰囲気がニルバスを包み込んでいた。

　城に残っているアゼルキア州軍の将兵達は何事かと驚おどろき、城の跳ね橋を上げて息を潜めながら外の様子を窺っていた。

　そんな中、群衆の先頭近くには――騎乗したラウルとシルヴァンの姿があった。

「いやーよくこんなに集まったもんだなあ、流石さすがはシルヴァンだね」

「私の力など……いかにボウテングのやり方が酷ひどいものであったかの表れでしょう」

「勿もち論ろんそれも大きいけど――カーライル自警団への信しん頼らいが無ければ、こんなにも皆が動いてはくれないよ。この集まってくれた皆の数が、君達がアゼルキアでやって来た事の価値を表してる。俺おれとしては、おかげで凄すごく助かるね」

　ラウルはユーリエの前で今回の策を説明した後、シルヴァンにはすぐにアゼルキアに戻り、策の下準備に取りかかるように指示していた。

　ラウルとルシエの婚礼に先駆けてアゼルキアに戻ったシルヴァンは、配下のカーライル自警団の者達を使い、エルラーンによるガルレ山さん賊ぞくの討とう伐ばつについて、アゼルキア中の住民達に噂うわさを流した。ルシエ姫ひめとラウル皇子の寛大な対応を殊更に強調し、エルラーンはアゼルキアの住民に心を寄せてくれている、彼等ならアゼルキアの住民を苦しみから救ってくれるかもしれない――と好感を煽った。

　カーライル自警団は住民達から信頼を得ている。アゼルキアの人々はカーライル自警団の者が言うなら事実だろう、とエルラーンに好感と期待を寄せるようになって行った。

　ラウルがガルレ山賊の討伐を進言したのも、その対応を寛大なものにするように主張したのも、後にアゼルキアの民心を味方に付ける事を見越していたからだ。

　本来なら流言を広める役回りは、降伏した元ガルレ山賊の中から選抜した者に任せようと考えていたのだが、予定外にカーライル自警団の長であるシルヴァンを味方につける事が出来たため、数か月かけてじっくり行おうとしていた工作が、ここまで前倒しで実施できている。まだガルレ山の討伐を行ってから一月も経っていないのだ。

「ラウル殿下、後はよろしくお願い致いたします。どうかアゼルキアをお救い下さい」

　シルヴァンはそうラウルに首を垂れる。

　ボウテングがエルラーンに攻め入ると、カーライル自警団はすかさず住民達に呼び掛けたのだった。

　今回のエルラーン攻撃は、皇こう帝ていの命を無視したボウテングの独断であり、皇帝に背いたボウテングはもはや州長官ではなく、ただの逆賊である。今ならば彼かれを討っても、皇帝からは褒められこそすれ咎められる事は無い。アゼルキアに残る州軍兵にこの事を呼びかけて、ボウテングを討つために立ち上がって貰おう。虐げられてきた自分達を、助けて欲しいと訴えよう。恐れる事は無い、あのラウル皇子が自分達の先頭に立って下さる――と。

　それに呼応した人々をニルバスに集めた結果が、この城を取り囲む大群衆である。

　人々の苦しみ、悲しみ、怒いかり――その大きさの証明でもある。

　今それを解放して見せる――ラウルは表情と心を引ひき締しめ、シルヴァンに頷うなずく。

「ああ。死力を尽くさせて貰う」

　ラウルが身に纏っているエルラーン王家の鎧は、胸のエルラーン国旗の紋章だけを残して、全て金色に塗り変えられていた。その鎧の上には真紅の外套。黄金の鎧に真紅の外套は、戦陣に臨のぞむ際の黄金皇帝ラヴェールや黄金を継つぐ者ロファールと同じだ。

　人を動かすには見み栄えも重要と、ラウルが彼等と同じ色に塗らせたのである。

　見る者を圧倒するような威い厳げんに満ちるその姿は、シルヴァンの目から見て、ウェーメリアの黄金時代を築いた二人の英傑の再来を思わせるものだった。

　彼等はそれまでの貴族階級の特権に手を入れるような国造りを行ってきたため、貴族階級を敵視し、冷れい遇ぐうしていると世間では思われているが、そうではない。能力と志のあるものならば、貴族出身でも重用した。要するに能力主義なだけなのである。

　無論、それを嫌がる怠惰な貴族もいる。が、心ある貴族は、一般の民衆と同じように彼等の偉大さを認め、尊敬している。帝国貴族の出身であるシルヴァンもその一人だった。

　ラウルは一人でゆっくりと、城を囲む堀の目の前まで駒を進める。

「聞け、ニルバスの城の将兵達よ！　私は先代皇帝ラヴェールが一子、ラウル・ラシュメアである！」

　そして凛々しい大音声を発して、城の将兵に呼び掛けを始める。

「諸君らも知るとおり、我が兄ボウテングは隣りん国ごくエルラーンへの侵攻を開始した。だがエルラーンは、私とルシエ姫との婚礼を機に誼よしみを結んだ同盟国である。これを騙し討ちのように攻撃せよなどとは、我らが皇帝陛下は断じてお命じになってはおらぬ。これは己おのれの野心に走ったボウテングの独断である。すなわち、ボウテングは皇帝陛下の御意志に逆らう逆賊と断じる事が出来よう！　これが意味する所を理解できるだろうか!?」

　ラウルは城を一度睥へい睨げいする。多くの将兵が城壁の上に出て来ており、じっとラウルの言葉に耳を傾けているようである。

「ここにいる将兵達よ――そして集まってくれた民よ――私はあえて諸君らにこう言いたい、今までよく耐たえてくれた！　ボウテングの無法によりこのアゼルキアでは税は上がり娘むすめは攫さらわれ、賊が跋ばつ扈こした。民の諸君は平へい穏おんな生活を脅かされ辛つらかっただろう。将兵の諸君もまた、ボウテングの命により民を護ってやれぬ己が歯痒かっただろう。かと言ってあの男を討てば、帝国に弓引く反逆者となってしまう――そう思って皆、耐えて来たのだろう……！　だがもう違うのだ！　ボウテングが馬脚を露あらわした今、帝国の州長官という虎とらの威いはもはや消え失せた！　逆賊を討つ事は、反逆ではなく名めい誉よある勲功なのだ！」

　ラウルは、黄金の鎧に包まれた自分の胸に手を当てる。

「諸君、私のこの姿を見て欲しい。我が兄ロファールも、このように黄金の鎧を身に付けていた。諸君らはロファールがアゼルキアを治めていた頃ころを覚えているか？　あの頃このアゼルキアは、平穏で希望に満ちていたはずだ。私がこの色を身に纏うのは、我が兄ロファールと志を同じくする事の誓いだ。私は屑星ゆえ国は継げぬが――屑星であっても志は継げる！　私は諸君らに、あの頃と同じ平穏と希望をもたらして見せる！　そのためにこの身命を賭ける事を約束する！　さあ将兵達よ、私と共に立とう！　そして逆賊を討ち、あの素晴らしかったアゼルキアを取り戻そう！　ここにいる民達は、諸君らにそれを願っているのだ！　この民達の願いを、どうか聞き入れて欲しい！」

　本質を言えば、現在のアゼルキア州の問題はボウテング一人によって引き起こされたものではない。星神教会の強制改宗や税の上昇に学問所の相次ぐ閉へい鎖さなどは、もっと高い所からもたらされたものである。それらにボウテングが輪を掛けたために、ここまで状況が悪化したのである。だがラウルはあえて、全てをボウテングに負わせるように論じた。

　嘘を吐くつもりはない。ボウテングを除いた後に、それら全てを好転させるという覚かく悟ごあっての言葉だった。この場の人々は、ボウテングさえいなくなれば昔のアゼルキアに戻ると夢を見てくれればいい。夢と現実の乖離は、自分が全て埋めて見せる。

　ラウルの後あと押おしをするように、群衆の間に大きな賛同の声が飛び交い始めていた。

　地鳴りのような熱狂が、城全体を震わせ、包み込んで行くようだ。

　アゼルキアの民は、ロファールの統治時代を覚えている。彼等は今再び黄金を纏って目の前に立つ少年の中に、その頃の穏おだやかな日々への希望を見いだしていたのだ。

　これは、それが故の熱狂だった。そしてそれは、城側の兵達にも伝播して行った。

　兵達の中からも、ラウルへの賛同を示す声が上がり始めていた。

　そんな中ラウルは、より一層の威厳と気品を漂ただよわせ、スッと手を挙げた。

「さあ――橋を下ろせ！　開門せよ！」

　群衆の視線が、一いつ斉せいに城の門と上がったままの跳ね橋に注がれた。

　一転辺りはシンとして、皆が息を呑のむ。

　この願いが届いて欲ほしいと、住民達は皆祈っていた。

　その静寂の中で――

　ギギギギギ……

　重く軋きしむ音を立てて、跳ね橋がゆっくりと下り始めたのである。

　それは――ニルバスの城が無血で陥落した瞬しゆん間かんだった。

　その光景に集まった群衆は拍はく手しゆ喝かつ采さいし、最高潮の興奮と共にラウルの名を呼び、口々に万歳と讃えるのである。

「ラウル殿下！　お見事にございます！」

　シルヴァンはラウルの元に駆け寄より、畏敬の念により自然と跪ひざまずいていた。

　屑星と呼ばれ蔑さげすまれてきた少年が、英えい雄ゆうへと駆け上あがって行く第一歩を目の当たりにしたのかも知れない――そう思うと、シルヴァンは興奮を禁じ得なかった。

「ありがとう、シルヴァン。さあここからは時間勝負だ――この事を他の拠点にいる州兵達にも伝えて、こちらに引き入れるんだ。ボウテングがゲルトリッシュに籠っているうちに、一気にアゼルキアを掌しよう握あくする！」

　ラウルはぐっと力を込めて、拳を握って見せる。

「ははっ！」

　ニルバスを無血開城させた後、ラウルはすぐに他のアゼルキア州軍の拠点にも協力を求める使いを出した。ニルバスがラウルに従うならばと、他の拠点の将兵達も続々と後に倣った。ボウテングの虎の威さえ剥いでしまえば、その足元は硝子のように脆弱だった。

　当然の事ではある――人々が従っていたのはボウテングという個人では無くて、州長官という肩書なのだから。それが無ければ、ボウテングはアゼルキアの民にとって、生命や財産を奪うばって行った憎い仇かたきなのである。

　エレノーテを献上し、ボウテングを信じ込ませてエルラーンに攻め入らせる。

　そしてカナフの森の地形を利用した策で侵攻を食い止めているうちに、逆賊と断じて虎の威を剥ぎ、足元であるアゼルキアを陥おとしいれる――それがラウルの策の全体像だった。

　ゲルトリッシュ砦を奪ったアゼルキア州軍が、それを手放すまいとゲルトリッシュに籠るであろう事も目算に入れていた。アゼルキアを掌握するに、十分な時間は生み出だせるはずだった。

　それが、目論み通りに結実した。

　ラウルは、数日でアゼルキア全体を無血で陥れる事に成功したのである。

　そしてニルバスに集めた万を数える将兵を従え、逆賊ボウテングを討つべく、ゲルトリッシュに向けて進発したのだった。
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　ゲルトリッシュ砦の防壁の上と下で、向かい合う兄弟達――

　ラウルに逆賊と呼ばれたボウテングは、意味が分からず首を捻っていた。

「俺が逆賊だと？　馬ば鹿かを言うな！　そのようなつもりは毛頭ない！」

「つもりがあろうとなかろうと――兄上が軍を率いてエルラーンに攻め入ったのは事実ですよ。公式にエルラーン攻撃を拝命したわけじゃないでしょう？　兄上の行動は、政略結けつ婚こんで同盟した国を、隣となりの州長官が勝手に攻めたと言う他はありません。これは重大な命令違反です。逆賊と言わずに何と言います？」

「そのような屁理屈！　エルラーンを落としてから何とでも正当化できるわ！」

「まあ落とせればそうでしょうね。例えば俺を暗殺なんかしたりして、エルラーン側がラウルを不当に殺害したから攻撃した――とかね」

「む……」

　ずばりと核心を言い当てられ、ボウテングは言葉に窮きゆうした。

「でしたら今すぐ俺を亡なき者にし、エルラーンを落として見せればどうです？　それが出来ないうちは、何を言ったところで、兄上は逆賊の誹そしりを免れませんよ。俺としては帝国とエルラーン双そう方ほうのために、逆賊となった兄上を討つしかありません。エルラーンは滅ぼされるわけには行きませんし、帝国も逆賊を放置できませんから。兄弟で戦う事になるなんて、星神は残ざん酷こくな運命を用意なさるものです――」

　勝てば主張を正当化できるのは、ラウルの側とて同じである。

　ボウテングに先手を打たせさえすれば、ボウテングは逆賊故ゆえに討ったと主張できる。全てがボウテングの独断であると位置づける事で、帝国自体とは敵対せずに済む。

　要は今この瞬間は、やった者勝ちなのだ。勝った方に都合のいい理由が、後の真実になる。そのような例は世の中にいくらでもある。歴史とは勝者が作るものだ。

　そして――やった者勝ちの今、試されるのは人の本当の価値だ。

　ラウルは、後方に布陣するアゼルキア州軍に視線を向けた。

「彼等は俺に味方してくれます。俺の義を認め、逆賊ボウテングを討つために立ってくれたんですよ。それはもう喜んでね。よっぽど恨みを買ってますね、兄上。おかげでほら、形勢逆転です」

　人の本当の価値が試された結果が、彼等である。ゲルトリッシュに籠こもるボウテングの軍は八千程、そしてラウルが引き連れている兵とエルラーン軍を合わせると、その倍近くが砦を取り囲んでいる。

　当初ボウテングに数倍の優位だった彼我兵力が、今や逆転しているのだった。

「馬鹿を言え！　俺に弓を引けばレイノルズ兄上がお怒りになり、裏切者もエルラーンも滅ぼすべく、大軍を投入下さるわ！」

「はははっ！　馬鹿言わないで下さい、レイノルズ兄上は皇帝陛下の忠実なる臣下です。皇帝陛下の命も無しにそんな独断を行う筈がありません」

　勿論それは真実と違ちがう。その事は百も承知でラウルは断言した。

　真実には二種類がある。公の真実と、本当の真実。両者は必ずしも一致しない。そしてより人々に影響を与あたえるのは、公の真実である。

　今ラウルは、公の真実とするべき内容を声高に宣言したのだ。

「それにもし万が一レイノルズ兄上が関与していたとしても、大軍投入なんて事をすればその経緯を問われます。そうなれば自分の失態が晒される。宮きゆう廷ていにおける求心力の低下は避けられません。そりゃあ内心お怒りなるかも知れませんが、ボウテング兄上を斬きり捨てて、後は知らんぷりを決め込みますよ。あの人はあなたと違って、馬鹿じゃないんです」

　そうやって自分が痛まない逃げ道があるからこそ、レイノルズはボウテングの提案に乗ったのだ。ボウテングには、そこが分かっていなかったのである。

「なっ……！　く、屑星のくせに生意気な――！」

「その屑星に追い込まれている兄上は何なんです？　俺が帝国の屑星なら、兄上は人間の屑星ってとこですよね。まあ恨むなら穴のある策を献けん策さくした幕僚を恨むといいですよ」

　冷れい笑しよう交じりのラウルの言葉に、ボウテングは頭を殴られたかのような衝撃を受けた。

　確かに政略結婚を梃子にエルラーンを滅ぼすという計略は、自分の近習から提案されたものだった。だが自分の手て柄がらと誇ほこるため、ボウテングはその事を誰にも言ってはいなかった。部下本人にも口止めをした。それをラウルが知っているという事は、つまり――

　ラウルがボウテングの部下を買収し、策を吹ふき込ませたのだ。初めからボウテングを陥れるつもりで。そこまで周到な手を打ってくるラウルに、ボウテングは今初めて得体の知れない恐怖感を覚えていた。

「き、貴様……そうか！　初めから俺を陥れるつもりで策を吹き込ませたのか！　何という奴やつだ！」

「黙だまれ逆賊！　俺を貶め責任逃れをするつもりだろうが、そんな見え透いた嘘には誰も騙されない！　自分の行いを悔いるなら、せめて大人しく降伏するがいい！」

　そのラウルの物言いと態度に、ボウテングは顔を怒りで真っ赤に染めた。策を吹き込み協力を演技してまでこちらを陥れたくせに、自分は正義面をして断罪して来ようというのだ。その面の皮の厚さに、ボウテングは怒りを禁じ得なかった。

　周囲の将兵に対し、八つ当たりのように怒りを撒き散らして命令する。

「お前たち何をやっている！　いつまでもあの屑星に好きに喋しやべらせておくな！　あいつは今一人だ！　打って出て討うち取って来い！」

「は――ははっ！」

　指示を受けると、将兵達が出撃のため防壁の上から姿を消した。

「出て来るか……無む駄だな事だけどね」

　ラウルは馬首を返し、自陣の方に向けた。

　少し行くと、防壁の門が開き、中から一隊が飛び出して来るのが見えた。数百程の人数だ、全員騎き乗じようしている。

　ラウルを帰陣させずに討ち取ろうと、必死に馬の腹を蹴けっている。

　そして再び自陣の方に目を向けると、一騎がこちらに向かっていた。背には長い銀色の髪かみを風に揺らす、ルシエの姿がある。近くで待機していたのだ。

　ルシエやマリーベル、リハルトはカナフの森の戦いを終えた後すぐにゲルトリッシュを迂回してアゼルキア側に回り、既にラウルとの合流を果たしていた。

　現在ゲルトリッシュの東側を押おさえているエルラーン軍は、マウロが率いている。

「ラウル！　後は私に任せろ！」

「うん頼たのむよ」

　ルシエと落ち合うとラウルは馬の足を止め、その場に留まった。高みの見物の姿勢である。この場はルシエに任せれば、あの程度はどうにでもなるはずだ――

　何故なら今、ルシエの手には星神器エレノーテがあるのだから。

　エレノーテはニルバスに保管されていた。ボウテングが即そく帝てい都とにエレノーテを送ってしまう事も考え、アゼルキア州とノルデール州の境の街かい道どうを中心に、カーライル自警団に網を張らせもしていたが――それは結果的にいらぬ心配だった。

　当然のことながら、エレノーテは取り返してルシエに返してある。

　そして、このゲルトリッシュの地脈の上で、エレノーテを持つ精せい霊れい姫きと向き合うという事は――ラウルは内心興味津々で、馬の背を降りるルシエを見つめた。

　伝説のゲルトリッシュの魔ま狼ろうの姿を、この目にする事が出来るのだ。

「偉い大だいなる精せい霊れいよ――この地に住まう至高の守護者よ！　その姿を現世に顕現させ、この私に力を貸してくれ！」

　エレノーテの石いし突づきが、トンと地面に触ふれる。

　複雑な文様の光る円えん陣じんが現れる。この円陣は以前にも目にしたものだが――

　今度は決定的な違いがある。その規模が桁違いに大きいのだ。

　以前の数倍いや十倍にも至る程の、巨きよ大だいな円陣である。

　薄灰色の輝かがやきが段々と輝き度どを増し、一気に盛り上がって立体的な姿に。

　その眩しさにラウルは一時目を閉じて――

　再び開いた時には、その場に余りに巨大な灰色の狼おおかみが鎮座していた。

　その大きさは以前見たガルダやベヒモスの比ではない。１００シルト（20メートル）近くあるのではないか。

　薄うすい光膜に包まれたその姿は雄大であり強大であり、神々しかった。

「うっわー……！　こりゃ想像以上だ！」

　さすがのラウルもこれには驚いた。度ど肝ぎもを抜ぬかれて唖然と呟く。

「これがゲルトリッシュの魔狼――フェンリルだ。どうだ、驚いたろう？」

「そりゃあねえ……手合わせの時こんなもの出されたら、どうしようもなかったかもね」

「だから向こう見ずだと言っただろう？　さぁ乗るんだ！　フェンリル、頼む！」

　ルシエの声に応じ、フェンリルの尾おがラウル達たちの目の前に降りて来た。そしてぺたんと地面に腹を着ける伏せの姿勢を取ってくれる。巨大な狼のその姿は、何となく可愛かわいらしいものがあった。

　尾を伝って魔狼の背に登のぼって行くルシエに、ラウルも続いた。

「たった五千で十万を蹴散らしたなんて伝説が残る訳だね。こりゃあ反則だよ、こんなのが敵にいちゃあ、皆脅えちゃってどうしようも無くなる」

「ああ。だがこの状じよう況きようを作り出せているのは、ラウルの作戦のおかげだな。母上が買うのも分かるし、私も……その――」

「うん？」

「い、いい夫を持ったと……思う」

　ルシエは明後日の方を向きながら、そんな事を言った。

　こちらを見てはくれないが、横から見る頬ほおが少し赤らんでいる。

「……ありがとう。でもごめんね――俺がエルラーンに余計な闘とう争そうを持ち込んだのは事実だからね。それは悪いと思ってるんだ」
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　先さき程ほどボウテングに匂わせた通り、政略結婚を名目にした計略をボウテングが提案するように吹き込ませたのはラウル自身だ。貧びん乏ぼう暮らしだったので、買収に必要な金を工面するのは苦労した。それがなければ、エルラーンが襲おそわれる事も無かっただろう。境きよう遇ぐうを変え、道を切り開くにはこれしか打てる手がなかったとはいえ――争いの種を持ち込んだのは事実なのである。

　既にルシエには、その事も明かして謝罪してあったが、改めてラウルは詫わびた。

「別に構わない、今いま更さら怒おこる気にもなれん。ガルレ山賊には頭を悩ませていたし、放っておけば帝国は別の形でエルラーンを陥れようとしたのだろう。だがラウルは、とんでもなく腹黒だな」

「ん？　まあこんな下げ種す野や郎ろうでも、好きって言ってくれる妻がいるのは有り難がたい限り」

「そこまでは言っていないっ！　ラ、ラウルこそ、私と結婚して後こう悔かいしないのか？」

「いや全然？　君やエルラーンの人には、感謝しかないよ。この屑くず星ぼしを受け入れて、信じてもくれたんだからね」

「そうか――ならばいいが。さあ突っ込むぞ！　落ちるなよ！」

　ラウル達を背に乗せたフェンリルは立ち上がり、城から追撃に出た部隊に向かって猛然と突っ込んだ。

　その巨体は駆かけるだけで地響きを巻き起こし、騎兵の一団を木っ端のように薙ぎ倒すのだった。あっという間に大多数がフェンリルに轢かれ、地面に伏せてしまう。

　騎兵の一団を蹂躙すると、そのまま魔狼はゲルトリッシュ砦とりでの防壁に迫せまった。

　ラウルは魔狼の背から、驚きと恐怖のあまり硬直しているボウテングに呼よび掛かけた。

「これで分かりましたか？　もうそちらに勝ちはありません。大人しく降伏するといいですよ。二日だけ待ちますからよーく考えて下さいね。さルシエ、戻もどろう」

「分かった」

　魔狼は悠然と砦に背を向け、ラウル達の自陣へと引き返して行く。

　敵軍は誰だれも動けず、ただ唖然とそれを見送るだけだった。




　　◆◇◆




　魔狼が去った後、ボウテングは無責任な怒りをバルカに向けてぶつけていた。

「バルカ！　これはどういう事だ!?　ゲルトリッシュに戻ればこちらの勝ちだと申したであろうが！」

「は――面目次し第だいもございませぬ。まさか帝国の屑星と呼ばれたラウル殿でん下かが、あのような策略をお持ちだとは……完全に想定外でございました」

「言い訳はいい！　この後をどうするか、手を考えろ！」

「……」

　敵はこちらの倍だが、要害を押さえて食料も十分。普ふ通つうならば帝国中央からの援軍を待つまでの籠城戦も可能だが――向こうにはゲルトリッシュの魔狼がいる。

　バルカも目にしたのは初めてだが、あの存在は圧あつ倒とう的てき過ぎた。あれの前では、ゲルトリッシュ砦の防壁などないに等ひとしい、簡単に飛とび越こえられ、内から門を開かれてしまうだろう。勝ち目は皆無と思わざるを得なかった。エレノーテを手にした精霊姫相手に、ゲルトリッシュ砦に押し込まれる形になってしまった時点で致ち命めい的てきだった。

　元はと言えば、ボウテングが民心を全く無視した我が欲よくのままの統治をしていた事が、ラウルの策を成功させた原因ではある。正しく民心を掴んでいれば、ニルバスが無血で陥落するなど有り得なかっただろう。普ふ段だんの行いが跳ね返ってきた形だ。

　だがバルカが裏をかかれたのも事実であり、これまで方針を進言して来た以上、この状況への責任がある事は間違いがなかった。

「恐れながら――状況は厳しいと言わざるを得ません。無駄に兵の命を費やさぬためには白旗を上げるのも道かと……」

「馬鹿を言うな！　あいつは俺を憎にくんでおる！　そんな事をすれば殺されるだけだ！　貴様ラウルと通じて、俺を売るつもりか！　音に聞こえた紅竜将も落ちたものよ！」

「私をお疑いか！　そのような事は断じてありませぬ！」

　そのような事がある訳がない。そのつもりが一片でもあるのなら、こんな事態を待つまでも無く、とっくにボウテングを誅殺している。

　黄金皇帝や黄金を継ぐ者亡き今も彼等への忠義を尽つくすため、帝てい国こくを裏切る事など断じて有り得ない。それはバルカが人生の全すべてを捧ささげた彼等に対する不忠に当たるのだ。

「ならばこの俺に、流石は紅竜将と言わしめて見せよ！」

「……降伏をなさらぬならば、この地を脱出するしかありませぬ。私が先に砦を出、敵陣に突入致します。ボウテング様は我らが十分に注意を引いた後、砦を出て帝てい都とに落ちのびられて下さいませ。敗軍の将として責任は果たして見せましょう。日を跨げば兵が逃げ出す恐れもあります、日が暮れ次第すぐに実行いたしましょう」

　ボウテングはそのバルカの提案に、首を縦に振ふった。

　すぐに出陣の支度に取りかかったバルカは、愛用の竜骨砕きの手入れをしながら胸中で呟つぶやいていた。

（ラヴェール陛下、ロファール殿下。あの世で再びお側にお仕え致しましょうぞ）

　次の出陣で、バルカの命は尽きるだろう。

　覚悟を決めると不思議なもので、早くその時が来ればいいと思えた。

　自分はもう、忠誠と現実の間で良心を痛め続ける事に疲れてしまったのかも知れない。

　帝国は変わってしまった。自分達の時代は終わり、あの頃の志は儚い夢と消えたのだ。

　もういいのだ――これで終わりになる。

　後は武人として立派に戦い、戦場に散るのみ――

　バルカは出陣の支度を整えると、一人瞑目してその時を待つ事にした。




　　◆◇◆




　時が来た。付近に夜の帳とばりが降りて来ると、バルカは自ら先頭に立ち、兵の大半を率いて砦から打って出た。

　ただ敵陣に向けて真まっ直すぐ侵攻するだけの、単純で愚直な突撃である。

　せめて敵将を討ち、一いつ矢しを報むくいる。紅竜将バルカの名を残し、この戦場で見事に散って見せよう。その覚悟だった。

　だがその動きを読まれたのか、敵陣に辿り着く前にゲルトリッシュの魔狼がバルカ達の前に姿を現した。魔狼はバルカ達の兵団に突っ込むと、隊列をバラバラに分断した。

「武器を捨てて降伏しろ！　そうすれば命は取らない！」

　魔狼の背に乗った精霊姫がそう呼び掛けると、恐れを為なした兵達は次々に武器を捨てて降伏の意思を示していた。

　それは構わない。出撃前にも、兵達には付いて来たい者だけ付いて来ればいいと通達していた。

　己の矜持を貫き通すために、彼等にまで犠ぎ牲せいを強しいる事はバルカにはできなかった。

　もはや振り返らず魔狼も無視し、バルカはひたすらに敵陣へと駆けた。敵陣に踏ふみ込みさえすれば、ゲルトリッシュの魔狼もこちらを攻こう撃げきできまい。あの巨きよ体たいが暴れれば、陣を破は壊かいし味方にまで被ひ害がいが出る事は確実だ。

　いつの間にか数千いた兵は数百程度に減っていたが、バルカは敵陣へ突入する事に成功した。腹の底から大音声を絞り上げ、勇壮な名乗りを上げた

「我はバルカ・ラゼイル！　帝国五神将にあり、紅竜将と呼ばれた男よ！　ここに私を殺せる者がおるか!?　我こそはと思う者はこの首を取り、手柄とするがいい！」

　陣内にいる敵兵達は、その形相に恐れを為したか、誰も応じては来なかった。

　そんな緊きん張ちよう感が漲る静寂の中――軽い調子の声が、近くの天幕の中から聞こえた。

「はいっはいっ！　じゃあ俺が挑戦させて貰もらおうかな――」

　その人物の登場には、流石さすがにバルカも驚きを禁じ得なかった。

「な……!?」

　胸に緑の森の紋章を刻んだ黄金の鎧に、真紅の外套が目に鮮やか。

　軽い口調に反して引き締まった表情は、若いながらも威厳と気品に満ち溢れた、赤髪の少年――ラウル・ラシュメアその人だった。

「ようこそ、バルカ将軍。一人でも最後まで戦い抜こうとする気き魄はくは流石だよ。その武人の鏡たる矜持に敬意を表し、この俺があんたの相手になろう」

　バルカにとっては、願っても無い申し出だった。

　そして、その必要など全く無いのに、バルカの武人としての心意気を理解し、呼応してくるラウルに感銘を受けた。アゼルキアを陥れた策といい――何と英気に満ち溢れているのだろうか。まるでラヴェールやロファールの若かりし頃の姿ではないか。

　バルカは強く武者震いをし、ラウルに相対する。

「総大将自らお相手頂けるとは……それは願っても無い武人の誉ほまれにございます」

「いやいや、総大将は俺じゃないんだけどね。ほら、総大将ならそこにいるよ」

　丁度ルシエが、陣の外で魔狼の背を降り、バルカとラウルを囲む兵達の輪に加わっていた。その側には、ラウルと同じ天幕にいたマリーベルの姿もあった。

「……本当にやるのか？　馬鹿な事だぞ、これは――」

　ルシエは不機嫌を押し殺して、そうラウルに応じた。

　何も危険を冒す必要などない。魔狼でバルカを捉とらえる事も出来たのに――

　ラウルはバルカには手を出さずに陣まで来させるように、ルシエに強く言っていたのである。もしそれを破ればラウルに嫌きらわれてしまいそうで、言われる通りにしたが、それでも反対は反対だ。マリーベルも同意見らしく、ルシエの言葉に頷いていた。

　しかしラウルは、聞いてはくれなかった。

　バルカには、命を懸けるだけの価値があるとの一点張りだったのだ。

「やるさ。馬鹿は馬鹿でも、いい意味と悪い意味がある。さあ将軍、総大将でなくて悪いけど、俺が相手じゃ不満かな？」

「滅相もない。光栄至極にございます」

　バルカの答えにラウルは頷き、高らかに宣言した。

「皆みな！　これは俺とバルカの一騎打ちだ！　何があっても手を出すな！　手を出した者は誰であろうと斬る！」

　そうして、ラウルとバルカの睨み合いが始まる。

　バルカは竜骨砕くだきを大上段に構えた撃うち下ろしの姿勢。ラウルは半身に抜きを構えた姿勢。お互たがいゆっくりと円を描くように歩きながら、慎しん重ちように距きよ離りを測っている。

　凄すさまじい気魄が両者の間に満ち、呑まれた兵達は自然と一歩、二歩と後退りする。

　そんな緊張感の中、先手を取ったのはバルカだった。

「いざ参るッ！」

　巨体に似合わない鋭さで踏み込むと、竜骨砕きが真っ向から振り下おろされる。

　ラウルはそれを後方に跳ちよう躍やくして回かい避ひしたが、超重量が地に叩たたきつけられる衝しよう撃げきに、周囲の兵士達は驚いて、脅え交じりのどよめきを発する。

　ルシエは兵の手前、凛りんとした態度のまま二人を見つめていたが、内心では不安だった。

（名将を従えるにはそれなりの器がいる……バルカを味方につけるために、ラウルは自分の器を彼に証明して見せようとしている――それは分からなくもないが……）

　だが、見ている方は気が気ではない。

「……マリーベル、どうなんだ？」

　ルシエは小声で隣にいるマリーベルに尋ねた。

「分かりません……カナフの森では将軍とリハルトが戦って、少しだけリハルトが押していました。皇子とリハルトも、少しだけリハルトの方が上です。だから皇子と将軍は殆ほとんど五分だと思います。どちらに転んでも可笑おかしくないです」

　マリーベルは心配でたまらないという表情を隠そうとしなかった。

　これは余りにも危険な賭けだ――もしラウルが討たれるような事になれば、ルシエは婚こん礼れいから間もないのにもう未亡人になってしまう。

　初夜ではルシエに対し指一本たりとも触れなかったくせに、バルカには命懸けで欲しがる程ほどの情熱を燃やす。同列に語れるものでもないが、少しはその情熱を妻にも向けて欲しいものだ。そんな変な嫉妬さえ覚えた。

　ルシエ達の様子にはお構いなしに、ラウルとバルカの一騎打ちは苛か烈れつさを増して行く。

　バルカの竜骨砕きが、ラウルを激しく追い回しているのである。

　剛力による強打が地面を撃つ度に、ドォン、ドォンと地面が震ふるえ、陥没した窪みがいくつも穿たれる。

　ラウルは繰り出されるバルカの猛攻を、華麗な動きで掻い潜り続けていた。

　時折回避しつつ抜きを竜骨砕きに浴びせるのだが、硬い音と共に弾き返されてしまう。

　回避しながらでは充じゆう分ぶんな姿勢が取れず、どうしても威い力りよくは落ちる。そもそも万全の姿勢で撃ったとしても、あれだけの巨大な鉄の塊は流石さすがに斬きれるものでもないだろう。

　現状は、バルカの方が優勢に見える。

　バルカの一いち撃げき必殺の打撃に対しラウルは防戦一方。その上、竜骨砕きが地を撃つ度に増える周囲の窪みは、ラウルが不意に足を取られる危険性を徐々に引き上げている。体力的にも、竜人種であるバルカの方が上回っているだろう。

　このままでは、先に疲労したラウルが必殺の一撃を受ける――

　打開するには思い切って懐ふところに踏み込み、バルカの身体に直接抜きを浴びせるしかない。

　ルシエにはそう見えた。きっとラウルも呼吸を測っている。

　だがバルカにもそれは分かっているはずだ。易々と踏み込ませて貰えるかどうか――

「ぬぅううんっ！」

　バルカがラウルに突とつ進しんしながら、裂れつ帛ぱくの気合を込めて竜骨砕きを振りかぶる。

　その時――初めてラウルが前に踏み込んだ。

　竜骨砕きの鎚頭をすり抜けて、バルカに直接抜きを浴びせるつもりだ――

　ラウルの踏み込みは速い。ルシエの目から見て、ラウルの身体は鎚頭の軌き道どうをすり抜けるだろうと思えた。が、バルカはそれを見越していたのか、柄つかを握にぎる指を一いつ瞬しゆん緩ませる。鎚頭の重みで柄がバルカの手の中を滑り、間合いを短く、握り直す事に成功した。

　まずい――！　ルシエは冷や汗をかいた。

　鎚頭の軌道が内にずれる事になる。このままでは、ラウルの放つ抜きと竜骨砕きの鎚頭が激突する。だが、全速で踏み込んだラウルももう引き返せはしない。

　正面からぶつかりあえば、力負けしたラウルが潰される。

　その絵が頭に浮うかび、身が竦んだ。

　そんな中ラウルは、星斬を抜ばつ刀とうしその場に足を止めた。そして刃はを頭上の外向きに、左の手では切先近くの峰を支え、まるで刀身で攻撃を受け止めるような構えを取った。

　確かに避さける暇ひまが無いとは言え、いくら何でもそれは無茶だ――！

　バルカの強打がラウルを襲う――！

「皇子ぃっ！」

　マリーベルが泣き出しそうな悲鳴を上げる。

　ルシエは懸命に堪えたが気持ちは一いつ緒しよだ。もう見ていられない――！

　だが――

　ギイイイイイィィン！

　その場に強きよう烈れつな金属の擦こすれる音が響き渡る――

　顔を背そむけるルシエの視界の端はしで、竜骨砕きの鎚頭は、星斬の刀身に触れると押し潰すどころか、真っ二つに両断されていたのである。

　柄の側は空しくラウルの鼻先を通り過ぎて地を撃ち、切り離された鉄塊はラウルの頭上を越え、背後に重い音を立てて落下した。

　その間にいたラウルは、全くの無傷である。俄かに信じがたい光景だった。

「な、なんと……！」

　バルカは呆あつ気けに取られたように、竜骨砕きを見つめる。

　その首筋に、ラウルはすかさず星斬の刃を突つきつけていた。

「ぬ、ぬうっ――お見事……」

　――勝負ありだ！　ルシエは心から安堵すると共に、胸の内でラウルに喝采した。

「はぁぁ……ふぅぅ……」

　マリーベルは気が抜けたのか、その場にぺたんと座り込んでしまった。

「本当に見事だ……！　だが、どうやってあんな事が――」

　ルシエの問いに、ラウルはバルカに視線を向けたまま応じる。

「巨大な鉄の塊にだって、木の木目と同じく目がある。何度か抜きを撃ってそれを探ってた。一番脆い目に太た刀ち筋すじを通せば、この星斬の鋭さなら斬り抜ける事もできる」

「……星斬に鉄の目の見切りとは――殿下はジエーロ殿どのの教えを受けられたか」

「まあね。それから目的のために必要なら使えるものは何でも使えって、リュミエラ先生の教えでね。斬り抜けるのにも相応の力は要るから、将軍の剛力を利用させて貰ったよ。俺おれの腕力じゃ流石に無理だから」

　相応の力でもって、竜骨砕きの脆い目に星斬の太刀筋を通す。

　それがつまり、刀身を構えてバルカの渾こん身しんの一撃を受ける事で果たされたのである。

　凄まじい見切りに、素す晴ばらしい機転だ。改めて、ルシエはラウルの技量に感かん嘆たんした。

「上う手まく行くかは紙かみ一ひと重え――少しでも目がずれたり、将軍の力が弱かったりすれば、逆に俺が潰れてた。正直危ない橋を渡ったと思う。渡らざるを得なかったとも言うね」

「なるほど……フフ、ジエーロ殿もリュミエラ殿も人が悪い、隠れてこのような秘蔵っ子を育てておられたか……」

「……将軍、武器は壊れちゃったけどまだやる？　将軍なら素手でも戦えそうだけどね」

「いいえ、この竜骨砕きは我わが武人の魂そのもの……それを断たれては、敗北を認める他ほかはありませぬ」

　バルカはその場にどっかりと座り込んだ。

　そして、覚悟を決めたかのように瞑目した。

「敗軍の将として、言い訳は致いたしませぬ――この首に免じて、私に付き従って来た兵達の命だけは、何卒ご容よう赦しやを！」

　そんなバルカの太い腕に、ラウルはぽんと手を置いた。

「そう言わずにさ、将軍ほどの人物は殺すには余りにも惜しい。俺の味方になって欲しいんだよね」

「お心遣い痛み入ります。ですが私は帝国の将、二君に仕える気はありませぬ」

「帝国の将であり続けて死ぬことが――先せん帝てい陛下やロファール兄上への、忠節を貫つらぬくことになると？」

　その問いに、バルカは迷いなく頷うなずくのだった。

「そう心得ております」

「――愚か者ッ！　死に逃げる事には、何も意味など無い！」

　ラウルは一転表情を変えると、バルカを大喝した。

　威厳と覇は気きに満ち溢れた、王者の風格。それは圧倒されそうな程に力強く、そしてルシエから見て、最も輝いていると思えるラウルの姿だった。

　周りの兵達はその迫はく力りよくに驚おどろき、ゴクリと息を呑んでいた。

「目を覚ませ！　お前が忠誠を誓ったものは、父上や兄上の何だったのか!?　金か、名めい誉よか、星神器の力か！　違うだろう！　お前が忠誠を誓ったのは、父上や兄上の根底にある志だったはずだ！　それに触れて来た者が守らねば、黄金の志は絶えてしまう！　その遺志を後の世にまで伝え繋げる事こそが、彼かれ等らへの忠節を貫く唯ゆい一いつの道だ！　お前は死に逃げて、それを放ほう棄きしようというのか!?」
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「……」

　バルカは不動で、ラウルの言葉を身に受けていた。

　ラウルは少し口調を落ち着けて、先を続ける。

「俺の目から見て、帝国は父上や兄上の志を失おうとしている。このままじゃ黄金の志は絶えるし、帝国自体もどうなるか分からない。あんたもそれは感じてたはずだ。だから俺に刺客を差し向けて、不毛なエルラーン侵しん攻こうを止めようとした。俺はあんたがそういう人物だからこそ、欲ほしい。俺も同じなんだよ、帝国に黄金の志を失って欲しくはないんだ。二大派閥を除いて、ミレーニアの元で皆が一つになれればそれは叶う。俺はそのために、力をつけるために帝国を出た。俺は屑星だから国は継げないけど、それでも兄上達の志は継げる。継ぎたいと思ってる。この鎧よろいの色は俺なりの覚かく悟ごの表れなんだ」

「左様でしたか、そのような真意がおありとは……」

「ああそれから、シルヴァンは無事だよ。今はニルバスにいて城を押さえてくれてる。彼とカーライル自警団の協力があったから、アゼルキアに残った将兵達を味方につける事が出来た」

「……シルヴァンをお助け下さったとは、これで心の荷が一つ下りました」

「それも元を正せば、あんたがアゼルキアの現状を見かねて始めた事だったはずだ。あんたの行動には敬意を表するよ。だからこそ、危険を承知であんたと一騎打ちをさせて貰った。あんたの目で、俺という人間を見て、判断して貰いたかったから。同じ大望を持つ同志として、認めて貰いたかったんだ。こうでもしないと、屑星である俺を先入観抜きに見て貰えないからね」

「殿下……そこまでお考えか――」

「さぁ目を開いて俺を見てくれ、その器にないと思えば俺を殺してくれて構わない。まだまだ未熟な俺おれ達たちを導いて欲しい。俺にはあんたの力と心と経験、全てが必要なんだ。その命、捨てるのならば俺に預けてくれ！」

　ラウルはバルカの腕に置いた手と、その眼まな差ざしに精一杯の力を籠め、言葉を紡いだ。

「……どうやら、リハルトの言葉は間ま違ちがいではなかったようです」

　バルカはカナフの森でのリハルトの言葉を思い出していた。

「殿下。思えば私がラヴェール陛下にお仕えするようになった時も、一度は敵対し戦場にて相対したものです。敗れた私にあの方は自らの志を説き、私はそれに惹かれ忠誠を捧げる事を誓いました。殿下のお言葉を聞き、あの頃ころを思わずにはおられませぬ……確かに紅竜将バルカの原点は、あの方の志にあったのです」

　バルカは目を開くと、ラウルの前に跪ひざまずき臣従の礼を取った。

「ならばラウル様――このバルカ・ラゼイル、あなたに受うけ継がれし志に命をお預けいたしましょう。どうぞ如何様にもお使いください」

　失われたと思っていた志が、ここにあった。そしてその持ち主が、命を賭してまで自分を求めている。それはバルカにとって無上の喜びだった。

　その震えるような胸の内が、バルカの瞳ひとみにきらりと光るものを生み出していた。

「将軍……ありがとう！」

　ラウルは喜色を満面にし、大きく頷いた。

　その情景は、まるで英えい雄ゆう譚たんの一節を絵画にしたようだった。

　目の当たりにした兵達は心から興奮し、口々に喝采を叫さけんでいた。




「うおおおおおおおおおおおおっ！」

「ラウル殿下万歳ーーーーーーっ！」

「アゼルキアの未来に幸あれーっ！」




　この歓喜の輪の中心にいる自分の夫を、ルシエは熱っぽく見守っていた。

　凛々しく輝く立派な姿である。妻として、誇らしい夫であると思わざるを得なかった。

「皇子……よかった」

　マリーベルはルシエの隣となりで、涙ぐみながらラウルを見つめている。

　そんな中、バルカは一人冷静にラウルに告げていた。

「ラウル様。ですが喜んでもいられませぬ。私がここへ突入したのは、ボウテング様を逃にがすための陽動にございます。今いま頃ごろもう砦を出て、お逃げになられているでしょう」

「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶだよ。そう来るとは思ってたからね――手は打ってあるよ」

　ラウルは普段の軽けい薄はくさを取とり戻し、ヘラッと応じて見せるのだった。




　　◆◇◆




　その時――ボウテングは血溜まりの中に立っていた。

　むせ返るような血の匂においが鼻を突き、足元はぬるりと気味の悪い感かん触しよくだった。

　周囲に、動いている味方はいない。ボウテングを護衛していた兵達は、皆物言わぬ屍となって地面に転がっていた。ある者は脳天から胸にかけてをざっくりと割られ、ある者は首と胴体が泣き別れ、またある者は上半身と下半身が別れている。

　凄せい惨さんな光景だ。彼等の身体から流れた大量の血が、足元を赤く染めているのだった。

　そして今、目の前にはこの光景を作り出した張本人――リハルトがいた。

　血に塗まみれた二本の大剣をだらりと下げ、笑えみさえ浮かべながら近寄って来る。

　ボウテングはバルカの出撃後、息を潜めて外の様子を窺っていた。そしてゲルトリッシュの魔狼が現れ、バルカ達の部隊を襲い始めると、敵の注意がそちらに向いたと判断して砦を出た。戦場を離脱し、帝都へと落ちのびるためだ。

　ラウルの陣を避けて北西、帝都方面まで続く街道沿いにまで出たが、そこで潜んでいたリハルト率いる兵に敵襲を受けた。その結果が――今の状況である。

「う――あ……！　お、俺に近寄るなあっ！」

　リハルトはボウテングの言葉などまるで無視し、一方的に宣告する。

「おいラウルから伝言だ。言うぞ――『兄上、馬ば鹿かでいてくれてありがとうございます。あなたの愚かさを踏み台だいに、俺は俺の志を遂げさせて貰います。思えば兄上とは色々ありました。常々馬鹿にされ続け、気分次第で殴るは蹴るわ。俺はあなたの気分次第で、どうにでも扱あつかえる玩具でした。俺だけならまだしも、マリーにまで一生残る怪け我がをさせてくれて……その美しい思い出がありますから、それはもう極ごく上じようの踏み心地です。わざわざこんな恨み言を言こと伝づてしてしまうなんて、俺もまだまだ子供ですね』だとよ。あー長なげえ……聞いたな？　よし、じゃあさっさと殺らせろ――面めん倒どうなんでな」

　剣を振り上げようとするリハルト。ボウテングは目の前に迫る死神を何とか懐柔しようと、必死になっていた。

「ま、待て！　待ってくれ！　ど、どうだ俺に仕えないか？　俺は皇位継けい承しよう権けんも持つれっきとした帝国の皇族だ！　給金ならいくらでも出だせるぞ！　お前程の腕を持つ男が、何もラウルなどに仕える事は無い！　あんな屑星に味方するより、俺に付いた方が余よ程ほどいい暮らしが出来るぞ！　どうだ!?」

「フン――」

　眉まゆ一つ動かさず、リハルトは右の大剣を振った。

　一陣の剣風が巻き起こり、ビュンと鋭するどい音がする。

　そして、顔に恐きよう怖ふを張り付けたままの頭部が、ごろりと地面に転がった。

　リハルトは、物言わぬそれを一瞥した。

「俺は『剣』だ。『剣』にとってのいい暮らしとは、存分に自分を活いかす奴に使われ、名を残す事だ。お前とラウルでは比較にならん」

　言葉にせず心の内で、リハルトは付け加える。

（それにあいつとは腐れ縁えんでな。あいつがもういいと言うまでは、俺はあいつの『剣』であり続けるさ）

　一拍ぱく置いて、リハルトは高らかに宣言する。

「敵将！　このリハルト・オヴェルスが討うち取った！」







エピローグ







　ウェーメリア皇こう宮ぐうは玉座の間――

　幼き皇こう帝ていミレーニアは、宰さい相しようであり叔父おじであるレイノルズの報告に耳を傾けていた。

　ラウルとの婚礼により縁戚関係を結んだエルラーンに、隣りん接せつするアゼルキア州の長官ボウテングが勝手に攻め入ったが、副長官であるバルカ・ラゼイルのエルラーンへの協力もあり、ボウテングは撃げき退たいされたとの事だ。

　そしてエルラーンとしては今回の事で縁戚関係を解消するつもりはないが、信しん頼らいに足る人物を州長官として貰いたい、出来るならばバルカ・ラゼイルを――と申し入れがあったと付け加えられた。

「――報告は以上です、ミレーニア陛下」

　事務的に言うレイノルズに、ミレーニアは不機嫌そうに問いかける。

「……これは事実なのか？」

「残念ながら……折角和平がなったものを、私としても残念でなりません」

「それで済むものか！　私の意向など全く無視されておるという事ではないか！　これでは、他の州長官も何をしでかすか分かったものではない！」

「はい。何かしら、州長官達の手た綱づなを引ひき絞しぼる方策を検討せねばなりません」

「……わかった、検討せよ。それからエルラーンよりの申し入れについて、お主はどう思うのじゃ？」

「非はこちらにありますので……認める他はないかと思います」

「不満じゃ！　同盟国とはいえども、か様な小国が内政の事まで口出しするのは不遜であろう！　この上はアイヴァーに命じ、エルラーンを攻め滅ぼすのも一興じゃ……！」

「なりません。アイヴァーの近衛軍は、帝国全土や他国へと睨みを利かす役割がございます。みだりに動かせば、かえって国内外に乱れを生じる可能性があります」

「ぬう……！　ええい面白うない！　ならば後の事はレイノルズに一任する！　私はもう知らんのじゃ！　部屋に帰る――！」

　ミレーニアは玉座を蹴り上げて立った。

「ははっ――承知いたしました」

　肩かたを怒いからせて歩くミレーニアの背中に、レイノルズが跪いていた。

　ミレーニアは皇帝専用の通路に入ると、堪え切れずに破顔していた。

「ふふふ……くくくっ――レイノルズ叔父上め、驚いただろうのう。まさか私がああ言うとは思わなかったじゃろう」

　エルラーンにはラウルがいる。今回の事は裏でラウルが動いていて、州長官の人事を要望してくるという事は、その人物はラウルの力となる者に違ちがいない――ラウルが後釜に指名した相談役サイオンから、ミレーニアはそのように教えられていた。

　本音を言うと諸手を挙げて賛成なのだが、あえて怒いかりを見せた。それは、二大派閥にミレーニアとラウルの繋がりを不審がらせぬための演技である。

　このあたりの駆け引きも、サイオンはミレーニアに教えてくれたのだ。

　流石にラウルが推薦するだけあって、サイオンは頼たよりになった。ミレーニアに全面的に協力してくれると約束もしてくれている。

　ラウル様がミレーニア様をよろしくと言った理由が分かりました、とサイオンは事の大きさに若じやつ干かん脅えつつ嘆息していたが――

「にいさま。私は待っておるぞ、にいさまが立派になって帰って来る日を……」

　ミレーニアは遠いエルラーンにいるであろうラウルに、そう呼び掛けた。




　一方レイノルズは、宰相府の執務室に戻ると慣れ親しんだ机に着いていた。

　星神教の文様の形をした窓枠からは、穏おだやかな陽光が差し込んでいる。

　その温もりに身を沈めながら、秘書役も退出させ一人黙考していた。

　レイノルズはこうして、一人静寂の中に身を置く事を好んだ。宰相の立場ともなると中々時間は取れないが、こうしているのが一番穏やかで、心安らぐ時間なのである。

　レイノルズは胸中で呟いていた。

（やはり、そうだったのか……）

　特に怒りの感情などは無い。むしろレイノルズは満足していた。

　今回のアゼルキアとエルラーンでの事態について、ラウルが主導している事は間違いない。エルラーンを動かし、そしてあの紅竜将バルカまで屈服させて見せたのだ。

　レイノルズの前に現れる時のラウルは常にうつけ者を装っていたが、レイノルズはその態度を前々から疑っていた。

　そもそもラウルは、あのロファールが手元に置こうとした弟なのだ。ロファールが見所の無い人間を側に置くはずがない。レイノルズの目から見ても、長兄ロファールの傑出ぶりは特筆すべきものであり、常々尊敬の念を感じていた。ロファールさえ生きていれば、今帝国は、このような状じよう況きように陥ってはいなかっただろう。レイノルズがこのような泥どろ臭くさい権力争いに足を踏み入いれる必要も生まれなかった。その事は疑いようが無い。

　そのロファールが目を掛かけるのだから、ラウルには秘めたものがある。それがどれほどのものか――今回レイノルズがボウテング提案の計略を許可したのは、ラウルの才覚を見切るためというのが一番大きかった。もし見込み違いでボウテングの計略が成功したとしても、それはそれで元げん帥すい派に対して優位に立つ要因の一つになる。どちらにしても損はしない。そしてラウルは、レイノルズを満足させるだけの成果を出して見せたのである。

　ならばラウルは、現在の膠着状況を変え得る鍵となるかも知れない――

　ラウルは明確に反旗を翻すでなく、面従腹背を保つことで中央から討とう伐ばつされる名目を生まないつもりのようだ。現実的に考えればそうせざるを得ないだろう。

　そしてそう来るのならば、皇帝の名の元に下される命には逆らえない。幸いミレーニアから後のアゼルキアとエルラーンへの対応は一任された。

　つまるところ、レイノルズは新たな面白い駒を手にしたのである。

（なら――せいぜいこちらの役に立ってもらうよ。この帝国のために……）

　不意に部屋の扉とびらがノックされた。それで、密かな安らぎは終わりを告げる。

「どうぞ、入って下さい」

　レイノルズは扉の外に向かって、そう呼よび掛けた。




　　◆◇◆




　聖王暦五二八年。夏の終わり――アゼルキア州ニルバスの城。

　エルラーンの提案が受け入れられ、正式にバルカが後任の州長官に任命されると、ラウルやルシエはアゼルキアの州都ニルバスへと赴いていた。

　今後のアゼルキアの立て直しの方策について、打ち合わせを行うためだった。

　公おおやけの名目は、駐留大使という事になっている。

　かつてのロファールの居室から繋つながるバルコニーに、ラウルは一人佇んでいた。

　ここからは、街の様子がよく見える。ロファールはこの場所の眺めが好きだった。ラウルにその黄金の志を語り、未来への希望を与あたえてくれたのもこの場所だった。

　ここに立つのはあの時以来、五年ぶりだ。

　街も城も、あの時の面おも影かげを残しているが、あの美しい記憶の中心にいたロファールはもういない。今も、これからも、ずっと――

（兄上……今この場に俺だけが立っているなんて、あの時からは想像もできません。俺ではなくあなたが、今もこの場所に立てていればよかったのに……）

　思い出深い場所だけに、胸に迫せまるものがあった。

　もうあの偉い大だいな背中を目にする事は出来ない。気高くも温もりのある言葉を聞き、胸を躍らせる事も出来ない。

　自分は怒りや憎しみを完全には棄てられない未熟な人間ではあるが、好き好んで怒りたいわけではない、憎みたいわけではない。ロファールさえいてくれれば、仮にも血を分けた兄弟を騙し陥れ討たねばならぬような泥沼に、自ら飛び込む必要も無かっただろう。

　未来に希望だけを見て、何の憂いも無く、思う存分働いていればよかったに違いない。

　我知らず、ラウルの頬ほおを涙が伝っていた。

　もう五年が経たち、ロファール亡なき後の自分の為すべき事を見定め、実際そのための行動を起こしてもいるが――それでもラウルは心の奥底で、ロファールの死を認め切れてはいなかった。女々しい事かも知れないが、それ程にロファールの存在は大きかったのだ。

「――ラウル！　ラウルっ！」

　声と共に肩を叩かれる。振り向くとルシエの姿があった。

「うわっ!?　ああ、ルシエ――？　吃びつ驚くりした……よくここが分かったね？」

「マリーベルが多分ここだろうと言っていた。呼んでも聞こえなかったみたいだから、大きな声を出したんだぞ。何を惚けていたんだ、会議を再開するから早く議場に戻もどろう」

　ルシエは少々不機嫌そうだったが、ラウルの頬に涙の痕を認めると表情を変えた。

「え……？　ど、どうかしたのか？」

「あらら、格好悪い所見られちゃったねー。何でもないから気にしないで。さあ会議会議っと……」

　ラウルはヘラッと誤魔化そうとしたが、ルシエは見逃さなかった。

「待て、何があったのか教えて貰おう。これでも心配しているんだぞ。仮にも私はラウルの、その……つ、妻なんだ。夫がそんな様子なのは気がかりだ」

「本当に大した事じゃないんだよ。ロファール兄上の事を考えてただけなんだ。兄上はこの場所が好きだったから。ここで色んな話を聞かせて貰ったんだよ。久しぶりにここに立ったら、何だか思い出しちゃってね」

　そう言うラウルの表情は、物寂しげだった。

「そうか……余程ロファール殿でん下かを尊敬しているんだな」

「まあね。今ここに立ってるのが、俺じゃなくて兄上だったらよかったのにって思うよ。その方が帝てい国こくにも、いやこの大陸の全すべての国と人にとって良かったと思う。それ位兄上は大きな人だった、兄上がいない事で、時代の流れすら変わってしまった」

「それは、違う」

　と、ルシエはラウルの言葉に異を唱えた。

「え？」

「だってそうだろう、私にはラウルがここにいてくれた方がいい。だから、全ての国と人にとって良かったと言うのは間違いだな？」

「……」

「当然だろう？　そんな事になったら、私は未亡人だ。この歳でそれは嫌だぞ」

　ルシエは今ようやく、本当にラウルを理解したような気がしていた。

　ヘラッとしたうつけ者の表皮の奥には、飢えた虎とらのような激しさと、殆ど完成された智勇を備える英えい雄ゆうの相がある。そして奥の奥には、尊敬する人を思って涙を流す、新雪のように繊細な少年の心根があるのだ。

　考えてみればラウルといえども人間だし、まだルシエと同い年の少年なのである。

　今のラウルからは、目を離すとどこかへ消え行ってしまいそうな儚さが感じられた。

　そういう部分にこそ妻である自分は寄り添って、支えてあげなくてはならない――

　強くそう思えた事が、ルシエの行動から躊躇いを無くさせる。

　ルシエは自然と、ラウルの手を握っていた。

「えっと？　ルシエ？」

「し、知らん！　ただ――こうしてあげなくてはいけない気がした」

「ど、どうも……」

　珍めずらしい事に、ラウルは何だか照れているような様子だった。

　いや珍しいというより、初めてかも知れない。ラウルのこんな顔を見るのは。

　思えばラウルとの触ふれ合いで、ルシエの方が主導権を握ったのはこれが最初だった。

　一本取ってやったような気がして、何となく嬉うれしかった。

「いくら尊敬していても、自分と比べる必要など無いと思う。私から見てラウルは十分な能力を備えている。それでも何か足りないと思うのなら、私が支える」

「……ありがとう。ただ、本当の力が試されるのはこれからだよ。正直ボウテング兄上が総大将じゃあ、勝って当然だからね。君やユーリエ様に作戦を認めてもらった時点で、この結果は目に見えてた。だけどレイノルズ兄上やアイヴァー兄上は、こんなに簡単には行かないさ」

「レイノルズ殿は帝国歴代の宰相でも指折りの切れ者だと言うし、アイヴァー殿は黄金皇帝をも超こえる軍才を持っていると聞くな」

「間違ってないと思う。あの兄上達たちは二人とも手強いし取り巻きも優ゆう秀しゆうだよ。だけどやって見せなきゃね、妻の信頼を裏切るわけにはいかないし」

「ああ、そうしてもらえると助かる。ラウルの志が果たされれば、エルラーンは帝国にとってかけがえのない友国になっているはずだ。いずれ帝国とは一つになるのかも知れないが……エルラーンの価値を上げておくに越したことは無い」
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「頑がん張ばるよ。俺にはアゼルキアの人達の期待を煽った責任がある。もう後戻りはできないし、するつもりもない――ミレーニアも俺を待ってくれてるから」

「皇帝陛下か。仲がいいんだな？」

「うん。妹みたいで可愛かわいくてね。俺の事にいさまーって呼んで笑ってくれるよ。いつかルシエにも会わせてあげたいね」

　嬉しそうにミレーニアについて語るラウルの様子は、微笑ましいものだった。

「ああ。楽しみにしておこう」

「よし！　そうとなれば、こうしちゃいられないね。さあさあ会議行こうか、会議！」

　ラウルは、すっかりいつもの軽薄な調子を取り戻したようだった。

　立ち直りが早い。望ましい事なのだが、ルシエはほんの少し残念だった。

　もう少し先さき程ほどの神妙な面持ちのラウルと、手を繋いでいたかったからだ。

　だがそれを素す直なおに口に出す事は、ルシエにとってはとても難しい事だった。

　内心を見せず、ラウルの言葉に頷いて見せる。

「そうだな、行こうか」

　ラウルとルシエはバルコニーを後にし、室内に戻った。そこから部屋の扉を出た廊ろう下かでは、困り顔のマリーベルと無表情のリハルトが控ひかえていた。

「皇子、バルカ将軍やシルヴァンさんが待ちくたびれちゃってますよお」

「ごめんごめん。さあ、行こうか。これからやるべき事は山程あるよ」

　ラウルはヘラッと笑え顔がおで応じると、議場へと足を向けた。







あとがき







　まずは本書をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　お久しぶりに新しい作品をお届けできて、嬉しい限りです。まだ僕は元気です！

　今作ですが、一応ファンタジー戦記物になるかなと。

　コンセプトは『有能だけど世間の物もの差さしのせいでダメな子扱い』って流行の主人公像を異能バトルじゃなくて、ファンタジー戦記の世界にコンバート。ですね。

　戦記物は死ぬ前に一度は書いてみたかったので、非常にやりがいを感じつつ、反面難しさも感じつつ、こうしてあとがきを書くに至っています。

　気をつけたのは、燃えに萌えに読み応え。この三つをきっちりと組み込むという所でした。それが上手く行っているかは、読者の皆様に判断を委ゆだねる事になるかと思いますが、まぁドキドキですね。いつも思いますが、この気持ちは合格発表を間近に控ひかえた受験生の気分に似ている気がします。

　普段サラリーマンやってるとこのドキドキ感はなかなか味わえないので、貴重な体験してるなあとか思いつつ、でもどっちが楽かと聞かれれば、サラリーマンの方が楽だよなあとか思いつつ。。まあどう感じるかという個人差はあると思いますが、僕は長いものに巻かれるのを苦に思わないタイプなので、サラリーマン適性は結構高いと思ってます。

　んでサラリーマンの僕と言えば今年嬉しい事があって、お給料が上がりました。アベノミクスの恩おん恵けいキター！　って思いました。ああ、どうでもいいことをすみません。

　さて話を戻して、本巻では屑くず星ぼし皇おう子じことラウル君が長い雌し伏ふくを過ぎて飛躍して行くきっかけの部分を書きました。この子性格どブラコンで、やれやれ系のようでいて超熱血と、なかなかに濃ゆいキャラになったかなと思っています。作者的にも気に入っていて、おおこいつすげーなーとか思って頂けると幸いです。

　続きをお届け出来る事があれば、飛躍を続けるラウルの姿をご覧になって頂こうと思います。また本巻では策さく略りやく謀ぼう略りやくの類で決着がついているので、戦場での戦術的な駆け引きをもっと書いてみたいです。ゆくゆくは十万人規模の大会戦とかも書いてみたいなあとか。

　さて最後に今作より担当頂いた編集Ｎ様、イラスト担当頂いたフ子様、並びに関係各位の皆さま、多大なるご尽じん力りよくをありがとうございます。おかげ様でまた本が出せました。

　それでは、この辺でお別れさせて頂きます。またお会いしましょう！
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